
静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告　第121集

太谷横穴非
平成10年度　千羽・八坂2期地区道路新設

′J

工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2000

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所



静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告　第121集

大谷横穴群
平成10年度　千羽・八坂2期地区道路新設

工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2000

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所





1．横穴墓出土土器



⑳〇、

諺や　一題

1．出土装身具（玉・勾玉・耳環）

2．A－6号横穴墓出土装飾付大刀柄間



静岡県掛川市千羽字大谷に所在する大谷横穴群は周知の遺跡として知られていたが、千羽・八坂2期

地区道路新設工事に伴う発掘調査として静岡県中速農林事務所から委託を受け、平成10年7月から平

成11年3月まで現地調査を行った。本書は、その報告書である。

遠江の中・東遠に位置する掛川市は横穴群の大密集地帯である。現在までに把握されている横穴墓の

基数は千を優に超える数であり、県内随一とされている。しかし、発掘調査事例は意外と少なく、たと

え調査されたとしても横穴群の一角だけにとどまる場合が多かった。したがって、今回の調査のように

墓前城や各横穴墓を含めた一支群のほぼ全域にわたって調査され、しかも従来ほとんど調査されること

のなかった逆川上・中流域において調査できたということは、遠江の横穴群を考察する場合、まことに

貴重な機会であったと言えよう。

さて、今回調査された大谷横穴群からは、未開口も含めて30基の横穴墓を検出した。1支群2小支

群14単位群で構成されていて、その築造年代は7世紀初頭から開始し、迫葬も含めて8世紀前半代に

ノ及んでいることが分かった。大半が自然崩壊や後世の盗掘等の撹乱行為を受け、遺構・遺物ともに、そ

の遺存状況はけっして良好なものではなかったが、いくつかの成果を上げることができた○

先ず注目されるのは、30基のなかに、小型横穴墓とミニ横穴墓を5基も検出したことである。これ

らの横穴墓が火葬骨埋納施設であったのかどうかは遺物を検出しなかったことから不明とせざるをえな

いが、私が以前調査した伊豆長岡町の大北横穴群から火葬骨を埋納したミニ横穴墓を5基検出した事例

からすると、これらの横穴墓が火葬墓であった可能性は高いであろう。次に、遠江の横穴群の各横穴墓

の天井形態は非常に多様性を帯びていることから、様々な見解が提出されているが、本横穴群は墓前域

を共有しあう単位群の中においてさえも、そのことが確認できた。いわゆる原野谷川流域タイプと菊川

流域タイプの両地域の特徴が本横穴群の中で展開しているのである。このことからも、更なる論議が展

開されていくものと思われる。

また、遠江でも最初期に築造された横穴墓にみられる羨道部の溝状遺構がB－1号横穴墓でも確認す

ることができ、当横穴墓は二重閉塞施設という古い様相を備えていることが判明した。

このように、今回の大谷横穴群の調査では、注目すべき成果をいくつもあげ、今後の当地域の横穴群

研究の進展に大きな貢献をもたらすものとなった。

現地調査および資料整理、本書の作成にあたり、静岡県中速農林事務所・掛川市教育委員会・静岡県

教育委員会をはじめとする多くの関係諸機関各位に多大なご援助、ご理解を得ている。この場をかりて

深く感謝申しあげる次第である。また調査にご理解をいただいた地元の皆様、現地での発掘作業、また

地道な整理作業にあたられた方々に、この機会に厚くお礼申しあげたい。

2000年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　　斎　藤　　忠
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1．本書は静岡県掛川市千羽字大谷に所在する大谷横穴群の調査報告書である。

2．調査は千羽・八坂2期地区道路新設工事に伴う埋蔵文化財調査として、静岡県中速農林事務所の委

託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、掛川市教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県

埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3．現地発掘調査は、平成5年度に実施された掛川市教育委員会の調査に基づき、平成10年7月から

平成11年3月まで確認錮査と並行する形で現地発掘調査を実施した。また整理作業は、現地発掘調

査と並行して現地で若干の基礎的作業を行い、平成11年8月から平成12年3月まで行なった。

4．調査体制は次の通りである。

平成10年度（現地調査）

所長　斎藤　忠　　常務理事　伊藤友雄

調査研究部長　石垣英夫　　調査研究部次長心得兼調査研究一課長　佐野五十三

調査研究三課長　足立順司　　調査研究員　大庭　宏・大林　元

平成11年度（資料整理）

所長　斎藤　忠　　常務理事　伊藤友雄

調査研究部長　佐藤達雄　　調査研究部次長兼資料課長　佐野五十三

調査研究員　大庭　宏

5．本書の編集および執筆は大庭　宏が担当し、出土遺物鉄製品の実測図・解説については大谷宏治

（当研究所調査研究員）が、附編1．については大林　元が担当した。

6．人骨鑑定については、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し、結果を附編2．として収録した。

7．遺物の撮影は、4×5版での土器の個体および集合写真について内田真紀子氏（写房　楠華堂）に

委託し、6×7版での装身具類および鉄製品については杉山すず代（当研究所技術作業員）が実施し

た。

8．本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

9．本調査に関する記録資料は、静岡県教育委員会文化課が保管している。発掘調査の資料は、すべて

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。

凡　　　例

本書の記述・図示については以下の基準に従っている。

1．横穴墓・墓前域の各部名称は次頁模式図（上）に示したところに従っている。

2．横穴墓の実測図の位置取り・縮尺、主軸ライン設定・主軸方位その他の詳細については、本書第2

章第2節「調査の方法」にて詳述した。計測値についてはすべて横穴墓実測図に基づいており、m単

位で表記した。

3．横穴墓実測図中の遺物に付された番号は、遺物実測図の番号に対応する。ただし、鉄製品について

はM、装身具についてはAをそれぞれの番号の前に付して区別している。



（側断面見通し図）

＜l

横穴墓計測模式図
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図版13　1．A－14号横穴墓調査前　　2．A－14号横穴墓正面

3．A－14号横穴墓玄室床面・奥壁部　　4．A－14号横穴墓天井部

5．A－14号横穴墓玄室内土壌　　6．A－14号横穴墓袖部



図版14

図版15

図版16

図版17

図版18

図版19

図版20

図版21

図版22

図版23

図版24

図版25

図版26

図版27

図版28

7．A－14号横穴墓人骨出土状況　　8．A－14号横穴墓玄室右側壁工具痕

1．A－15号横穴墓正面　　2．A－15号横穴墓調査前　　3．A－15号横穴墓奥壁部

4．A－15号横穴墓玄室床面　　5．A－15号横穴墓天井部

1．A－15号横穴墓袖部　　2．A－15号横穴墓奥壁部工具痕

3．A－15号横穴墓左側壁線刻画　　4．A－15号横穴墓左側壁線刻画近景

5．A－16号横穴墓正面

1．A－16号横穴墓調査前　　2．A－16号横穴墓正面

3．A－16号横穴墓奥壁部　　4．A－16号横穴墓袖部

5．A－16号横穴墓礫床・人骨出土状況　　6．A－16号横穴墓墓前城土器出土状況

1．A－17号横穴墓調査前　　2．A－17号横穴墓正面

3．A－17号横穴墓奥壁部　　4．A－17号横穴墓天井部

5．A－17号横穴墓袖部　　6．A－17号横穴墓土器出土状況

1．墓前城（左からA－16・A－17・A二18・A－19号横穴墓）

2．A－18号横穴墓墓前域土器出土状況

1．A－18号横穴墓調査前　　2．A－18号横穴墓封鎖石　　3．A－18号横穴墓玄室床面

4．A－18号横穴墓天井部　　5．A－18号横穴墓袖部　　6．A－18号横穴墓正面

7．A－18号横穴墓玄室左袖部工具痕　　8．A－18号横穴墓玄室左側壁工具痕

1．A－19号横穴墓調査前　　2．A－19号横穴墓正面　　3．A－19号横穴墓奥壁部

4．A－19号横穴墓天井部　　5．A－19号横穴墓袖部　　6．A－19号横穴墓正面

7．A－19号横穴墓奥壁部工具痕　　8．A－19号横穴墓玄室右側壁工具痕

1．A－20号横穴墓正面　　2．A－20号横穴墓奥壁部

3．A－20号横穴墓土器出土状況

1．A－20号横穴墓調査前　　2．A－20号横穴墓正面　　3．A－20号横穴墓袖部

4．A－20号横穴墓羨道部右側壁工具痕（力　　5．A－20号横穴墓羨道部左側壁工具痕

6．A－20号横穴墓羨道部右側壁工具痕（9

1．A－21号横穴墓正面（左から3つ目）　2．A－21号横穴墓調査前

3．A－21号横穴墓玄室床面　　4．A－21号横穴墓天井部　　5．A－21号横穴墓袖部

1．墓前城（右からA－24・A－23・A－22号横穴墓）　2．A－22号横穴墓調査前

3．A－22号横穴墓正面　　4．A－22号横穴墓奥壁部　　5．A－22号横穴墓玄室床面

6．A－22号横穴墓袖部　　7．A－22号横穴墓土器出土状況

1．A一一22号横穴墓人骨出土状況　　2．A－22号横穴墓正面

3．A－22号横穴墓玄室右側壁工具痕　　4．A－22号横穴墓天井袖部工具痕

5．A－23号横穴墓調査前　　6．A－23号横穴墓正面　　7．A－23号横穴墓封鎖石

8．A－23号横穴墓玄室床面

1．A－24号横穴墓調査前　　2．A－24号横穴墓奥壁部　　3．A－24号横穴墓正面

4．A－24号横穴墓玄室床面　　5．A－24号横穴墓貫通穴

6．A－24号横穴墓土器出土状況　　7．A－24号横穴墓玄室左側壁工具痕

1．墓前城（左からA七一25・A－26・A－27・A－28・A－29号横穴墓）

2．A－25号横穴墓正面　　3．A－25号横穴墓調査前　　4．A－25号横穴墓封鎖石

1．A－25号横穴墓奥壁部　　2．A－25号横穴墓袖部　　3．A－25号横穴墓玄室床面

4．A－25号横穴墓羨道部排水溝　　5．A－25号横穴墓土器出土状況



6．A－25号横穴墓鉄製品出土状況　　7．A－25号横穴墓正面

8．A－25号横穴墓玄室左側壁工具痕

図版29　1．A－26号横穴墓調査前（左から2つ目）　2．A－26号横穴墓調査前

3．A－26号横穴墓正面　　4．A－26号横穴墓封鎖石　　5．A－26号横穴墓奥壁

6．A－26号横穴墓袖部　　7．A－26号横穴墓玄室床面　8．A－26号横穴墓正面

図版30　1．A－27号横穴墓調査前　　2．A－27号横穴墓正面　　3．A－27号横穴墓封鎖石

4．A－27号横穴墓奥壁部　　5．A－27号横穴墓袖部　　6．A－27号横穴墓玄室床面

7．A－27号横穴墓正面　　8．A－27号横穴墓羨道部右側壁工具痕

図版31　1．A－28号横穴墓正面　　2．A－28号横穴墓袖部

図版32　1．A－28号横穴墓調査前　　2．A－28号横穴墓封鎖石　3．A－28号横穴墓奥壁部

4．A－28号横穴墓玄室床面　　5．A－28号横穴墓正面

6．A－28号横穴墓羨道部左側壁工具痕　　7．A－29号横穴墓調査前

8．A－29号横穴墓正面

図版33　1．A－29号横穴墓（西から）　2．A－29号横穴墓（南から）

3．A－29号横穴墓土器出土状況①　　4．A－29号横穴墓土器出土状況②

5．B－1号横穴墓全景

図版34　1．B－1号横穴墓墓前城　　2．B－1号横穴墓正面　　3．B－1号横穴墓奥壁部

4．B－1号横穴墓天井部　　5．B－1号横穴墓袖部　　6．B－1号横穴墓玄室床面

7．B－1号横穴墓羨道部溝状遺構　　8．B－1号横穴墓玄室右側壁工具痕

図版35　1．A地区炭焼窯全景　　2．B地区方形周溝墓近景

3．B地区方形周溝墓土器出土状況　　4．B地区方形周溝墓遠景

図版36　　出土土器（1）

図版37　　出土土器（2）

図版38　　出土土器（3）

図版39　　出土土器（4）

図版40　　出土土器（5）

図版41　出土土器（6）

図版42　　出土土器（7）

図版43　　出土土器（8）

図版44　　出土土器（9）

図版45　　出土土器（10）

図版46　　出土土器（11）

図版47　　出土土器（12）

図版48　　出土土器（13）

図版49　　出土土器（14）

図版50　　出土土器（15）

図版51　出土土器（16）

図版52　　出土土器（17）

図版53　　出土土器（18）

図版54　　出土土器（19）

図版55　　出土土器（20）

須恵器合子状杯蓋

須恵器合子状杯蓋

須恵器合子状杯蓋・杯身

須恵器合子状杯身

須恵器合子状杯身・つまみ付杯蓋

須恵器つまみ付杯蓋・無高台杯身

須恵器無高台杯身・つまみ付杯蓋（かえり無し）

須恵器高台杯身・蓋・高杯

須恵器高杯・脚付境

須恵器平瓶

須恵器平瓶・提瓶・フラスコ型長頸瓶

須恵器長頸瓶

須恵器薗・短頸壷・大賓

須恵器大喪・土師器集合

土師器盤・杯身・高杯・壷

弥生土器（方形周溝墓）・A－5号横穴墓出土土器

A－6号横穴墓出土土器・A－16号横穴墓出土土器

A－17号横穴墓出土土器・A－18号横穴墓出土土器

A－20号横穴墓出土土器・A－22号横穴墓出土土器

A－25号横穴墓出土土器・A－28号横穴墓出土土器



図版56

図版57

図版58

図版59

出土鉄製品（1）1．馬具　　2．大刀

出土鉄製品（2）3．鉄鉄　　4．刀子

出土鉄製品（3）5．その他　　出土装身具

静岡県立掛川西高等学校郷土研究部採集の大谷横穴群出土須恵器



第1章　位置と環境

第1節　自然的環境

大谷横穴群は掛川市街地から東へ約4km、国道一号線掛川バイパスの千羽インターチェンジより北へ

約0．4kmの逆用右岸の低い丘陵地に位置する。掛川市のほぼ真申を東西に貫流する逆用は、市内北東部

の粟ケ岳の南斜面に源を発し、四方の山地から流れ出す各支流と合流しながら南下し続け、袋井市広岡

で原野谷川と合流する全長約24kmの小河川である。小河川であり、谷底平野も狭いことから、沖積平

野はあまり発達しなかった。一方、北の粟ケ岳から南に延びる山塊の先端部は低い丘陵地帯で、そこは

浅く短い開析谷とやせ尾根が複雑かつ無数に入り組み、掌状を呈している。また、わずかな沖積平野を

ともなった逆川を間にはさんで、南側からは小笠山丘陵が北へと大きく張り出している。大谷横穴群は、

大きく南に舌状に張り出した一支稜から、さらに枝分かれして西南方向にのびる小支稜の先端部の東南

斜面に分布しており、その標高は約60m前後である。この丘陵の間に広がる谷は浅く狭いもので、わ

ずかに水田が拓かれているにすぎない。この谷田と横穴群との比高差は5m程である。

道川中流域の右岸に展開する横穴群のいずれもが、このような沖積平野から一歩入り込んだ開析谷の

やせ尾根の斜面上、もしくは沖積平野に面した数条の小支谷に築造されており、また尾根上には、古墳

時代の後期前半に築造された木棺直葬境が点在している。横穴群の分布を考える場合、道川中流域の横

穴群が造営の経済基盤となる広大な沖積平野を背景に持つことなく、入り込んだ狭い谷に築造されてい

ることは、原野谷川流域や道川下流域に所在する規模の大きい、一地域に密集する傾向の横穴群に対し、

小規模な横穴群が広範囲に散在する傾向につながっている。

次に、本横穴群の位置する地層の概況について述べる。掛川市内で丘陵を形成する地層は、第三紀中新

世上部層から第四紀更新世にかけての堆積物である相良層群、掛川層群、曽我層群などである。本横穴群

周辺の地質は、一連の海成層である相良層群と掛川層群のちょうど2つの地層の境目にあたっていて、丘

陵の北半が掛川層群の一つである堀ノ内砂泥互層で、南半が相良層群の一つである満水層とで構成されて

いる。堀ノ内砂泥互層は、下部の満水層に堀ノ内砂泥互層が不整合で接し、その上に、土方泥層（青灰色

の層理の乏しい泥層）が堆積する複雑な層状となっている。本横穴群にあっても、北東から南西方向へと

斜行する砂岩と青灰色の泥岩との互層で、縞模様をみせている。横穴墓の掘削には比較的好条件な地質で

あり、逆川中流域の横穴群や墳丘をともなう古墳群の大半が、この層を掘削して築造されていて、本横穴

群にあっては、満水層に築かれた横穴墓よりも、この地層に築造された横穴墓の方が遺存状態ははるかに

良く、調整痕を明瞭に残しているといえる。一方の満水層は、主に泥岩よりなるが、場所によっては細か

い砂層と泥層で互層をなすところもあるらしい。この満水層および相良層群は、横穴墓の掘削には同じく

好条件な地質ではあるが、軟質であり雨水等による浸食を受けやすく、非常にもろい地質で、層状剥離も

しやすい。本横穴群の横穴墓の3割近くが、丘陵斜面の崩落にともなう土砂流出で全壊している場合や、

天井を始めとする側壁の剥離・剥落で半壊してしまっていることからしても、保存状態が決して良い地質

とはいえない。これは遠江の広い範囲にわたって広がっている掛川層群に築造された多くの横穴群のたど

る宿命でもあり、その大半が自然崩壊を免れることができなかったのである。

今回の本横穴群の調査では、正面向かって右上がりに斜行する互層と、その互層の軟質な砂質層とで

横穴墓崩壊の危険がいつも付きまとい、また、原床面が非常にとらえにくく、あるいは削平し過ぎてし

まった場合もあった。また、丁寧に精査した前庭部も一降りの雨と強い日差しの繰り返しで、いつのま

にか細かな階段状を呈してしまった。
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第1図　周辺遺跡図
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【周辺遺跡 図地名表】

番号 遺跡名 時　 代 種　 別

238 美人ケ谷城 中世 城　 館

240 保戸貝戸古墳群 古墳 古　 墳

241 平尾氏館 中世 城　 館

242 山崎鎮守遺跡 弥生（中） 散布地

243 里在家古墳群 古墳 古　 墳

244 薮下 ・山崎新田遺跡 縄文、弥生 散布地

245 山崎寺中遺跡 縄文（晩）、弥生（後） 散布地

246 金井場遺跡 縄文（後） 散布地

250 柿ケ谷遺跡 縄文（前～中） 散布地

251 小和田前遺跡 縄文～古墳 散布地

252 屯倉古墳群 古墳 古　 墳

261 中山古墳群 古墳 古　 墳

262 下池古墳 古墳 古　 墳

263 牛丸古墳 古墳 古　 墳

264 牛丸西谷田遺跡 縄文（後～晩） 散布地

265 牛丸上ノ山遺跡 縄文（後） 散布地

266 初馬城 中世 城　 館

267 熊ケ谷大谷遺跡 縄文～古墳 散布地

272 下山古墳 古墳　　　　　　　 ′古　 墳

273 会下ノ谷遺跡 古墳（後） 散布地

274 谷ノ坪 I遺跡 古代 散布地

275 谷ノ坪Ⅱ遺跡 古墳（後）、古代 散布地

276 水垂城 中世 城　 館

277 砥石遺跡 弥生（後）、近世 散布地

278 石上天王山遺跡 弥生 散布地

279 廃安善寺遺跡 弥生（後）～古墳（前） 散布地

280 文殊ケ谷経塚 中世 経　 塚

281 大竹横穴群 古墳 横　 穴

304 日守田遺跡 弥生、古墳、古代 散布地

305 戸塚中世墓 中世 墓　 地

306 戸塚遺跡 古代 散布地

307 原新田遺跡 弥生、古墳 集　 落

308 天王山砦 中世 城　 館

309 薮田横穴群 古墳 横　 穴

310 原新田古墳 古墳 古　 墳

311 八景山古墳 古墳（中） 古　 墳

312 でんでこ山古墳 古墳 古　 墳

313 下清水古墳群 古墳 古　 墳

314 下清水横穴群 古墳 横　 穴

315 天王山古墳群 古墳 古　 墳

316 天王山遺跡 弥生（後） 集　 落

317 大多郎古墳群 古墳 古　 墳

318 宝田遺跡 弥生（後）～古墳（前） 散布地

319 宝田古墳群 古墳 古　 墳

320 内篭遺跡 弥生（後） 集　 落

321 大多郎遺跡 弥生（後）～古墳（前） 集　 落

322 大平山古墳群 古墳中期 古　 墳

323 大平山遺跡 弥生（後） 散布地

324 西田遺跡 弥生（後） 散布地

325 大ケ谷古墳群 古墳 古　 墳

326 西田古墳群 古墳 古　 墳

327 西田横穴群 古墳 横　 穴

328 御所原遺跡 弥生（中～後） 集 ・墓

329 大ケ谷横穴群 古墳 横　 穴

330 狐塚古墳 古墳 古　 墳

331 三城久保遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

332 三城久保古墳 古墳 古　 墳

333 井屋ノ谷遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

334 宮脇古墳群 古墳 古　 墳

335 山郷山遺跡 弥生～古墳、中世～近世 墓　 地

336 山郷山古墳群 古墳 古　 墳

337 山郷山横穴群 古墳 横．穴

338 深谷遺跡 弥生（後）～古墳（前） 散布地

339 深谷古墳群 古墳 古　 墳

340 深谷横穴群 古墳 横　 穴

341 山郷横穴群 古墳（後） 横　 穴

342 元屋敷 弥生、中世、近世 城　 館

343 峯山遺跡 弥生、古墳、古代、中世 集・墓

344 峯山古墳群 古墳 古　 墳
※遺跡番号は『静岡県文化財地図・地名表Ⅱ』 （昭和64年3月発行）に準じ

番号 遺跡名 時　 代 種　 別

345 谷通横穴群 古墳（後）． 横　 穴

346 神明横穴群 古墳 横　 穴

347 古明遺跡 弥生、古墳、古代 散布地

348 寺峯遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

349 五平屋敷古墳 古墳 古　 墳

350 御堂ケ谷横穴群 古墳 横　 穴

351 正源庵古墳群 古墳 古　 墳

352 郷下遺跡 弥生（後） 散布地

●353 大谷横穴群 古墳 横　 穴

354 鍬谷横穴群 古墳 横　 穴

355 中屋敷古墳 古墳 古　 墳

356 中屋敷横穴群 古墳 横　 穴

357 後沢遺跡 弥生、古墳 散布地

358 往環北遺跡 弥生（後）～古墳（前） 散布地

359 宮ノ前遺跡 弥生（後）～古墳（前） 散布地

360 吉松遺跡 弥生（後） 散布地

361 蔵ケ谷古墳 古墳 古　 墳

362 大薮遺跡 弥生（後）～古墳（前） 散布地

363 大薮古墳群 古墳 古　 墳

364 一色古墳群 古墳 古　 墳

365 山ノ段古墳 古墳 古　 墳

366 平川古墳 古墳 古　 墳

367 原ノ前遺跡 弥生（後） 散布地

368 大久保古墳群 古墳 古　 墳

，369 大久保遺跡 弥生（後）、古墳（前） 墓　 地

370 深谷古墳群 古墳 古　 墳

371 原山遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

372 山郷古墳群 古墳 古　 墳

373 踊原古墳 古墳 古　 墳

374 池向遺跡 弥生（後） 散布地

375 前田古墳 古墳 古　 墳

376 踊原遺跡 弥生（後）、古墳（前） 集 ・墓

377 宮ヶ谷行大塚 古墳 古　 墳

378 正福寺古墳 古墳 古　 墳

379 南郷古墳群 古墳 古　 墳

380 堂下遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

381 下川原遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

382 神子地遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

383 天神遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

384 中西遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

385 高畑遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

386 畑中遺跡 弥生、古墳、古代 散布地

387 日影谷遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

388 蛭田口行大塚 古墳 古　 墳

389 蛭田古墳 古墳 古　 墳

390 大六山砦 中世 城　 館

391 大六山遺跡 弥生、古墳 集 ・墓 ＿‾

392 山口遺跡 弥生、古墳、古代 散布地

393 成滝館 中世 城　 館

394 堀之内遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

395 神明神社古墳 古墳 古　 墳

396 葛川西田遺跡 弥生（後）、古墳（前） 散布地

397 笠町砦 中世 城　 館

398 妙見山古墳群 古墳 古　 墳

399 掛川古城 中世 城　 館

400 子角山遺跡 弥生（後） 散布地

420 谷田古墳 古墳 古　 墳

421 谷田横穴群 古墳 横　 穴

422 矢崎横穴群 古墳 横　 穴

423 鶴本横穴群 古墳 横　 穴

424 京徳横穴群 古墳（後） 横　 穴

425 大境横穴群 古墳（後） 横　 穴

426 長久院古墳 古墳 古　 墳

427 長久院横穴群 古墳（後） 横　 穴

428 会下ノ腰横穴群 古墳（後） 横　 穴

429 塩辛山横穴群 古墳（後） 横　 穴

430 塩辛山古墳 古墳中期 古　 墳

431 茶屋辻横穴群 古墳 横　 穴

432 七ツ枝（杉谷B）横穴群 古墳 横　 穴



第2節　歴史的環境

大谷横穴群は古墳時代後期後半から奈良時代前半、すなわち6世紀末ないし7世紀初頭から8世紀前

葉にかけての遺跡である。そこで、本横穴群の位置する逆川流域を中心とした掛川市域全体の当該期の

歴史的環境をまとめてみたい。

なお、遺跡番号は『静岡県文化財地図・地名表Ⅱ』（昭和64年3月）に準じている。

1．古墳時代の集落の動向

古墳時代前期は、原野谷川流域の平野部で前代からの継続性をもった198．原川遺跡あるいは110．坂尻

遡が、大規模な集落へと発展する。これに対して、逆川流域では、あいかわらず弥生時代後期の様相

をほぼそのまま踏襲し、沖積平野の周縁部の台地上や丘陵上に、集落は散在的に展開し続ける。平野部

での調査がほとんど行われていないために不明なのであるが、あるいは、原野谷川流域ほど自然堤防が

発達していなかったことで、開発が遅れていたことも考えられる。

ところが、古墳時代中期および後期になると前代とは大きく異なって、集落跡は台地上や丘陵上から

はほとんど消えてしまい、そこにはかわって初期群集境とされる木棺直葬境が、それからやや時期を遅

くして、横穴式石室境や横穴群が丘陵斜面に墓城としての空間を形成することになる。このことは、そ

れまで台地上や丘陵上に暮らしていた人々が沖積平野へ進出したことを物語っている。しかし、平野部

での当該期の集落遺跡の数は決して多くはない。現在、その地の大半が市街地として展開している以上、

その痕跡を見つけ出すのが困難だからである。最近、逆用中流域の沖積平野で発掘調査が行われた。弥

生時代から古墳時代にかけての392．山口遺跡である。古代の水田遺構や住居跡は検出されなかったが、

この流域平野部での調査事例としては貴重な成果をあげている。今後の調査次第では、間違いなく当該

期の遺跡の数は増加するものと思われる。

奈良・平安時代の集落遺跡もまったく同じ状況下にある。なお、当該期になっても、秋葉路の皿去

ノ坪遺跡のように、前代に引き続いて集落機能が継続している場合があることは注意を要する。六ノ坪

遺跡は、その後の奈良時代から平安時代にかけての官衛遺構が発見されていることから、かなりの長期

にわたって営まれつづけた複合遺跡である。また、最近、大谷横穴群から西へわずか1．3血での地点で

発掘調査された安養寺に南接する338．深谷遺跡Ⅱ地点からは、奈良時代の住居跡と共に、小穴から和銅

開弥19枚と唐式鏡2枚（花枝双鸞八花鏡、唐花含綬双鳳八花鏡）が出土し火葬墓の可能性もあって、こ

ちらについても注目しなければならない。

2．古墳の動向

掛川市域は、古墳の数が非常に多く、また、その遺存状況はおおむね良好である。古墳時代中期の大

型古墳、後期前半の木棺直葬填、後期後半の横穴式石室境と横穴群の3つに大別することができる。

5世紀になると原野谷川右岸の各和原台地上に首長墓クラスの大型の古墳が相次いで築かれる。5つ

の大型古墳が分布する和田岡古墳群である。135．各和金塚古墳－126．瓢塚古墳－105．吉岡大塚古墳・

110．春林院古墳－123．行人塚古墳の先後関係が想定される。一方、近年の発掘調査で、逆用下流域左岸

の高御所の丘陵上から206．前坪3号墳・205．浅間神社3号項といった大型古墳の存在が明らかにされ、

和田岡の首長層とは別の、しかもより古い首長層の動向が認識されつつある。その後、和田岡古墳群の

系譜は、丘陵南側に点在する105．袋井市権現山古墳群や97～99．袋井市宇佐八幡神社1～3号古墳など

に引き継がれていくが、その系譜は次第に不明確なものになってしまう。一方、原野谷川左岸の岡津丘

陵南半では、画文帯神獣鏡が出土した前方後円墳191．奥ノ原古墳（推定全長50m）や同丘陵南端の変
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形神獣鏡が出土した193．西岡津古墳が分布し注目される。前者は5世紀後半代の首長墓とされ、後者は

古墳時代中期未、6世紀前半代の円墳とされる。また、同丘陵には173．神明塚・162・高代山5号境のよ

うな大型円墳・前方後円墳が分布することから、原野谷川をはさんだ対岸の和田岡原の大型古墳群との

首長系譜の連続性を想定することが可能である。倉真川下流域左岸の題．天王山古墳群5号境はこの時

期の前方後円墳と考えられ、引き続き前方後円墳が造営されてはいるものの、5世紀代の前方後円墳と

は比較にならないほどに衰退してしまうのである。道川下流域左岸の高御所を中心域とする首長層のそ

の後の動向は、周辺の遺跡が希薄なことから、その解明は現在のところ中断している。本横穴群から西

へ3血ほどの倉真川上流域左岸の丘陵上には、全長100mを越す大型の前方後円墳鬱み下山古墳が分布

するが、大半がすでに削平されてしまっていて、その存在自体も疑わしいものとされている（註1）。

こうした大型古墳に替わって、木棺直葬の小円墳が丘陵のやせ尾根上に点々と築造される。築造時期

は6世紀半ば以前とされ、点在するそのあり方は「初期群集墳」と呼ばれる。いずれも、横穴式石室境や

横穴群などの「後期群集墳」に先行して築造されたものである。主体は円墳で、中心となるような古墳

は存在せず、密集することも少ないのが、掛川市城の初期群集境の特徴でもある。逆用中流域に限定し

て確認すると、右岸では334．宮脇山郷古墳群（6基）や315．天王山古墳群（5基）など21群を数え、左

岸では370．深谷古墳群（6基）、379．南郷古墳群（8基）など13群を数える○

このうち調査された木棺直葬境は、天王山古墳群と掛川バイパス建設関連で調査された322・大平山古

墳昼、344．峯山古墳翠の3つの古墳群しかないので、その全姿はとうてい分からないのであるが、単独

境の場合と、複数の円墳が同一尾根上に近接しあっている場合との二通りがある。複数の場合は、遠江

の広い地域でみられる群集境と同様で、墓城の間隔からして削、単位としての単位群を想定することは

困難であるが、同一尾根上に展開することから、小支群を想定することは可能とされる（註2）。また、

木棺直葬境から検出される副葬品のいずれもが似たような内容であることから、6世紀に新たに出現す

るこうした群集境の造墓集団には、比較的均質な階層で構成された集団が想定でき、同じ群集境であっ

ても、支群ごとで微妙にその内容を異にすることから、一つの群集境が、全て同一の集団による造墓で

はなく、それぞれが大和王権とそれを構成する豪族層の下位で、何らかのちがった役割を担った集団で

あった可能性が強いとされる（註3）。

同じ円墳ではあっても、木棺直葬境と迫葬を前提とする円礫積みの横穴式石室項とでは、構造上大き

な相異をみせる。迫葬行為とは、同一の古墳に数回の追葬を行うものである。しかも前回の遺体や副葬

品を玄室内の一隅などに取りまとめて片付けてしまい、そこに新しい遺体を入れた棺・副葬品を置くと

いう行為である。この行為は、初期の横穴式石室にはみられないため、横穴式石室が群集境に採用され

てから普及するとされ、このような追葬のあり方から横穴式石室が「納骨堂」に転化したとされる（註4）。

中速地域では横穴式石室を主体部に持った古墳として、袋井市の159．大門大塚古墳が6世紀前半に、

はやくも登場する。そしてこれ以降、横穴式石室境と横穴群の数が急増し、本格的な群集境の時代（後

期群集墳）へと入っていく。

6世紀中頃以降の横穴式石室を採用した円墳の数は、掛川市城では極端に少ない。現在までに確認さ

れているのは、倉真川流域では上西郷の256．平塚古墳（単独墳）、同239．美人ケ谷古墳群1号墳（6基）、

同坦91保戸貝戸古墳群旦量壁（2基）、同247．石ケ谷古墳群（4基）、同生島亘堕（単独墳）、原野谷川

上流域本郷の45．長福寺古墳群1号墳（3基）、垂木川・家代川流域では上垂木の71・海塚古墳群（8基）、

最近調査された家代の480．天段古墳群1・2号墳（2基）、道川下流域の篠場の埋立上山（城由二丈

址＿＿卓墳群6号垣（7基）、小笠山運動公園内の居村古墳群1～3号墳（3基）などで、その分布は原

野谷川上流域とその支流の垂木川および倉真川の上・中流域に集中し、逆川上・中流域には一基も確認

されていない。大半が小規模ながら群集境として構成されていて、築造時期については、遠江の他の群

5



集墳同様、6世紀後半から末葉にかけてであり、7世紀後半ごろまで続くものもある。いずれにしても

その数は10数基であり、遠江全域の横穴式石室境の数からしても、極端に僅少であり、それは同時に掛

川市域の横穴式石室境の分布の一特徴となっている。

このような傾向に対して、掛川市城では横穴式石室境と同様に、迫葬を前提とする横穴墓が緊密な群

構成をなして圧倒的な分布をみせはじめる。その開始時期は横穴式石室境よりも若干遅れて、6世紀後

半とされている。掛川市城での後期群集境の開花である。

3．横穴群の終焉

掛川市域の横穴群分布のあり方とその特徴については、別に章立て（本書第4章第1節）して詳解す

ることとする。したがってここでは、横穴群の終焉について簡単にまとめておく。

倉真川上・中流域の一部を残して、掛川市域に展開する横穴群は、7世紀後半以降急速に衰退してゆ

く。そして、新たに横穴墓を築造するよりも迫葬が盛んに行われるようになる。しかし、それも8世紀

前半代にはほぼ終了する。また、大谷横穴群A－14号墓のように中世になっても横穴墓への埋葬が行わ

れる場合もあるが、その場合はもはや迫葬とはいわず、「再葬」もしくは「再利用」として定義付ける。

迫葬期にたとえ新しく築造されたとしても、それは規模の小型化や構造の簡略化がなされ、迫葬すら

困難なものとなる。つまり、一人のための埋葬施設（＝単次葬墓）となり、家族（同族）墓としての機

能を欠失していくのである。大谷横穴群の場合も、大体においてこのような状況に沿うものである。7

世紀代に入って、新たに墓城を設定して営まれる群集境を特に「終末期群集墳」と呼ぶ。終末期群集境

では群内もしくは近辺の地で、8世紀代の火葬墓が検出される例を全国的に確認することができる（註

5）。大谷横穴群からは、掛川市城でも特異な構造を持った小型横穴墓ないしはミニ横穴墓が5基も検出

された。これらの5基が火葬墓であったかどうかは本書第4章第3節で詳述した通り、残念ながら不明

であるが、その可能性は十分に大きいものである。したがって、横穴群を含めた群集境の追葬期間は

「古墳時代」の中には入れないと、一般的には考えられているようであるが、追葬期間に入っても築か

れている本横穴群のミニ横穴墓が火葬墓である可能性が高い以上、本書はこの立場をとらない。

大規模な横穴群が、沖積平野に面した比較的立地条件に恵まれた地形に築かれるのに対して、大谷横

穴群は、大規模な横穴群からは距離的に離れた周縁の低丘陵の斜面上に展開し、その展開する規模も小

さい。また、その築造開始時期は、大規模な横穴群が新たな横穴墓の築造を停止し、追葬段階にはいっ

た頃に、やっと本格的に展開し始める。このことが、小型横穴墓やミニ横穴墓が排出した背景として考

えられるのではなかろうか。

それでは、横穴墓はなぜ築かれなくなってしまったのだろうか。奈良・平安時代の墓城は、単なる死

者の遺体の処理場であって、古墳のように半永久的に墓地の土地占有を前提としたものとはまったく姿

を変えてしまっている。それは、『養老喪葬令』の規定外であり、単に葬り埋められるだけであった。

推古朝の葬送規制や、いわゆる「大化の薄葬令」による国家権力の大きな造墓干渉によるものであると

か（註6）、群集境の終焉を国家権力による土地制度の変革に結びつける見解（註7）、あるいは仏教文化の

火葬風習によるものであるとか、さまざまな見解があって、いまだに統一見解とはなっていない。

しかし、横穴墓自体の内部変化は否応なく進展している。横穴墓の内部主体の縮小化傾向や副葬品の

少量化傾向など、今までとは異なる方向へとすでに歩み出していることを、再認識する必要がある。群

集境は、大型古墳を造った大豪族の支配を支えていた共同体が分解して、経済的に自立するようになっ

た家父長的な家族が、家族ごとの墓を造るようになったものであるとされている（註8）。しかしそれに

対して、6～7世紀の有力農民のすべてが群集境を造ったのではなく、有力首長層と擬制的な同族関係

を持つ有力農民だけが造ったとの見解もある（註9）。
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あるいは、群集境の築造は大型古墳の時代、5世紀にすでに造られていることから、群集境は弥生時

代の後半にみられる方形周溝墓の系譜をひく有力農民の墓の一つの形態にすぎない、との見解も出され

ている（註10）。この見解に従えば、従来のように群集境の成立と中央の政治動向とを密接につなげてし

まうことは、その本質を見誤ることになる。掛川市城にあっても、各流域ごとで横穴群の成立と終焉の

あり方は大なり小なり相違している。今後、この間題を解明するためには、こうした流域ごとの相違を

より明確にするとともに、そこで確認できた状況を他地域のそれと照らし合わせることが肝要である。

そして何よりも、当該期の集落のあり方について発掘調査事例を多くすることが必要であり、そこで得

られた情報に基づいて遺跡全体の流れをみるという研究動向へと切り替えていかねばならないであろう。

註
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論集一地域と考古学』1994年

（2）『掛川市史　上巻』217～218頁1997年　掛川市
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（5）安村俊史「火葬墓を内包する終末期群集墳一畿内の事例の基礎的考察－」『古代文化』51－11

1999年　古代学協会
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・『安養寺Ⅱ・Ⅲ遺跡発掘調査報告書』1996年3月　掛川市教育委員会
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・『掛川市遺跡分布調査報告I』1984年　掛川市教育委員会

・『掛川市遺跡分布調査報告Ⅱ』1984年　掛川市教育委員会
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・『第15回　掛川考古展一古墳－』1996年　掛川市教育委員会
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1997年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所
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第2図　原野谷川・逆川流域の群集墳の分布図地名表

地区 番号 横穴群名 ， 基数 所 在 地 備　　 考 調査

A

45 幸 3 本郷字古城 1 号境は横穴式石室墳 有

48 長福寺脇下横穴群 12 本郷字古城

52 北ノ谷 （北ノロ）横穴群 10 本郷字古城

54 古戦 （古銭）横穴群A ～C 群 14 本郷字古戦

55 宮坂横穴群A ・B 群 22 本郷字宮坂 有

59 楠ケ谷横穴群A ～D 群 135 本郷字楠 ケ谷 『昭和63年度　 静岡の原像をさぐる』 有

B

78 甚佐ケ谷横穴群 3 細谷甚佐ケ谷

79 堂前横穴群A ～C 群 31 細谷堂前

153 土橋横穴群 1 細谷字土橋 『土橋横穴群 ・長沢遺跡』 有

C

141 山下横穴群 3 各和山下

170 椀貸横穴群A ～C 群 10 冨部字椀貸

194 岡津横穴群A ・B 群 24 岡津東谷田 『東名高速道路関係　埋蔵文化財発掘調査報告書』 有

195 ワゴ横穴群 5 岡津 （東ノ山）

D

75 昧増ケ谷横穴群 1 家代字味増ケ谷

82 十五ケ谷横穴群A ・B 群 16 家代字十五ケ谷

88 別所横穴群 3 家代別所 『遠江の横穴群』 有

480 車 車 2 家代字東沢 2 基とも横穴式石室墳 有

E 71 蒲潅 8 上垂木字海塚 円墳

F － 峯横穴群 12 家代字峰 有

G

282 鰯原 （金谷）横穴群A ～C 群 72 下垂木字鰯原

283 飛鳥長谷横穴群 1 下垂木長谷

284 飛鳥横穴群A ～C 群 7 下垂木飛鳥 『静岡県史　 資料編2　考古二』 有

285 飛鳥岩谷横穴群A r～F 群 54 下垂木岩谷

287 梅ヶ谷横穴群 6 上西郷古市字梅ヶ谷

289 西谷田横穴群A ～E 群 46 下西郷小市字西谷田

301 三十人坪横穴群A ～C 群 40 大池字三十八坪 『三十八坪横穴群A 群』 有

302 不動ケ谷横穴群 1 下西郷字不動ケ谷

H

239 ：：：：i議 6 上西郷美人ケ谷 すべて横穴式石室墳

240 2 上西郷字保戸貝戸 2号境は横穴式石室墳宰耳黍宰隼圭

247 損・・・・：・ 4 上西郷字石ケ谷 円墳香

256 1 上西郷字五明 横穴式石室墳　　 『1998　出土文化財展』 有津半

－
ヰ轟 1 上西郷 横穴式石室墳

I
309 薮田 （原新田）横穴群 5 下西郷字原新田

314 下清水 （天王山）横穴群 1 水垂字下清水

J

327 西田 （宮脇）横穴群A ．・B 群 9 西山口宮脇字西田

329 大ケ谷横穴群A ・B 群 5 西山口薗ケ谷字大ケ谷

337 山郷山横穴群 3 西山口宮脇字宮下

340 深谷横穴群 1 薗ケ谷字深谷

341 山郷横穴群 2 宮脇宇山郷 F掛川バイパス建設用地内　埋蔵文化財調査報告書』 有

345 谷通横穴群A ・B 群 13 薗ケ谷字谷通 『掛川バイパス建設用地内　埋蔵文化財調査報告書』 有

346 神明横穴群 6 西山口薗ケ谷鳥居松

350 御堂ケ谷横穴群A ・B 群 8 西山口薗ケ谷御堂ケ谷 F掛川バイパス建設用地内　埋蔵文化財調査報告書j 有

353 大谷 （千羽）横穴群 30 千羽字大谷 本報告書 有

354 鍬谷 （木原子）横穴群 20 大原子字鍬谷

356 中屋敷横穴群 1 東山口千羽中屋敷

10



地区 番号 横 穴群名 基数 所 在 地 備　　 考 調査

K

4 13 寺 ケ谷横 穴群 12 下俣寺 ケ谷 『1999　 出土文化財展』 有

4 18 久保横 穴群 2 酉南郷久保

42 1 谷田横 穴群 5 南西郷谷田

422 矢崎横 穴群 3 南郷上張矢崎 有

423 鶴本横 穴群 7 南郷上張字鶴本

424 京徳 （杉谷A ）横 穴群 19 南郷上張字京徳

425 大境横 穴群 5 南郷杉谷七 ツ枝

427 長久院横 穴群 9 南郷杉谷下池

428 会下 ノ腰横 穴群 7 南郷杉谷七 ツ枝

429 塩辛山横 穴群 11 南郷杉谷七 ツ枝

43 1 茶屋辻横 穴群 15 南郷杉谷茶屋辻 『平成10年度　 静岡の原像 をさぐる』 有

432 七 ツ枝 （杉谷 B ）横 穴群 3 南郷杉谷七 ツ枝

L

407 山麓山横 穴 1 中央高町 『静 岡県史　 資料編 2　 考古 二』 有

408 宇洞 ケ谷横 穴 1 下俣字字洞 ケ谷 『掛川市宇洞ケ谷横穴墳発掘調査報告書』 有

－
堀 ノ内13号墳 1 下俣字宇洞 ケ谷 『平成 4 年度　 静岡の原像 をさぐる』 有 ‘

－
堀 ノ内横 穴群 3 下俣字宇洞 ケ谷 『平成 4 年度　 静岡の原像 をさぐる』 有

－
山脇横 穴群 長谷

M

2 11 屋 敷越横 穴群 14 領家屋敷越

2 12 本村横 穴群A ～D 群 17 領家字本村 『東名高速道路関係　 埋蔵文化財発掘調査報告書』 有

2 15 谷切横穴 群 1 領家谷切

2 16 斎 兵衛 ケ谷横穴 群A ・B 席 32 高御所字斎 兵衛 ケ谷

2 17 十ニ ケ谷横穴群 A ～C 群 27 高御所字十ニ ケ谷

2 18 金兵谷 田横穴群 21 高御所字中尾 有

2 19 大谷代横穴群 A ～D 群 4 6 高御所字大谷代 『遠江の横穴群 』

220 南坪 （押 出）横穴群 15 高御所南坪 有

22 1 新田横穴群 12 高御所字新田 『新田横穴群D 群』 有

224 十五ノ坪横穴群 2 南西郷字十五 ノ坪

235 7 篠場字上山 6 号境は横穴式 石室墳

236 城 山横穴群 1 高御所字中尾 『掛川市城山横 穴墳調査報告書』 有

－
向山横穴群 － 高御所

－
前 山横穴群 4 長谷 ・ 『1998　 出土文 化財展』

－ 28 1 大竹横穴群 10 水垂字西側

集落

遺跡

57 堂下遺跡 －
本郷字堂下 古墳 （後）、古代 の散布地

74 味 噌 ケ谷北遺跡 －
家代字味噌 ケ谷 古墳 （中 ・後 ）、古代 の散布地

102 浅間山遺跡 －
袋井市国本 弥生、古墳 の集 落

106 不 入斗 I遺跡 －
袋井市国本 古墳 、中世の散布地

108 石ノ形遺跡 －
袋井市国本 ・北原川 弥生～近世の散布地 ・集落

110 坂尻遺跡 －
袋井市国本 弥生～近世の集 落 ・官街遺跡

189 岡津原 Ⅴ遺跡 －
岡津 古墳 （中 ・後 ）の散布地

198 原 川遺跡 －
原川 弥生～近世の集落

199 三ツ池遺跡 －
原川字三ツ池 古墳 （後）、古代 の散布地

200 善光寺遺跡 －
岡津 古墳 （後）、古代 の散布地

201 コリ トリ遺跡 －
岡津 古墳 （後）、古代 の散布地

207 前坪遺跡 －
高御所字前坪 弥生 （後）、古墳 （後 ）の散布地

230 領 家遺跡 －
領家 弥生～古代 の散布地

258 北袋遺跡 －
上西郷 字五明 古墳 （中～後 ）の散布地

260 構江遺跡 －
上西郷 字構江 古墳 （中～後 ）の散布地

271 中下遺跡 －
上西郷 字中山 ・下 山 古墳 （中～後 ）の散布地

273 会下 ノ谷遺跡 －
初馬字会下ノ谷 古墳 （後）の散布地

275 谷 ノ坪 Ⅱ遺跡 －
初馬字谷ノ坪 古墳 （後 ）、古代 の散布地

304 日守 田遺跡 － 小市字 日守田 弥生、古墳 、古代 の散布地

306 戸塚遺跡 － 小市字戸塚 古代 の散布 地

347 古 明遺跡 － 薗 ケ谷 弥生、古墳 、古代 の散布地

392 山口遺跡 － 宮脇 字宮脇 弥生、古墳 、古代 の散布地

401 下西郷遺跡 － 下西郷 字中宿 弥生 （後）、古墳 （後）の散布地

※番号は『静岡県文化財地図・地名表Ⅱ』（昭和63年発行）に準じている。
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第2章　調査の経過

第1節　調査にいたる経過

静岡県中速農林事務所による千羽・八坂2期地区の道路新設工事計画地内の丘陵には、周知の遺跡

として大谷横穴群が存在する。次に掲げる資料は、これまでに報告書・概報等で公表されている大谷横

穴群の横穴墓の基数である。

・千羽横穴古墳群　基数12基（『ふるさと』第18号1964　掛川西高校郷土研究部）

・大谷横穴群ABC群　基数不明（『掛川市道跡地名表』1981掛川市教育委員会）

・千羽横穴群　基数20基（『遠江の横穴群一静岡県内横穴群分布調査報告書I－』地名表・分布地図

編1983静岡県教育委員会）

・千羽横穴群　基数30＋基（『掛川市遺跡分布調査報告Ⅲ』1984　掛川市教育委員会）

・大谷（千羽）横穴群　基数20基（『静岡県文化財地名表Ⅱ』1989　静岡県教育委員会）

工事計画によれば、大谷横穴群の位置する丘陵の大半は削平の対象となり、横穴群の消滅は免れられ

ない状況が生じた。そこで、静岡県中速農林事務所・静岡県教育委員会・掛川市教育委員会との間で現

地調査を試みたところ、小支谷を取りまく西側丘陵の東向き斜面に開口している横穴墓14基、東側丘

陵の先端部に開口している横穴墓1基、また平成5年度に掛川市教育委員会が、本横穴群の隣地の調査

（『大谷古墳群－JA掛川市緑茶加工施設用地造成事業に先立つ緊急発掘調査報告書－』1994　掛川市

教育委員会）の際に検出した、北側丘陵の東向きおよび南向き斜面に9基の横穴墓、併せて24基の横

穴墓の存在を確認した。この開口する横穴墓以外にも、丘陵斜面の崩壊によって覆土が厚くなっている

ことや、横穴墓の開口する間隔に一部不自然な箇所もみられたため、まだ覆土の下に何基かの横穴墓が

埋もれていることは十分想定でき、3つの丘陵斜面の発掘調査を行う必要があるとされた。この結果に

基づいて、再び関係各機関の協議を行い、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所に発掘調査の実施が依

頼された。相並び合う横穴墓の前には、丘陵斜面の傾斜に直交したフラットな面が連続して開き、明ら

かに墓前城の様相を呈していることから、墓前域に関しても同時に発掘調査を行うこととした。ただし、

北側丘陵の東向きおよび南向き斜面の横穴墓9基のうち、南向き斜面の5基は工事用地外であり、地権

者であるJA掛川市農協が、道路工事にあわせて平成11年度に掛川市教育委員会に発掘調査を依頼す

ることがすでに内定していたために、本調査からは除外することとなった。一方、本横穴墓群から東へ

約100mほどの工事用地内の別の丘陵頂部付近では、平成9年度の掛川市教育委員会による確認調査の

結果、土器棺の一部と思われる弥生土器の破片が検出されていたので、同時に調査が行われることとな

った。そこで、本横穴群の展開する丘陵地区をA区、東側の丘陵頂部をB区とした。

第2節　調査の方法

調査の対象は丘陵の斜面城が大半である。そこで先ず、斜面域を厚く覆っている樹木の伐採および伐

根作業を経て、表土除去作業に取り掛かった。横穴墓周辺は遺構の損壊を避けるために人力にて行い、

それ以外については、作業能率の効率化を図るためにできるだけ重機を使用した。すでに開口している

横穴墓には、南側から通し番号をあらかじめ付け、その後新たに検出された横穴墓には、引き続いて検

出順に番号を付けた。開口している横穴墓の位置確認が済んだ段階で、続いて墓前城の表土除去作業を

重機の稼動範囲内で行い、それ以外については人力を投与した。ここでは、隣り合う横穴墓どうしの先
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後関係、および各横穴墓の迫葬状況を明らかにするために、横穴墓の開口付近の土層を幅1mのベルト

として残し、土層観察を行った。この土層ベルトを解体して、丘陵斜面の精査を進めていくと、またい

くつかの新しい横穴墓を検出することができた。　　　　　　　　　　　　　　　；

横穴墓自体の調査は、大半の横穴墓が、天井部の剥落や墓前城からの土砂の逆流で、多量の土砂が覆

土となって内部に厚く堆積していた。そこで、封鎖石の位置を動かすことなく、内部に流入している覆

土の除去作業を行い、次いで内部に繁茂している苔等の清掃作業を行い、最後に床面の精査を行った。

すでに開口している横穴墓はもちろんのこと、調査時点では未開口であった横穴墓の大半が多量の流入

土に覆われていて、しかも封鎖石が出入り口を半ば塞いでいる状況下、流入土の排除作業には多くの時

間を費やすこととなってしまい、真夏の暑さともあいまって、調査は思うようには進展しなかった。床

面の精査段階で、横穴墓内部に小型発電機による内部照明を設定した。しかし、手元が暗いことから、

床面に残された人骨や遺物の小片については、床面近くの覆土そのものを取り上げて、ふるいによる選
l

別作業を行わざるをえなかった。この選別作業で、かなりの人骨（特に歯）や細かな鉄器片・装身具類

を検出することができた。この精査作業を経て、写真撮影の手順ですべてが行われた。

写真撮影は6×7版の中型カメラ（モノクロ）と35mmカメラ（モノクロ・カラーリバーサル）を使

用し、作業工程用には35mmカメラ（カラーネガ）を使用して、撮影にあたった。また、遺構全景写真

として、ラジコンヘリによる空中写真撮影を行った。写真撮影の終了した横穴墓から順次、‾業者に委託

して一つ一つの横穴墓の実測作業を行った。この実測作業の中で、封鎖石の解体と遺物の取り上げを同

時に行い、また、実測作業が終了次第、床面の完掘撮影も行った。なお、測量と空中写真撮影は、㈱フ

ジヤマに委託した。

横穴墓の計測は、横穴墓平面図、縦断面図（原則として奥壁に向かって左側壁方向の見通し、必要に

応じて右側壁もしくは両側壁方向の見通し）、横断面図は奥壁付近（奥壁見通し）、玄室中央部付近、玄

門ライン付近（玄門・羨門部見通し）、羨道部中央付近、閉塞施設付近を、それと必要に応じて床面

敷石状況図および遺物出土配置図を1：10縮尺で作成した。実測の基準線は、羨道部の閉塞施設床面

の中央部幅と奥壁部幅の中点を結ぶ線で、横穴墓主軸ラインを設定した。横穴墓主軸方位は、主軸ライ

ンの真北からの傾きで示している。標高は玄室床面の奥壁中央における計測値で示している。各部位の

名称は原則として統一することにし、名称はすべて凡例に示した通りである。また、各横穴墓の実測図

作成とは別に、横穴墓間の位置関係や墓前城の領域を明確にするため、地形測量図を空撮による1／100

で図化した。測量基準杭については、地形測量では国家座標に合わせて設定し、各横穴墓では主軸ライ

ンに合わせて設定した。

なお、横穴墓の遺構番号については、調査時点で開口している横穴墓を除いて、検出された順にその

時点で番号を付けた。これは墓前城から出土する多量の遺物の取り上げ位置の混乱を避けるための、仮

の番号付けをしたまでのことではあるが、その結果、かなりランダムな番号並びとなってしまった。そ

こで、今回、報告にあたって、改めて南側から北側に向けて通し番号をつけた。旧遺構番号については、

本書23頁の「大谷横穴群横穴墓計測値一覧表」を参照されたい。

第3節　調査の経過

1．現地調査

調査は梅雨時の悪天候の状況下、7月1日から開始された。調査区域内には多くの樹木が生い茂り、

人の侵入を拒むかのような観を呈していた。そこでまず、樹木の伐採、伐採木の搬出作業と下草刈り作

業を行うと同時に、現地プレハブの設置等の準備に取り掛かった。本格的な発掘作業が始まったのは、
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平成10年7月14日である。現地踏査によって確認されている24基の横穴墓の配置を考慮して、発掘

調査区を西側丘陵斜面、北側丘陵斜面および東側丘陵斜面の3つのブロックに分け、先ず、西側丘陵斜

面から取り掛かることにした。バックホーによる重機侵入路を設け、丘陵斜面の覆土の削り出しを数cm

単位で行うことで、横穴墓の基数確認に努めた。その結果、現地踏査で確認されていた14基の横穴墓

のすべてを無事検出することができた。一方で、人力による流土防護柵の設置、横穴墓付近の樹木の人

力伐採・伐根等を行った。また、丘陵斜面の精査は、斜面が急傾斜であることからロープを張って、安

全ベルトを着用した上での安全作業を常に心掛けた。こうして横穴墓の位置が明らかになった時点で、

次に墓前城の表土除去作業に取り掛かった。丘陵斜面の勾配がかなり急だったこともあって、かなりの

土砂が墓前域を覆い尽くしていた。設定してあった土層観察用のベルトの層位観察が終了した時点で、

人力によるベルト解体作業を進めたところ、不自然な間隔で点在している横穴墓どうしの間から、新し

い横穴墓を2基検出することができた。また、重機が入ることのできなかった一番南側の平場の表土除

去および斜面域の精査を人力で行ったところ、新たにミニ横穴墓3基を含む4基（A－1～4号横穴

墓）の横穴墓を検出することができた。これより南側の斜面については、調査区外となるため地表の観

察程度に留めざるを得なかったのであるが、丘陵斜面から続く急崖であり、横穴墓の築造には適さない

ことから、横穴墓の存在する可能性は少ないものと思われる。

西側丘陵の横穴墓の調査を進めると同時に、重機は東側丘陵斜面の表土削り出しを行った。東側丘陵

の先端部では、既開口の大きな横穴墓を1基（B－1号横穴墓）確認していた。遠江の横穴群の群構造

からすると、1基単独は通常ありえないことであり、おそらく小支谷をU字状に取りまくようにして、

本横穴群が形成されていることが想定されたので、その周辺を中心として、北側丘陵の尾根付近から東

側丘陵の先端部までの間の西向き斜面の表土除去を行ったが、確認済みの1基以外に新たな横穴墓を検

出することはできなかった。

そこで今度は、北側丘陵の南向き斜面に重機を移動した。ここは前述した通り、平成5年度の掛川市

教育委員会の横穴墓基数確認調査で、9基の横穴墓のうちの何基かの存在が確認されていた区域である。

しかし、そこにあるべきはずの横穴墓を一基も検出することはできなかった。横穴墓は検出できなかっ

たが、斜面の下半部および下の谷田からはたくさんの河原石とともに土器を多数表土採集することがで

きた（本書第3章第2節の3に掲載）。

一方、北側丘陵の東向き斜面については、墓前城の検出も含めて重機による表土除去を行った結果、

厚い覆土の下から5基の横穴墓が、再びその存在をあらわした（A－25～29号横穴墓）。こうして、西

側丘陵の東向き斜面と北側丘陵の東向き斜面とで26基の横穴墓を検出することができたので、両者を

結びつける作業用通路を確保するために、丘陵斜面から伸びる急な傾斜地の樹木伐採・伐根作業を行い、

人力での表土作業を行っていたところ、そこからさらに3基の横穴墓を検出することができた（A－22

～24号横穴墓）。また、調査を開始してからずいぶんたった頃ではあるが、墓前域の精査をした際に、

ミニ横穴墓1基（A－8号横穴墓）と炭焼き窯1基（SXOl）を検出した。

1月下旬には横穴墓の調査がほぼ終了しかけたので、今度はB区の調査を引き続き行った。先述した

通り、本横穴墓群から東へ約100m行った丘陵頂部を中心とする付近である。ここでは先の掛川市教育

委員会の確認調査で土器棺の一部と思われる土器片が検出されていた。そこで、確認調査で掘削したト

レンチ埋土の再掘削を人力で行うとともに、その周辺については重機によって表土除去を行った結果、

厚い堆積土の下から基盤層を掘り込んだ状態で、弥生時代の方形周溝墓1基を検出することができた。

こうした調査の継続によって、総数30基におよぶ横穴墓と方形周溝墓1基を確認し、3月下旬には

現地資材・プレハブの撤去を行い、現地作業を終了した。北側丘陵の数基が調査対象外であることから、

今回本横穴群の全域を調査することはできなかったのであるが、幸い、引き続いて掛川市教育委員会に
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よって、北側丘陵の横穴墓調査が行われるとのことであるので、本報告書とそれに続く掛川市教育委員

会の発掘報告書とによって大谷横穴群の群構成を含めた全貌が明かされるものと思う。

2，整理作業

資料整理作業は、まず現地事務所において調査と並行して、検出した遺物の水洗・注記・遺物取上げ

台帳の作成作業を行ったが、本格的な作業は平成11年8月から開始した。まず現地実測図の編集図と

全体図の作成とを業者に委託した。写真等の整理を行った後、遺構については、作成した遺構カードお

よび現地実測図に基づいて個別遺構の検討を行った。遺物については、土器の接合から始め、可能なも

のはできるだけ実測図化を進め、同時に復元も行った。実測がすべて終了した段階で、実測図番号を付

け、遺物カードを作成して整理した。また遺物の写真撮影は、土器については楠華堂内田真紀子氏に依

頼し、4×5版大型カメラを使用して撮影した。その他の遺物（玉類・金属製品）については、杉山す

ず代（当研究所技術作業員）が、6×7版の中型カメラを使用して撮影にあたった。遺物の種類により、

拓本等も使用した。玉類・金属製品も同様に進め、金属製品については実測と平行して錆取りを行い、

当研究所の清水市江尻台事務所で保存処理を行った。人骨の鑑定については、パリノ・サーヴェイ株式

会社に依頼した。

本書では遺構については原則として1／50の縮尺で示し、遺物のうち土器については1／3、玉類など

の装身具については1／1、鉄製品については1／2の縮尺で図示している。文中の遺物の表記については、

例えばト1であれば出土土器実測図の（1）のト1が該当する。遺構平面図の遺物に付された番号はこれ

と対応する。この場合、土器以外の遺物についてはこの番号の前に装身具はA、鉄製品はMを付けて区

別している。遺物写真との対応は実測図とともに掲載した法畳表に写真番号との対応を記載している。

現地調査状況
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第3章　遺構と遺物

第1節　遺構の概観

本書第2章第3節の「調査の経過」で述べたように、大谷横穴群は一つの小支谷を取り巻く西側・北

側丘陵斜面に展開する29基（±5基）の横穴墓と、東側の南へ30mほど張り出す小丘陵の突端の1基

とで構成されている（±5基は、北側調査区城外の確認基数分）。このように、横穴墓は極めて密集す

るものであり、それが更に群構成をなしていることは、遠江の横穴群にほぼ共通してみられる。具体的

には、横穴群一支群一小支群一単位群であり、大谷横穴群は1支群2小支群14単位群で構成される○

ただしこれらの各群が、それぞれどのような社会的集団に対比することができるかは、見解の分かれる

ところである。単位群は、横穴群を構成する最小のまとまりの単位を表す言葉で、各横穴墓の立地状況、

主軸方位、標高、そして墓前城の共有関係などに基づいて構成されるものである。小支群は、関連しあ

う単位群のいくつかを内包する小群である。

本横穴群の場合は次のような群構成となる。

〔A小支群〕

・a単位群…A－1号・A－2号・A－3号横穴墓

・b単位群・・・A－4号・A－5号・A－6号横穴墓

・C単位群…A－7号横穴墓

・d単位群・・・A－8号・A－9号・A－10号・A－11号・A－12号横穴墓

・e単位群…A－13号横穴墓

・f単位群・・・A－14号・A－15号・A－16号横穴墓

・g単位群…A－17号・A－18号・A－19号横穴墓

・h単位群…A－20号横穴墓

・i単位群…A－21号横穴墓

・j単位群…A－22号・A－23号・A－24号横穴墓

・k単位群…A－25号横穴墓

・1単位群…A－26号・A－27号横穴墓

・m単位群…A－28号・A－29号横穴墓（墓前城がさらに北側へと展開する場合は、基数が増える）

〔B小支群〕

・n単位群…B一二1号横穴墓

このように2小支群に分かれ、各群の中に1～5基からなる単位群が含まれている。なお、k・1・

mの3つの単位群5基については、a～j単位群とは標高を大きく異にしているので、あるいはこの3

っの単位群を独立させて、1つの小支群と考えるべきかもしれない。その一方で、A－25号横穴墓の

主軸方位が、大きく東南方向に向いており、A小支群への帰属意識の強さが伺える。いずれにしてもこ

のことについては、さらに北側に展開していると思われるいくつかの横穴墓の発掘調査をまって、m単

位群の基数確定も含めて、改めて考え直すべき課題である。また、1基単独で単位群を構成していたり、

単位群内にあっても独立性の強く感じられる横穴墓もみられるO Lかしそれは、残存状態から類推する

視覚性の問題であって・、本質的には、必ずいずれかの単位群に属するべきものであろう○

次に各単位群の概要をまとめる。

a単位群は、本横穴群の一番南端に位置し、完全に覆土で覆われていた。扇平なアーチ型で、玄室内
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に粘板岩を敷き詰めたA－2号横穴墓を中心に、その左右にミニ横穴墓が1基ずつ配置されている。A

－2号横穴墓を核とする、強い血縁関係をもつ最小の単位が造営主体であったものと思われる。

b単位群は、ほぼ同規模で、天井形態も尖頭アーチ型のA－5号・A－6号横穴墓の大型横穴墓2基

およびミニ横穴墓1基で構成される。大型横穴墓2基は、いずれも自然崩壊や撹乱行為を受けてはいた

が、副葬品はたくさん検出できた。特に、A－6号横穴墓玄室から検出された装飾付大刀柄間は金鋼板

の張り付け、陰刻の渦巻紋を特徴とするものであり、当横穴墓の被葬者の生前における政治的地位を考

えさせられるであろう。

C単位群は、半壊するA－7号横穴墓が1基である。主軸方向からすれば、b単位群に属すると思わ

れるが、標高を異とする。墓前城が大きく崩壊していて、共有関係がまったくわからなかったので、1

つの単位群とした。

d単位群は、A－8号横穴墓がミニ横穴墓、A－10号横穴墓は小型横穴墓で、その他の3基の横穴

墓はいずれも規模が大きく、天井形態がドーム型である。大半の横穴墓が、斜面の崩壊により羨道部と

玄室の一部が崩壊していて、遺存状態はよくなかった。

e単位群は、ドーム型を呈すると思われるA－13号横穴墓が1基だけで、かろうじて床面だけが、

遺存している状況であった。dもしくはf単位群に入れたいところではあるが、主軸方向や墓前城と羨

道部との接続状況の違いから、1つの単位群とした。

f単位群は、3つとも天井形態がドーム型である。A－14号横穴墓の玄室内からは、後世の「再利

用」による土壌1基を検出した。なお、A－15号横穴墓は横穴群内での選地、玄室規模、遺物などか

らして、A小支群の中で7世紀初頭に最初に築成された横穴墓であると思われる。そしてA小支群は、

このf単位群を中心として、原則的に左右に展開していったものと思われる。

g単位群は、天井形態がA－17号・A－18号横穴墓はドーム型、A－19号横穴墓は尖頭アーチ型を

呈する。A－17号とA－18号横穴墓の墓前域からは、墓前祭祀に伴うと思われる多くの須恵器を検出

することができた。

h単位群のA－20号横穴墓の天井形態は尖頭アーチ型、i単位群のA－21号横穴墓の天井形態はド

ーム型である。A－21号横穴墓は高い位置にあり、その墓前域は斜面流出によりまったく崩壊してし

まっている。一方、一段低い位置にあるA－20号横穴墓が独自の墓前域空間を有していることから、

別々の単位群とした。

j単位群は、a～i単位群の並び状況が向かって右上がりで連続しているのに対して、やや低い位置

に築成されている。いずれも厚い覆土の下から検出されたものである。天井形態はA－22号横穴墓が

尖頭アーチ型、A－23号・A－24号横穴墓は扇平なドーム型を呈する。

k単位群は、A－25号横穴墓が1基単独である。天井形態はドーム型である。羨道部から鐙・兵庫

鎖といった馬具を出土したことは注目される。

1単位群は、A－26号横穴墓の天井形態が扇平なドーム型、A－27号横穴墓は尖頭アーチ型である。

m単位群は、未盗掘と思われるA－28号横穴墓の天井形態が尖頭アーチ型であるが、A－29号横穴

墓は天井部欠夫のため不明である。m単位群は今回の発掘調査の北端に位置するが、「調査の経過」で

も詳解したように、本横穴群はさらに北側へと展開する。なお、A小支群にあっても上段に展開する

k・1・mの3つの単位群の横穴墓5基は、a～j単位群の各横穴墓に比べて、玄室規模は格段に見劣

りする小型のものであり、遺物も新しいもので占められている。このように一つの横穴群であっても、

築成時期について2群に大別できる前後関係を有している例は、遠江にあっても掛川市本村横穴墳A・

B群が確認されている程度である。

さて、このa～m単位群が同一丘陵の東斜面に画したA小支群を構成するのに対し、小支谷を隔てた
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東側丘陵の先端には、B小支群n単位群としてB－1号横穴墓が1基存在する。大型で尖頭アーチ型を

有する本横穴墓は、7世紀に入ってすぐの頃、大谷横穴群の中で最初に築かれた。

このように本横穴群は、7世紀に入ってすぐの頃にB小支群でB－1号横穴墓が築造され、その後間

もなく、A小支群ではf単位群内のA－15号横穴墓がまず築造され、f単位群を基毒酎こ左右に展開し

たものと思われる。8世紀に入る遺物は、一部の横穴墓で検出したが全体的には少ないので、追葬行為

も含めて8世紀に入って間もなく、本横穴群は終焉を迎えたものと思われる。詳細については、各横穴

墓の築造年代の項で分析した。しかし、これほどたくさんの基数が調査されたにもかかわらず、末開口

横穴墓がほんのわずかであり、遺物の検出状況が掻き出し行為を受けた墓前城からのものが大半であっ

たことから、各横穴墓の築造年代、具体的には各単位群の掘削開始時期および推移傾向と、その後の迫

葬状況との関係等を明確にすることはかなり困難であるといわねばならない。

各横穴墓の立地、主軸方位、標高などを共通とする一つの単位群の中にあっても、各横穴墓の規模や

天井形態は、非常に多様化している。このことについては、本書第4章第5節において分析する。次に

節を改めて、各横穴墓の遺構状況や遣物について詳述することとする。なお、各横穴墓の法量値一覧表

（本書23頁）を作成したので、併せて参照されたい。

0　　　　　　　　　　　5m

L」＿＿⊥＿＿＿＿⊥＿＿＿＿⊥＿」

第4回　A地区全体図（1）B－1号横穴墓
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大 谷 横 穴 群 横 穴 墓 計 瀬u値 一 覧 表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 はcm ）

NG

単
位

群

玄室平面形 天井形態 全長

玄　 室
奥壁床
面標高

主軸方位

羨道部 床面傾斜度 旧
遺
構
番
ロワヲ

玄室
全長

奥壁

部幅

中央
部幅

開口
部幅

中央
高 さ

羨道

全長

玄門

部幅

中央
部幅

羨門
部幅

中央
高 さ

玄
室

羨

道

A － 1

－2

－3

a

長方形 （ミニ横穴） 82 42 35 37 38 55．28 N＿120。－W 4 0 39 3 5 30 6 22

横長の楕円形
扁平 なアーチ
型 361 170 171 158 124 114 55．32 N－720　－W 19 1 9 6 5 2 57 1 15 12 1 2 14

フラスコ型 （ミニ横穴） 80 80 56 5 0 4 7 55．28 N＿700　－W 31 2 24

－4

－5

－6

b

筒型 （ミニ横穴） 144 144 20 2 0 6 1 55．19 N－97。－W 24 1 2 3

縦長の隅丸長方形 尖頭 アーチ型 619 296 2 21 2 21 212 20 0 56．00 N＿400　－W 32 3 195 110 155 6 4 1

縦長の長方形 尖頭アーチ型 616 312 196 2 07 176 2 36 55．58 N＿31。－W 30 4 114 89 9 2 150 5 8 2

－7 C やや横長の方形 扁平な ドーム
型 305 159 154 190 179 55．82 N＿130　－W 14 6 129 42 2 3 3

－ 8

d

縦長 の長方形 （ミニ横穴） 90 90 44 48 52 54．46 N＿133 0　－W 7 30

－ 9 横長 の隅丸長方形 ドーム型 448 224 2 13 229 139 55．07 N＿720　－W 2 24 117 10 3 75 3 2 15

－10 筒型 （小型横穴） 219 219 4 5 65 56 54．71 N＿640　－W 68 7 26

－11 横長の隅丸長方形 ドーム型 501 210 2 60 260 17 7 165 55．28 N－65。－W 2 91 145 12 2 88 1 3 4

－12 隅丸の正方形 ドーム型 447 229 179 192 174 178 55．38 N＿60。一W 2 18 12 3 85 68 5 1 5

－13 e 隅丸の方形 ドーム型 452 193 155 157 12 5 55．07 N－83．－W 2 59 103 85 52 5 3 25

－14

f

やや横長の隅丸長
方形

ドーム型 531 26 1 2 20 284 19 1 178 55．55 N－910　－W 270 154 82 56 112 2 3 6

－15
やや横長の隅丸長

方形
ドーム型 447 248 177 265 15 2 174 5 6．17 N＿890　－W 199 13 1 77 69 70 2 3 7

－16 隅丸の方形 ドーム型 490 278 217 248 20 0 170 5 6．68 N＿79。－W 212 154 80 66 116 2 9 8

－17

g

横長の隅丸長方形 ドーム型 537 194 197 235 1 80 177 5 7．79 N－85．－W 343 104 89 52 126 0 1 9

－18
やや横長の隅丸長

方形
ドーム型 517 26 8 239 261 166 149 5 8．64 N＿70。一W 249 140 91 56 113 4 1 10

－19 縦長の隅丸長方形 尖頭アーチ型 526 24 7 12 6 183 171 166 5 9．69 N＿580　－W 279 12 8 79 97 129 4 2 11

－20 h 横長の長方形 尖頭アーチ型 417 12 6 18 3 190 139 134 6 1．05 N＿67。－W 291 12 3 103 53 106 5 8 12

－21 l 縦長の隅丸長方形 ドーム型 347 20 5 132 169 113 198 62．23 N－63。－W 142 88 78 47 1 0 13

－22

J

k

l

m

n

隅丸の逆台形 尖頭アーチ型 440 2 14 22 9 208 166 175 60．32 N＿77。－W 226 126 94 56 107 1 6 27

－23 横長の隅丸長方形
扁平 な ドーム
型 317 10 7 15 2 16 1 110 89 60．44 N＿730　細W 210 96 70 67 10 0 2 5 28

－24 逆台形 ．
扁平な ドーム
型 383 13 9 186 167 15 1 127 60．30 N＿80。－W 244 144 99 79 13 7 9 9 31

－25 隅丸方形 ドーム型 469 24 9 19 2 216 129 163 65．57 N＿40。－W 220 114 67 70 2 3 17

－26 逆台形
扁平 な ドーム
型 278 14 0 13 9 144 112 122 66．90 N＿70。－W 138 10 4 74 44 4 3 18

－27 横長の隅丸長方形 尖頭アーチ型 392 10 6 20 9 2 11 143 135 66．80 N－52 0　－W 286 131 114 68 108 10 11 19

－28 横長の長方形 尖頭アーチ型 461 17 7 1 57 156 135 145 66．96 N－75。一W 284 122 87 59 107 7 3 2 0

－29 横長の長方形 － 292 10 2 19 6 203 193 68．09 N－66。一岬 190 154 86 95 4 6 21

B － 1 縦長の隅丸長方形 尖頭アーチ型 654 3 84 2 33 249 22 1 216 54．77 N－48．－E 270 129 96 68 111 4 7 16
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第2節　遺構と遺物

1．A地区　A－1号横穴墓～A－29号横穴墓

1）A－1号横穴基（第6図，写真図版2）

①保存状態

本横穴墓はいわゆる「ミニ横穴墓」と称すべきものである。本横穴群の最南端に位置するa単位群の

中でも、一番南に築造されている。事前調査では確認されず、調査開始後、A－2号横穴墓の墓前城精

査のために斜面の表土除去を行った際、全く偶然に発見された横穴墓である。したがって、玄室内には

暗褐色土が充満していたが、閉塞施設である封鎖石を含め、保存状態は比較的良好であった。

②玄室

平面形は長方形であり、玄室と羨道部に区別のない筒型構造である。あえて玄室と羨道部の区別をつ

けるとすると、封鎖石のある空間を羨道部と考える。玄室全長0．42m、奥壁部幅0．35m、中央部幅

0．37mである。中央部での天井の高さは0．38m、奥壁の床面標高は55．28mを測る。主軸方位はN－

1200－Wであり、造墓地形としてはあまり適当でない北側斜面にうがっている。床面は中央部が大きく

不整形にくぼんでいるが、全体に緩い傾斜で羨門に向かって下がっている。傾斜角度は60　を測る。奥

壁の断面形はアーチ型で、横幅に対してあまり高さのない扇平な形である。天井は平板状となっている

が、全体に薄い剥落がみられる、これは地山の岩盤層に沿っての自然剥落によるものである。

③羨道部

羨道部全長0．40m、玄門部幅0．39m、中央部幅0．35m、羨門部幅0．30mを測り、羨門部に向かって

わずかに狭まっている。閉塞施設は入り口付近に、数個の封鎖石と思われる大小の礫が床面上に2段だ

け残存していた。1段目には粘板岩を根石として敷いてある。その奥から2つの小型の河原石を検出し

たが、2段目として積まれていたものが内側に崩れている。2段目にも粘板岩が2つ積まれていた。

④掘削方法・工具

全体に壁面の崩落や風化が激しく、整形痕の残りは良くない。わずかに奥壁左隅に幅2センチ程度の

打ち込み用のノミ痕が、いくつか観察される。

⑤墓前域

独自の墓前城はもたず、A－2号横穴墓の墓前城として掘削された斜面城の床面直上で、60cmほど

高い位置に築造されている。もっとも、単に墓前城を利用しているだけではなく、横穴墓周辺部の垂直

面には明らかに独自の整形面を持ち、A－2号横穴墓の削り出した整形面よりもわずかに深く削り出し

ている。本横穴墓からさらに南側に展開する調査対象外の斜面域は、樹木が生い茂り、また自然崩壊が

激しく、結局、地表観察での確認しかできなかったが、本横穴墓を本横穴群の南端として判断する。

⑥遺物

遺物は何も出土していない。墓前域からはいくつかの須恵器を検出したが、a単位群の3基のどの横

穴墓に帰属するものであるかは不明である。ここではA－2号横穴墓のところで考察する。

⑦築造年代・追葬

本横穴群の中では、最も規模の小さな「ミニ横穴墓」である。遺物が何も出土していないことから、

築造年代は不明である。ミニ横穴墓は、本書の第4章第3節で考察しているように、終末期に登場する。

A群の中では最も南端の北側斜面に築造されている選地条件の悪さがみられることからも、本横穴群の

中では、かなり新しい時期に築造されたものと思われる。A－2号横穴墓の築造後に、本横穴墓が造ら

れたことは間違いない。A－2号横穴墓との関係を重視すべきであり、a単位群の3基については、強

い血縁関係をもつ最小の集団を想定したい。なお、追葬はなかったと思われる。
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2）A－2号横穴墓（第7図，写真図版3・4）

①保存状態

b単位群の墓前城の南端から南方向に数mの不自然な平場が続いていたので、人力で表土除去した結

果、新たに検出することができた。全体に保存状態は良かったが、内部への土の流入が多く、玄室全体

は土砂で覆われていた。墓前城に散乱していた6つの河原石や羨道部の封鎖石の一部が崩れていること、

遺物の出土量が少ないことから、封鎖石の上部を外して侵入、盗掘行為を受けたものと思われる○

②玄室

平面形は、横長の楕円形で前面が開口部に向かって開く形状である。無袖型ではあるが、床面に玄門

部と羨道部とを区別する1つの段が設けられている。床面の粘板岩の範囲とも合わせて、ここを玄門ラ

インとして設定する。玄室全長は1．70m、奥壁部幅1．71m、中央部幅1．58m、開口部幅1・24mである○

中央での天井の高さは1．14m、奥壁の床面標高は55．32mを測る。主軸方位はN－720－Wである○平ら

な床面は、玄門ライン付近で約5cmほどの1段の段差を設けている。全体的には、玄室奥壁が最も高く、

開口部ラインにかけてやや急な傾斜で下がり、自然に墓前城へと続いている。その傾斜角度は120で

ある。床面上には、棺座として千枚岩状の平たい粘板岩が玄室全体に敷き詰められている。粘板岩を敷

き詰める横穴墓は掛川市域よりも、むしろ菊川流域の横穴墓にみられる特徴といえる。一枚一枚の粘板

岩の大きさには規格性がないが、隙間には小さめの粘板岩を詰め込んでいる。一部で不自然に割れてい

たり、隅の方には二重に詰まれているものもある。盗掘等によるものか何らかの力が加えられている。

玄室左側壁の奥壁寄りには、粘板岩がない替わりに河原石が4つ据えられていた。粘板岩と同様に棺座

石、あるいは棺支え石として用いられたと考える。床面の両側壁直下に、奥壁あたりから玄門ラインま

で周溝状に、また、玄室中央部から主軸に沿って一直線に溝状の掘り込みが認められ、排水溝と思われ

る。なお、奥壁沿いにも周溝状に浅い窪みがめぐっているが、両側壁の周溝とはつながらず、排水施設

としては不完全なものである。奥壁は、多少のふくらみがあるが垂直な立ち上がりをみせ、そこから上

は湾曲してゆるやかに天井へと連続している。両側壁とも立ち上がりは奥壁と同じで、横方向への広が

りは比較的直線的である。また、両側壁とも明確な袖部をもたないが、壁の角度を多少変えるとともに、

天井から床面にかけて凸状の稜線が通り、それが玄門ラインを表現している。天井部は南北1m、東西

70cmほどにわたって長円形に剥落していて、天頂部は平らとなっている。全体的にかなり低くて、し

ゃがんでも頭が触れるほどである。奥壁および両側壁の立ち上がりの形状から扁平なアーチ型である○

③羨道部

天井が剥落してはいるが、ふくらみをもったアーチ型の天井を呈する。羨道部全長は1・91m、玄門

部幅0．96m、中央部幅0．52m、羨門部幅0．57m、中央での天井の高さは、推定で1・15mを測る。閉塞

施設は封鎖石が羨道部全体の範囲に、天井の2／3の高さまでが3段分遣存している。今回調査された横

穴墓の中では、残りは良い。積み上げ方は、羨道部幅に合わせて長径50cmほどの長円形の河原石を3

っ根石として隙間なく詰め、その上に小さめの河原石を2段積み上げているが、積み方に規則性は認め

られない。石積みの乱れがあり、封鎖石を取り除くと、床面直上から須恵器片を検出したことから、追

葬時の積み直し行為を想定したい。墓前城からは6個の河原石を散乱した状態で検出した。

④掘削方法・工具

2種類の整形痕が残っている。第1に、荒掘り段階の打ち込み用のノミ痕で玄室・羨道部全体に明瞭

に残っている。刃部幅2cm程度で先端が丸いノミ状工具によるもので、壁面に対して右上方から左下方

へと打ち込んでいる。第2に、整形段階としての平行ノミ痕で両側壁の中央部分等に残っている。壁面

に対して平行にノミ状工具を走らせ、削り出しの幅は10cm程度であり、細かな運動によって削り出して

いるが、打ち込み用のノミ痕ほど残りは良くない。削り出し方向は右上方から左下方が大半である。整
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形痕が壁面の一部にしか確認できないことから、整形作業は壁面の一部にとどまったものと思われる。

⑤墓前域

A－1号～A－3号横穴墓の3基で共有しあうが、本来は、本横穴墓が単独でこの墓前城を拓いたも

のと思われる。南北方向に約2．5m、東西方向に約3．2mほどの台形状の区画を呈し、東に向かってな

だらかに下がり、その前面は自然の急崖である。斜面の左前壁が外へ開きながら急崖へと直線的にのび

ているのに対し、右前壁は開口部から2．0m付近で急折し、隣接するb単位群の前壁へと続いている。

⑥遺物

検出した遺物は、玄室床面から人骨片と歯および鉄製品、羨道部からはし5だけであり、その他は墓

前域から検出した須恵器8点である。ト1は脚端部の欠失した須恵器高杯である。推定口径144．5mm、

残存器高116mmを測る。やや箱形に近い杯部は、ゆるやかに内湾して立ち上がり、口縁部端は外反しな

い。短い脚部は、裾に向かって大きく拡がるが、脚端部は欠失している。杯部底部は回転へラ削り調整

である。ト2も須恵器高杯で脚部を欠失している。推定口径151mmを測る。半楕円形でゆるやかに内湾

し、口緑部端は外反しない。杯部の底部調整は回転ナデ調整である。ト1・ト2とも同じく湖西編年Ad

で第Ⅳ第2中期に相当する。ト3は口頚部が欠損している須恵器平瓶である。胴部最大径140．5mmを測

る。胴部は、丸みを帯びたものから鋭角的で肩が張る傾向へと推移するので、遠考研編年で第Ⅳ期後半

のものと思われる。1－5は横倒しではあるが、据え置かれた状態で検出した完形の須恵器長頸瓶である。

口径118．5mm、胴部最大径156mm、底径86．5mm、口頸高128mm、器高248．5mmを測る。丸みを帯びた

体部から、口頚部は直立しつつ伸び口緑部で外反する。口緑部の上下端に強い横ナデ調整を加え、端部

は上下に三角形状の断面となる。肩部は強く張り、鋭い稜がめぐる。底部は平底で、体部との境に低い

方形状の高台を突っ張るようにして貼り付ける。体部の調整は、3回転の同心円状回転へラ削り調整で

ある。湖西編年Ae2で第Ⅳ第1中期に類似するものである。なお、長頸瓶の羨道部からの検出は、羨

道部内での儀礼に関係したものであるのか、墓前城での墓前祭祀終了後に、同位置に据え置かれたとも

考えることができる。A－11号横穴墓でも同じ出土状況が伺える。ト4の須恵器フラスコ型長頸瓶は、

床面直上から20cmほど上で検出した。遺存部分から、かろうじてフラスコ型長頸瓶であることがわか

る。口径99mm、口頸高96mm、残存器高110mmを測る。口頚部は、体部から直線的にのび上がり、口縁

部で大きく外反する。口緑部の整形はト5と同じである。口緑部直下には明瞭な凸帯を配し、沈線が認

められないことから、湖西編年Ac3で第Ⅲ第3小期前に相当する。ト6は墓前城から逆位で検出した

須恵器短頚壷である。完形で非常に丁寧なつくりである。口径105mm、胴部最大径174mm、器高165．5

mを測る。体部は半球形状であり、丸底からゆるやかに内湾しながら立ち上がる。口頚部は短く、口縁

部端で折れ曲がることなく、横ナデ調整で断面三角形状とする。底部の調整はラセン状の回転へラ削り

調整である。これが蔵骨器の可能性をもつものであることは、第4章第3節において詳解した。ト7は

須恵器大喪の体部片である。体部外面に刺突状斜行文がめぐる。主8は須恵器小型賓もしくは壷の口頚

部片である。推定口径172mmを測る。口緑部端は、強い横ナデ調整で上下に引きのばし、断面四角形状

とし、口頚部直下に凸線および凸帯を配さないことから、遠考研編年第Ⅴ期の初め頃のものと思われる。

⑦築造年代・追葬

a単位群は一番南端で標高も低い。したがって、墓前域は新しい段階で開削された。遺物は1－5が遠

考研編年第Ⅴ期（8世期前葉）ではあるが、人骨片および歯の鑑定により別個体が含まれていることか

ら、追葬の可能性が高い。しかも墓前城から検出した土器に遠考研編年第Ⅳ期後半に遡るものも存在す

るので、7世紀後半に築造されはじめ、8世期前葉まで数回の迫葬が行われたものと想定する。なお、

本横穴墓の両側から2基のミニ横穴墓が検出されていること、3つの横穴墓でa単位群を構成している

ことから、本横穴墓を核とする強い血縁関係をもつ最小の単位が造営主体であったものと思われる。
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第8図　出土土器実測図（1）A－2号横穴墓

第8図出土土器実測図（1）法量表 （単位：mm）　＜数値＞は推定値

図版 N o ． 遺 構 ・層 位 種 別 器 型 ・分 類 口 径 最 大 径 器 高 つまみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状 態 写真 図版

1

1 A － 2 号 墓 前 城 須 恵 器 高 坪 く144 ．5＞ く1 16 ＞ －
灰 白 1 ／2　 脚 端 部 欠

ー

2 A － 2 号 墓 前 域 須 恵 器 高 杯 く15 1 ＞ ＜40 ＞ －
黄 灰 杯 部 1／6　 脚 部 欠

－

3 A － 2 号 墓 前 域 須 恵 器 平 瓶 14 0 ．5 ＜87 ＞ 左 褐 灰 休 部 1／2 の み
－

4 A － 2 号 墓 前 城 須 恵 器 フラスコ型 長 頸 瓶 9 9 ＜1 10 ＞ －
灰 白 口 頚 部 3 ／4 の み

－

5 A － 2 号 横 穴 墓 須 恵 器 長 頸 瓶 1 18 ．5 1 5 6 2 48 ．5 8 6 ．5 右 灰 ほ ぼ 完 形 4 7 － 1

6 A － 2 号 墓 前 域 須 恵 器 短 頚 壷 10 5 1 7 4 1 65 ．5 左 灰 白 雲 形 4 8 －5

7 A － 2 号 墓 前 城 須 恵 器 大 喪
－

黄 灰 休 部 1／8
－

8 A － 2 号 墓 前 城 須 恵 器 秦 か 壷 く17 2 ＞ ＜5 3＞ －
灰 口 縁 部 1 ／6　 休 部 欠

－
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3）A－3号横穴墓（第6図，写真図版4）

①保存状態

本横穴墓はa単位群に属し、A－2号横穴墓から東方向にのびる張り出し状の岩盤に位置する。A－

2号横穴墓の墓前城精査のための表土除去をした際、新たに検出した未開口蓋である。暗褐色土が天井

まで充満していた。封鎖石はおろか、遺物はまったく検出されていない。本遺構は、はたして横穴墓な

のであろうか。第1に、丘陵の斜面に対して横から穿孔してはいるが、奥行きがほとんどない。中途半

端な穿孔であり、途中で掘るのをやめてしまったかのような印象さえ受ける。第2に、穿孔位置が左隣

のA－2号横穴墓にあまりにも近接している。このまま穿孔方向を変えることなく掘り進むと、必ずA

－2号横穴墓の玄室と接してしまうのである。あるいは、A－2号横穴墓の墓前域の一部にすぎないの

かもしれない。しかし、奥壁が丁寧に整形されていることや、似たような状況にあるA－1号ミニ横穴

墓が横穴墓としてほぼ完結した姿を呈していることから、一横穴墓として考察を進めることとする。

②玄室・羨道部

平面形は、奥壁幅に比べて開口部幅が狭くなるフラスコ形である。玄室と羨道部との境はまったくな

い。玄室全長（羨道部を含む）は0．80m、奥壁部幅0．56m、羨門部幅0．31m、中央部幅0・50mである。

中央での天井の高さは0・47甲、奥壁の床面標高は55・28m、主軸方位はN－700－Wである。床面は中央

付近がやや高くなっているが、羨門部方向にゆるやかな20の傾斜角度で下がっている。この中央付近

の高まりが玄門であるとすると、羨道部は、封鎖石を置くことができないほどの狭い空間であることか

ら、玄室と羨道部を区別する意識は持ち合わせていなかったものと思われる。奥壁の断面形は、横長の

隅丸長方形である。床面から多少内傾しつつも大体垂直状に立ち上がり、若干内傾度を強めている付近

が、天井部裾に相当するものと思われる。また、空間が狭いわりには、奥壁自体の整形は非常に丁寧で

あり、きっちりと平板状になっていることから、案外これで横穴墓としての完成された姿なのかもしれ

ない。両側壁は、奥壁とは明瞭に面を異にしていて、その立ち上がりは直線的であり、天井部裾で内湾

して天井へと続いている。天井は無いに等しい。ただし、奥壁の左右寄りで前方方向へ覆っている張り

出しの部分がみられる。天井というほどではないが、帽子のひさし状のような張り出しは確認できる。

閉塞施設はない。もっとも、封鎖石を置くほどの十分なスペースがないことから、本横穴群に通常みら

れるような、封鎖石を使用しての閉塞施設とは別の閉塞施設を想定する必要があるものと思われる。

③掘削方法・工具

全体に整形痕の残りは良くない。打ち込み用のノミ痕が奥壁付近に数個ある。両側壁のノミ痕は、壁

の真正面から打ち込めないために、奥壁に向かって450の角度で刺突している○

④墓前城

A－1号横穴墓と同じく、単にA－2号横穴墓の墓前城を共有する状況であり、独自の墓前域を持ち

合わせていない。A－2号横穴墓寄りの崖面に、墓前城床面から85cmの高い位置に築造されている。．

⑤遺物

遺物は何も出土していない。墓前城からはいくつかの須恵器を検出したが、a単位群の3基のどの横

穴墓に帰属するものであるかは不明である。ここではA－2号横穴墓のところで考察した○

⑥築造年代・追葬

A－2号横穴墓が築造された後で造られたことは間違いないので、7世紀後半か8世紀初頭頃に築造
●

時期を想定する。横穴墓として考察してはみたものの、本当にこれが横穴墓であるのかどうかはやはり

判然としない。いずれにしても、A－1号横穴墓と同様で、3基併せて一つの非常にまとまりのある血

縁集団による単位群であることを想定したい。なお、追葬は行われなかったと思われる。
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4）A－4号横穴墓（第6図，写真図版4）

①保存状態

本横穴墓も「ミニ横穴墓」と称すべきものである。本横穴墓の位置する付近は斜面の勾配に合わせて

表土が厚く堆積していて、当初存在は予想していなかった。しかし、A－5号横穴墓の墓前城南端の表

土除去作業の際、新たに検出されたものである。したがって、調査前の状況としては、天井部まで完全

に埋もれていて、内部は暗褐色土が充満していた。閉塞施設はなかったが、全体に保存状態は良かった。

（塾玄室・羨道部

平面形は、単純に細長い筒型構造であり、羨門付近でほんの少しだけ拡がりをみせる。玄室全長（羨

道部を含む）は1．44m、奥壁部幅0．20m、羨門部幅0．24m、中央部幅0．20mである。奥壁から開口部

に向かって、床面とほぼ平行して棚状の出っ張りがあり、それが奥壁から約40cm手前にまでのびてい

る。つまり、玄室内が上下2段となっていて、下段のほうが上段よりも奥深く穿孔している。もっとも、

棚状とはいっても棚部は勾配がついていて、その上には何も乗せることができない。上下の軟らかい層
●

を穿孔するうちに、硬い岩盤層だけが棚状に残ってしまったものと思われる。中央での天井の高さは

0．61m、奥壁の床面標高は55．19m、主軸方位はN－970－Wである。床面は中央付近がややくぼんでい

るが、奥壁から羨門に向けてわずかに傾斜し、傾斜角度は10　を測る。床面で平坦なところは入口付近

だけであって、あとは凹凸がみられる。奥壁の断面形は、上述した通り、棚状の岩盤層が残り、縦長の

不正な長方形である。両側壁とも垂直に立ち上がり、天井部裾で大きく内傾して天井部へと続いている。

床面および天井部との境は、いずれも不明確であり、穿孔状態としては不良である。天井も天頂部にあ

たる部分が、幅約5cmほど平板状であるが、全体的に粗雑な造りである。

③掘削方法・工具

全体に壁面の風化と剥落が激しく、そのため工具痕の残りは非常に悪い。打ち込み用のノミ痕は一つ

も観察できず、奥壁から手前に向かって側壁沿いに掻き出したような粗雑なノミ痕がみられる程度であ

る。これは本横穴墓の幅が極端に狭いために、作業の姿勢上、このような穿孔方法しかなかったからで

あろう。

④墓前域

A－5号横穴墓の開口斜面前壁を利用して穿孔されたものであり、墓前城から1mほどの高い位置に

構築されている。本横穴墓の左側斜面は、そのまま東方向に約2m続く岩ブロックの張り出しであり、

この岩ブロックが、同時にa・b単位群の墓前域の境界を成している。本横穴墓の羨門付近の墓前城か

ら、河原石が浮いた状態で1つだけ検出された。その大きさからいって、A－5号横穴墓の封鎖石だっ

たと思われる。そうすると、本横穴墓独自の封鎖石はなく、A－3号横穴墓同様に、封鎖石以外の閉塞

施設を想定したほうが良いものと思われる。

⑤遺物

玄室内に流入していた暗褐色土を除去する際、床面より5～10cm程度浮いた状態で骨片・骨粉を検

出したが、いずれも取り上げられる状態ではなかった。その他の遺物は何も出土していない。

⑥築造年代・追葬

骨が多少出土しただけであり、須恵器をはじめとするその他の副葬品が何も出土しなかったので、本

横穴墓の築造年代を推定することは、非常に困難である。ただし、A－1号・A－3号横穴墓とかなり

似通った状況にある。ミニ横穴墓であることからしても、本横穴墓の築造は新しい時期になるものと思

われる。墓前城の共有関係を考慮すれば、A－5号横穴墓との大きなつながりを持つ横穴墓ではあるが、

背中合わせで2基のミニ横穴墓が存在することから、そのことも考慮した上で、墓域空間を含めた総合

的な検討が必要となってくる。迫葬はなかったものと思われる。
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5）A－5号横穴墓（第9図，写真図版5）

①保存状態

調査開始以前より大きく開口していて、天井部の大半は欠失していた。崩落土や岩塊等が入り口付近

に厚く堆積し、その堆積は1mを優に超えるものであった。玄室内の壁面には、一面に苔が繁茂し、落

書きも多数あったことから、かなり以前に崩壊し、その後人の出入りが絶えなかったことがわかる。調

査の最中も壁面から水の染み出しが止まらず、このことも崩壊の一要因であったと思われる。閉塞施設

は半壊し、墓前城にはたくさんの河原石や遺物が散乱していて、盗掘を受けていたことが判明した○

②玄室

平面形は、縦長の隅丸長方形を意識しているが、左袖部だけが造り出された片袖型である。玄室全長

は2．96m、奥壁部幅2．21m、中央部幅2．21m、開口部幅2．12mである。中央での天井の高さは2・00

m、奥壁の床面標高は56．00mを測る。主軸方位はN－400－Wである。床面は、高低差のはっきりしな

い細かな段差がいくつか存在する。これは、地山の粘板岩の層と砂岩層との斜行する互層によって形成

されているためで、軟らかい砂岩層が取り除かれ、硬い粘板岩の層が床面となっていることに起因する

ものである。全体として奥壁床面を最高位として、玄室から羨道部へゆるやかに傾斜し、傾斜角度は

60　を測る。しかし、その間に高低差のはっきりした段差があって、玄室と羨道部とを明瞭に区別して

いる。床面上からは、粘板岩5つと河原石1つを検出した。このうち、河原石は玄室中央やや手前の右

側壁際で、壁面に立て掛けるような状態で検出した。封鎖石の崩れの1つであろう。5つの粘板岩は、

玄室の一番手前の左側壁際から3つ、玄室のほぼ中央の右側壁寄りから2つ検出した。両者の上面レベ

ルがほぼ一致することから、木棺を安置するための棺座の一部であったものと思われる。奥壁の断面形

は、尖頭アーチ型を呈している。立ち上がりは、床面直上から平板状にのび上がり、床面に覆い被さる

ようにかなり内傾度を強めている。両側壁は剥落や風化が激しく、状態は良くない。立ち上がりは、下

半は床面に直交してほぼ垂直にのび上がり、上半は胴張りを意識することなく、内傾度を徐々に強めな

がら平板状の面が天井部裾へと続いている。天井付近は、やや湾曲して天頂部方向へつなげている。左

側壁には玄室から羨道部へと平板状にのびていた壁面に、袖部を意識したようなカーブ面がある。ただ

し、前壁といえるほどの明確な面ではない。右側壁については、A－6号横穴墓との最接近距離が40

cm程度で近接していることから、工程上の配慮に基づいて、袖部を設けなかったのであろう。天井は、

奥壁から玄門ラインにかけて貫いているはずの尖頭アーチ型に特有の稜線が崩壊により確認できない。

③羨道部

上半部が崩壊しているために、断面形や高さを測ることはできない。羨道部全長は3．23m、玄門部

幅1．95m、中央部幅1．10m、羨門部幅1．55mを測る。玄室よりも勾配はゆるやかで、その傾斜角度は

40を測り、大きな段差を持って墓前城へと移行している。天井部が欠失していたために雨ざらし状態

であって、玄室よりも壁面の状態は悪い。閉塞施設は、大量の河原石が墓前城に散乱しており、須恵器

や鉄製品と同様に、地山から20cmほど浮いた状態で検出された。羨道部に残っている封鎖石も玄室と

墓前城との両方向に崩れ、原位置を保つものは羨道部中央の20数個にすぎず、それすらも若干動いて

いる形跡があった。遺存する2段の石積みは、積み方にとくに規則性は認められない。なお、この封鎖

石の隙間から、たくさんの須恵器片が検出された。

④掘削方法・工具

天井部の欠失、あるいは壁面の風化が激しく、整形痕の残りは非常に悪い。したがって観察は困難で

あるが、2種類の整形痕がみられる。1つは打ち込み用の刺突痕で、玄室の奥壁・両側壁の床面直上に、

横一列に真上から下方向に打ち込まれている。後述する三角コーナー部にも数個の刺突痕があり、右上

から左下方向に打ち込まれている。もう一つの整形痕は、調整用の平行ノミ痕で、両側壁の一部にみら

32



しこ5650m

第9図　A－5号横穴墓実測図

－33・34－



れる。いずれも上から下方向への削り出Lで、1本分の幅は約12cmである。羨道部については、全体

に壁面の剥落・風化が激しく、整形痕は皆無である。

（9墓前域

本横穴墓の墓前城は2つある。羨道部が封鎖石の積み上げられた範囲よりもさらに長めで、とくに墓

前域側には1．5m四方の平坦な台形区画が、羨道部と同じレベルで拡がり、本横穴墓専有の墓前城とな

っている。羨道部と墓前域との違いが天井の有無にあるとすれば、この区画は墓前域であろう。またこ

の台形の区画に隣接する南側には、拡幅されたスロープ状の三角コーナーの床面がある。斜面の岩盤を

三角錐状に掘り窪めたもので、手前の台形区画と併せると、2m四方の方形区画となる。この三角コー

ナー部からは、2個の河原石とともに須恵器を検出した（2－6と2－18のセット）。こうした特殊な区画

は、伊豆大北横穴群でもみられる（「壇状遺構」と呼んでいる）。墓前城近くに位置するが、墓前城とは

はっきりした区画をもつスペースであるとされている。この三角コーナー部が、壇状遺構と同じかどう

かはわからないが、遺物の検出状況からして、何らかの墓前祭祀にともなう空間であると思われる。も

う一つの墓前城は、A－4号～A－6号横穴墓の3基で共有しあう墓前城である。3基の中でも、本横

穴墓は墓前城の中央の奥まったところに位置する。墓前城を共有する場合、最初に築造される横穴墓は、

中央に位置取りする選地傾向からすると、本横穴墓が3基の中でも、最初に築造された可能性が高い。

墓前域の長さは4．5m、幅2．5mほどの台形の区画を有し、自然の丘陵斜面を東南方向に拓き、なだら

かに下がり続け、その前面は自然の急崖である。本横穴墓の羨門部からは、急な傾斜状の大きな段差を

もって墓前城へと移行していて、その段差は墓前城から60cmほどの高さがある。硬軟の粘板岩の斜行

互層によって2段となっているが、本来は急なスロープ状であったと思われる。

⑥遺物

遺物は土器および鉄製品で、土器は須恵器33点、土師器2点、鉄製品は1点を数える。その出土位

置は、玄室内と羨道部、それと墓前域の3ヶ所に分けることができる。玄室内の遺物は、床面にほぼ密

着して検出した。羨道部の遺物は、封鎖石が詰まれているところと玄門ラインの間の平場区域で、床面

に密着した状態で出土し、しかも大半が完形品である。おそらく、墓前祭祀が終了した時点で、祭祀に

使用した土器群を一括して供献し、その後の天井部の崩壊により隠蔽状態となり、後世の盗掘等から免

れたのであろう。羨道部からのこのような出土状況のあり方は、A－20号横穴墓と共通するものであ

る。一方、墓前域からの遺物は、大半が破砕行為を受けている。かき出された河原石と同じレベルで、

床面直上から20cmほど浮いていることから、ある程度土砂が堆積した時点での、盗掘等のかき出し行

為を受けたのであろう。封鎖石の上部や隙間からもたくさんの土器片が検出されているが、同様のこと

がいえる。また、本横穴墓は須恵器杯蓋が杯身に比べて、たくさん検出された。これは、乳頭状のつま

みのつく杯蓋は、長頸瓶や相身の蓋として使用された可能性が高いということと、合子状杯蓋は杯身に

代用される可能性が高いということである。実際、2－18のかえり付杯蓋が逆位で、その上に2－6の合

子状杯蓋が逆位で重なっての出土で、蓋どうしのセット関係で出土しているのである。

2－1と2－2は同一のタイプの須恵器合子状杯蓋である。2－1は玄室右側壁寄り、2－2は羨道部床面直

上からそれぞれ逆位の完形で検出された。2－1は2－10の合子状杯身とセット関係にある。2－1は口径

96mm、器高35mmを測る。全体の形状は半球形を呈し、天井部は丸い。口縁部は内湾気味に下がる。天

井部と口縁部の境には沈線がめぐる。口緑部端内面にも浅い沈線が一条めぐる。天井部の調整はラセン

状2回転へラ削り調整である。2－2は口径96mm、器高33mmを測る。2－1と同じ形状であるが、口緑部

は折り曲げて垂直気味に下がる。内外面ともに沈線はない。天井部の調整が異なっていて、へラ切り後、

回転ナデ調整である。2－3は羨道部の床面直上から逆位で検出された須恵器合子状杯蓋で、ほぼ完形で

ある。口径は96mm、器高は26mmである。2－1・2－2に比べて器高が低く、全体の形状は扇平で、天井
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部は広く平ら気味である。口緑部はやや折り曲げるようにして下方へ下がる。天井部の調整は、ヘラ切

り後、未調整である。2－4・2－5・2－6・2－7は墓前域からほぼ完形で検出された2－1や2－2と同じタイ

プの須恵器合子状杯蓋で、やや小型である。2－6は2－18のつまみ杯蓋とセット関係で、墓前域の拡張

城から出土しているが、蓋どうLであり両者のサイズにもやや難がある。2－5も墓前域の床面直上から

逆位で検出した。2－4は口径94mm、器高36．5mmを測り、2－5は口径92mm、器高38mmを測り、2－6は

口径92mm、器高32．5mmを測り、2－7は口径推定90mm、器高34mmを測る。全体の器形はやや扇平で、

天井部はやや平ら気味か弓張り状である。2－4・2－6・2－7の口縁部はやや内湾し、2－5の口緑部は下方

に折り曲げるようにして、ほぼ垂直に下がる。2－6は口縁部内面に浅い一条の沈線がめぐる。天井部の

調整は、2－4と2－6はヘラ切り後中央部未調整で、その外周を同心円状2回転へラ削り調整する。2－5

と2－7はへラ切り後未調整で、その外周を同心円状1回転へラ削り調整する。2－5の中央部には平行タ

タキ目痕が残り、回転ナデ調整が強くて、壁面が顕著に凹凸状になっている。2－8は須恵器合子状杯身

である。最大径117mm、器高36mmを測る。全体に器厚が厚く、丸い半球形である。やや平ら気味の底

部からゆるやかに内湾して外上方へ上がり、口縁部端は直線状にのびる。内傾する立ち上がりはやや長

めで細く、直線状にのびる。底部調整は、同心円状3回転へラ削り調整であり、体部2／3にまで及ぶ。

2－9・2－10は須恵器合子状杯身で2－8に比べてやや小型である。2－10は羨道部の床面直上から正位で検

出した。2－1の合子状杯蓋とセット関係にある。2－9は推定最大径112mm、器高36mmを測り、2－10は

最大径104mm、器高38．5mmを測る。全体に半球形を呈し、底部は2－9がやや平ら気味であり、2－10は

丸みを帯びる。底部からゆるやかに内湾して外上方へとのび、口縁部端で丸くおさめる。内傾する立ち

上がりは、2－9は細長くて直線状であり、2－10は短くて先端部でやや外反気味となる。底部調整は、ヘ

ラ切り後、回転へラ削り調整で平ら気味とし、その外周を同心円状1回転へラ削り調整である。2－11・

2－12・2－13・2－14・2－15の5つは、墓前城からほぼ完形で検出した同じタイプの須恵器かえり付杯蓋

である。2－11は最大径95mm、器高31mm、つまみ径17mmを測り、2－12は最大径97mm、器高30mm、つ

まみ径16mmを測り、2－13は最大径98mm、器高30mm、つまみ径10mmを測り、2－14は最大径98mm、器

高34mm、つまみ径15mmを測り、2－15は最大径100m、器高32mm、つまみ径13mmを測る。形状は全

体にやや扇平であり、つまみのある天井部は弓張り状かやや平ら気味である。口緑部はゆるやかに内湾

してそのまま外下方へのび、口緑部端でやや外反する。内傾する短めのかえりは、直線状にのび、口縁

部端よりわずかに出るので、接地面はかえり部にある。これに対して2－13は、さらに短めで口緑部端

とほぼ同じ位置に留まる。つまみの形状は、2－11が小さめの宝珠状つまみで、それ以外は乳頭状つま

みである。2－13の乳頭状つまみの天頂部は平坦となっている。天井部の調整は、天井部中央の外周を

同心円状に1回転へラ削り調整するのが、2－11と2－15である。2回転へラ削り調整するのが2－12・2－

14である。2－13はラセン状回転へラ削り調整である。2－15は、内面中央に軽い横ナデ調整がみられる。

2－11は、瓶蓋の可能性がある。2－16・2－17・2－18の3つは形状をほぼ同じとする須恵器かえり付杯蓋

である。2－18は2－6の杯蓋とセット関係にある。2－16は最大径107mm、器高26mm、つまみ径18mmを

測り、2－17は最大径109mm、器高29mm、つまみ径16mmを測り、2－18は最大径109mm、器高32mm、つ

まみ径16mmを測る。全体の形状は、やや扁平で天井部は弓張り状を呈する。ゆるやかに内湾して外下

方にのび、口緑部端を丸くおさめる。つまみの形状はいずれも小さめの宝珠状つまみである。内傾する

かえりは、退化していて極めて短い。2－18はわずかに口緑部端より出ていて、接地面はかえり部にあ

る。他の2つは口縁部端より内側か、ほぼ同じ位置に留まっている。2－17のかえりはやや外反気味で

ある。天井部の調整は、つまみの外周を同心円状に回転へラ削り調整している。2－16は2回転、2－17

と2－18は1回転である。2－17・2－18の内面中央には、指頭庄痕が残る。2－19はつまみが欠失している

が、上記の3つと同じタイプの須恵器かえり付杯蓋と思われる。推定最大径110mm、残高器高20mmを
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測る。天井部の調整は、中央部の外周を同心円状に1回転へラ削り調整である。2－20は須恵器高台杯

身で、墓前域から破片で検出されている。平底気味の底部から、明瞭な屈曲をへて外上方に直線状にの

びる。口唇部は欠損のため不明。高台は、断面方形状で突っ張るように貼り付ける。接地面は高台部に

ある。底部の調整は、丁寧な回転ナデ調整である。高台貼り付け時のナデ調整は、やや粗雑である。2－

21は羨道部の床面直上から横に倒れた状態で検出した、完形で小型の須恵器脚付境である。杯部口縁

のゆがみが目立つ。口径113mm、底径110mm、器高132mmを測る。杯部の形状は、ふかみがあり墳形で

ある。底部は丸底である。底部からゆるやかに内湾してほぼ垂直に上方へとのび上がり、口縁部端は、

丸くおさめる。杯部中央には浅い三条の沈線がめぐり、口緑部端内面にも浅い一条の沈線がめぐる。脚

部は短めで、脚部の裾は大きくゆるやかに広がる。脚端部は折り曲げて、横ナデ調整で上下にやや引き

延ばす。杯部底部の調整は、同心円状の回転へラ削り調整である。2－22と2－23は墓前城（2－22の口頸

部分は墓前域拡張域）から破片状態で検出した須恵器脚付長頸瓶である。2－23は脚部に大きなゆがみ

がある。2－22の口径は82mm、胴部推定最大径160mm、推定底径120mm、口頸高120mm、器高240mmを

測る。2－23の口径は77mm、胴部最大径148mm、底径115mm、口頸高113mm、器高255．5mmを測る。球

形の体部から、口頚部はほぼ真っ直ぐに大きくのび上がり、口緑部はやや内湾気味となる。口緑部端は

丸くおさめる。口頚部に沈線は認められない。やや屈曲する肩部には、ヘラ状刺突文がめぐる。丸底の

底部には、2－22は裾広がりの二段の脚部が貼り付く。段は退化している。2－23は裾広がりで、段をと

もなわない直線状にのびる脚部が貼り付く。どちらも脚端部は丸くおさめる。底部の調整は、回転へラ

削り調整が施されている。2－22は湖西編年Acの第Ⅲ第2中期前後で、2－23は脚部に段がない分新し

く、湖西編年Adの第Ⅲ第3中期前に相当する。3－3も同じく墓前城から出土した須恵器蓋付長頸瓶で

ある。体部上半から口頚部が欠失しているが、3－1の口頚部片とセットになる可能性がある。2－23と肩

部の張り方や脚部の形状が同じであり、文様・調整もほぼ同じである。胴部最大径は150mm、底径は

119mmを測り、3－1の口径は74mmを測る。3－2は須恵器長頸瓶の口頚部片である。推定口径93mmを測

る。外上方に真っ直ぐ立ち上がる。2－24はb単位群の墓前城から散乱状態で検出した須恵器脚付長頸

瓶である。大半が破片であったが、接合・復元することができた。非常に大型でありつくりも丁寧であ

る。推定口径143mm、胴部最大径205mm、底径135mm、口頸高185mm、器高339mmを測る。球形の体部

から、口頚部はほぼ真っ直ぐにのび上がり、口緑部はラッパ状に開く。口緑部端はやや外反し、口唇は

水平に面取りしている。口頚部中央やや上半には浅い一条の沈線がめぐる。体部中央には、櫛措き刺突

文がめぐり、それをはさむようにして沈線が上位に二条、下位に一条めぐる。丸底の底部には、裾広が

りの二段の脚部が張り付く。段は退化している。脚端部は水平に面取りしている。底部の調整は、2回

転の同心円状へラ削り調整である。遠考研編年第Ⅳ期後半のものと思われる。2－25は羨道部の床面直

上から検出された脚付長頸瓶の脚部片である。底径120mmを測る。脚端部の整形は2－23と同じである。

3－4・3－5・3－6はいずれも須恵器平瓶である。3－4は体部が玄室左側壁際から、口頚部が羨道部からい

ずれも床面直上で2つにわかれて検出した。3－4はほぼ完形で口径68mm、胴部最大径156mm、器高169

mを測る。体部は半球形であり、なだらかな肩部には浅い沈線が3条めぐる。底部は丸底である。口頚

部中央にも浅い二条の沈線がめぐる。底部の調整は、ラセン状の回転へラ削り調整である。3－5は口頚

部および底部が欠損する。底部の調整は、回転へラ削り調整である。3－6は器厚が厚く、口頚部が欠失

している。底部は上げ底気味の平底で、全体にずんぐりした形状で、肩部はなだらかである。底部の調

整は回転へラ削り調整で、体部には細かなかきめが全周する。胴部の接合は丸みを帯びたものから、鋭

角的で肩が張る傾向へと推移することから、3－4と3－6は遠考研編年第Ⅳ期後半、3－5はやや時代が下

って、遠考研編年第Ⅴ期のものと思われる。3－7は玄室から検出した須恵器提瓶である。ロ頚部が欠失

している。全体にやや偏球形であり、体部の肩部上半には一対のボタン状突起物が貼り付く。体部外面

37



－一　　　一－1

｝　一‘U

第10回　出土土器実測図（2）A－5号横穴墓
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第11図　出土土器実測図（3）A－5号横穴墓

には、蓋充填位置の付近に浅い二条の沈線が、さらにその外周にも浅い二条の洗練がめぐる。3－8は墓

前域から検出された須恵器壷もしくは瓶のロ縁部片である。口径117mm、口頚部高46mmを測る○やや

外反しながら外上方にのび、口縁部端は横ナデ調整で整形し、丸くおさめる。口縁部直下には、稜の名

残の浅い沈線が二条めぐるが、凸線および凸帯は配さない。遠考研編年第Ⅳ期後半のものと思われる0

3－9・3－10は墓前城から検出された土師器杯身である。3－9は口径124mm、器高46mを測る。3－10は

口径120mm、器高25mmを測る。いずれも半球形である。弓張り状の底部から、ゆるやかに内湾して外

上方へのび上がり、口縁部端は丸くおさめる。器面が磨耗しているために、調整観察は不可能である0
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⑦築造年代・迫葬

本横穴墓からはたくさんの土器を検出した。土器は本横穴群としては多量に属するもので、いくつか

の時期に分けることができる。第Ⅳ期前半と後半、それと第Ⅴ期の3つである。第Ⅳ期前半のものはお

もに羨道部から検出された完形品である。それ以外は、墓前域から検出された破片である。このことか

らすると、本横穴墓は7世紀前半の初めの頃に築造され、8世期前葉にいたるまで数回の迫葬を繰り返

したものと思われる。その後まもなく斜面の崩壊とともに大きく半壊してしまった。b単位群の中では

独自の専有墓前域を有していること、共有墓前域の中央部を占めていること、共有墓前域の切りあい関

係からして、他の2基よりも先に築造されたものと想定したいが、片袖型を採用した理由が、A－6号

横穴墓との接触を避けての、工程上の配慮に基づくものであるとしたら、先後関係は逆転することにな

る。玄室規模が同じ程度の両者が、B－1号横穴墓に似通った尖頭アーチ型であることから、B－1号

横穴墓が築造されて間もない頃、f単位群のA－15号横穴墓に続いて築造したtものと想定する。

第10・11図出土土器実測図（2）・（3）法量表　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　＜数値＞は推定値

図版 NG 遺構 ・層位 種 別 器 型 ・分類 口径 最大径 器高 つまみ径 底径 回 転 色 調 残 存 状態 写真図版

2

1 A － 5 号横穴墓 須恵器 合子状坪蓋 96 35 右 灰 完形 3 6－1

2 A － 5 号横穴墓 須恵器 合子状杯蓋 96 33 －
青灰 完形 3 6－2

3 A － 5 号横穴墓 須恵器 含子状坪蓋 96 26 －
灰 4／5 3 6－3

4 A － 5 号墓前城 須恵器 合子状坪蓋 94 36 ．5 左 灰白 完形 3 6－4

5 A － 5 号墓前城 須恵器 合子状杯蓋 92 38 －
灰 2／3 3 6－5

6 A － 5 号墓前城 須恵器 合子状坪蓋 92 32．5 右 灰 完形 3 6－6

7 A － 5 号墓前城 須恵器 合子状杯蓋 90 34 左 灰 2／3 3 6－7

8 A － 5 号墓前城 須恵器 合子状杯身 96 117 36 右 灰 白 2／3 38 －7

9 A － 5 号墓前城 須恵器 合子状坪身 く92＞ ＜112＞ 36 左 灰 白 2／5 38 －8

10 A － 5 号横穴墓 須恵器 合子状坪身 85 104 38．5 左 青灰 ほぼ完形 38 －9

11 A － 5 号墓前域 須恵器 つ まみ坪蓋 72 95 31 17 右 灰 白 2／3 40 －4

12 A － 5 号墓前城 須恵器 つ まみ坪蓋 72 97 30 16 左 灰 白 ほぼ完形 40 －5

13 A － 5 号墓前城 須恵器 つ まみ坪蓋 72 98 30 10 右 灰 白 完形 4 0 －6

14 A － 5 号墓前域 須恵器 つまみ杯蓋 73 98 34 15 右 灰 白 ほぼ完形 4 0 －7

15 A － 5 号墓前城 須恵器 つまみ杯蓋 78 100 32 13 左 灰 1／2 4 0 －8

16 A － 5 号横穴墓 須恵器 つまみ坪蓋 93 107 26 18 右 灰 1／2 4 0 －9

17 A － 5 号墓前城 須恵器 つまみ坪蓋 91 109 29 16 右 灰 自 完形 4 0－1 0

18 A － 5 号墓前城 須恵器 つまみ坪蓋 92 109 32 16 右 青灰 完形 4 0－1 1

19 A － 5 号墓前城 須恵器 つまみ坪蓋 ＜90＞ ＜110＞ ＜20＞ 右 灰自 1／3
－

20 A － 5 号墓前域 須恵器 高台坪身 ＜35＞ く48＞
－

黄灰 底部 1／2
－

21 A － 5 号横穴墓 須恵器 脚付碗 113 132 110 右 灰 ほぼ完形 4 4－5

22 A － 5 号墓前城 須恵器 脚付長頸瓶 82 ＜160＞ 240 く120＞ 左 灰白 1／2 4 7－2

23 A － 5 号墓前城 須恵器 脚付長璽頁瓶 77 148 255 ．5 115 右 灰 3／4 4 7－3

24 A － 5 号横穴墓 須恵器 脚付長頸瓶 ＜143＞ 205 339 135 左 灰白 2／3 4 7－4

25 A － 5 号横穴墓 須恵器 脚付長頸瓶 く40＞ 120 －
灰白 脚端部のみ

－

3

1 A － 5 号横穴墓 須恵器 長頸瓶 74 ＜54．5＞ －
灰白 口頸部のみ

－

2 A － 5 号墓前城 須恵器 長頸瓶 ＜93＞ ＜55＞ ー
灰 口璽頁部のみ

－

3 A － 5 号墓前城 須恵器 脚付長頸瓶 150 ＜117＞ 119 左 灰 体部下半 ・底部のみ
－

4 A － 5 号横穴墓 須恵器 平瓶 68 156 169 右 灰 ほぼ完形 4 5－1

5 A － 5 号墓前城 須恵器 平瓶 く63＞
－

灰 白 休部 1／3　 口頸部欠
－

6 A － 5 号墓前域 須恵器 平瓶 ＜185＞ ＜135＞ ＜101＞ 右 灰 休部 1／2　 口縁部欠
－

7 A － 5 号横穴墓 須恵器 提瓶 160 ＜150＞ 左 灰 白 休部 2／3　 口頸部欠
－

8 A － 5 号墓前城 須恵器 壷か瓶 117 ＜49．5＞
－

灰 白 口頸部4／5
－

9 A － 5 号墓前城 土師器 坪身 124 46
－

橙 完形 50 －4

10 A － 5 号墓前城 土師器 坪身 120 25
－

樟 ほぼ完形 50 －5
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6）A－6号横穴墓（第12図，写真図版6）

①保存状態

調査前の状況は、入口が高さ70cm程度開いていて、土砂が厚く堆積している内部を伺うことができ

た。内部の暗褐色の流入土は、岩盤から染み出す水によって泥状になっていた。壁面は全面にわたって

落書きだらけであり、後世の造作による掘り込みもみられ、床面にいたっては、盗掘等による撹乱・破

壊行為をさんざんに受けていた。内部からは須恵器破片や鉄製品等を、ほとんど浮いた状態で検出した。

玄室奥では、木炭が覆土中に水平堆積していたことから、室内で焚き火行為をしたものと思われる。墓

前域には、多数の河原石が散乱していた。

②玄室

平面形は、縦長の長方形であるが、左辺に比べて右辺が若干長めで、また奥壁幅のほうが開口部幅よ

りも．20cm広い分、多少のいびつさが感じられる。玄室全長は3．12m、奥壁部幅1．96m、中央部幅

2．07m、開口部幅1．76mである。中央での天井の高さは2．36m、奥壁の床面標高は55．58m、主軸方

位はN－310－Wである。床面は凹凸状態が激しく、軟らかい砂質土はめくりかえされ、硬い岩盤質部分

が残り、水平面はほとんどない。全体としては、奥壁床面を最高位として玄室から羨道部へゆるやかに

傾斜し、その傾斜角度は50を測る。玄門ライン付近には、小さな弧状の段差がみられる。床面からは、

奥壁寄りの地山直上で粘板岩をいくつか検出した。原位置を保ってはいないが、おそらく棺座石あるい

は棺支え石として使用されたものと思われる。奥壁は断面形尖頭アーチ型であるが、天井の崩落で、天

頂部の尖頭部分がやや不明瞭である。立ち上がりは、床面直上から胸高位までは胴張りを意識して、大

きくふくらみをもってのび上がり、そこから上は天井部に直線的に続き、玄門ライン方向に覆い被さる

ように、内傾度を強めて前へと張り出している。奥壁面には、胸高付近に掘り込みがいくつかみられる○

たいていは楕円形状であるが、なかには仏貪状のものもある。奥行きが4cmほどしかなく、煤も付着し

ていないことから、仏金や燭台としての利用は考えられず、周囲の落書きとあわせて後世の造作による

掘り込みと考えたい。両側壁の立ち上がりは、奥壁寄りで多少の胴張りをともなってはいるが、胸高く

らいまではほぼ垂直状にのび上がり、そこから上は内傾しつつも、天井の稜線方向に向かって、真っ直

ぐにのびている。横への拡がりは、直線的で平板状ではあるが、玄門ライン付近で両壁面ともに、湾曲

度を強めて袖部前壁へと連続している。袖部前壁は掘り込みを大きくすることで、しっかりした両袖プ

ランを演出している。しかし、玄門ライン付近の両側壁および天井が剥落していて、原玄門ラインが崩

れてしまい、羨道部の幅が玄室に対してかなり広めとなっている。天井は、玄室半ばから玄門ライン方

向にかけて崩落していて、原状をとどめていない。しかし、尖頭アーチ型特有の稜線が、奥壁から玄門

ライン方向に向かって、玄室中央辺りまではっきりとみることができる。

③羨道部

天井から両側壁の上部にかけて崩落しているが、両側壁の立ち上がり具合から、アーチ状の天井であ

ったと思われる。羨道部全長は3．04m、玄門部幅1．14m、中央部幅0．89m、羨門部幅0・92m、中央で

の天井の高さは推定で1．50mを測る。床面の傾きはゆるやかに墓前城方向に下がり、傾斜角度は80

である。中間付近に岩盤の斜行にともなう1段の段差がある。その先はA－5号横穴墓同様に、50cm

ほどの段差をともなった急な傾斜で、墓前域へと移行している。本横穴墓の羨道部は非常に長い点が特

徴であり、その全長は、玄室全長とほぼ同じ長さを有する。開口部ラインは、雨風による風化や剥離が

激しくて、羨道部の空間よりも一回り大きくなっている。閉塞施設は羨道部に3個の河原石があったが、

原位置を保っていたのは、右側壁寄りの2個だけである。墓前域にたくさんの河原石が、あたかも掻き

出されたように散乱していたことから、ある時期にこれらの河原石が遺棄されたものと思われる。

④掘削方法・工具
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全体に壁面の崩壊や剥落が少ないわりには、工具痕の残りは悪い。かなり長い間にわたる不特定多数

の人々による出入りが激しかったこと、落書きや無用の掘り込み等によって、壁面が人為的に荒らされ

てしまったこと、早くからの開口や水の壁面からの染み出Lで、自然の風化作用が他の横穴墓に比べて

早く進行したためと思われる。それでも2種類のノミ痕が確認できる。1つ目は打ち込み用の刺突痕で、

玄室全体に点々と散在し、床上直上には、床面と平行していくつか残っている。いずれも上から下方向

へ打ち下ろしたものである。もう一つの整形痕は、調整用の平行ノミ痕である。これは玄室右側壁の天

井部天頂付近とやや玄門ライン寄りの腰高の位置に、うっすらとではあるが確認できる。この平行ノミ

痕は打ち込み用の刺突痕と違って、壁面の風化作用には弱く、開口している横穴墓では良好な状態で遺

存することは、非常に難しい。

⑤墓前域

A－4号～A－6号横穴墓の3基で共有し、b単位群を構成している。本横穴墓は、この共有する墓

前城の右端に位置して築造されており、これより右は緩やかな斜面となって、急崖へと続いている。本

横穴墓の墓前域はA－5号横穴墓よりも多少余分に削り出して、全体に低くしている。すなわち、A－

5号横穴墓から八の字状にのびる高まりが、A－6号横穴墓の前まで続いているが、A－6号横穴墓は

その高まりを削りだすことで、独自の方形状の墓前域空間を確保している。

⑥遺物

本横穴墓からの出土品は、須恵器27点と鉄製品と耳環1に限られる。左隣のA－5号横穴墓のよう

に墓前城から検出されることはなく、全部が玄室内と羨道部とからである。しかし、いずれも完全に破

砕行為を受け、玄室内に散乱していて、同一個体のものが距離を隔てて検出された。相当ひどい撹乱行

為を受けていることが分かる。

4＿1と4－2は玄室内から検出された同じタイプの須恵器合子状杯蓋で、全体に深みのある半球形を呈

している。4－1は口径120mm、器高46．5mmを測る。全体に器厚が厚い。4－2は口径119mm、器高41mm

を測る。天井中央部は丸いかやや弓張り状である。口緑部は折り曲げるようにしてほぼ垂直に下がり、

口縁部端は丸くおさめる。天井部と口緑部との境には、4－1は浅い一条の沈線、4－2は浅い一条の沈線

による明瞭な稜がめぐる。天井部の調整は、4－1はラセン状の細かな回転ナデ調整で、条痕が顕著に残

る。4－2はヘラ切り後回転ナデ調整で、その外周を同心円状の2回転へラ削り調整である。4－3と4－4

は玄室内から検出した同じタイプの須恵器合子状杯蓋で、前2者に比べてやや小型である。全体に箱形

を呈し、4－3は口径105mm、器高44mmを測り、4－4は口径105mm、器高40mmを測る。平ら気味の天井

部からハの字状に開き気味となり、ほぼ直線状に下がる。口緑部端はやや鋭い。4－4は天井部と口縁部

との境に浅い一条の沈線がめぐる。天井部の調整は、いずれも丁寧なラセン状回転ナデ調整で、条痕が

顕著に残り、その外周を1回転の回転へラ削り調整である。4－6・4－8の2つは玄室内から検出した須

恵器合子状杯身である。サイズに大小があるが、形状・底部調整は同じである。4－6は最大径118mm、

器高38mmを測り、4－8は最大径114mm、器高38mmを測る。全体に丸い半球形であり、底部は丸みを帯

びた弓張り状である。ゆるやかに内湾してのび、口緑部端で丸くおさめるが、4－6は端部でやや外反気

味となる。内傾する立ち上がりはやや長めで、先端でやや外反気味となる。底部の調整は、ラセン状2

回転へラ削り調整である。玄室内から破片で検出された4－5は、最大径122mmを測りほぼ同じ形状であ

る。4－7は玄室内から検出した須恵器合子状杯身である。推定最大径115mm、器高36mmを測る。上記
■

の3つの合子状杯身と形状はほぼ同じであるが、底部調整が異なる。ヘラ切り後、回転へラ削りで平ら

気味とし、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。4－9と4－10の2つは、玄室から検出さ

れた須恵器かえり付杯蓋である。4－9は一回り小さいサイズである。形状や天井部の調整は4－10とほ

ぼ同じである。4－9は最大径97mm、器高27mm、つまみ径14．5mmを測り、4－10は最大径109mm、器高
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29mm、つまみ径15mmを測る。形状は全体に扇平気味であり、天井部中央は弓張り状である。口縁部

はゆるやかに内湾して、そのまま外下方へ直線状にのび、口縁部端は丸くおさめる。内傾する短めのか

えりは、直線状にのび、口緑部端よりわずかに出るので、接地面はかえり部にある。4－9のかえりは、

かなり内側寄りにつく。つまみの形状は、4－9が乳頭状つまみで、4－10が小さめの中央がくぼむボタン

状つまみである。天井部の調整は、つまみのある中央の外周を同心円状に回転へラ削り調整するもので、

4－9は2回転、4－10は1回転である。4－10の内面中央には、ロクロ目が残り、軽く横ナデ調整してい

る。4－11は玄室から検出した須恵器無高台杯身である。口径110mm、器高43mmを測る。合子状杯蓋と

似通ってはいるが、口緑部の開き具合から杯身とした。全体に箱形状である。広く平ら気味の底部から

湾曲し、外上方にハの字状にのび上がる。底部の調整は、ヘラ切り後、非常に丁寧なラセン状の回転ナ

デ調整で、条痕が顕著に残る。4－12は須恵器蓋である。口径89mm、器高41mm、つまみ径15mを測る。

天井部は丸みをもち、その中央部には背の高いボタン状つまみをもつ。天井部はゆるやかに内湾し、口

縁部は屈曲してほぼ垂直に下ろし、端部は丸くおさめる。天井部と口縁部との境には、明瞭な稜をつく

り出している。天井部の調整は、全体に自然粕が融着していて、調整観察は困難である。ヘラ切り後、

中央部を回転へラ削りで平ら気味にし、その外周を同心円状の回転へラ削り調整する。4－13は玄室内

から検出した小型の須恵器有蓋高杯である。杯部最大径117mm、推定底径84mm、器高74mmを測る。杯

部は合子状杯身で、半球形である。ゆるやかに内湾して外上方へとのび上がり、口縁部端でやや外反し

て、丸くおさめる。内傾する立ち上がりは直線状にのび、端部を丸くおさめる。脚部は極端に短く、裾

に向かって直線状に拡がり、脚端部で屈曲させて端部を折り曲げずに、横ナデ調整で引きのばす。杯部

底部の調整は、同心円状の1回転へラ削り調整である。杯部の口径および形状から、遠考研編年第Ⅳ期

前半のものと思われる。4－14は羨道部から検出した須恵器高杯である。推定口径1起h皿、底径95m、器

高104mmを測る。半楕円形状の杯部は、ゆるやかに内湾して外上方へとのび上がり、口縁部端でわずか

に外反し、丸くおさめる。脚部は短く、裾に向かってゆるやかに拡がり、脚端部で折り曲げないで、強

い横ナデ調整で、上下に引きのばす。杯部底部の調整は、ラセン状の2回転へラ削り調整である。湖西

編年Acで第Ⅳ期第1中期に相当する。4－15は玄室内から検出した須恵器高杯である。推定口径158mm、

底径133mm、器高164mmを測る。半球形状の杯部はゆるやかに内湾して立ち上がり、口縁部端でわずか

に外反する。杯部中央には退化して浅い沈線三条がめぐる。脚部は長く、裾に向かって大きく広がり、

脚端部は折り曲げないで、横ナデ調整で上下に引き延ばす。脚部中央には二方に二段の透かしがあり、

その間には浅い沈線が二条めぐる。底部の調整は、2回転の同心円状回転へラ削り調整である。湖西編

年Abで第Ⅲ第3中期前後に相当する。4－16・4－17・4－18・4－19は須恵器高杯である。いずれも脚部を

欠失している。4－16は口径158m、4－17は推定口径148mm、4－18は推定口径175mm、4－19は推定口径

158mmを測る。いずれも口縁部端が外反することなく、丸くおさめる。杯部底部と口縁部との境には4－

16は浅い沈線が二条、4－17は沈線による稜が一条、4－18は明瞭な沈線が二条、4－19は浅い沈線が一条

それぞれめぐっている。口頚部の形状から、いずれも遠考研編年第Ⅳ期後半の終わり頃から第Ⅴ期初め

頃のものである。これらの高杯杯部とセット関係になると思われるのが、4－20・4－21・4－22・4－23の

脚部片である。4－20は底径136mm、4－21は推定底径132mm、4－22は底径81mm、4－23は底径118mmを

測る。4－22は小さめの杯部でなければならない。4－20はかろうじて透かしが1つ確認できる。4－21は

二方に一段だけ透かしがあり、その上下にそれぞれ浅い沈線二条がめぐる。4－24は玄室内から検出し

た須恵器長頸瓶の口頚部片である。口径88mm、残存器高127mmを測り、かなり大型に属する。体部は

検出されなかった。4－25・4－26・4－27は須恵器平瓶である。4－25は口径57mm、胴部最大径142mm、器

高161mmを測る。肩部は張り出す。底部の調整は、ラセン状の回転へラ削り調整である。4－26は口径

64．5mm、胴部最大径145．5mm、底径107mm、器高127mmを測る。器厚が厚い。底部は広い平底で、肩
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部はなだらかである。肩部には浅い沈線が一条めぐる。体部天井部の粘土円板の充填位置には、口径

14mmのボタン状つまみが張り付く。底部の調整は、手持ちのナデ調整であるが、粘土の貼り付け痕や

指頭庄痕が残り雑である。その外周を、同心円状に3回転へラ削り調整である。4－27は口頚部が欠失

している。胴部最大径135mmを測る。体部は半球形であり、肩部は強く張り出す。底部の調整は、ヘラ

切り後、その外周をラセン状の回転へラ削り調整で、体部の1／2にまで及んでいる。一般に、平瓶は胴

部の接合が丸みを帯びたものから、肩の張ったものへと推移し、口頚部も次第に直立する傾向にあると

いわれている。4－26は遠考研編年第Ⅳ期後半、4－25と4－27は遠考研編年第Ⅴ期のものと思われる。

（診築造年代・追葬

検出された須恵器蓋杯の編年は、第Ⅳ期前半と後半および第Ⅴ期の3つに分類できる。これは左隣の

A－5号横穴墓と同様である。7世紀前半の初め頃に築造され、その後8世紀前葉まで数回の追葬を繰

り返したものと思われる。左隣のA－5号横穴墓と同じ尖頭アーチ型であり、ほぼ同じ規模の玄室空間

を有することから、同じ時期に築造されたことが想定される。その一方で、A－5号横穴墓は本横穴墓

との接触を回避する配慮を示していることと、本横穴墓力亨A－5号横穴墓の墓前域を削り出しているこ

と、および墓前城内での占地が右端というあり方とは矛盾する。両横穴墓は、ほぼ同時期に築造されて

はいるが、その先後関係は現状況だけでは決めかねる。ちなみに、どちらの横穴墓も盗掘等の被害を受

けているのであるから、検出した遺物から被葬者の優劣を問うことはできないが、検出した鉄製品（装

飾付大刀柄間）等からして、本横穴墓の被葬者の生前の政治的・社会的地位の優位性をうかがえる。

第13図出土土器実測図（4）法量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　＜数値＞は推定値

図版 No． 遺 構 ・層位 種別 器型 ・分 類 口径 最大径 器 高 つまみ径 底径 回転 色調 残 存状 態 写真図版

4

1 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状坪蓋 120 46 ．5 －
灰 4／5 3 6－8

2 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状杯蓋 119 41 右 灰 3／4 3 6－9

3 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状杯蓋 105 44 右 灰 3／4 36 －10

4 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状坪蓋 105 40 右 灰 3／4 ・36 －1 1

5 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状坪身 ＜100＞ ＜122＞ ＜33＞
－

灰白 1／4 －

6 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状坪身 99 118 38 右 灰 白 ほぼ完形 38 －10

7 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状坪身 90 115 36 45 左 灰 ほぼ完形 38 －1 1

8 A － 6 号横穴墓 須恵器 合子状坪身 93 114 38 左 灰 ほぼ完形 38 －12

9 A － 6 号横穴墓 須恵器 つまみ坪蓋 64．5 97 27 14．5 左 灰 ほぼ完形 4 0 －12

10 A － 6 号横穴墓 須恵器 つまみ坪蓋 83．5 109 29 15 右 灰 4／5 4 1－1

11 A － 6 号横穴墓 須恵器 無高台坪身 110 43 －
灰 白 ほぼ完形 4 1－1 1

12 A － 6 号横穴墓 須恵器 蓋 89 41 15 左 灰 白 ほぼ完形 4 3－3

13 A － 6 号横穴墓 須恵器 有蓋高塀 95 117 74 ＜84＞ 右 灰 ほぼ完形 44 －4

14 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜144＞ ＜104＞ 95
－

灰 3／4 4 3－5

15 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜158＞ 164 133 左 灰 2／3 4 3－6

16 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 158 ＜74＞ 左 暗灰 坪部 1／2　 脚部欠
－

17 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜148＞ く48＞ － 灰 坪部 1／3　 脚部欠
－

18 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜175＞ ＜62＞ －
灰 師部3／4　 脚部欠

－

19 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜158＞ く47＞ －
灰 坪部 1／4　 脚部欠

－

20 A － 6 号横穴墓 須恵器 ・高坪 ＜39＞ 136 －
灰 脚部 1／2　 杯部欠

－

21 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 く74＞ く132＞ －
灰 脚部 1／4　 坪部欠

－

22 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜29＞ 81 －
灰白 脚部 2／3　師部欠

－

23 A － 6 号横穴墓 須恵器 高坪 ＜19＞ 118 －
灰 脚端部 1／2　 坪部欠

－

24 A － 6 号横穴墓 須恵器 長頸瓶 88 ＜127＞ －
灰 休部欠　 口頸部 1／2 －

25 A － 6 号横穴墓 須恵器 平瓶 57 142 161 左 灰褐 3／4 4 5 －2

26 A － 6 号横穴墓 須恵器 平瓶 64．5 145．5 127 107 左 灰 3／4 4 5 －3

27 A － 6 号横穴墓 須恵器 平瓶 （片） 135 ＜90＞ 42 右 灰白 休部 3／4　 口頸部欠
－
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7）A－7号横穴基（第14図，写真図版7）

①保存状態

調査当初は斜面の急崖がみえるだけであったが、急崖の下部に打ち込み用の整形痕が数個みえたこと

と、堆積する厚い土砂の下から河原石がいくつか出てきたので、人力で表土除去した。その結果、ほぼ

仝壊してしまった横穴墓を検出することができた。斜面の自然崩壊によって天井部が完全に押しつぶさ

れ、遺存したのは奥壁と左側壁の下半部および床面の一部だけであった。本横穴墓の開口する向きは、

A－5号・A－6号横穴墓とほぼ同じで、本横穴墓から北側に展開する他の横穴墓とは大きく異なって

いる。しかし、墓前域が完全に欠失しているので、1基単独の単位群として扱った。

②玄室

平面形は、やや横長の方形を意識して造られたものと思われる。玄門ラインを左側壁の内湾している

部分であると推定すると、玄室全長は1．59m、奥壁部幅1．54m、中央部幅1．90m、開口部幅1．79mを

測る。奥壁の床面標高は55．82mで、主軸方位はN－130－Wである。原床面と思われる箇所は、玄室奥

壁寄りの左半分だけである。全体としては、奥壁床面を最高位として玄室から羨道部へ緩やかに傾斜し、

その傾斜角度は50　を測る。奥壁の立ち上がりは、ふくらみをもって大きく内湾して上がり続けるが、

そこから先は追うことができない。右側壁は床面ラインを追うことすらできない。左側壁は奥壁から羨

門付近まで壁面が残っているが、腰高あたりから上については、崩壊もしくは剥落していて、旧状を留

めていない。横への拡がりはほとんど直線的ではあるが、袖部前壁の名残と思われる面がわずかに残っ

ている。ただし、両袖かどうかはわからない。天井は完全に欠失しているが、奥壁の一部と左側壁の張

り出し部分の内湾状況から、かなり天井の低い扁平なドーム型であったものと思われる。

③　羨道部

斜面の崩壊によって完全に消失しており、残っているのは左側壁の下半と床面の一部だけである。羨

道部は推定で全長1．46m、玄門部幅推定で1．29m、中央部幅推定で0．42mを測る。開口部からわずか

に3個の封鎖石が確認できた。そのうち、原位置を保っていたのは1個だけであった。その他について

は、盗掘の際に掻き出されたのか、あるいは斜面の崩落時に墓前域へと流出したものと考えられる。

④掘削方法・工具

天井部や玄室・羨道部の側壁の大半が失われていて、残っている壁面も風化によって摩滅が激しく、

工具痕の残りは非常に悪い。確認できた工具痕は、打ち込み用の刺突痕だけであった。奥壁全体に散在

し、左側壁下半でも確認できた。打ち込み方向の角度は、右上方から左下方向のものが大半で、真上か

ら下方向に打ち込んでいるものが若干あった。

⑤墓前域

現状でみる限り、墓前域に相当する区画は、南方向に向かってなだらかに下がっていく斜面と、その

先の自然の急崖だけである。ある時期に丘陵斜面の崩落にともなって、横穴墓も墓前域も流出してしま

ったものと思われる。本横穴墓と右隣のA－9号横穴墓との間には大きな空間があり、急崖斜面には打

ち込み用の刺突痕がある。その前面には不自然なフラットな面が残るので、前者を奥壁に、後者を玄室

床面に想定すると、造りかけの横穴墓があったのかもしれない。

⑥遺物

遺物は何も出土していない。

（診築造年代・迫葬

横穴墓は全壊に等しく、墓前域は完全に流失してしまい、遺物は何も検出していないので、築造時期

や追葬については不明である。開口方向がA－5号・A－6号横穴墓とほぼ同じ向きであることから、

b単位群との何らかの関係が想定できるが、これ以上のことはわからない。
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8）A－8号横穴墓（第6図，写真図版8）

①保存状態

本横穴墓はいわゆる「ミニ横穴墓」である。調査当初、墓前城の覆土が予想以上に厚かったので、や

むを得ず重機を墓前域に乗せて、表土除去作業を進めた。検出される以前の本横穴墓の辺りは、排土処

理のための重機の通行帯となっていた。おそらく重機の重みで天井部がつぶされ、表土除去作業の最中

に、側壁の大半が削り取られてしまったものと思われる。横穴墓であることがわかったのは、調査期間

の後半であり、本横穴群で最後に検出された横穴墓である。

②玄室・羨道部

平面形は縦長の長方形である。左辺が右辺よりも若干長めなので、ややいびつである。玄室と羨道部

に境のない筒型構造である。玄室全長（羨道部を含む）は0．90m、奥壁部幅0．44m、中央部幅0．48m、

羨門部幅0．52mを測る。奥壁の床面標高は54．46mを測る。主軸方位はN－1330－Wであり、他の横穴

墓の開口方向とは大きく異なっている。たとえ不向きな開口方向であったとしても、単位群の中に属さ

せることのほうがより重要であったのであろう。このことは、同じミニ横穴墓であるA－1号やA－3

号横穴墓に通じている。床面は中央部がややくぼんでいるがほぼ平坦で、奥壁からゆるい傾斜で羨門方

向に下がり、そのまま地山に自然に連続していく。傾斜角度は70を測る。奥壁の断面形は天井部が欠

失しているために、不明である。立ち上がりほほほ垂直に上へとのびているが、15cm程度しか残って

いない。右側壁の奥壁寄りは、垂直状の立ち上がりがすぐに終わって、早くも内傾し始めている。この

内傾する壁面を重視するならば、それが天井部裾へと続く面の一部であることが想定でき、あんがい天

井は低かったのかもしれない。天井部は完全に欠失している。

③掘削方法・工具

天井部はなく、側壁の大半が失われていて、工具痕は一つも確認することができない。残っている壁
＼

面は荒掘り状態であって、粗雑な感じがする。

④墓前域

d単位群を構成するA－8号～A－12号横穴墓で共有しあう墓前域の南西隅を利用しているだけで

あって、独自の墓前域を造り出していない。このような状況は、本横穴群のミニ横穴墓に共通してみら

れることである。北向きの開口方向という立地条件の悪さであっても、この墓前城に選地するのは、墓

域についての強い規制によるものなのか、緊密な単位群の表出であるのかいずれとも決Lがたい。

⑤遺物

本横穴墓の遺物は、玄室内から検出された土師器3点だけである。これは本横穴群の小型横穴墓とミ

ニ横穴墓の5基の遺物の全てでもある。供献された土器に須恵器が含まれていず、土師器だけであるこ

とと、横穴墓の規模とが関連するものであるかどうかはわからない。5－1・5－2・5－3はいずれも玄室の

床面直上から検出したほぼ完形の土師器杯身である。5－1と5－3は前者が上、後者が下で重なり合って、

しかも伏せた状態で、左壁際から検出した。5－2は玄室ほぼ中央から、正位の押しつぶされた破片状態

で検出した。5－1の口径105mm、器高27mmを測る。5－2の推定口径116mm、器高34mmを測る。5－3の

口径130mm、器高35mmを測る。いずれも器高が低く扁平である。弓張り状の底部からゆるやかに内湾

して外上方へとのび上がり、端部は丸くおさめる。3つとも丁寧なつくりで、内面には放射状の暗文が

残り、外面にはわずかに横方向の磨き痕が残る。また、内外面に丹彩が施される。

⑥築造年代・迫葬

本横穴墓から検出された遺物だけで築造年代を考えることは難しい。ミニ横穴墓であること、開口方

向が北向きであること、d単位群の中でも左端に選地していること、これらの事実からすると、d単位

群の中では、もっとも新しく築造されたものと思われる。追葬については不明である。
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9）A－9号横穴墓（第15図，写真図版9）

①保存状態

現地踏査の段階でも発見できなかったほど、埋没状況が著しかった。A－7号横穴墓同様に、斜面の

崩落にともなう厚い堆積土が覆い、さらに本横穴墓を斜めから削り取って押しつぶしてしまった。結局、

原状態を示す部分は、奥壁と床面だけである。閉塞施設がほとんど遺存せず、副葬された遺物がまった

く発見されていないことから、斜面の崩壊を受ける以前に、盗掘行為を受けていたものと思われる。

（診玄室

平面形は横長の隅丸長方形である。一応両袖型を意識してはいるが、袖部の掘り込みや前壁がなく、

完全に退化している。・玄室全長は2．39m、奥壁部幅2．13m、中央部幅2．29m、開口部幅1．39mを測る。

奥壁の床面標高は55．07mを測る。主軸方位はN－720－Wである。床面は玄室奥壁から羨道部へゆるや

かに傾斜し、傾斜角度は30である。その間に高さ15cmほどの大きな段差があって、玄室と羨道部と

を区別し、その他にも斜行する互層による細かな段差ができていた。玄室の奥壁付近の低いくぼみは、

調査の精査段階で、軟らかい層を削りすぎたためである。床面からは棺座や排水施設などは確認できな

かった。奥壁は全体に大きく剥落しており、風化も激しかった。立ち上がりほほほ直線状にのびている。

ただし、右側壁との境付近の胸高位では、大きく湾曲する面がみられ、本横穴墓がドーム型である一証

拠となる。右側壁はほぼ原状況を留めてはいるが、左側壁は上半部が欠失している上に、剥離・風化が

激しい。立ち上がりは、全体にふくらみをもちつつ緩やかに内湾しながら、天井方向へとのびている。

横への拡がりは全体的に平板ではあるが、袖部付近で大きく湾曲して羨道部へと連続している。天井部

は完全に欠失していて、その形状は定かではないが、四囲の壁の立ち上がりからドーム型を想定する。

③羨道部

天井が完全に欠失しているうえに、側壁の遺存状態もすこぶる悪い。羨道部全長は2．24m、玄門部

幅1．17m、中央部幅1．03m、羨門部幅0．75mを測る。床面は地山の斜行する互層によって細かな段差

があるが、全体的には平坦で傾斜角度は20　を測る。羨道部内に段差はなく、そのまま墓前城へと連続

している。閉塞施設は、開口ラインに大小の河原石が1つずつ残っているだけであった。墓前城から数

個の河原石を検出したが、これらは盗掘等の人為的行為によって掻き出されたものと思われる。

④掘削方法・工具

天井部がまったくなく、側壁も上半が欠失しており、残された壁面も剥落や風化が激しい。したがっ

て、工具痕の残り具合は非常に悪い。ただし、打ち込み用の刺突痕が、玄室の右側壁の奥壁寄りと中央

付近の床面直上に、床面と平行して並んでいるのが観察できる。打ち込み方向は、いずれも真上から下

方向へと打ち下ろしている。

⑤墓前域

A－8号～A－12号横穴墓の5基で共有しあっている。その中でも本横穴墓は、A－8号横穴墓に

次いで南側に位置する。A－8号横穴墓がミニ横穴墓であり、開口方向が他と異なることから、本横穴

墓が単位群の中で、最も南端に位置する。墓前城の長さは8m、幅3mほどの長方形の区画を有し、自

然の丘陵斜面に合わせて東南方向に拓き、互層による細かな段差はあるもののなだらかに下がり続け、

その前面は自然の急崖である。本横穴群の横穴墓の開口レベルは、北に行くにつれて高度を増していく

のであるが、d単位群では、本横穴墓と最も北側のA－12号横穴墓のそれとの比高差は約60cmを測る。

⑥遺物　遺物は何も検出していない。

⑦築造年代・迫葬

本横穴墓は遺物を全く検出していない。右隣のA－11号横穴墓よりもわずかに遅れて、7世紀後半
h

に築造されたものと思われる。追葬に関しては不明である。
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52



10）A－10号横穴墓（第6図，写真図版9）

①保存状態

本横穴墓は小型横穴墓に分類できる。A－9号横穴墓とA－11号横穴墓のちょうど中間の狭い空間

に位置する。斜面の精査作業の段階で検出したものである。完全に埋没していて、玄室の奥壁いっぱい

まで黄褐色土の堆積土が充満していた。丘陵斜面の崩壊で、墓前域に堆積した土砂が本横穴墓内へ逆流

して流入したものと思われる。天井まであった覆土を除去してみると、壁面の保存状態は非常に良好で

あったが、遺物は何も検出することができず、また閉塞施設も確認できなかった。

②玄室・羨道部

平面形は玄室と羨道部との間に袖部をもたない、無袖型の筒型構造である。もっとも、これだけの小

型であれば、横穴墓を築造する際、工人が自分の腕を入れて壁を穿孔するだけで精一杯であり、壁に袖

部等の細工をすることは不可能であろう。全体的にはやや左方向に偏りをみせていて、左辺の長さが右

辺のそれを多少上回っている。玄室全長は2．19m、奥壁部幅0．45m、中央部幅0．65m、羨門部幅0．68

mを測る。中央での天井の高さは0．56m、奥壁の床面標高は54．71mを測る。主軸方位はN－640－Wで

ある。床面は、地山の斜行する互層によって、奥壁方向から数段の段差がみられるが、全体としては奥

壁床面を最高位として、玄室から羨道部へゆるやかに傾斜する。その傾斜角度は70　を測る。これだけ

の傾斜があれば、排水の心配をする必要はないものと思われるが、床面中央には1本の排水施設が設け

られている。横穴墓全体の中間の位置から発して、羨門あたりで自然の傾斜に吸収されて終わっている。

奥壁の断面形は不整形な台形である。工人が開口部ラインから腕を伸ばしても届かないほどの奥に位置

し、どのような姿勢で壁を穿孔したのかは不明であるが、真申がかなり奥へくぼんでいて、大変粗雑な

整形である。側壁の立ち上がりは垂直状にそのままのび、そこから先は大きく湾曲して天井部裾へと続

いている。天井の天頂部は奥壁から羨門まで平板状である。これは整形によるものではなく、地山の互

層による剥離現象に起因するものである。

③掘削方法・工具

壁面の剥落や風化作用が激しくて、工具痕の確認は難しい。側壁は上から下方向へと削り出している

形跡は残っているが、具体的な痕跡はまったく残っていない。奥壁には打ち込み用の刺突痕がいくつか

残っているが、どれも明瞭ではない。

④墓前域

A－8号～A－12号横穴墓の5基で共有しあって、d単位群を構成している。A－9号とA－11号

横穴墓との間のほんのわずかな斜面空間を利用して、その空間に見合った小型の横穴墓を築造している。

レベル的にはA－9号とA－11号横穴墓の両者がほぼいっしょの開口レベルであるのに対して、本横穴

墓は両隣の横穴墓よりも20cmほど開口レベルを下げて築造されていることは注目したい。斜面の削り

出しも、本横穴墓の方が両横穴墓よりも、ほんのわずかではあるが深く削り出している。これらのこと

から、A－9号とA－11号横穴墓とが築造された後に、本横穴墓が新たに築造されたことは間違いな

いであろう。

⑤遺物

何も検出していない。

⑥築造年代・迫葬

遺物から本横穴墓の築造年代を考えることはできない。小型横穴墓に分類できること、A－9号とA

－11号横穴墓の間を利用して築造されていることから、d単位群の中にあっても、新しい時期に築造

されたことが想定できるが、それ以上のことはわからない。迫葬状況についてはまったくわからないが、

玄室規模からして、それは不可能であったと思われる。
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11）A－11号横穴墓（第16図，写真図版10）

①保存状態

調査開始前からすでに開口していた。縦80cm、横150cmほどの楕円形の穴が空いていて、そこから

覗く内部には、天井近くまで積もっている厚い堆積土をみることができた。表土除去を終えてからわか

ったことであるが、A－7号やA－9号横穴墓同様、本横穴墓も丘陵斜面の崩壊を受け、羨道部天井の

大半が欠失していた。また、封鎖石の3・4段目の大きな河原石が墓前城へと押し出され、全体に外側

にふくらんだ状態であった。斜面崩壊の際に、流土の強い力を受けた結果によるものと思われる。

（塾玄室

平面形は、横長の隅丸長方形であるが、玄室全体が多少左方向へねじれている。また、玄室空間のわ

りには羨道幅が多少広めで、そのために両袖部が不明瞭となってしまっている。玄室全長は2．10m、

奥壁部幅2．60m、中央部幅2．60m、開口部幅1．77mを測る。中央での天井の高さは1．65mを測る。奥

壁の床面標高は55．28mで、主軸方位はN－650－Wである。床面は地山の斜走する互層によって、奥壁

方向から主軸と直交する方向で、細かな段差がみられる。全体としては、奥壁床面を最高位として、玄

室から羨道部へゆるやかに傾斜し、その傾斜角度は10　を測る。その間に1つの大きな段差があって、

玄室と羨道部とを区画している。なお、この段差は主軸と直行する方向ではなく、大きく弧状を措くも

ので、右側は玄室内の奥まで入り込んでいる。床面上からは、棺座施設や排水施設などは何も確認でき

なかった。奥壁の立ち上がりは直線状にのび、天井部裾付近から大きく湾曲して連続している。横への

拡がりは大きくゆるやかに内湾し、両側壁との境は多少曲がる角度を強めにしてはいるものの、自然に

連続している。側壁の立ち上がりは奥壁とほぼ同様である。袖部は湾曲する面の角度をはっきりと変え

ているが稜線はなく、前壁も明確ではない。天井の形態はドーム型を呈する。

③羨道部

天井は完全に欠失し、両側壁の上半も壁面が剥落しているために、全体に幅が広く感じられる。羨道

部全長は2．91m、玄門部幅1．45m、中央部幅1．22m、羨門部幅0．88mを測る。床面は地山の斜行する

互層によって細かな段差がみられるが、羨門部へゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は30　を測る。

羨門部からは小さな3段の段差をもって墓前域へと下がっているが、本来はなだらかなスロープ状であ

ったものと思われる。閉塞施設は、大量の河原石が斜面の崩落の際に前面へ押し出されてしまい、原状

をとどめていない。それ以外は、床面や側壁に密着して20個ほどの封鎖石が2段目まで良好に残って

いる。ただし、2段目の積みかたは大小の河原石が混じり合って、雑然と積み上げられていることから、

追葬時に積み替えが行われた可能性が考えられる。

④掘削方法・工具

玄室天井部には、天頂部から裾方向に向けて、放射状にたくさんの整形痕が非常に良好な状態で残っ

ているのに対して、羨道部は崩壊・剥落のため、1つも確認することができなかった。全体で2種類の

整形痕を確認することができる。第1に、荒掘りとしての打ち込み用の刺突痕である。壁面に対してほ

ぼ直角に刃をあてて打ち込んで剥離させるもので、打ち込み角度はおおむね右上から左下方向である。

玄室の天井や側壁の床面直上に、床面と平行して多数確認できる。第2に、刃部幅25～30mm程度で、

岩盤に対して工具刃を平行にあてて、細かな運動で連続的に削り取っている。そのためにウロコ状の痕

跡が、面的に連続して残るもので、天頂部から裾部方向へ放射状に削り出し、その長さは5～10cmと

比較的短めである。荒掘りの後での整形用として、使用したものと思われる。また、断面がⅤ字状の細

長い溝が痕跡として、天頂部から裾方向に何本かみられる。長いものでは20cmを測る。これは別の工

具によるものと考えるよりも、平行ノミの刃を壁面に対して斜めにあてて、刃の片側だけで削り取った

ものと考えたい。最後の仕上げとしての調整用の刃幅の広い平行ノミ痕は、確認できなかった。
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十

第16図　A－11号横穴墓実測図

⑤墓前域

A－8号～A－12号横穴墓の5基で共有しあい、本横穴墓はほぼ中央位に占地する。本横穴墓とA

－9号横穴墓とは玄室規模や形状が非常に似通っているが、両者のそれぞれの墓前域とのつながりは相

違する。本横穴墓が羨道部からスロープ状の段差をともなうのに対して、A－9号横穴墓は段差をとも

なうことなく自然に連続している。この相違は両横穴墓の先後関係の解明につながるのかもしれない。
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⑥遺物

5－4の須恵器フラスコ型長頸瓶は、本横穴墓内出土のただ一つの遺物である。羨道部中央に転倒して

はいたが、据え置かれた状態で検出した。口径92mm、胴部最大径179mm、口頸高90mm、器高248mmを

測る○体部の形．状は偏球形で、口頚部はほぼ直線的にのび上がり、口緑部で大きく外反する。外反した

口縁部の上下端に、強い横ナデ調整がおこなわれ、端部は上下に鋭い三角形状の断面を呈する。口縁部

直下にやや弱めではあるが、凸帯を配する。口頚部中央には、退化気味の浅い三条の沈線がめぐる。湖

西編年Ac3で、第Ⅲ第3小期前に相当する。なお、このような出土状態は玄室内儀礼と分離され、羨

道内で執り行われた、玄室と外界とを画する儀礼に関係したものであるとの指摘がある。あるいは、墓

前域での墓前祭祀終了後に、同位置に据え置かれたとも考えることができるが、どちらであるかは判然

としない。同様な事例としてはA－2号横穴墓のト5の長頸瓶があげられる。なお、墓前城から長頸瓶

の口頚部を1点検出したが、図化できなかった。

（う築造年代・迫葬

本横穴墓から検出した遺物は、上記のフラスコ型長頸瓶1点だけである。遠考研編年で第Ⅳ期後半の

初めの頃につくられたものと思われるが、編年の基準となるべき須恵器蓋杯を検出していないので、築

造年代を特定することは難しい。ただし、d単位群の中でほぼ中央位に占地することから、単位群の中

ではもっとも古く築造したことが想定できる。7世紀後半の早い時期に築造されたものと思われる。追

葬については不明である。

12）A－12号横穴墓（第17図，写真図版11）

①保存状態

調査開始前から開口していた。斜面に堆積している厚い覆土が途切れて、天井部分がむき出しになっ

ていた。そこから内部を除くと床面の全域にわたって土砂が充満していて、その厚さは優に100cmを超

えるものであった。右隣のA－13号横穴墓とともに崩壊してしまい、奥壁と玄室天井部の半分、およ

び左側壁・床面だけが残存している状況であった。しかし、残存部分の壁面は剥落や風化が激しく、原

状況を留めていると思われる箇所は、奥壁と側壁の一部だけであった。

（参玄室

平面形は隅丸の方形ではあるが、玄室奥半分が主軸ラインに対して大きく左方向にくびれている○こ

れは右隣のA－13号横穴墓との接触を避けるための工程上の配慮ではないことが、その後の調査で判

明した。両側壁は明確な袖部を形成することなく、羨道部に自然に連続する。壁面が不自然に曲がるあ

たりを玄門位置として設定した。玄室全長は2．29m、奥壁部幅1．79m、中央部幅1．92m、開口部幅

1．74mである。中央での天井の高さは1．78m、奥壁の床面標高は55．38m．を測る。主軸方位はN－600－

Wである。床面は、全体としては奥壁床面を最高位として、玄室から羨道部へゆるやかに傾斜し、その

傾斜角度は50を測る。しかし、地山の斜行する互層によって階段状の段差がいくつかみられる。また、

奥壁きわの段差は高さ15cmを測るもので、棺座として考えるには十分な高さであるが、幅が一番広い

ところでも40cmほどしかないので、棺座としてはかなり狭いものとなってしまう。床面からは中央付

近で大型の河原石を3つ検出したが、床面からかなり浮いた状態にあることから、封鎖石の一部と思わ

れる。奥壁の立ち上がりは、腰高位までは床面に直交して垂直状にのび、天井部裾付近で内側へ大きく

湾曲させている。それより上は、天井部の剥落で観測不可能である。横への拡がりは弓張り状であり、

側壁との境は不明瞭である。左側壁の横への拡がりは、奥壁から大きく湾曲した面が平板状に拡がり、

玄門ライン付近で弱めの屈曲をへて羨道部へ移行している。右側壁は、右隣のA－13号横穴墓の崩壊

とともに大きく崩れてしまい、旧状面と思われる部位は少ない。横への拡がりは、奥壁から湾曲した面
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が平板状に続き、玄門ライン付近で屈曲し、羨道部へと続いている。天井は奥壁寄りで半分程度残った

だけである。しかも残った部分の全てが地山の互層による板状剥離で、まったく旧状を留めてはいない。

ただし、奥壁・側壁の立ち上がりからドーム型を想定したい。

③羨道部

天井部が完全に欠失している。羨道部全長は2．18m、玄門部幅1．23m、中央部幅0．85m、羨門部幅

0．68mを測る。玄室よりも床面の勾配は穏やかで、その傾斜角度は10を測る。全体としては、地山の

斜行する互層によっていくつかの細かな段差が確認できる。羨門部は比高差20cmほどのゆるやかなス

ロープで、墓前城へと自然に連続している。側壁の崩壊が激しくて、立ち上がりの観察は困難である。

閉塞施設は大き目の河原石が6個で、2段目まで遺存していた。平らな面を上下にして、きっちりと床

面に据わっていた状況から、おそらく原位置を保っているものと思われる。これより墓前域にかけては

20個以上の河原石が、玄室側から押し出されたような状態で散乱していた。左隣のA－11号横穴墓と

同じで、斜面の崩壊の際に、流土の強い力を受けた結果と思われる。

④掘削方法・工具

天井部や側壁の崩壊・剥落で残存する部分が少なく、壁面の風化も激しくて、工具痕の残りは非常に

悪い。わずかに打ち込み用の刺突痕が、奥壁付近で確認できるだけである。打ち込みの角度は、膝高の

ものでは、右上から左下方向へ、床面直上のものでは真上から下方向へと突き下ろしている。

⑤墓前域

A－8号～A－12号横穴墓の5基で、密接に共有しあっている。本横穴墓はこの墓前城の北端に位

置する。本横穴墓の右隣であるA－13号横穴墓とはかなり近接した距離関係にあるが、両者の間には

丘陵斜面からのびるスロープ状の弱い張り出しがあって、両横穴墓の開口方向も異なることから、これ

らのことが墓前域を異とする単位群分けの目安となっている。

⑥遺物

本横穴墓内から検出した遺物はない。本横穴墓の墓前域からは、須恵器2点を検出した。しかも、い

ずれも墓前域からやや浮いた状態での検出である。5－5は墓前城から検出した須恵器合子状杯身である。

推定最大径122mm、残存器高38mmを測る。底部が欠損しているが、全体に半球形を呈する。底部から

ゆるやかに外上方へとのび上がり、端部でやや外反する。内傾する立ち上がりは、内傾度が強く短めで、

直線状である。底部の調整は不明である。受け部と立ち上がりとの境には、へラ状工具による深い溝が

めぐる。5－6は墓前城の床面直上からはやや浮いて、横倒しで検出した須恵器高杯である。口径139mm、

推定底径104mm、器高121．5mmを測る。やや扇平ではあるが半球形を皇し、ゆるやかに内湾して外上方

へとのび上がり、口縁部端でやや外反する。口唇は内側で面取りするが、面取り不十分で浅い段となっ

ている。杯部底部と口緑部との境には明瞭な沈線一条がめぐる。脚部は短く、裾に向かって大きく拡が

る。脚端部は折り曲げて横ナデ調整により、上下に引きのばす。脚端部には明瞭な段がめぐる。杯部底

部の調整は、粘土の付け足し痕が残り、その外周をラセン状に回転へラ削り調整である。湖西編年Ab

で第Ⅲ期でも早い時期に相当する。

（診築造年代・追葬

本横穴墓から遺物は何も検出していない。右隣のA－13号横穴墓に本横穴墓との接触を避けるため

の配慮がなされていることから、両横穴墓の先後関係は本横穴墓が先に築造されていることが判明した。

d単位群で最初に築造されたと思われるA－11号横穴墓の築造時期が、7世紀後半の早い時期である

ことと、本横穴墓の墓前城から検出された杯身が、7世紀前半のものであることとは矛盾する。杯身は

破片であることからしても、原位置を留めているとは思われない。本横穴墓は、7世紀後半に築造され

たものと思われる。追葬については不明である。
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13）A－13号横穴基（第18図，写真図版12）

①保存状態

調査当初、重機で墓前城の表土除去をはじめてすぐに、封鎖石だけが現れた。しかし、天井部や側壁

が現れず、当初遺構の解明にとまどった。結局、天井部・側壁の大半が失われており、奥壁や側壁の一

部と床面とが検出されただけであった。左隣のA－12号横穴墓とは玄室どうLで密着している状態で

あり、右隣のA－14号横穴墓とはお互いの玄室どうLが接触しあって、両横穴墓の間には縦横ともに

150cmほどの大きな穴が開いてしまっていた。これは、本横穴墓の選地上の無理からきたものである。

このような状況は、調査の進行には大いに支障をきたしたが、比較的古い時期の崩壊であったためか、

玄室内部が保護され、出土遺物の中でも、人骨は埋葬当時に近い位置・状態で検出することができた。

②玄室

平面形は隅丸の方形を意識しているが、右側壁の拡がりかたが不自然で、片袖型となっている。これ

は本横穴墓がすでに存在したA－12号とA－14号横穴墓との中間に無理に築造しようとしたために、

その穿孔方向に大きな制約をきたしたからである。結局、右側壁はA－14号横穴墓との接触を恐れて、

ほぼ直線的に穿孔せざるを得ず、袖部をまったく確保することができなかった。もっとも、結果として

両横穴墓は接触し、さらにそれが原因で、本横穴墓は大きく崩壊してしまったものと思われる。奥壁は

全体に右サイドのほうが奥まで穿孔し、左サイドは手前で止めている。おそらくA－12号横穴墓との

接触を避けるための配慮と思われるが、やはり一部で接触していた可能性がある。玄室全長は1．93m、

奥壁部幅1．55m、中央部幅1．57m、開口部幅1．25mを測る。奥壁の床面標高は55．07mである。主軸

方位はN－830－Wである。床面は全体として、奥壁床面を最高位として玄室から羨道部へゆるやかに傾

斜し、その傾斜角度は50　を測る。床面には20cm大から、大きいものでは50cm大の河原石20個を、

全て平積み状態で検出した。いずれも床面に接しており、平らな面を上位面とする石の置き方からして、

原位置を保っていたものと思われる。両側壁・奥壁および玄門ライン沿いのそれぞれへの配置であって、

長方形プランの四辺にあたる位置に据えられていたことは、棺座としての施設であることを示している。

しかし、石の配置から復元できる木棺の規模は、やや幅が広いものになってしまう。人骨ならびに装身

具の検出状況の2点からして、木棺の位置は横穴墓の主軸方向に沿って平行して安置する縦置き型で、

頭位は玄門ライン方向、しかも木棺は2列並行に据え置かれていた可能性を想定したい。さて、奥壁の

右側壁寄りは胸高位まで残っているが、左側壁寄りはわずかに膝高位までしか残っていなくて、左隣の

A－12号横穴墓と玄室どうLで薄い壁一枚をはさんで密着している。左側壁の横への拡がりはゆるや

かな弓張り状で、羨道部との間には明確な袖部の前壁をもっている。右側壁は一部で天井部裾まで残っ

ているが、壁面の剥落が激しくて原状況を留めてはいない。横への拡がりほほほ真っ直ぐであるが、玄

門ラインに相当する位置に、頭大の大きさの岩がかろうじて張り出している。おそらくこれが袖部の名

残と思われるが、左袖部ほど明確であったとは思われない。いずれにしても、左隣の横穴墓との接触を

避けての工程上の配慮からくることは明確である。天井はまったく欠失しているが、壁面の立ち上がり

からしてドーム型を呈する。

③羨道部

天井部が完全に残っていない。羨道部全長は2．59m、玄門部幅1．03m、中央部幅0．85m、羨門部幅

0．52mを測る。床面は、地山の斜行する互層によって細かな段差がいくつかみられるが、全体的にはゆ

るやかに玄門へ向かって下がり続け、その傾斜角度は30　を測る。墓前城とのつながりは、自然にゆる

い傾斜で連続している。閉塞施設は羨門前端の封鎖石のいくつかは、墓前城方向へ押し出されたように

動いている。これが人為的なものか、天井部の崩落にともなう自然的なものかは判然としない。原位置

を留めていると思われる封鎖石は全部で11個であるが、明瞭な段積みとなっていない。根石と思われ
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第18図　A－13号横穴墓実測図
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る大型の3つの河原石以外は、小さな河原石で構成されている。墓前域からは、いくつかの河原石を散

乱した状況で検出した。

④掘削方法・工具

天井部および壁面の上半が欠失し、残っている壁面も風化が激しくて、工具痕の観察は困難である。

打ち込み用の刺突痕をいくつか確認でき、いずれも、床面直上にあり、打ち込み角度は大半が真上から

下方向へ、なかには右上から左下方向へのものもある。また、玄室の左側壁寄りの床面上には、不明瞭

ではあるが、平行ノミ痕がみられる。床の整形に際して、平行ノミを床に平行にあてて削り出したもの

で、主軸ライン方向から側壁および奥壁方向に向かって削り出している。

⑤墓前域

本横穴墓は、左隣のd単位群の横穴墓とは開口方向を大きぐ異にし、むしろ右隣のf単位群と近似す

る。また、d単位群との間には、丘陵斜面からのびるスロープ状の弱い張り出しがあって、墓前城を異

としている。したがってf単位群の中に入れたいところではあるが、重機で両単位群の中間にあったス

カート状の丘陵張り出し部分を削り取ってしまったことで、両者の関係がわからなくなってしまった。

また、横穴墓の墓前城との接続状況が、f単位群と大きく相違している。すなわち、f単位群の3基は

墓前城と羨門床面との間には数十cmの比高差があって、スロープ状の急斜面となっているが、本横穴墓

の場合には、比高差がまったくなく自然に連続している。これらの状況から、本横穴墓は、本来dかf

単位群のいずれにかに属するものであったと思われるが、今は1基単独の横穴墓としておく。

⑥遺物

本横穴墓から検出した遺物は、土器では須恵器・土師器各1点と、鉄製品（刀子・鉄鉱）および玉類

（勾玉5点、丸玉10点）だけである。5－7は須恵器高杯である。墓前城の開口ラインの手前から、逆

さまの状態で検出された。口径170mm、底径111mm、器高147mmを測る。やや扇平で、半楕円形状の杯

部は、ゆるやかに内湾して外上方へのび上がり、口緑部端でわずかに外反し、丸くおさめる。杯部底部

と口縁部との境には、明瞭な沈線が一条めぐる。脚部は裾方向にゆるやかに拡がり、脚端部で強い横ナ

デ調整を加えて、上下に引きのばしている。杯部底部の調整は、脚部接合のナデ調整の範囲が広いため

に、不明である。湖西編年Acで、第Ⅳ期第1中期に相当する。5－8は玄室のほぼ中央から逆位で検出

したほぼ完形の土師器杯身である。口径112mm、器高38mmを測る。全体に半球形で、弓張り状の底部

から、ゆるやかに内湾して外上方へのび上がり、口緑部端は丸くおさめる。器面の磨耗が激しくて、調

整は観察できない。玉類については本節の装身具の項でも述べているように、人骨の埋葬方位とも一致

するものであった。

この他に、玄室内の覆土層から中世陶器片や山茶碗片を数点検出した。本横穴墓は、左隣のA－14

号横穴墓玄室内の中世土壌への通路にあたっているため、それに関連する遺物と思われる。また、墓前

域からかなりたくさんの賓片と壷片を床面直上から5cmほど浮いた状態で検出したが、大半が接合不可

能な小片ばかりであった。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓からは築造時期を特定するような遺物は検出していない。占地からすると、右隣のA－14

号横穴墓と左隣のA－12号横穴墓との間の狭い空間に、接触の危険を配慮しつつ穿孔している姿を確

認できたが、これほどの密集性が、造営集団よりもより上位にあたる集団からの強制力によるものなの

か、それとも何か別の理由があったのかはわからない。いずれにしても、7世紀後半の築造と思われる。

人骨の比較的良好な遺存状況からすると、かなり早い時期に崩壊したものと思われる。迫葬については、

人骨鑑定の結果から、何回かの追葬が行われたことが確認できた。
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14）A－14号横穴墓（第19図，写真図版13）

①保存状態

調査前から開口していた。羨門の上半50cmほどが空いており、内部に厚く土砂が堆積している状況

がうかがえた。本横穴墓は左隣のA－13号横穴墓が近接した位置に築造されたために、崩壊の影響を

まともに受けてしまい、両者の間には大きな貫通穴がある。また、覆土中からは須恵器破片や鉄製品が

検出されており、盗掘等による撹乱行為を受けていた。しかしこうした遺物への破壊行為を除けば、b

～f単位群にみられるような、丘陵斜面の崩壊に伴う横穴墓への影響は少なくなっている。

②玄室

平面形はやや横長の隅丸長方形で、玄室と羨道部とを区画するべき袖部は明瞭ではない。両側壁の曲

面具合と、ほんのわずかの稜線を手がかりに玄門ラインを設定すると、玄室全長は2．61m、奥壁部幅

2．20m、中央部幅2．84m、開口部幅1．91mを測る。また、中央での天井の高さは1．78mであるが、天

井部は天頂部付近で40cm位剥離・崩落しているので、実際はもっと低かったものと思われる。奥壁の

床面標高は55．55mで、主軸方位はN－910－Wである。床面は中央付近が高く、奥壁付近はやや低くな

っているが、全体的には羨道部方向へゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は20　を測る。床面は地山

の斜走する互層によって、いくつもの階段状の段差ができている。また、中央付近には比高差の明瞭な

2段の段差が、主軸ラインと直行する方向で遺存している。造り付けの棺座であったと思われる。なお、

玄室内の床面に隅丸長方形の大きな掘り込みがある。玄室のやや左寄りで奥壁から1mほどの地点に、

主軸ライン方向を長軸とする縦1．1m、横0．8m、深さ0．15m程度の穴である。この穴は造り付けの棺

座の床面を完全に断ち切って掘られている。内部には覆土が充満していて、上位部に小さ目の河原石が

4つやや浮いた状態で据え置かれていた。覆土の上位部からは骨紛が、ほんのわずかだが検出された。

このように、玄室内にもう一つ別の二次的な穴を築造した例は、県内の他の横穴墓にも例があり、次の

2つに分けて考えることができる。第1は、伊豆長岡町大師山横穴群1号横穴の場合である。玄室奥壁

の一部に小さな竪穴が掘り込まれており、やはり遺物は何も検出されていないが、火葬骨ある・いは火葬

骨壷の埋納施設もしくは洗骨葬によるものとしている。第2は、後世の再利用の場合である。袋井市観

音堂横穴古墳群第10号境には、本横穴墓同様に玄室内に円形ピットが1つ掘り込まれている。遺物は

何も包含されていないが、骨や土器片および数個の銭貨などの遺物が周囲に散乱していたことから、後

世の二次的な再葬を想定している。また、掛川市土橋横穴群第7号横穴には、奥壁の一部にもう一つ別

の横穴墓が築造されている。開口部付近からは、河原石が数個検出されてもいる。閉塞石であったもの

か、単に投げ入れたものかは不明としている。人間の埋葬を目的としたもので、出土した山茶碗との兼

ね合いで、再利用の可能性を指摘している。さらに、大谷横穴群からわずか1kmほど離れたところにあ

る御堂ケ谷横穴群A群1号で、玄室床面に木棺礫郭土墳墓と土壌の2つが掘り込まれていて、迫葬時の

土壌として使用されたものと想定している。出土遺物から、6世紀中葉から迫葬を重ね、鎌倉時代中葉、

13世紀中頃まで使われたものとされている。迫葬と再利用の区分があいまいではあるが、ここでは再

利用と考えたい。本横穴墓では、一次遺構としての造り付けの棺座を断ち切っていることから、一次遺

構との関連性はなく、後世に穿孔したものと思われる。その場合、穴自体が小さなものであることから、

火葬骨埋納が考えられるし、座臥屈葬かもしれない。左隣の横穴墓との間にできた穴から自由に出入り

でき、近辺からは、中世の陶器片や山茶碗片を出土する状況から、後世の再利用によるものと想定した

い。これとは全く別で、奥壁や右側壁直下には、片付けられたようにして人骨が据え置かれていた。整

理されて壁面直下に押しやられたものと考えられる。壁沿いに床面から15cm程度の高さのところが棚

状の段になっていて、人骨はその棚状の段の上においてあった。このような棚状の段は玄室のほぼ全周

にわたってめぐっているものであるが、人骨の据え置かれた空間は一部分に限定されている。また、人
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骨の一部はその周縁の床面直上からも検出されている。明らかに追葬が行われていた。奥壁の立ち上が

りは、内湾して自然に天井部裾へと連続し、それより上は天井部の剥落で追うことはできない。横への

拡がりは、ゆるやかに内湾するもので側壁との境もなく連続している。左側壁は、左隣のA－13号横

穴墓との間に大きな穴があいてしまい、玄室空間の壁面としては、全体の3割程度しか残っていない。

立ち上がりは奥壁とほぼ同様である。この面を追う限り、A－13号横穴墓との接触は免れない。それ

にもかかわらず、接触の危険に対する何らの配慮もなく築造されている。羨道部との間で、多少角度を

変える部分があり、明確ではないが玄門ラインを意識したものと思われる。これに対して、右側壁の壁

面の遺存状態は良好である。立ち上がりは左側壁とほぼ同じであり、横への拡がりは全体に大きくゆる

やかに湾曲して、羨道部へと連続している。左袖部に比べて壁面の湾曲は小さいが、天井部裾から床面

までうっすらとではあるが1条の稜線が認められる。天井はドーム型を呈する。大きな長円形剥落がみ

られ、おそらく何回にもわたって剥落したものと思われる。剥落の高さは天井頂部から測ると40cm程

度で、それは天頂部だけの局部的なものではなく、天井部裾に向かうにつれて次第に大きく拡がってい

るので、その影響を受けて玄門ライン付近の天井は、ブロック状に大きく崩れてしまっている。

③羨道部

床面は全体に平板であり、玄室同様に羨門方向に向かってゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は

30を測る。墓前城へのつながりは比高差にして50cmほどのスロープ状の段となっている。羨道部全

長は2．70m、玄門部幅1．54m、中央部幅0．82m、羨門部幅0．56m、中央での天井の高さは1・12mを

測る。天井は全体に剥落しており、元の高さはもう少し低かったものと思われる。羨道部の断面形は立

ち上がり方からして、アーチ型であったと思われる。

④掘削方法・工具

全体に壁面の剥落や風化が激しくて、整形痕の残りは良くない。2種類の整形痕を確認できる。1つ

は打ち込み用の刺突痕で、玄室奥壁にたくさん残っている。どれもが小さめではあるが、一つ一つかな

り奥深く突き刺している。打ち込み角度は、通常は壁面に対してやや斜め方向から刃部をあてるのであ

るが、この刺突痕の場合は、壁面に対してほぼ直角にあてている。羨道部の両側壁にも、かなり間隔が

詰まった状態でたくさん確認できる。口径3cm前後の刃部により、痕跡は隅丸長方形となる。打ち込み

角度は、真上から下方向である。もう1つの整形痕は、整形の際の平行ノミ痕である。玄室右側壁のほ

ぼ全面にうっすらと残っていて、刃部幅は10cmほどで天頂部から裾部へと放射状に平削りしている。

よく観察すると、刃こぼれの痕跡も確認することができる。

⑤墓前域

A－14号～A－16号横穴墓の3基で共有しあい、本横穴墓は3基の中でも、もっとも南側の低い位

置に築造されている。羨門の向きは墓前城の中心に方向を向けている。この墓前城の長さは12m、幅

3mほどの長方形の区画を呈し、自然の丘陵斜面に合わせてほぼ真東方向に拓き、斜行する互層による

細かな段差はあるものの、なだらかに下がり続け、その前面は自然の急崖である。また、北に向かって

ゆるやかに高度が増し、墓前域の北緑と南縁との比高差は1mを測る。なお、本横穴墓の前には、墓前

域の平場空間を利用して、後世の炭焼き窯（SXOl）が築かれている。

（り遺物

本横穴墓の遺物は、追葬によって整理されていた人骨片のほかに、須恵器6点、土師器1点および鉄

製品では、直刀とその付属品、鉄鉱等を検出した。

5＿9と5－10は同じタイプの須恵器合子状杯蓋である。5－9は羨道部から、5－10は玄室内から検出し

た。5－9は口径推定108mm、器高41mm、5－10は口径推定106mm、器高推定38mmを測る。全体の器形は

半球形で、天井中央部が平ら気味である。口緑部はゆるやかに内湾し口緑部端でややハの字状に開き気
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昧となる。天井部の調整はヘラ切り後未調整で、その外周を5－9は2回転、5－10は1回転の同心円状

回転へラ削り調整である。5－－11は玄室左側壁寄りの床面直上から5cmほど浮いた状態で検出した須恵

器無高台杯身である。口径113mm、器高42mmを測る。全体に箱形状で、広く平ら気味の底部からゆる

やかに湾曲して外上方へ開き気味にのび上がる。口唇部は水平方向に面取りしてある。底部の調整は、

ヘラ切り後粘土を貼付して回転ナデ調整である。調整しきれずロクロ目が残り、明瞭な段状となってい

る。5－12は墓前域から検出した須恵器大嚢の口頚部片である。推定口径351mmを測り、口頚部推定高

70mmを測る。口頚部は直線状に立ち上がり、口緑部で強い横ナデ調整により上下に引き出して、2つ

の断面三角形をつくる。口緑部直下には凸線・凸帯の替わりに浅い段がめぐり、その下に斜行列点文が

配され、さらにその下には沈線が三条めぐる。遠考研編年第Ⅳ期後半の終わり頃のものと思われる。5－

13・5－14は墓前城から検出した大嚢片破片である。5－15は墓前城から検出したほぼ完形の土師器杯身

である。器高が厚く胎土が粗い。全体に半球形で、やや平ら気味の底部からゆるやかに内湾して、外上

方へのび上がり、口緑部端は丸くおさめる。器面の磨耗が激しく、調整観察ができない。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓からは遠考研編年で第Ⅳ期前半および後半の土器を検出した。本横穴群で最初に築造された

と思われる右隣のA－15号横穴墓が7世紀初頭の遺物を検出していること、両横穴墓の規模や天井の

造形が非常に似通っていることから、A－15号横穴墓の築造からほどない、7世紀前半の初め頃に本

横穴墓が築造されたものと思われる。追葬に関しては、人骨が玄室隅から片付けられた状態で検出して

いることと、人骨鑑定の結果からも明らかなように何回かの追葬行為を行っている。また、左隣のA－

14号横穴墓との間にできた貫通穴を利用して、中世のある時期に本横穴墓の玄室内に土墳墓を営んだ

ことも確認できた。なお、本横穴墓から検出された新生児～胎児のものとみられる頭骨の検出は、今後

の横穴墓の被葬者の解析に非常に貴重な資料となるであろう。

第20図出土土器実測図（5）法量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　＜数値＞は推定値

図版 Na 遺構 ・層 位 種 別 器 型 ・分類 口径 最大径 器 高 つまみ径 底径 回転 色 調 残存 状 態 写真図版

5

1 A － 8 号横穴墓 土師器 坪身 105 27 －
赤 ほぼ完形 5 0－6

2 A － 8 号横穴墓 土師器 坪身 ＜116＞ 34 － にぷい橙2／3 4 9－2

3 A － 8 号横穴墓 土師器 坪身 130 35 －
明褐 ほぼ完形 50 －7

4 ・A －11号横穴墓 須恵器 フラスコ型長頸瓶 92 179 24．8 左 灰 白 完形 4 6 －4

5 A －12号墓前城 須恵器 合子状坪身 ＜10 1＞ ＜122＞ ＜38＞ －
灰 白 1／10

－

6 A －12号墓前城 須恵器 高坪 139 121．5 く104＞ 右 灰黄 3／4 43 －7

7 A －13号墓前城 須恵器 高坪 170 147 111 －
灰 白 ほぼ完形 43 －8

8 A －13号横穴墓 土肺器 杯身 112 38 －
橙 ほぼ完形 50 －8

9 A －14号横穴墓 須恵器 合子状坪蓋・ 10 8 41 －
灰 1／2 3 6－12

10 A －14号横穴墓 須恵器 合子状坪蓋 ＜106＞ ＜38＞ 左 灰 白 1／8 －

11 A －14号横穴墓 須恵器 無高台坪身 113 42 －
灰 白 2／3 4 1－12

12 A －14号墓前城 須恵器 奮 ＜35 1＞ ＜70＞ －
灰 口縁部 1／4　休部欠

－

13 A －14号墓前城 須恵器 大審 －
灰 休部片

－

14 A －14号墓前城 須恵器 大審 －
灰黄 休部片

－

15 A －14号墓前城 土師器 坪身 118 37．5 53
－

明黄褐 3／4 49 －3

16 A －15号横穴墓 須恵器 合子状坪蓋 95 35 左 灰 ほぼ完形 37 －1

17 A －15号横穴墓 須恵器 合子状杯蓋 90 39．5 －
灰 白 3／4 37 －2

18 A －15号横穴墓 須恵器 合子状坪身 97 117 43．5 右 灰白 ほぼ完形 3 9－1

19 A －15号横穴墓 須恵器 合子状杯身 79 98 29．5 右 灰 ほぼ完形 3 9－2

20 A －15号横穴墓 土師器 坪身 ＜98＞ ＜34＞ 黄橙 1／8 4 9－5

21 A －15号横穴墓 土師器 坪身 ＜144＞ 42．5 橙 1／5 4 9－6
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15）A－15号横穴基（第21図，写真図版14・15）

①保存状態

調査開始前からすでに開口していた。開口部分から中をのぞくと、奥壁まで達するほどの大量の土砂

が流入していた。また、玄室内には河原石5つが、玄室入り口付近と真申あたりに浮いた状態で散乱し

ていて、左右側壁にもたくさんの落書きがあることから、本横穴墓がある時期に盗掘等によって撹乱さ

れていたことがわかった。

②玄室

平面形はやや横長の隅丸長方形を意識しているが、両側壁が羨道部に向かうにつれて次第に狭まり、

明瞭な袖部を造り出すことなく羨道部へ移行しているため、玄室と羨道部とを区別する境がはっきりし

なくなっている。したがって玄門ラインは、天井部および両側壁の壁面の曲面状況から判断した。玄室

全長は2．48m、奥壁部幅1．77m、中央部幅2．65m、開口部幅1．52mを測る。中央での天井の高さは

1．74mであるが、天頂部を中心に天井部裾まで大きく剥離崩落しているので、築造当初は天頂部あたり

で、現状よりも　30cmぐらい低かったものと思われる。奥壁の床面標高は56．17m、主軸方位はN－

890　－Wを測る。床面は、玄室中央付近と玄門ラインよりも若干羨道部寄りの2ヶ所に主軸ラインと直

交する方向で、明瞭な段差がみられる。玄室中央付近の段差は出土した須恵器3点の高さが10cmほど

浮いている状況からして、あるいは調査段階で削りすぎてしまった可能性も考えられる。しかし、壁面

の床面直上付近にも整形痕が確認できることから、原床面の高さをここに求めるのは間違いない。玄門

ライン付近の段差は、厳密に玄門ラインと一致するものではないが、他の横穴墓同様に玄門と羨道部と

を区画する意味での段差であった可能性が高い。全体に奥壁床面を最高位として、玄室から羨道部へゆ

るやかに下がり続けて、その傾斜角度は20　を測る。床面には、玄門ライン付近に3つ、玄室中央から

2つの河原石をかなり浮いた状態で検出した。封鎖石の上半部がすでに取り除かれていることから、盗

掘等の撹乱によるものと思われる。奥壁の立ち上がりは、全体にゆるやかに湾曲し、天井部へと自然に

のび上がり続け、天井部裾へと流れている。横への拡がりはやや平板状であるが、左右側壁との間には

境もなく湾曲し続けている。両側壁の立ち上がりは奥壁と同様である。横への拡がりは、奥壁から続く

ゆるやかに湾曲する壁面が、玄室中央付近では平板状になりそのまま羨道部へと移行するようにみえる

が、玄門ライン付近に不自然な岩の張り出し部分がある。袖部を意識しての造作かもしれない。天井部

の形態は断面形ドーム型を呈するが、主軸方向を長辺とする長円形の大きな剥落が、天頂部を中心とし

て天井部裾まで拡がっていて、ほとんど原状況を留めていない。

③羨道部

天井は大きく剥落しているが、その断面形はアーチ型であったと思われる。床面は、地山の斜行する

互層によって2段の小さな段差があるが、全体としてはゆるやかに羨門へと移行し、その傾斜角度は

70　を測る。羨道部全長は1．99m、玄門部幅1．31m、中央部幅0．77m、羨門部幅0．69m、中央での天

井の高さは0．70mで、元はもう少し低い天井であったと思われる。墓前城へのつながりは比高差50cm

ほどのスロープ状の段となっている。閉塞施設は、2段目まで残っているが、全体としては雑な積み方

で規則性はみられない。1段目の根石の置き方にも乱れがあり、あるいは追葬時に積み替えをしている

のかもしれない。

④掘削方法・工具

整形痕の残り具合は良好である。大きく分けて、4つの整形痕を確認することができる。第1に打ち

込み用の刺突痕で、玄室・羨道郡全体に面的に途切れることなく残っていて、丁寧に壁面を刺突してい

る状況がわかる。打ち込みの角度は、壁面の上位部を穿孔する場合は右下から左上方向に、壁面の下位

部を穿孔する場合は真上から下方向が基本となっている。作業姿勢によるものであろう。第2は刃部
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第21図　A－15号横穴墓実測図
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幅の狭いノミ状工具によるもので、刺突痕というよりも調整用の平行ノミ痕と同じように、スキ痕状の

痕跡である。奥壁の右寄りの胸高位置にあり、いずれも真上から下方向への削り出Lで、一本分の幅は

約1．卜2．0cmと短か目で、削り出し方向は真上から下方向、削り出しの長さは長いもので15cmはある。

第3は、調整用の平行ノミ痕で、右側壁に4本が8cmの幅を持ってうっすらと連続して見える0削り出

しの方向は、真上から下方向で削り出しの長さは25cmほどであるが、案外ランダムに削り出していて、

その痕跡は平行状ではなく、ウロコ状のものとなる○第4は、第3の平行ノミ痕と同じではあるが、断

面形が第3の場合は弓張り状であるのに対して、こちらはほぼ半球状に深く削り出している0玄門ライ

69



ン付近だけにみられるものである。刃部幅は3cm、削り出し方向は右上から左下方向で、削り出しの長

さは7～8cmである。

⑤墓前域

A－14号～A－16号横穴墓の3基で共有しあって、f単位群を構成している。本横穴墓はその中で

も中央の位置に築造されていて、墓前城の拓く方向に開口部を向けている。それとは対照的に、左右両

隣の2基の横穴墓は、墓前城の中心方向にお互いが向き合って開口している。3基の被葬者の緊密な関

係がうかがわれる。

⑥遺物

本横穴墓からの出土物は土器だけであり、須恵器4点、土師器2点である。5－16は玄室奥壁寄りに

て逆位で、5－17は玄門ライン付近で、いずれもやや浮いた状態で検出した須恵器合子状杯蓋であり、

5－17はやや小型である。5－16は5－19の合子状杯身とセット関係にある。5－16の口径は95mm、器高は

35mmを測る。5－17の口径は90mm、器高は39．5mmを測る。全体に半球形であるが、天井中央部は平ら

気味である。天井部から口緑部へはゆるやかに内湾し、口緑部はそのまま下方に下がり、口縁部端を丸

くおさめる。5－17は天井部と口緑部の境に沈線による稜がめぐる。天井部の調整は、へラ切り後回転

へラ削り調整で平ら気味とし、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。いずれも内面中央に

は顕著なロクロ目が残る。5－18は逆位で、5－19は正位でいずれも玄室からやや浮いた状態で検出した

ほぼ完形の須恵器合子状杯身である。5－19は5－16の杯蓋とセット関係にある。5－18は最大径117mm、

器高43．5rnmを測り、5－19は最大径98mm、器高29．5mmを測る。5－18は全体に丁寧な整形および調整で

あり、器厚が厚く深みのある半球形である。5－19は器高が少ない分、扁平である。底部は弓張り状で、

ゆるやかに外上方へとのび上がり、口緑部端でやや外反気味となる。内傾する立ち上がりは、比較的長

めで、先端でやや外反気味となる。底部調整は両者で異なる。5－18はラセン状の2回半回転へラ削り

調整で、体部の1／2にまで及ぶ。5－19はヘラ切り後回転へラ削りで平ら気味とし、その外周を同心円

状の1回転へラ削り調整である。その他は、内外とも回転ナデ調整である。どちらも、受け部と立ち上

がりとの境には、ヘラ状工具による深い溝がめぐる。5－20・5－21は、羨道部の封鎖石の隙間から検出

した土師器杯身の破片である。5－20は推定口径98mm、推定器高34mmを測る。体部の立ち上がりは、

ゆるやかに内湾して外上方にのび上がり、口緑部端は丸くおさめる。5－21は推定口径144mm、推定器

高42．5mmを測る。器高が低くて扇平である。平ら気味の底部からゆるやかに内湾して、外上方にのび

上がり、口緑部端は丸くおさめる。器面の磨耗が激しくて、調整観察ができない。また、玄室内の表土

除去の際、13－10の須恵器杯蓋の一小片が検出された。接合作業の中で、この小片は北側尾根上から検

出された須恵器杯蓋と接合させることで、完形となった。本横穴墓から検出したその他の須恵器蓋杯の

編年時期とは大きく異なる土器であり、どちらに帰属させるかは非常に困難な判断となるが、ここでは

破片多数の北側尾根上からの表採扱いとした。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓からは、遠考研編年の第Ⅲ期後葉あるいは末葉と第Ⅳ期前半の2つの時期にわたる遺物を検

出した。本横穴墓の属するf単位群は本横穴群のほぼ中央に位置し、左右のどちらにも横穴群が十分に

展開できる場所を占めている。また、f単位群にあっても、本横穴墓は単位群の中央に占地している。

f単位群の3基の横穴墓はどれも玄室規模が大きく、しかも丁寧に造形されている。これらのことから

本横穴墓は、7世紀初頭頃に本横穴群で最初に築造された谷田をはさんで向かい合わせに位置するB－

1号横穴墓に続いて、築かれたものと想定する。遺物が2つの編年時期にわたるものであるから、本横

穴墓での追葬を考えたいが、2つの編年時期は連続するものであることと、やや浮いた状態での検出状

況からすると断定はできない。

70



16）A－16号横穴墓（第22図，写真図版15・16）

①保存状態

調査前からすでに開口しており30cmほどの穴があいていた。内部を覗くと、大量の土砂が玄室中央

付近まで厚く堆積している状況が確認できた。また、墓前城の表土除去作業を進めていくうちに、大量

の河原石と土器の完形品や破片が、掻き出されたようにして散乱していて、ある時期に盗掘等による撹

乱行為を受けていたことがわかった。

②玄室

平面形は隅丸の方形を意識したものと思われるが、全体にやや左方向へとくびれている。これは本横

穴墓の右隣にあるA－17号横穴墓との接触を避けての、工程上の配慮によるものと思われるが、結局、

両横穴墓の間には人間が通り抜けられる程度の穴があいてしまっている。玄門ラインについては、天井

部および左側壁の曲面状況から判断した。玄室全長は2．78m、奥壁部幅2．17m、中央部幅2．48m、開

口部幅2．00mを測る。中央での天井の高さは1．70mであるが、天井全体は大きく長円形に剥落してい

るので、元はもう少し低い天井であったものと思われる。奥壁の床面標高は56．68mで、主軸方位は

N－790－Wである。床面は、奥壁を最高位として玄室から羨道部へゆるやかに下がり続け、その傾斜角

度は20　を測る。玄室内からはたくさんの粘板岩を検出した。粘板岩の大きさは不規則で10cmほどの

厚さのものもある。一部で、二枚重ねになっている箇所もあるが、隙間を少なくしてきれいに敷き詰め

ていることや、左側壁沿いに堆積している長径120cm、短径65cmの一枚の大きな粘板岩は、天井部か

ら剥落したにしては不自然な位置にあることから、棺座として人為的に敷き詰めたものと考える。この

粘板岩の上からは、たくさんの人骨片と鉄製品とを検出することができた。そして粘板岩を取り除いた

ところ、暗灰褐色の有機質土層の中から人骨片や歯が検出され、さらにその下の暗褐色の土層からは、

木炭が敷き詰められたようにして大量に検出された。この状況から本横穴墓は、数回の迫葬が行われた

ことがわかる。最初の埋葬は、粘板岩を敷き詰める前の埋葬で、床面直上からの人骨片と木炭敷き上か

らの人骨片とに分けることができるので、2体の埋葬があったかもしれない。その後の追葬では、この

2体の人骨を片付けないで、そのまま人骨の上に粘板岩を敷き詰めて、その上に遺体を追葬した。この

ように玄室内に棺座として粘板岩を敷き詰める行為は、本横穴群のA－2号横穴墓でも確認でき、他に

は菊川町や大東町など菊川流域の横穴群にみられる地域性をもった特徴であるとされている。また、木

炭の敷設については、森町の観音堂横穴古墳群の第21号境や大東町の岩滑松ケ谷横穴墓でも確認され

ている。木炭に脱臭効果や防腐効能があることは古くから知られていたが、事例としてははやや少ない

といえる。床面からは、排水施設としての溝を検出した。玄室床面の右側壁直下に、玄室中央から羨道

部羨門付近にかけてめぐるもので、幅6～10cmで、深さは5cm程度である。もう一つ、奥壁やや左寄

りの壁面直下で、粘板岩を取り除くとここからも検出した。こちらは羨道部へと続くことのない、排水

施設としては不完全なものである。奥壁の立ち上がりは、床面直上からやや外反気味に湾曲して上へと

のび続け、自然に天井部裾へと流れている。左側壁は、天井部裾から上半に欠けて大きく剥落している。

立ち上がりは、奥壁寄りでは多少胴張りがみられるが、全体に床面直上から内傾度の強い直線状ののび

上がりで、天井部裾へと続いている。横への拡がりは、奥壁から続く湾曲する面が直線状に変わり、袖

部を通って羨道部へと移行している。袖部は平面図でみる限り、前壁の張り出しが不十分な、不明瞭な

袖部である。しかし、この袖部のあたりの床面には、不自然に張り出した縦にのびつづける凸状のブロ

ックがあり、この凸状のブロックのすぐ右側には床面と直交する角度で、縦数列にわたって打ち込み用

の刺突痕が連なっていて、周囲の壁面の穿孔方法とは明らかに異なっている。これらのことからすると、

従来あった袖部の壁面を深く掘り込んで、結果として玄室面積を拡げたものと思われる。それは追葬の

際に行われたと考えたい。右側壁の奥壁寄りは比較的良い状態であるが、上述した通り右隣のA－17

71



第22図　A－16号横穴墓実測図
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号横穴墓との間で胸高の位置に穴があいてしまっている。立ち上がりは左側壁と同じで、横への拡がり

は、隣の横穴墓との接触を避ける意識があり、奥壁方向から弓張り状に羨道部へと続いている。袖部は

壁面の剥落が激しくて確認できないが、おそらく設けなかったものと思われる。天井の断面形態はドー

ム型を呈する。全体に長円形に大きく層状剥離して崩落し、それが天頂部を中心に、天井部裾全体にま

で及んでいる。

③羨道部

天井および両側壁の壁面が急に狭まり、床面の傾斜角度も玄室に比べてかなり増すので、全体として

は短く感じられる。羨道部全長は2．12m、玄門部幅1．54m、中央部幅0．80m、羨門部幅0．66mを測る。

天井部が崩落しているが、現状では中央付近の天井の高さは1．16mである。床面は段差もなく平板で、

羨門方向になだらかに下がり、その傾斜角度は90　を測る。羨門から墓前城へのつながりは、比高差

20cmほどのスロープ状となっている。閉塞施設は、大小40個以上の河原石が墓前域に散乱していて、

羨道部には一部2段積みで、わずか11個の封鎖石が残されているに過ぎない。しかも、その遺存状況

からしても不規則な積み方であることから、迫葬の際の積み替え行為があったことが考えられる。

④掘削方法・工具

本横穴墓には地層の食い違いが確認できる。奥壁の中央あたりから天井のやや右寄りを通り、右側壁

の玄門ラインあたりを通過するもので、玄室内を斜めに輪切りにするように、幅5～10cmの断層がみ

られる。この帯状の部分はもとよりその周辺も含めて壁面は荒くなっていて、ここからは整形痕は確認

できない。全部で2種類の整形痕に分類することができる。第1は、打ち込み用の刺突痕で、奥壁から

両側壁の中央あたりまでの、床面直上から腰高位までの範囲にたくさん確認できる。打ち出し角度は、

真上から下方向へ打ち出している。また、左側壁の玄門ライン寄りには、先述した通り、刺突痕が凸状

のブロックの右側にブロックと並行して列状に、上下にたくさん残っている。羨道部の右側壁にも帯状

にたくさんの刺突痕がみられる。打ち出し角度は、真上から下方向である。第2に、調整用の平行ノミ

痕である。袖部の前壁に相当する箇所で、左右側壁の天井付近にうっすらと何本かが残り、その削り出

し角度は、真上から下方向にあるいは右上から左下方向へと削り出している。1本の幅は明確ではない。

⑤墓前域

A－14号～A－16号横穴墓の3基で共有しあっていて、本横穴墓は北端の高い位置に築造されてい

る。羨門の向きも、墓前城の中心方向を向いている。この向きからは、単位群の緊密度が伺われる。本

横穴墓の羨門と墓前城とのつながりは、先述した通り、比高差にして20cmほどのスロープ状の段とな

っている。これはA－14・A－15号横穴墓の段の比高差が50～60cmであるのに比べると、低い数字を

示しているが、墓前域が北へ行くにつれて、高度を増していくゆるやかな斜面であることと、3基の羨

門の高低差をほぼ等しいものとするための、工程上の配慮によるものであろう。

⑥遺物

本横穴墓の遺物は玄室・羨道部からは、人骨片や鉄製品（直刀・短刀・刀子・鉄鉄）と表採の須恵器

3点で、墓前城からは須恵器13点を検出した。しかし、墓前城からのそれは床面直上から5～15cm上

での検出であって、しかも右隣の墓前城から転げ落ちたと思われるものも含まれていて、確実に本横穴

墓に帰属するものであるとは断言できない。6－1は墓前域から検出された須恵器合子状杯蓋である。天

井部が欠損しているが、口径推定104mm、器高推定42mmを測る。全体に半球形を里し、口縁部もゆる

やかに内湾して、口緑部端を丸くおさめる。天井部と口緑部の境には、浅い二条の沈線がめぐる。天井

部の調整は、欠損しているが、へラ切り後、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。6－2・

6－3・6－4は須恵器合子状杯身である。6－2は墓前城から6－3と6－4は玄室内から破片で検出されている。

6－2は推定最大径120mm、器高38．5mmを測り、6－3は推定最大径105mm、残存器高27．5mmを測り、6－4
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は推定最大径100mm、器高32．5mmを測る。全体に半球形で、底部は弓張り状である。そこからゆるや

かに内湾して外上方へとのび上がり、口縁部端で丸くおさめる。内傾する立ち上がりは、いずれも短く、

6－4は口緑部端よりわずかに出ているだけである。6－3は、先端でやや外反気味となる。底部の調整は、

6－2と6－4はヘラ切り後、その外周を同心円状の3回転へラ削り調整する。6－3は、底部が欠損してい

るが、回転へラ削り調整がわずかにめぐる。6－5は墓前域から検出された須恵器かえり付杯蓋である。

最大径は95mm、器高28．5mm、つまみ径13mmを測る。全体に丸みを呈し、天井部は平ら気味である。

口縁部はゆるやかに内湾し、口緑部端でやや外反気味となる。つまみの形状は小さめの乳頭状つまみで

ある。内傾するかえりは、ごく短く、わずかに口縁部端より出ているので、接地面はかえり部にある。

天井部の調整は、中央を回転へラ削り調整で平ら気味とし、その外周を同心円状に1回転へラ削り調整

し、体部の1／3にまで及んでいる。6－6・6－7・6－8の3つは、墓前域から検出された須恵器かえり付杯

蓋で、3つとも同じタイプに属する。6－7は8－14の無高台杯身とセットになる可能性がある。6－6は最

大径133mm、器高26mm、つまみ径27mmを測り、6－7は最大径134mm、器高33mm、つまみ径31mmを測

り、6－8は最大径140mm、器高29mm、つまみ径30mmを測る。3つとも口径の割に器高が低く、扁平で

ある。全体に弓張り状を呈し、ゆるやかに内湾して外下方へのび、口緑部端を丸くおさめる。内傾する

かえりは退化していて極めて短い。口縁部端より出ているのは6－6だけで、他の2つは口緑部端と同一

か内部におさまっている。6－8のかえりは全体に磨耗が目立つ。つまみの形状は、6－7が頂部のくぼむ

扇平なボタン状つまみであり、他の2つは扁平な宝珠状つまみである。天井部の調整は、つまみのある

中央の外周を同心円状に回転へラ削り調整している。6－8が1回転で、6－6・6－7は2回転である。6－9

の須恵器フラスコ型長頸瓶は墓前域から検出されたもので、口頚部を欠失している。胴部最大径171mm、

残存器高150mmを測る。体部の形状は偏球形で、器厚はかなり厚い。調整不足で、体部にはロクロ目が

顕著に残る。時期は不明である。6－10の須恵器フラスコ型長頸瓶は墓前城から検出されたものである。

口頚部と体部上半が遺存している。口径82mm、口頸高86mm、残存器高136mmを測る。体部から口頚部

はほぼ直線的にのび上がり、口緑部で大きく外反する。外反した口緑部の上下端に、強い横ナデ調整を

加えて、端部は上下にゆるやかな三角形状の断面を呈する。口緑部直下に凸帯は配していない。湖西編

年Ac2で第Ⅲ第3中期前に相当する。6－11は墓前域から検出した須恵器口頚部片である。6－12・6－

13・6－14はいずれも墓前城から検出された須恵器大喪である。6－12は、体部の一部が欠けるものの、

ほぼ上下に接合することができた。口径226mm、推定器高499mmを測り、やや小型である。全体に偏球

形である。丸底からゆるやかに内湾して、なだらかな肩部をつくる。口頚部は体部から「く」の字状に

屈曲して、外反しながら直線状に立ち上がる。口縁部端は、口唇部を厚くし、強い横ナデ調整により端

部を断面三角形状とする。口緑部端直下には、凸帯が配されるが文様はない。遠考研編年で第Ⅴ期初め

ころのものと思われる。6－13は体部上半と口頚部のみが残存し、推定口径266mm、口頚部高80mmを測

る。体部から「く」の字状に屈曲し、大きく外反して外上方に直線状に立ち上がる。口緑部端は、横ナ

デ調整により上下に引きのばされ、2つの断面三角形をつくる。口緑部直下には、浅い沈線が一条めぐ

るが、凸線および凸帯はなく、無文である。やはり遠考研編年で第Ⅴ期の初めころのものと思われる。

（カ築造年代・迫葬

本横穴墓から検出した土器は、第Ⅳ期前半・後半および第Ⅴ期の初めの3つに分けることができる。

ただし、遺物の大半が墓前域からの検出であり、しかも右隣のg単位群から転げ落ちたものも含んでい

るものと思われる。また、右隣のA－17号横穴墓のほうが先に築造されたことも確認した。これらの

ことから、本横穴群はA－17号横穴墓の築造後であり、おそらくf単位群3基の中でも最後に築造さ

れたものと思われる。その時期は7世紀中葉を想定する。追葬に関しては、人骨の検出が粘板岩をはさ

んで2層に及んでいること、人骨鑑定の結果も踏まえて何回かの追葬が行われたものと思われる。
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第23図　出土土器実測図（6）A－16・A－17号横穴墓
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第24回　出土土器実測図（7）A－17号横穴墓

第23・24図出土土器実測図（6）・（7）法量表 （単位：mm）　く数億＞は推定値

図版 N o ． 遺 構 ・層 位 種 別 器 型 ・分 類 口 径 最 大 径 器 高 つまみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状 態 写真図版

6

1 A － 1 6号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 坪 蓋 く1 04 ＞ ＜4 2 ＞ －
青 灰 1／3 3 7 －3

2 A － 1 6号 墓 前 域 須 恵 器 合 子 状 杯 身 く9 6 ＞ く12 0 ＞ 3 8 ．5 右 灰 自 1／5 －

3 A － 16 号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 杯 身 く86 ．5 ＞ く1 0 5＞ く2 7 ．5＞ －
灰 1／4 －

4 A － 16 号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 坪 身 く7 8 ＞ ＜1 0 0＞ 3 2 ．5 左 灰 白 1／4
－

5 A － 16 号 墓 前 城 須 恵 器 つ ま み 士不蓋 7 7 9 5 2 8 ．5 13 左 灰 2／3 4 1 －2

6 A － 16 号 墓 前 域 須 恵 器 つ ま み 坪 蓋 1 1 3 1 3 3 2 6 2 7 左 灰 白 3／4 4 1 －3

7 A － 16 号 墓 前 城 須 恵 器 つ ま み 坪 蓋 1 0 9 1 34 3 3 3 1 右 灰 白 完 形 4 1 －4

8 A － 1 6 号 墓 前 械 須 恵 器 つ ま み 坪 蓋 く1 2 1 ＞ ＜14 0 ＞ 2 9 3 0 右 灰 白 1／3 4 1 －5

9 A － 1 6 号 墓 前 域 須 恵 器 フラスコ型 長 頸 瓶 17 1 く15 0 ＞ 左 灰 白 休 部 3 ／4　 口 頸 部 欠 4 6 －5

10 A － 1 6 号 墓 前 城 須 恵 器 フラスコ型 長 頸 瓶 8 2 ＜13 6 ＞ 左 灰 白 ロ 頸 部 1／2
－

1 1 A － 16 号 墓 前 城 須 恵 器 口 頚 部 片 く5 4 ＞ －
灰 白 ロ 頸 部 の み

－

12 A － 16 号 墓 前 城 須 恵 器 大 審 2 26 く4 9 9 ＞ －
灰 3 ／4 4 8 －7

1 3 A － 1 6 号 墓 前 域 須 恵 器 奮 く2 66 ＞ く17 0 ＞ －
灰 口 頚 部 1／8

－

14 A － 1 6号 横 穴 墓 須 恵 器 大 喪
－

灰 休 部 片
－

15 A － 1 7号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 坪 蓋 10 8 4 0 右 暗 灰 完 形 3 7 －4

16 A － 17 号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 杯 蓋 10 0 3 7 左 灰 白 完 形 3 7 －5

1 7 A － 17 号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 杯 董 9 8 3 5
－

灰 白 完 形 3 7 －6

1 8 A － 17 号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 杯 身 く9 7 ＞ く11 8 ＞ く2 0 ＞ －
灰 自 口 縁 部 片

－

19 A － 17 号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 坪 身 8 8 1 0 3 3 5 －
暗 灰 ほ ぼ 完 形 3 9 －3

7
1 A － 17 号 墓 前 域 須 恵 器 大 寮 く3 2 6 ＞ く5 8 7 ＞ ＜7 0 9 ＞ －

灰 白 1／3 4 8 －9

2 A － 17 号 横 穴 墓 須 恵 器 フラスコ型 長 頸 瓶
－

灰 白 休 部 1／3　 ロ 頸 部 欠
－
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17）A－17号横穴墓（第25図，写真図版17）

（9保存状態

調査前から開口していた。開口する部分は、20cm程度のほんのわずかな穴であったが、内部には玄

室奥壁まで達する流入土が、厚く堆積していた。調査を進めていく段階で、封鎖石が羨門の2／3の高さ

までしか遺存していなかったこと、土器や鉄製品等が玄室内で散乱している状況から、ある時期に盗掘

等による撹乱行為を受けていることがわかった。

②玄室

平面形は横長の隅丸長方形を意識したものではあるが、奥壁幅に比べて開口部幅が若干広めの台形状

を呈し、前壁をしっかり造りだした両袖型である。また、玄室の規模に比べて、羨道部が長いのはこの

横穴墓が属するg単位群の特徴でもある。玄室全長は1．94m、奥壁部幅1・97m、中央部幅2・35m、開

口部幅1．80mを測る。中央での天井の高さは1．77mであるが、天井部に不整形な剥落がみられること

から、元はもう少し低めの天井であった。奥壁の床面標高は57．79m、主軸方位はN－850－Wである。

床面は地山の斜行する互層によって細かな段差がいくつかみられる。奥壁直下から玄門ラインにかけて

の傾斜角度は00であり、ほぼ水平状態である。玄室床面には中央に1つ、奥壁沿いに2つの粘板岩が

浮いた状態、もしくは壁面に立て掛けるようにして散乱していた。これを棺座として利用したかどうか

は不明である。奥壁の立ち上がりは、床面直上から膝高位まではやや外反気味にのび上がり、そこから

上はゆるやかに湾曲して天井部裾へと続いている。横への拡がりは平板状であるが、左右側壁とのつな

がりは多少強めに角度をつけている。左側壁は玄門ラインのやや奥側に、左隣のA－16号横穴墓との

間に大きな穴があいていて、そこからは、A－16号横穴墓の玄室床面を傭轍的に見渡すことができる。

縦55cm、横50cmほどの不整円形で、下位は本横穴墓の床面レベルよりも10cmほど下がっているので、

本横穴墓の床面が侵食されて土砂が流出しやすくなっている。両側壁の立ち上がりは、ゆるやかに湾曲

して天井部裾へと連続する。両袖部は良好な遺存状態であり、前壁は奥壁と対峠する角度で造り出され

ている。ただし、本横穴墓がドーム型を呈することから、前壁は天井に近づくにつれて次第に狭まって

いく。稜線は玄門付近で壁面が剥落しているので明確ではないが、部分的には追うことができる。天井

部の断面形態はドーム型を呈する。ほぼ天井全域にわたって円形剥落がおきている。

③羨道部

玄門部が広く、羨門部が最も狭くなっている。羨道部全長は3．43m、玄門部幅1．04m、中央部幅

0．89m、羨門部幅0．52mを測る。中央付近に地山の斜走する互層によって段差ができているが、羨門

に向かってわずかずつ下がり続けて、その傾斜角度は10　を測る。玄室の大きさに比べて羨道部が長め

であるが、平面図における明確な区切りを見出すことはできない。断面形はアーチ型で、中央での天井

の高さは1．26mを測る。天井は羨門に向かって次第に下がっていて、かなり平板状である。閉塞施設

の封鎖石は3段目までが残っているが、その積みかたは不規則で乱れていて、迫葬時に積み替えをして

いるものと思われる。羨門と墓前域とのつながりは10cmほどのスロープ状の段差となっている。

（り掘削方法・工具

整形痕はたくさん残っているが遺存状態は良好ではない。3種類の整形痕に分類することができる。

第1は、打ち込み用の刺突痕で、玄室・羨道部のいたるところに、膝高位で床面と並行して帯状に横へ

と拡がっている。いずれも打ち出し角度は、真上から下方向にかけてである。第2は、調整用の平行ノ

ミ痕である。玄室の右側壁の中央付近に、幅1mにわたって確認することができる。1本の幅は10～13

cmほどで、削り出し角度は真上から下方向であり、削り出しの長さはいずれも短い。第3は、同じく調

整用の平行ノミ痕であるが、1本の幅が3cmほどと幅の狭いものである。玄門ライン付近にうっすらと

ではあるが、帯状にびっしりと残っている。削り出しの角度は、羨道部の中央付近は真上から下方向に
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第25図　A－17号横穴墓実測図
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であるが、右上から左下方向へと斜めに削り出しているものもある。削り出しの長さは30～40cmほど

で、上下部分の壁面が剥落や風化をしているので、元はもう少し長く削り出していたと思われる。

⑤墓前域

A－17号～A－19号横穴墓の3基で共有しあっている。本横穴墓は、3基の中でも南端の一番低い

位置に築造されている。羨門の開口方向は、墓前域の共有を意識するかのように、墓前域の中央付近の

方向へ振っている。この墓前城は長さ5．5m、幅3．5mの長方形プランを呈し、自然の丘陵斜面に合わ

せて東から南東方向に拓いている。地山の斜行する互層による細かな段差がいくつもあるものの、なだ

らかに下がりつづけ、その前面は自然の急崖である。また、北に向かってゆるやかに高度が増し、墓前

城の北縁と南縁との比高差は1mを測る。この墓前域の左右に展開するf・h単位群とは、スロープ状

の斜面で区画分けがなされ、その比高差は1．3～1．4mほどである。

⑥遺物

遺物は土器では、須恵器を玄室内から6点、墓前域からは1点、鉄製品では直刀・刀子・両頭金具・

鉄鉱等、装身具では勾玉2点、丸玉11点を玄室内から検出した。

6－15・6－16・6－17は須恵器合子状杯蓋で、後2者は一回り口径が小さい。6－15は玄室奥壁際の壁に

倒れかかった粘板岩の下から伏せた状態で、6－16は玄門ライン右側壁際の床面直上から伏せた状態で、

6－17は羨道部から伏せた状態で検出された。何れも完形である。6－15は6－19の合子状杯身とセット関

係にある。6－15は口径108mm、器高40mmを測る。6－16の口径は100mm、器高は37mmを測る。6－17は

口径98mm、器高35mmを測る。全体に半球形ではあるが、天井中央部は平ら気味である。口縁部はゆる

やかに内湾し、6－15はやや外反気味に下がる。6－15は天井部と口緑部との境には、浅い沈線による稜

がめぐる。6－17の口緑部内面には浅い一条の沈線がめぐる。天井部の調整は、6－15と6－16はヘラ切り

後中央部は回転へラ削り調整で平ら気味とし、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。6－17

はへラ切り後粘土貼付し、回転ナデ調整がおこなわれている。6－15は内面中央には顕著なロクロ目を

残す。6－17の内面中央には横ナデ調整痕が残る。6－18は羨道部の封鎖石の隙間から、6－19は玄室中央

の右側壁寄りの粘板岩の下から正位で床面より15cmほど浮いた状態で、それぞれ検出した須恵器合子

状杯身である。6－19は6－15の杯蓋とセット関係にある。6－18の推定最大径は118mmを測る。6－19は

最大径103mm、器高35mを測る。全体に半球形で底部は平ら気味である。そこからゆるやかに内湾し

て、口緑部端で丸くおさめる。内傾する立ち上がりは、細長く先端でやや外反気味となる。底部の調整

は、ヘラ切り後未調整で、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。受け部と立ち上がりの境

には、ヘラ状工具による深い溝がめぐる。底部内面には顕著なロクロ目が残る。6－18は破片で検出し

底部が欠損しているので、詳細は分からない。7－1は墓前域から破片状態で検出した須恵器大嚢である。

体部肩部に欠損がみられるが、実測図の上で復原することができた。推定口径326mm、推定最大径587

m、推定器高709mmを測る。底部は尖底で、体部は肩が張らずゆるやかに内湾する。口頚部は真っ直ぐ

に外上方にのびる。口緑部端は強い横ナデ調整により、断面上下三角形となる。口縁部直下には二条の

沈線がめぐり、その下にヘラ措き直線文がめぐり、さらにその下に沈線が二条めぐる。沈線は紋様を区

画するとともに、凸帯の名残と思われる。遠考研編年で第Ⅴ期の初めころのものと思われる。7－2は玄

室の覆土内から検出した須恵器フラスコ型長頸瓶の体部片である。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓から出土した須恵器は第Ⅳ期前半である。g単位群の左端に占地していること、左隣のA－

16号横穴墓との接触の危険をまったく考慮していないことからすると、その築造時期はA－16号横穴

墓よりもわずかに早い、7世紀中葉の比較的早い頃と思われる。追葬に関しては、人骨鑑定の結果から

何回かの追葬を想定したい。
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18）A－18号横穴墓（第26図，写真図版18・19）

①保存状態

調査開始前から開口していた。開口する部分はわずか20cm程度であったが、そこから内部をうかが

うことができた。流入土は奥壁にまで達していたが、量は意外と少なかった。羨門付近の墓前城の覆土

から16個の河原石を、きれいに山積みされた状態で検出した。盗掘の際に外されたものかと思われた

が、このままでは羨門をふさいでしまっていて、横穴墓への出入りができない位置に積んである。封鎖

石の再利用による積石塚の可能性を想定して精査を試みてみたが、遺物は何も検出されなかった。結局、

この河原石をどけてしまうと、本横穴墓の封鎖石は1つも残らなくなった。また、玄室の天井には1m

四方にわたって煤が付着していたので、後世玄室内で焚き火行為のあったことがわかる。遺物がほとん

ど検出されなかったことからしても、本横穴墓は盗掘等の被害をこうむっていたことがわかった。

（診玄室

平面形はやや横長の隅丸長方形を呈するが、左辺が短いためにややいびつになっている。本横穴墓は

平面形でみる限り、玄室と羨道部との境がはっきりしないフラスコ型に思えるが、退化した前壁を備え

た両袖型である。玄室全長は2．68m、奥壁部幅2．39m、中央部幅2．61m、開口部幅1．66mを測る。中

央での天井の高さは1．49mであるが、天井部は長円形に大きく剥落しているので、元はもう少し低い

天井であった。奥壁の床面標高は58．64m、主軸方位はN－700－Wである。床面は、全体としては奥壁

直下を最高位として、玄室から羨道部へとゆるやかに下がりつづけ、その傾斜角度は40　を測る。もっ

とも、地山の斜走する互層によっていくつかの細かな段ができていて、とりわけ奥壁から160cmほど羨

道部寄りのところにある8cmの段差は、造り付けの棺座の様相を呈している。この段の上にはさらに、

主軸ラインをほぼ境にして、右側壁面に接するように大きな粘板岩が敷設されている。大きさは長辺

160cm、短辺120cm、厚さ12cmの平板状の粘板岩である。当初は1枚岩であったと思われるが、現状

では3枚に割れている。この粘板岩は大きさからすると、狭い羨道部を通して搬入することは不可能で、

おそらく天井部の剥落の際に落ちた粘板岩を利用したものと考えられる。人為的にこの場所に据え置か

れたことは、天井部との位置関係から間違いないのであるが、粘板岩の上からは何も遺物が検出されな

かった。これが単独で棺座としての機能を果たしていたかどうかは不明である。この粘板岩と床面との

高さは20cmもあり、現室内から検出された土器片や鉄製品がやはり20cmも浮いている状況から、調査

当初は床面を削りすぎてしまったのかと思われた。しかし、この粘板岩を取り除いて精査を試みると、

有機質を含む薄い層があり、さらにその下から歯や骨片が検出された。これらの状況から、8cmの段は

棺座として造りだされたもので、この段の上に遺体を埋葬している。この埋葬が終わったあと、有機質

の薄い層が形成される期間をはさんだある時期に、天井部から剥落した粘板岩を今の位置に動かした。

この粘板岩の移動が迫葬のための移動であるかどうかは、粘板岩の上から遺物が何も検出されなかった

ことから不明である。奥壁の立ち上がりは、床面直上から膝高位までは直線的に垂直にのび上がり、そ

こから上は内傾していて、湾曲しながら天井部裾へと連続している。側壁の立ち上がりは奥壁と同様で

あり、全体に胴張りをともなっているので、玄室空間が広く感じられる。横への拡がりは、左側壁は直

線状に続く平板な壁面が袖部でわずかに屈曲して、羨道部へと続いている。右側壁は造り付けの棺座あ

たりでゆるやかな屈曲を見せるが、袖部でもう一度小さく屈曲して羨道部へと自然に連続している。袖

部は小さいながらも、非常に丁寧に整えられている。前壁としての壁面の幅は10cmほどと狭いが、奥

壁と対峠する面をしっかりと確保していて、一部では稜線を追うこともでき、丁寧な整形で削り出され

ている。天井部はドーム型を呈するが、主軸方向に長円形に大きく壁面が剥落している。それが天井部

裾にまで及んでいるために、奥壁や両側壁との境が明確になっていない。なお先述した通り、天頂部一

帯には煤が付着していることから、後世の焚き火行為が考えられる。
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第26図　A－18号横穴墓実測図

③羨道部

天井の高さは玄門ラインで最も高く、羨門で最も低くなり、左右側壁も次第に狭くなっていく。羨道

部全長は2．49m、玄門部幅1．40m、中央部幅0．91m、羨門部幅0．56mを測る。中央での天井の高さは

1．13mである。床面はゆるやかに羨門へ向かって下がっていき、その傾斜角度はわずかlOである。羨

門と墓前域とのつながりは、段差80cmの急なスロープ状になっている。閉塞施設としての封鎖石は、

羨道部からはまったく検出されなかった。墓前域上の河原石は封鎖石として使用されたものと考える。
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④掘削方法・工具

本横穴墓全体に、床面直上から幅20～50cmの帯状の層が四囲に走っていて、その部分は灰白色の砂

質土層で、層に含まれる石灰質が結晶となって表出したものと思われる。この砂質土層の部分からは、

整形痕は確認できなかった。確認できる整形痕は大きく分けると、4種類である。第1は、打ち込み用

の刺突痕である。玄室全体に床面直上で膝高よりも下に、床面と並行して残っている。一つ一つの打ち

込みがかなり深めである。打ち出し角度は、真上から下方向である。第2は、刺突痕のように壁面に対

して打ち込むのではなく、平行ノミによって削り取って面を整えるためのもので、刃部幅1．2cmで先端

が方形、断面が板状のノミ痕となる。これは左側壁の玄門ライン付近で確認できる。削り出し方向は、

右斜め上から左斜め下の方向で、削り出しの長さは10cm程度である。第3は、調整用の平行ノミ痕で、

刃部幅12cmほどのものである。左側壁の奥壁寄りで15本をはっきりと確認することができる。これは、

剥落しかかっている天井部裾から床面直上にまで及ぶ非常に長いものであるが、1回で一気に削りきっ

てしまったのか、何回かに分けて削ったかはわからない。削り出し方向は、真上から下方向にかけてで

ある。かなり深めに削ったために、工具の刃こぼれの状況が良くわかる。右側壁にも明瞭に残っている。

真上から下方向へと削り出し、短い場合は、右斜め上から左斜め下の方向に向きを変えて、天井部裾か

ら床面直上までの長さをヾ　3回に分けて削り出している。羨道部の両側壁でも確認できる。第4は、同

じ調整用の平行ノミ痕で、刃部幅5cmのものである。これは、袖部前壁に多くみられるもので、前壁沿

いに幅5cmの平行ノミ痕が、放射状に外側へ向かって削り出している。削り出しの幅は5cmで、かなり

細かな運動によって、真上から下方向へ削り出している。工具の横への移動が不規則なために、隣の稜

線を消したり、交叉しあってウロコ状となってしまっている場合もみられる。

⑤墓前城

A－17号～A－19号横穴墓の3基で共有しあい、本横穴墓は3基の中でも真申に位置する。羨門付

近の墓前域からは、若干の河原石に混じってたくさんの土器が、床面に密着したままで検出し、その一

部は左隣のA－17号横穴墓の墓前城にまで及んでいる（第27図を参照）。その出土状況は、破片のも

のもいくつかあるが、完形率の高いものが多い。斜面城であるため多少の移動はありうるが、いずれも

原位置を著しく移動しているとは考えられない。2つの横穴墓にまたがって検出されたことから、これ

らの一群の土器は、墓前城での共同祭祀に関するものと考えられる。墓前域にあった4個の河原石は、

封鎖石の一部と考えるよりも、斜面上の大喪を転倒しないようにするための支え石として使用されたも

のと思われる。

⑥遺物

本横穴墓から検出された遺物は、土器と鉄製品（刀子と鉄鉱）である。土器は須恵器が22点、土師

器が3点である。横穴墓内から検出した土器は、須恵器はわずか2点だけであって、その他はすべて墓

前域からの検出である。墓前域の遺物はかなり急な傾斜状からの検出なので、やや流れていると思われ

るが、いずれもが墓前城に供献された土器群と考えることができる。しかし追葬の際に、前回の埋葬時

の副葬品を墓前城に一括してまとめたとの考えも成立する。大喪の破片に密着していた4個の河原石は

その出土状況からして、大喪の底部に据え置かれた支え石として利用したものと思われる。なお、杯類

はほぼ完形状態で、瓶類は破片状態で検出された。墓前祭祀に供献された土器の中でも、とりわけ瓶類

は、祭祀終了後、何らかの意味で意識的に口緑部を打ち欠いたり、割られる傾向があることが指摘され

ている。

8－1・8－2・8－4・8－5の4つは、墓前城から検出した須恵器合子状杯蓋で同じタイプに属する。8－1は

口径94mm、器高34mmを測り、8－2は口径93mm、器高39mmを測り、8－4は口径91mm、器高39mmを測

り、8－5は口径86mm、器高36．5mmを測る。全体の器形は半球形で、天井部はやや平ら気味である。口
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第27図　A－18号横穴墓墓前城土器出土状況図

線部はゆるやかに内湾してそのまま下方に下がり、口縁部端は丸く納める。8－2の口縁部はやや開き気

味であり、天井部と口緑部の境には、浅い沈線による稜がめぐる。8－4の口縁部内面には浅い一条の洗

練がめぐる。いずれも天井部の調整は、ヘラ切り後1回転へラ削り調整で平ら気味とし、さらにその外

周を8－4と8－5の2つは1回転、8－1と8－2の2つは、同心円状の2回転へラ削り調整である。8－3は

墓前城から検出された完形の須恵器合子状杯蓋である。口径92mm、器高36mmを測る。上記4つの杯蓋

に比べて、やや器高が低く扁平である。天井部は広く平坦であり、口縁部は下方に垂直状に下がり、口

縁部端を丸くおさめる。天井部の調整は、器面の磨耗が激しく、調整の観察は不可能である。8－6・8－7

は墓前域から検出した須恵器合子状杯身である。8－6は最大径114mm、器高37mmを測り、8－7は最大径

110m、器高32mmを測る。平ら気味の底部から、8－6はゆるやかに内湾して外上方にのび上がるのに対

して、8－7は直線的にのび上がり、端部でやや外反する。内傾する立ち上がりは、いずれも退化してい

て非常に短い。8－7は先端で強く外反する。底部の調整は、ヘラ切り後、8－6はその外周をラセン状の

回転へラ削り調整で、8－7は中央部に平行タタキ臼状痕が残り、その外周を回転ナデ調整する。8－7は

受け部と立ち上がりの境には、ヘラ状工具による深い溝がめぐる。8－8は須恵器かえり付杯蓋で、墓前

域から検出したものである。最大径95mm、器高36mm、つまみ径11mを測る。天井部中央が平らで、

全体に丸みがなく、直線状に外下方へと下りる。器高があり、高さを感じる。内傾するかえりは、短め

ではあるが口緑部端より若干出るので、接地面はかえり部にある。つまみの形状はやや背の高い宝珠状

つまみである。天井部の調整は中央を平らにし、その外周を同心円状の2回転へラ削り調整し、体部の

2／3にまで及ぶ。外面全体に自然粕が付着していて、サイズも小さなことから、瓶蓋の可能性もある。

8＿9・8＿10・8－11の3つは、墓前城から検出した同一タイプの須恵器かえり付杯蓋である。8－9は最大

径99．5mm、器高27．5mm、つまみ径17．5mmを測り、8－10は最大径100mm、器高28mm、つまみ径18mm
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第28図　出土土器実測図（8）A－18号横穴墓
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第28図出土土器実測図（8）法量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　＜数値＞は推定値

図版 Na 遺構 ・層位 種別 器型 ・分類 口径 最大径 器高 つまみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状態 写真図版

8

1 A － 18号墓前城 須恵器 合子状坪蓋 94 34 左 灰 1／2 3 7－7

2 A － 18号墓前城 須恵器 合子状坪蓋 93 39 右 灰白 ほぼ完形 3 7－8

3 A － 18号墓前城 須恵器 合子状杯蓋 92 36 －
灰白 ほぼ完形 3 7－9

4 A － 18号墓前城 須恵器 合子状杯蓋 91 39 右 灰白 ほぼ完形 37 －10

5 A － 18号墓前城 須恵器 合子状杯蓋 86 36 ．5 右 灰白 3／4 37 －1 1

6 A － 18号墓前城 須恵器 合子状杯身 ＜94＞ 114 37 左 灰 白 3／4 3 9－4

7 A － 18号墓前城 須恵器 合子状杯身 90 110 32 －
灰 1／2 3 9－5

8 A － 18号墓前域 須恵器 つまみ杯蓋 73．5 95 36 11 右 灰 白 ほぼ完形 4 1－6

9 A －18号墓前城 須恵器 つまみ坪蓋 69 99．5 27 ．5 17．5 右 灰 自 完形 4 1－7

10 A －18号墓前域 須恵器 つまみ坪蓋 70 100 28 18 右 灰 白 4／5 4 1－8

11 A －18号墓前城 須恵器 つまみ坪蓋 73 102 32 ．5 17．5 左 灰 白 完形 4 1－9

12 A －18号横穴墓 須恵器 無高台杯身 ＜116＞ く35＞ －
灰 1／8 －

13 A －18号墓前域 須恵器 無高台坪身 127 31．5 59 －
灰 白 2／3 4 2細1

14 A －18号墓前城 須恵器 無高台坪身 128 38 64 －
灰 白 1／2 4 2－2

15 A －18号横穴墓 須恵器 杯蓋 145 32 30．5 左 灰 白 ほぼ完形 4 2－6

16 A －18号墓前城 須恵器 蓋 ＜87＞ 28 －
灰 白 1／4 －

17 A －18号墓前城 須恵器 短頸壷 ＜46＞ 86 58 右 灰 白 2／3 4 8－3

18 A －18号墓前城 須恵器 短頸壷 52 87 70．5 36 右 灰 白 ほぼ完形 4 8－4

19 A －18号墓前城 須恵器 高坪 139 ＜108＞ く95＞
－

灰 白 ほぼ完形 4 4－1

20 A －18号墓前城 須恵器 高坪 ＜156＞ く40＞ －
灰黄 坪部1／4　 脚部欠

－

21 Å－18号墓前城 須恵器 提瓶 ＜49＞ 94 125 左 黄灰 ほぼ完形 4 6－3

22 A －18号墓前城 須恵器 大審 ＜390＞ 651 ＜813＞ －
灰 自 休部4／5　 底部欠 4 9 －1

23 A －18号墓前城 土師器 坪身 く160＞ 35 ＜73＞ －
橙 1／3 4 9－11

24 A －18号墓前城 土師器 坪身 － にぷい橙 口縁部片 49 －9

25 A ⊥18号墓前城 土師器 坪身 － にぷい責橙1／5 4 9－10

を測り、8－11は最大径102mm、器高32．5mm、つまみ径17．5mmを測る。全体の形状は丸く、ゆるやか

に内湾して外下方へと下がり、口緑部端を丸くおさめる。内傾するかえりは、短くて断面三角形状を呈

する。口縁部端より出ないか、ほぼ同一に留まる。また、口縁部端よりも内側寄りに位置している。つ

まみの形状は、いずれも小さめの宝珠状つまみである。天井部の調整は、8－9がラセン状の2回転へラ

削り調整で、体部の1／2にまで及ぶ。8－10・8－11は、天井部中央の外周を同心円状に2回転へラ削り

調整である。8－10の内面中央には指頭庄痕が残る。8－9の調整は古式の様相を残すものであるが、かえ

り部は退化している。8－12は玄室の左側壁際から破片状態で、8－13と8－14は墓前域からそれぞれ検出

した須恵器無高台杯身である。8－14は6－7の杯蓋とセットになる可能性がある。8－12は破片であり底

部が欠損している。推定口径116mm、残存器高35mmを測る。8－13は口径127mm、器高31・5mmを測る。

8－14は口径128mm、器高38mmを測る。いずれも器高が低く、やや扇平である。広めの平底からゆるや

かに湾曲してハの字状に開く。8－12は先端付近でやや外反する。底部の調整は、いずれもヘラ切り後

未調整で、8－13は平行タタキ臼状痕が残る。8－15は玄室から破片状態で検出した須恵器杯蓋である。

床面直上から10cmほど浮いていた。口径145mm、器高32mm、つまみ径30・5mmを測る。全体に扇平で

大型である。弓張り状の天井部から、ゆるやかに内湾して外下方へと下がり、口緑部端は明瞭に折り曲

げて、内外の横ナデ調整を加えて、その高さを1cm以下とする。天井部中央には、扇平で大きな宝珠状

っまみが付く。天井部の調整は、つまみのある中央部の外周をラセン状の2回転へラ削り調整で、体部

1／2にまで及ぶ。8－16は須恵器瓶蓋である。推定口径87mm、器高28mmを測る。全体に半球形であり、

天井部も丸い。ゆるやかに内湾して下方に下がり、口緑部端は丸くおさめる。天井部の調整は、ヘラ切

り後、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。内面中央にはロクロ目が残る。8－17と8－18
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は墓前域から検出した小型の須恵器短頸壷である。8－17は器厚が非常に厚い。推定口径46mm、胴部最

大径86mm、器高58mmを測る。全体に楕円形状であり、やや扁平である。平底気味の底部から、ゆるや

かに内湾し、肩部はやや張り気味である。口頚部は非常に短く、口緑部端は直線状にのびて、丸くおさ

める。8－18も器厚が厚い。口径52mm、胴部最大径87mm、器高70．5mmを測る。平ら気味の底部からゆ

るやかに内湾しながら立ち上がり、肩部はやや張り気味とする。短い口頚部は、まっすぐ上にのび、口

緑部端は丸くおさめる。底部の調整は、8－17はヘラ切り後ナデ調整で、その外周をラセン状に回転へ

ラ削り調整である。8－18は回転へラ削り調整であるが、削りすぎたためか、粘土を雑に充填している。

2つとも内部に顕著な焼きぶくれを残す。いずれも口径が小さく、肩が張り気味であるので、遠考研編

年で第Ⅳ期後半のものと思われる。8－19は、墓前城から出土したほぼ完形の須恵器高杯である。口径

139mm、推定底径95mm、推定器高108mmを測る。半楕円形の杯部は、ゆるやかに内湾して外上方にの

び上がり、口縁部端でわずかに外反する。端部は丸くおさめる。杯部底部と口緑部との境には、明瞭な

一条の沈線がめぐる。脚部は、裾方向にゆるやかに拡がり、脚端部で折り曲げて横ナデ調整を加える。

脚部中央には浅い沈線が二条めぐる。杯部底部の調整は、ラセン状の2回転へラ削り調整である。湖西

編年Acで第Ⅳ期第1中期に相当する。8－20は須恵器高杯の杯部片である。推定口径156mmを測る。半

楕円形で、ゆるやかに内湾して立ち上がり、口綾部端は折り曲げることなく、そのまま丸くおさめる。

口唇は水平に面取りしている。湖西編年Adで第Ⅲ期第2中期に相当する。8－21は墓前域から検出した

小型の提瓶である。推定口径49mm、胴部最大径94mm、器高125mmを測る。体部はほぼ円形状で、口径

部は、外上方にやや開き気味に立ち上がる。口緑部端はそのまま丸くおさめる。本来、肩部につくべき

一対の突起状の取っ手は欠失している。体部には、円形状のカキメが施されているが、やや雑である。

提瓶本来の機能を考えた場合、小型であること、そのこと自身が退化を意味する。8－22は墓前域から

検出した須恵器大喪である。破片状態での検出であったが、破片の大半は散在しての検出ではなかった。

底部を除いてほぼ復元することができた。推定口径390mm、最大径651mm、残存高813mmを測る。底部

は尖底であると思われる。体部は肩が張ることなくゆるやかに内湾する。口頚部は真っ直ぐ外上方への

びる。口緑部端は、強い横ナデ調整により上下に三角形状の断面となる。口緑部直下には断面三角形状

の凸帯がめぐる。そり下に縦2列に櫛措き波状文がめぐる。沈線は確認できないが、遠考研編年で第Ⅴ

期のものと思われる。8－23・8－25は墓前城から検出した土師器杯身である。8－23は推定口径160mm、

器高35I皿を測る。かなり扇平で盤に近い形状である。平ら気味の底部から、ゆるやかに外上方にのび

上がり、口緑部端でやや外反して丸くおさめる。8－25は口径104mm、器高31mmを測る。体部の立ち上

がりは、ゆるやかに内湾して外上方にのび上がり、口綾部端は丸くおさめる。2つとも器面の磨耗が激

しく、調整観察できない。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓の玄室内からはわずかな須恵器しか検出しなかったので、築造時期を特定することは難しい。

f単位群の中心に占地するA－15号横穴墓と玄室の規模およびつくりが似通っていることから、g単

位群の中心に占地する本横穴墓はやはり、7世紀前半代に築造されたものと思われる。墓前城からは遠

考研編年で第Ⅳ期前半・後半および第Ⅴ期の初め頃の3時期にわたる土器を検出した。これらは、埋葬

後の墓前祭祀儀礼にともなう土器群であると思われる。したがって、墓前城で検出されたこれらの土器

群の時期が、本横穴墓の築造時期に直接結びつけることはできないが、時期的には矛盾しない。迫葬に

関しては、人骨鑑定の結果からはなんともいえないが、玄室内の粘板岩の下から歯を検出したことから、

何回かの追葬が行われたものと思われる。
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19）A－19号横穴墓（第29図，写真図版20）

①保存状態

調査前からすでに開口していた。50cmほどあいた開口部分からは、玄室内の奥壁にまで達する多量

の流入土が観察できた。墓前域からは、掻きだされたような状態で河原石がいくつか検出され、羨道部

には7個の封鎖石が据え置かれているだけであったこと、中からは遺物がほとんど検出できなかったこ

とから、本横穴墓は盗掘等の撹乱行為を受けていたものと思われる。

（塾玄室

平面形は、縦長の隅丸長方形を呈する。袖部の位置については、玄門ライン付近の側壁面が剥落して

いるため、特定することが困難である。ただし、床面直上で岩が張り出していて、そこを境にして両方

向の壁面の角度が変わっている。その他に、天井部の曲面状況を勘案して、玄門ラインを設定した。玄

室全長は2．47m、奥壁部幅1．26m、中央部幅1．83m、開口部幅1．71mを測る。中央での天井の高さは

1．66mである。奥壁の床面標高は59．69m、主軸方位はN－580－Wである。床面は、奥壁直下を最高位

として羨道部方向へゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は40　を測る。玄室内では小さな河原石やい

くつかの粘板岩を、かなり浮いた状態で検出した。いずれも15cmほど現床面よりも高い。壁面の床面

直上に整形痕がまったく確認できないことから、調査の際に床面を削りすぎている。結局、硬い粘土層

の間層に入っている軟らかい砂質土層を、この層の斜行に沿って削りすぎたために、玄室内には不規則

な段差ができてしまった。玄室内の河原石や粘板岩のある高さ前後が、原床面であったと思われる。奥

壁は、尖頭アーチ型で尖頭部分がかすかに残っている。両側壁とは角度をはっきりと変え、稜線もしっ

かり走っている。ただし、床面直上付近ではあいまいになり、両壁面はゆるやかな湾曲で連続している。

立ち上がりは、天頂部まで内傾しつつも直線的にのびている。側壁の立ち上がりは、天井部裾に向かっ

て内傾しつつ、大きくゆるやかに湾曲している。横への拡がりは、ゆるやかな湾曲でそのまま羨道部へ

と自然に移行している。袖部は、不明瞭であり玄室と羨道部の区別がつけにくいが、左側壁の張り出し

た岩と側壁の壁面のわずかに内湾気味に変化する箇所と、天井部の下がり具合とから、袖部を設定して

みたが、完全に退化している。天井部は、主軸方向に沿って剥落しており、玄門ライン付近はとくに激

しい。天井の稜線は、奥壁際から玄門ラインに達する1本の線が天井を通っていたはずであるが、奥壁

際からわずかに10cm確認できるだけである。

③羨道部

玄室内の壁面の状態がわりと良好であったのに対して、羨道部は剥落が激しい。羨道部断面図が、玄

室からみると左に傾いているのはそのためである。羨道部全長は2．79m、玄門部幅1．28m、中央部幅

0．79m、羨門部幅0．97m、中央での天井の高さは1．29mであるが、元はもう少し低かったものと思わ

れる。床面は羨門に向かってゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は20　を測る。その断面形は、アー

チ型を想定する。閉塞施設は羨門付近に2つ、羨道部やや奥寄りに5つの封鎖石が原位置を保っている。

羨門と墓前城とのつながりは、120cmほどの比高差があり、スロープ状の段差となっている。

④掘削方法・工具

玄室内には胸の高さで幅10cmほどの暗褐色の層が、四囲をぐるりと帯状に取り巻いている。この層

にあたる壁面と羨道部の全域では、整形痕がまったく確認できない。それ以外の壁面には整形痕が良好

に残っている。整形痕の種類は大きく3種類に分けることができる。第1に、打ち込み用の刺突痕であ

る。玄室内全体に遺存していて、壁面に対して真上から下方向へ打ち込んでいる。ただし壁面の高いと

ころでは、右斜め上から左斜め下方向へと、作業姿勢にあわせて打ち込み角度を変えている。第2に、

調整用の平行ノミ痕である。玄室ほぼ全面にわたって、天井部裾から床上直上までの範囲で確認できる。

これは、5～10cmくらいの不整形なウロコ状の痕跡である。したがって、削りだす角度は真上から下

87



0　　　　」＝6〇・〇〇m　　　　2m

第29図　A－19号横穴墓実測図

方向へと削りだすものではなく、壁面の部位によって、斜め方向あるいは横方向からの削り出しもみら

れる。第3は、刺突痕ではあるが、打ち込むというよりも、壁面に対して並行となるような角度でかな

り強く突き刺している。刃部幅は2．0～2．5cmで、知り出しの角度は、右斜め上から左斜め下あるいは

右横から左横へと削り出している。場所は、右側壁の中央付近の胸高の位置に10個ほど残っている。

⑤墓前域

A－17号～A－19号横穴墓の3基で共有しあい、g単位群を構成する。本横穴墓は3基の中でも一
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番北端に位置する。g単位群の一番南側にあるA－17号横穴墓との羨門のレベル差を比べると150cm

ほどあるが、これは本墓前域が北に進むにつれて高くなる、斜面の勾配に起因するものである。また、

A－17号横穴墓の羨門が墓前域の中央方向を意識して、面を左に振っているのに対して、本横穴墓も

また墓前域の中央方向を向くように、羨門を右に振っている。単位群の緊密さの一つの表出方法である。

本横穴墓の右隣のA－20号横穴墓との間には、丘陵斜面から岩が張り出していて、両単位群の区画と

なっている。本横穴墓の墓前域からは、河原石が検出されたが、本横穴墓の閉塞施設の一部と思われる。

⑥遺物

9－1は須恵器の口頚部片である。本横穴墓ゆいいっの遺物である。本来は封鎖石が敷き詰めてあった

と思われる位置から検出した。推定口径71mmを測る。

（診築造年代・追葬

本横穴墓からは、築造時期を特定できる土器は検出していない。g単位群3基の中で、ただ一つ天井

形態が尖頭アーチ型であることが気にはなるが、単位群の右端に占地していることから、中心に占地す

るA－18号横穴墓の築造より後に築かれたものと思われる。迫葬に関しては不明である。

20）A－20号横穴墓（第30図，写真図版21・22）

①保存状態

調査前から開口していた。開口部が40cmほどあいていて、内部をうかがうことができた。流入土は

奥壁にまで達しており、厚く堆積していた。また、墓前城の覆土は2mを優に超えるものであり、重機

が進入できなかったこともあって、調査に大きな支障をきたした。また、本横穴墓は左隣のA－19号

横穴墓と右隣のA－21号横穴墓とのわずかな間隙に築造されているため、両横穴墓との距離は接近し

すぎている。その最接近距離は、玄室付近で左右ともわずかに20cm程度しかない。本横穴墓が全体的

に右方向にくびれているのは、隣の横穴墓との接触を避けるための工程上の配慮に基づくものと思われ

る。また、墓前城からは掻きだされて散乱した状態のいくつかの河原石を検出したので、ある時期に盗

掘等によって撹乱行為を受けたものと思われる。

②玄室

平面形は、横長の長方形であるが、左辺がやや長めであり、羨道部が途中から右方向にくびれている

ため、その影響が玄室にも及んでいる。玄室は横幅が十分であるのに奥行きがないため、非常に狭い空

間である。また、玄室の規模に対して、羨道部が異様に長い点も本横穴墓の特徴である。本横穴墓は不

十分ながらも両袖型である。玄室全長は1．26m、奥壁部幅1．83m、中央部幅1．90m、開口部幅1．39m

を測る。中央での天井の高さは1．34mである。奥壁の床面標高は61．05m、主軸方位はN－670－Wであ

る。床面は地山の斜行する互層による細かな段差があるものの、全体的には、奥壁直下を最高位として

玄室から羨道部へゆるやかに下がり、その傾斜角度は50　を測る。奥壁の断面形は、左右対称の尖頭ア

ーチ型である。尖頭部分の角は鋭角ではないがしっかり残り、左右の側壁との境を示す稜線も、右側は

床面までが、左側は腰高位の高さまで良好な状態で確認することができる。立ち上がりは、床面直上か

ら膝高位まではやや外反気味にのびるが、そこから上は内傾して直線状に天頂部へと達している。側壁

の立ち上がりは、床面直上から天井部まで胴張りを意識しつつ、ゆるやかに内傾している。袖部は左側

壁の場合、湾曲する壁面に十分な角度をつけることで、奥壁に対峠するような前壁を造作しており、袖

部の稜線も明確に縦に追うことができる。ただし、前壁は壁面の下半部はしっかり保っているが、天井

に近づくにつれて次第に弱くなってしまっている。一方右側壁は、前壁は明確ではなく、湾曲する壁面

に多少の面の向きを変えているだけであり、明確な袖部を造っていない。天井部は、奥壁側が高く、玄

門ライン側が最も低くなり、狭い玄室空間の中にあって、天井空間はより狭いものとなっている。尖頭
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アーチ型特有の稜線は天頂部にかすかに走っている。

③羨道部

羨道部は異様なほどの長さを呈し、全体としては右へとくびれてしまっている。また、羨門に向かう

につれて、天井部および左右両側壁が次第に狭まっていく。玄門ライン寄りの天井部が剥落しているが

残りは良好で、断面形はアーチ型である。羨道部全長は2．91m、玄門部幅1．23m、中央部幅1．03m、

羨門部幅0．53mを測る。中央での天井の高さは1．06mである。床面は羨門方向にゆるやかに下がり続

け、その傾斜角度は80　である。羨門と墓前城とのつながりは、段差がまったくなく、自然に移行して

いる。閉塞施設は3段目まで良好に遺存している。羨道部全体の1／2の範囲にぎっしりと積み上げてい

た。墓前城に散乱している河原石をここに充填すれば、封鎖石によって完全に閉塞することができる。

ただ、遺存している封鎖石は調査途中でも崩れてしまうほどで、その積み方は根石に大型の河原石を充

てているほかには何らの規則性はなく、乱雑な積み方である。迫葬時に封鎖石の積み替えが行われたこ

とを可能性として考えたい。

④掘削方法・工具

本横穴墓は本横穴群の中でも、良好に整形痕が確認できる。ただし、本横穴墓には羨道部および玄室

の玄門ライン付近で、横方向に走る断層のずれがみられる。この部分に関して、整形痕は確認すること

ができない。さて、実測図中にもできるだけ整形痕の遺存状況を図化してみた。ただし、奥壁や側壁の

壁面は全体に内傾しているのに対して、実測図は見通しで措かれているものであるから、壁面の上位部

に近づくほど、痕跡の長さは実際の整形痕の長さよりも短めの表現となっていることには注意を要する。

整形痕は大きく2種類に分けることができる。第1に、打ち込み用の刺突痕で、主に床面直上に床面と

並行してびっしりと残っている。刺突の角度は、壁面の上位部のものは真正面から、下位部のものは真

上から下方向に刺突している。床面直上に多くみられるのは、調整しにくい部位によるものと思われる。

第2に、調整用の平行ノミ痕である。壁の剥落や風化によって一部消失しているが、玄室および羨道部

の全面にわたって残っている。打ち込み用の刺突痕を丁寧に消しながら、調整用の平行ノミ痕がその上

を走っている。まず、奥壁は天頂付近にうっすらと平行ノミ痕が残っている。削り出し方向は、壁面の

際から中央に向かって、放射状に削り下ろしている。天井部の左側壁の場合、玄門ライン付近で平行ノ

ミ痕を9本数えることができる。1本の幅は8～10cmで、長さは20cmほどである。削り出し方向は、

左斜め上から右斜め下方向である。また、残りは悪いが、天頂部付近に左斜め上から右斜め下方向へ長

さ3～5cmと短めの平行ノミ痕が3本確認できる。天井部の右側壁の場合、うっすらとではあるが平行

ノミ痕が8本確認できる。削り出し方向は、右斜め上から左斜め下方向であるが、玄門ライン付近はそ

の逆で、左斜め上から右斜め下方向に変わっている。曲面を調整するための工夫が表れている。玄室の

左側壁の場合、玄門ライン寄りの腰高の位置にうっすらとではあるが、幅8cmで長さ30cmほどの平行

ノミ痕が5本残っている。また、天井部寄りにも長さ30cmほどの平行スキ痕が、真上から下方向に削

り出している。これは1回で削りだすのではなく、2回に分けて30cmずつの削り出しである。玄室の

右側壁は、腰高の位置に幅15cmほどの荒れた面が帯状に横に走っているが、その他は良好に残ってい

る。とくに玄門ライン寄りには平行ノミ痕がびっしりと残っていて、そのまま羨道部へと移行している。

1本の幅は均一ではなく8～11cmで、長さは70cmと長めである。奥壁寄りの3本は荒れた面の下から

しか残っていないので、長さは30cmと短めである。削り出しの角度は、奥壁寄りの3本がやや右斜め

上から削り出して、弓状にカーブしている。玄門ライン付近の平行ノミ痕は、真上から下方向にかけて

1回の削り出しである。中央付近は壁面が剥落していないにもかかわらず、平行ノミ痕を確認すること

ができない。羨道部の左側壁は、玄門ラインから羨門の手前までうっすらとではあるが、隙間なく平行

ノミ痕が確認できる。1本の幅は8cmがベースである。削り出し方向は、上半部が左斜め上から右斜め
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下が大部分で、下半部になると真上から下方向へ若干曲がっている。全てが天井部裾から床面直上まで、

一気に1回で削り出していて、長いものではその長さ97cmを測ることができた。なお、天井付近は壁

面の剥落のため整形痕の観察ができない。羨道部の右側壁は、左側壁以上にはっきりと残っていて、や

はり玄門ラインから羨門付近までに、隙間なく29本の平行ノミ痕を数えることができる。1本の幅は

4～10cmと均一ではない。削り出し方向は、右斜め上から左斜め下方向で、途中で真上から下方向へ

と向きを変えている。やはり、天井部裾から床面直上まで一気に1回で削り出していて、長いものでは

その長さが115cmもある。なお、天井付近は壁面の剥落のため整形痕の観察ができない。

・⑤墓前域

左隣のA－19号横穴墓の墓前城との間には、丘陵斜面から東へと3mほど張り出す地山によって、

分断されている。その張り出しは、右隣のA－21号横穴墓のあたりまで張り出していて、本横穴墓は

この張り出している部分を削りだすことによって、独自の墓前城空間を確保している。つまり、他の横

穴墓が急崖面と羨門とをほぼ一致させることで、横一列にきれいに配列されているのであるが、本横穴

墓は急崖面をかなり深く掘り崩した先に羨門をあけることで、結果として、他の横穴墓とほぼ同じ急崖

面に収まることとなったのである。仮に、この墓前域を造ることなく張り出し部分に横穴墓を築造する

と、本横穴墓だけが大きく東へ張り出したところに、羨門をあけることとなってしまったであろう。果

たしてこれが、横一列に収まることを第1の優先とする何らかの規制に基づくものであったのか、それ

とも独自の墓前域の確保が第1であったのか、いずれにしても、横穴群の中での横穴墓の占地を考える

場合の資料の1つとなるであろう。さて、その墓前域は羨門を頂点とするU字型を呈するもので、長さ

2m、奥行き2．5mほどである。ほぼ真東に向かって拓いており、かなりきつい傾斜で、前面に拡がる

急崖へと続いている。墓前域には、本横穴墓から掻きだされたようにして散乱していた河原石を検出し

たが、本横穴墓の封鎖石の一部と思われる。

⑥遺物

本横穴墓の遺物は、土器と鉄製品である。土器の場合、検出位置は羨道部と墓前城の2ヶ所に分ける

ことができる。羨道部からの出土状況はA－5号横穴墓と同様で、封鎖石の内側の床面に密着した状態

で出土し、しかも完形品が多い。おそらく、墓前祭祀が終了した時点で、祭祀に使用した土器群を一括

して供献し、その後の横穴墓への土砂流入により隠蔽状態にあって、後世の盗掘等のかき出し行為から

免れたものと思われる。これに対して、墓前城からの出土物は土師器が多い。墓前城からやや流れたよ

うな状態で出土したが、床面に密着して出土しているので、墓前城に供献された土器と考えられる。土

師器を中心として構成されていることは、墓前祭祀のあり方と何らかの関係があるものと思われる。

9－2は羨道部から破片状態で、9－3は墓前城から、9－4は羨道部から逆位でそれぞれ検出した須恵器

合子状杯蓋で口径サイズが近似している。9－4は9－5の合子状杯身とセット関係にある。9－2は推定口

径114mm、器高39mmを測る。9－3は口径112mm、器高44．5mmを測る。9－4は口径106mm、器高46mmを

測る。9－2は口径の割に器高が低い分、全体にやや扁平であり、天井中央部は弓張り状である。天井部

から口緑部にかけてはゆるやかに内湾するが、口縁部は下方に折り曲げて、垂直気味に下ろす。口緑部

端は丸くおさめる。天井部と口縁部との境には、浅い一条の沈線がめぐる。9－3と9－4は全体に半球形

ではあるが、天井中央部は平ら気味である。口緑部は折り曲げることなくゆるやかに内湾し、口縁部端

は丸くおさめる。9－3は、天井部と口緑部との境に沈線による稜がめぐる。天井部の調整は、9－2と9－

4は、ヘラ切り後の中央部は未調整で、その外周をかなり広めに、同心円状の1回転へラ削り調整であ

る。内面中央には顕著なロクロ目を残す。9－3の調整はヘラ切り後、丁寧な回転ナデ調整である。ロ緑

部外面には、粘土押し上げ痕が残る。9－5は羨道部から正位で検出したほぼ完形の須恵器合子状杯身で

ある。9－4の合子状杯蓋とセット関係にある。最大径112mm、器高93mmを測る。全体に半球形であり、
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第32図　出土土器実測図（10）A－22号横穴墓

第31・32図出土土器実測図（9）・（10）法量表 （単位：mm）　＜数値＞は推定価

図版 N（1 遺 構 ・層 位 種 別 器 型 ・分 類 口 径 最 大径 器 高 つまみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状 態 写真図版

9

1 A － 19号横 穴墓 須恵 器 不明 く7 1＞ く4 8＞ －
灰 白 口緑 部 2／3

－

2 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 合子 状 杯蓋 ＜1 1 4＞ 3 9 －
灰 白 2／3 3 7－1 2

3 A － 2 0号墓 前城 須恵 器 含子 状 杯蓋 1 1 2 4 4．5 － オリーア灰 2／3 3 8 －1

4 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 合子 状 杯蓋 1 0 6 4 6 右 灰 自 完形 3 8 －2

5 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 合子 状 杯 身 9 3 ＝ 2 4 3 左 灰 白 ほぼ完 形 3 9 －6

6 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 蓋 7 7 2 6 －
灰 白 1／2 4 3－4

7 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 脚 付 碗 10 1．5 9 9 9 1 －
灰 自 3／4 4 4 －6

8 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 通 1 0 0 10 6 1 16 3 1 右 灰 自 ほぼ完 形 4 8 －1

9 A － 2 0号横 穴墓 須恵 器 短 頚 壷 1 0 8 18 2 17 6 右 灰 自 完形 4 8－6

10 A － 2 0号墓 前域 須恵 器 大喪 く47 7＞ ＜4 0 6＞ －
灰 白 2／3 4 8－8

1 1 A ．－ 2 0号墓 前城 須恵 器 大喪 －
暗 灰 休部 片

－

12 A － 2 0号墓 前城 土師 器 杯 身 く1 1 1＞ く1 18＞ 4 4 －
橙 3／4 5 0 －9

1 3 A － 2 0号墓 前域 土 師器 杯 身 －
橙 1／5 4 9－1 2

14 A － 2 0号墓 前城 土師 器 碗 く1 0 7＞ く1 15＞ 6 8．5 －
黄 橙 1／3 4 9－1 3

t5 A － 2 0号横 穴墓 土師 器 高坪 1 5 4 12 2 1 00 －
黄 橙 完形 5 0 －1 0

16 A － 2 0号横 穴墓 土師 器 高坪 く4 6＞ く9 5＞ －
橙 坪部 欠　 脚 部 完形 4 9 －1 4

17 A － 2 2号横 穴墓 須恵 器 合子 状 坪 身 8 4．5 10 1 2 9 4 2 右 灰 完形 3 9－7

18 A － 2 2号横 穴墓 須恵 器 合子 状 坪 身 8 2 10 1 2 6．5 右 灰 完形 3 9－8

19 A － 2 2号横穴 墓 須恵 器 合 子 状 坪 身 8 2 9 9 3 3 右 灰 完形 3 9－9

2 0 A － 2 2号墓 前城 須恵 器 合 子 状坪 身 く8 2＞ く9 7＞ ＜2 6．5＞ 左 灰 1／3 －

2 1 A － 2 2号横穴 墓 須恵 器 合 子 状杯 身 8 0 9 6 2 8 4 7 右 灰 完形 3 9 －1 0

2 2 A － 2 2号横穴 墓 須恵 器 合 子 状坪 身 7 6．5 9 5 2 7 －
灰 白 完形 3 9 －1 1

10

1 A － 2 2号横穴 墓 須恵 器 平 瓶 16 7 く12 6＞ 9 5 右 明 青灰 休部 7／8　 ロ縁部 欠 4 5－4

2 A － 2 2号墓 前域 須恵 器 平 瓶 15 2 く1 0 3＞ 右 灰 白 休部 3／4　 ロ頸部 欠 4 5－5

3 A － 2 2号墓 前械 須恵 器 横 瓶 く1 2 8＞ ＜1 7 8＞ －
灰 黄 休部 1／1 0　 ロ頚 部 1／4 －

4 A － 2 2号 横穴 墓 須 恵 器 褒 －
灰 小片 －
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底部はやや平ら気味である。そこからゆるやかに内湾してのび上がり、口綾部端は丸くおさめる。内傾

する立ち上がりは、直線状である。底部の調整は、ヘラ切り後、その外周を同心円状の1回転へラ削り

調整である。9－6は羨道部の右側壁際から、2つに割れた状態で検出した須恵器瓶蓋片である。口径77

mm、器高26mmを測る。天井部は丸みをもち、ゆるやかに内湾して外下方にやや開き気味に下がる。口

緑部端は丸くおさめる。口緑部内面には浅い段がめぐる。天井部の調整は、へラ切り後中央を回転へラ

削り調整して、その外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。9－7は羨道部の右側壁際から破片状

態で検出され、接合の結果ほぼ完形となった小型の須恵器脚付境である。口径101．5mm、底径91mm、

器高99mmを測る。半球形というよりも墳形に近い杯部は、ゆるやかに内湾して外上方にのび上がり、

口縁部はやや開き気味に直線状に立ち上がる。口緑部端は丸くおさめる。杯部底部と口緑部との境には、

浅い一条の沈線がめぐり、口緑内面にも浅い一条の沈線がめぐる。短い脚部は、ゆるやかに拡がり、脚

端部で強く折り曲げて、横ナデ調整する。脚部中央には、退化した極めて浅い沈線が三条めぐる。杯部

底部の調整は、回転へラ削り調整である。9－8の須恵器地は、口径100mm、胴部最大径106mm、器高

116mmを測る。羨道部の一括出土品の一つで完形品である。口径と胴径がほぼ同じずんぐりした形状で、

肩はゆるやかに張るが、稜は認めえない。注口部は突出する。口緑部端は水平に面取りされている。底

部へラ削り調整は同心円状の4回転へラ削り調整で、胴部2／3にまで及んでいて、古式の様相をもって

はいるが、沈線も文様も施されていない。これらのことから、遠考研編年で第Ⅳ期前半のものと思われ

る。9－9は羨道部から検出した須恵器短頸壷である。流入した土砂の重みで破片となっていたが、接合

で完形となったもので、非常に丁寧なつくりである。口径108mm、胴部最大径182mm、器高176mmを測

る。全体に半球形である。やや平ら気味の底部から、ゆるやかに内湾して立ち上がる。口頚部は短く、

口緑部端は横ナデ調整で断面三角形状とする。肩部には浅い一条の沈線がめぐる。底部の調整はラセン

状の回転へラ削り調整で、体部の1／3にまで及ぶ。9－10は墓前城から検出された須恵器大喪である。

体部上半および口頚部を欠失している。推定最大胴径477mmを測る。9－12は墓前城から検出されたほ

ぼ完形の土師器杯身で、須恵器合子状杯身を模倣したものである。推定口径111mm、推定胴部最大径

118mm、器高44mmを測る。全体に深みがあり半球形で、底部は平底気味である。ゆるやかに内湾して

外上方へのび上がり、受け部端で屈曲してやや内傾するが、直線状にのびる立ち上がりを呈する。口緑

部端は丸くおさめる。器面の磨耗が激しく、調整観察はできない。最大径からすると遠考研編年で第Ⅳ

期前半のものと思われる。9－14は墓前城から検出された土師器境である。全体に半球形である。丸い

底部からゆるやかに内湾して外上方に立ち上がり、口緑部端はすぼんでいるがやや外反し、丸くおさめ

る。器面の磨耗が激しく、調整観察はできない。9－15と9－16は羨道部の右側壁際から検出された土師

器高杯である。9－15は杯部と脚部とに分かれていたが、接合の結果完形となった。口径154mm、底径

100mm、器高122mmを測る。杯部は半楕円形であり、ゆるやかに内湾して外上方へと立ち上がり、口縁

部端は丸くおさめる。短い脚部は裾方向に拡がり、脚端部は横に引き出して丸くおさめる。券面の磨耗

が激しくて、調整観察はできない。9－16は脚部のみで杯部は欠失している。推定底径95mmを測る。形

状については9－15とほぼ同じである。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓の羨道部から検出した土器は、遠考研編年で第Ⅳ期前半のものが中心である。これらの土器

群は、埋葬後の墓前祭祀儀礼の際に使用されたものと思われることから、本横穴墓の築造時期と必ずし

も一致するものではない。左隣のA－19号横穴墓との接触を避ける工程上の配慮がみられること、玄

室の規模が退化気味で比較的狭いことからすると、本横穴墓の築造時期は7世紀前半から中葉にかけて

造られたものと想定する。迫葬に関しては不明である。
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21）A－21号横穴墓（第33図，写真図版23）

（り保存状態

調査前から開口していた。開口部分は70cmほどで、奥壁まで達する流入土が厚く堆積していた。壁

面から水が染み出し、流入土はぬかるんでいて泥状態であった。また、玄室内は苔が一面に繁茂してい

るので、かなり早くから開口していたものと思われる。本横穴墓は、かなり高い位置に築造している。

左隣のA－20号横穴墓の墓前域との比高差は2．5mほどもある。本横穴墓は羨道部に相当する空間が、

まったく欠失している。現在目にすることのできる本横穴墓の開口ラインは羨門ではなく、玄門ライン

付近の断面をみている。さらに本横穴墓の墓前域はまったく残っていない。最初からなかったのではな

く、丘陵斜面の崩壊によって、羨道部や墓前城は下の斜面へと流されてしまったものと思われる。羨道

部がなく、長い間吹きさらしの状態にあった本横穴墓内部の遺存状況は決して良いものではなかった。

②玄室

平面形は縦長の隅丸長方形を呈する。右辺がやや外側へと膨らんでいるのは、壁面の剥落によるもの

である。袖部については、壁面の残り具合が悪くて確認しにくいが、平面図からも袖部らしい湾曲した

面が確認できるので、ここを玄門ラインとして設定してみた。玄室全長は2．05m、奥壁部幅は推定で

1．32m、中央部幅1．69m、開口部幅1．13mを測る。中央での天井の高さは1．98mであるが、天井部は

かなり崩壊しているので、元はかなり低かったものと思われる。奥壁の床面標高は62．23mで、主軸方

位はN－630－Wである。床面は、奥壁直下を最高位として玄室から羨道部へとほんのわずかに下がり、

その傾斜角度は10　である。床面には地山の斜行する互層によっていくつかの柵かな段ができている。

奥壁上半部は剥落していて旧状を留めていないが、下半部は比較的良好である。立ち上がりは、床面直

上から胴張りをともなって垂直状に天井部裾までのび続け、そこから先は湾曲して天井部へと連続して

いる。横への広がりは、左右側壁との間はゆるやかに湾曲している。左側壁は胸高までは良好に残って

いる。立ち上がりは奥壁と同じである。横への拡がりは平板状であるが、玄門ライン付近では壁面の凸

状の張り出しがあり、袖部として造作したのかもしれない。右側壁の上半部は剥落が激しく、床面直上

は壁面から染み出る水によって浸食され、大きくえぐられている。立ち上がりは左側壁と同様である。

横への拡がりは全体に大きく湾曲しているが、本来は平板であったと思われる。玄門ライン付近は、左

側壁同様にひとまわり小さい凸状の張り出しをかろうじて確認できる。天井部の断面形態は、おそらく

ドーム型であったと思われるが、天井部自体からはそれが確認できないほど、長円形状に大きく剥落し

てしまっている。元の天井部の高さは、左寄りで80cm、右寄りで50cmほど下にあったものと思われる。

③羨道部　　　．

天井がまったく残っていなくて、左右の側壁も腰高くらいまでしか残っていない。床面は残っている

が、それが羨門まで残っているのかどうかわからない。羨道部全長は、現状で残っている床面を計測す

ると1．42m、玄門部幅0．88m、中央部幅0．78m、羨門部幅0．47mを測る。床面は平板でほとんど水平

状態であって、その傾斜角度は00　である。外側から開口ラインをみるとかなり左へと傾いているが、

壁面の剥落によるものである。ちなみにこの開口ラインは、先述した通り、本横穴墓の羨門ではなく玄

室と羨道部との境目の断面が露出している。閉塞施設は何も検出していない。本横穴群の閉塞施設の大

半が河原石による封鎖石であることから、本横穴墓も封鎖石で閉塞したと思われる。

④掘削方法・工具

かなり早くから開口していたために、壁面は苔が自生し、整形痕の残り具合は悪い。それでも、打ち

込み用の刺突痕と調整用の平行ノミ痕の2種類が観察できる。刺突痕は玄室内に散在し、真上から下方

向へ打ち下ろされている。しかし、いずれも風化してしまい朽ちかけている。平行ノミ痕は、右側壁の

奥壁寄りと左側壁の中央付近にいずれも2本ずつがうっすらと残っている。
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第33図　A－21号横穴墓実測図

⑤墓前域

本横穴墓には墓前城に相当する平場がない。左隣のA－20号横穴墓から続いている丘陵斜面の張り

出しがあって、その張り出しは、急な傾斜でそのまま前面に拡がる急崖へと連続している。また、A一一

20号横穴墓の墓前城とはレベル差が2．5mもあり、しかもA－20号横穴墓の墓前域は、1基単独として

築造されているのであるから、本横穴墓との共有を考えるのは不可能である。ちなみに、本横穴墓の北

側の状況は、本横穴墓の前にある張り出しが自然に丘陵の急崖へと続き、j単位群との共有関係を考え

ることも不可能である。結局、本横穴墓の墓前域は、ある時期に丘陵斜面の崩壊とともに急崖へと押し

流されてしまったものと思われる。

⑥遺物

何も検出していない。

⑦築造年代・迫葬

本横穴墓の遺構は半壊し、墓前域は全壊で、しかも遺物は何も検出していない。したがって、築造時

期を特定することができない。迫葬についてもまったく不明である。
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22）A－22号横穴墓（第34図，写真図版24・25）

①保存状態

A－22号～A－24号横穴墓の3基は共有関係にある。しかし、その発見は調査開始からかなり遅れ

た時期となってしまった。A－21号横穴墓とA－25号横穴墓との間には、丘陵斜面からのびる急な傾

斜があって、それがそのまま東側に拡がる崖面へと連続していたので、A－22号～A－24号横穴墓の

3基の存在をまったく予想していなかった。作業用通路を確保するために急斜面の表土を除去し始めて

まもなく、河原石が散乱した状態で検出したことが発見につながった。本横穴墓は未開口と思われたが、

封鎖石の上半部分は取り外され、墓前域には河原石が散乱していた。これが盗掘等の撹乱行為によるも

のなのか、あるいは追葬の際に取り外されて、そのまま遺棄されてしまったものなのかは不明である。

②玄室

平面形は隅丸の方形であるが、奥壁幅が開口部幅に比べて若干広くなっていて、逆台形となっている。

玄室と羨道部とを区別するための段差はないが、両袖部がしっかり設計されている。玄室全長は2．14

m、奥壁部幅2．29m、中央部幅2．08m、開口部幅1．66mを測る。中央での天井の高さは1．75mで、奥

壁の床面標高は60．32mで、主軸方位はN－770－Wである。床面は、地山の斜行する互層によって細か

な段差がみられるが、全体としては、奥壁直下を最高位として玄室から羨道部へとゆるやかに下がり続

け、その傾斜角度は10　を測る。床面には、奥壁直下の中央付近に10cmほど床面から浮いた粘板岩と、

床面に密着した河原石をそれぞれ1つずつ、左側壁直下で奥壁寄りの位置と右側壁直下の玄門ライン付

近に、床面に密着した河原石をそれぞれ1つずつ検出した。これらは棺座として使用されたものを隅の

方へ片付けたものと思われる。また、玄室の玄門ライン寄りからは、人骨片を2層にわたって検出した。

骨粉化していて取上げが困難であり、埋葬遺体の方向を推定することはできなかった。奥壁の断面形は

左右対称の尖頭アーチ型であるが、尖頭部分はあまり尖ってはいない。両側壁とは面の角度をしっかり

つけている。立ち上がりは、全体に内傾をみせ、天井部まで垂直気味にのびている。左側壁は全体に平

板状に拡がっているが、玄門ラインではしっかり湾曲させて前壁を造っている。立ち上がりは、腰高ま

ではほぼ垂直にのび上がり、そこから上は大きく内傾させてゆるやかな湾曲をみせ、天井部裾へ連続し

ている。右側壁は平板状であるが、玄門ライン付近でかなり内側に湾曲させて前壁を造っている。この

前壁自体は、左側のそれに比べると多少甘く造られている。立ち上がりは左側壁と同じである。天井部

は尖頭アーチ型特有の天井稜線は確認できない。壁面の剥落・風化を考慮したとしても最初から稜線は

なかった可能性が高い。また、奥壁とは対照的に、玄門ライン側には尖頭アーチ型としての整形がみら

れず、むしろドーム型天井のようになっている。

③羨道部

断面形はアーチ型である。玄門ラインで最も高く、羨門へ向かうに従って天井・左右側壁ともに狭く

なってはいるが、その分床面の勾配もついているので狭さはあまり感じられない。羨道部全長は2．26

m、玄門部幅1．26m、中央部幅0．94m、羨門部幅0．56mを測る。中央での天井の高さは1．07mである。

床面はほぼ平板状で羨門に向かってゆるやかに下がり続けていて、その傾斜角度は60　を測る。羨門と

墓前域とのつながりは、段差もなく自然に連続している。閉塞施設は、4段目までが良好に残っている。

羨門から羨道部の1／2の範囲内に、断面三角形状に積まれている。全体に河原石の大小を考えない不規

則な積みかたであり、根石の置きかたも不自然であるので、迫葬の際に積み直ししたことが考えられる。

④掘削方法・工具

全体に整形痕の遺存状態は良く、3種類の整形痕が確認できる。第1は打ち込み用の刺突痕で、玄室

全体の床面直上付近を中心として良好に残っている。壁面に向かって大体真上から下へと突き刺すもの

で、上位部では右斜め上から左斜め下方向が多くなる。第2は調整用の平行ノミ痕で刺突痕を消すよう
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に壁面に対して平行に削り出している。刃部幅は5cm幅と10cm幅の2種類の工具が用意されていて、

奥壁に数本確認できる。左側壁は天井部裾から床面直上まで良好に残っている。一気に削り下ろすので

はなく、天上裾部から腰高の高さまでで1回と、そこから床面直上までの1回である。削り出しの方向

は、上位部は左斜め上から右斜め下方向で、下位部は真上から下方向に削り出して、途中でカーブして

右斜め上から左斜め下方向へと向きが変わっ七いる。1本の幅は10cmで、18本数えることができる0

右側壁も良好に残っていて、一部は天頂部まで確認することができる。全部で19本数えることができ、

左側壁の平行ノミ痕が2回に分けての削り出しであるのに対して、こちらは1回で一気に削り出してい

る場合もある。幅は均一ではなく、13cm幅の広いところもあるが、10cm幅が最も多い。平行ノミ痕の

痕跡の断面形が弓張り状ではあるが、その中に条痕線が入っていることから、工具の刃こぼれが確認で

きる。第3は刃部幅2cmの平刃で、奥壁の天頂部付近や玄門ラインの前壁付近で特に丁寧な整形を必要
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とする部位で、細かい運動によって削りだすようにしてできた痕跡が確認できる。

⑤墓前域

A－22号～A－24号横穴墓の3基で墓前域を共有しあい、j単位群を構成している。この墓前域は

長辺7．5m、奥行き2mほどの長方形を呈し、東方向に拓いている。これより先は、自然の急崖斜面と

なっている。床面は、地山の斜行する互層によっていくつもの段差ができていて、急斜面に墓前城を築

造したため、平場らしきスペースは非常に狭い。本墓前城の両側のいずれもが、丘陵斜面から続いてい

る張り出しによって、その縁辺がさえぎられていることからもわかるように、この墓前域は本横穴群の

・中でも、地形的にかなり孤立した空間に位置している。また、本横穴墓の手前の墓前城から、河原石を

3個検出したが、おそらく本横穴墓の封鎖石の一部と思われる。

⑥遺物

本横穴墓からは、鉄製品と須恵器10点および人骨片を検出した。玄室内から合子状杯身を5つも検

出し、それに対応する杯蓋を1つも検出しなかった。祭祀や葬送儀礼などの公的な場では、杯蓋と杯身

とはセットで使用されていることから、一つの疑問としたい。9－17・9－18・9－19・9－20・9－21・9－22

の6つは須恵器合子状杯身である。9－20は墓前域から検出された底部欠損の破片であるが、それ以外

は玄室内からで、すべて完形である。9－17・9－18が正位で、9－19・9－21・9－22は逆位で検出した。9－

17は最大径101mm、器高29mmを測る。9－18は最大径101mm、器高26．5mmを測る。9－19は最大径99

nm、器高33mmを測る。9－20は推定最大径97mm、残存器高26．5mmを測る。9－21は最大径96mm、器高

28mmを測る。9－22は最大径95mm、器高27mmを測る。いずれも器高が低く、扁平である。平ら気味の

底部から、ゆるやかに内湾して外上方へとのび上がるが、9－17・9－19・9－21・9－22は端部でやや外反

する。内傾する立ち上がりは、いずれも短く、口縁部端よりわずかに出る程度である。9－19と9－22は

先端でやや外反する。底部の調整は2つに分けることができる。ヘラ切り後、中央部分に粘土を追加し

てナデ調整しているのが9－22である。その他の5つについては、ヘラ切り後、その外周を同心円状に

回転へラ削り調整している。1回転が9－17・9－18・9－20で、2回転が9－19である。9－21は1回転し

きれず3／4で留まっている。10－1と10－2は須恵器平瓶である。10－1は玄室の右側壁際の床面から据え

置かれた状態で検出した。袖部付近の壁際に、片付けられたようにして置かれていることは、葬送儀礼

終了後、同位置に片付けられたものと思われる。体部は完形であり、口縁部だけが周縁を上手に打ち欠

いたようにして欠損している。このような状況は、土橋横穴群第3号・第4号横穴から出土した短頸壷

やハソウにも通じるものであり、何らかの理由で破損行為を受けたことが分かる。胴部最大径167mmを

測る。全体に楕円形状であり、底部は平底気味である。肩部は張らない。10－2は墓前城からの検出で

ある。口頚部を欠失している。胴部最大径152mmを測る。全体に半球形であり、10－1よりも丸みを帯

びている。底部も丸底で、肩部は張らない。底部の調整は、いずれもラセン状の回転へラ削り調整で、

体部の1／3にまで及ぶ。いずれも体部の接合が丸みを帯びていることから、遠考研編年で第Ⅳ期後半の

ものと思われる。10－3は墓前城から検出した須恵器横瓶である。口頚部と体部のほんの一部が遺存し

ており、かろうじて横瓶と認めえる。推定口径128mmを測る。口頚部は短く、口緑部端は、横ナデ調整

で上下に引き延ばし、断面三角形状とする。体部外面には、カキ目調整がみられ、一部に平行タタキ目

痕が残る。口縁部端のつくりから、遠考研編年で第Ⅴ期の初め頃のものと思われる。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓から検出した土器は、遠考研編年で第Ⅳ期前半と後半の2つに分けることができる。その築

造時期は右隣のA－23号横穴墓にわずかに遅れて、7世紀半ばを少し過ぎた時期としたい。追葬に関し

ては、人骨鑑定の結果では何ともいえないが、人骨片が2層から検出していることから、追葬は何回か

行われたことが確認できた。
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23）A－23号横穴墓（第35図，写真図版25）

①保存状態

本横穴墓を含むA－22号～A－24号横穴墓の3基は、作業通路を設営するための表土除去作業の際

に、偶然に検出したものである。完全に埋没していて、崩落した土砂が墓前域に厚く堆積し、封鎖石の

上半部が欠失していた箇所から玄室の奥壁近くにまで、流土が入り込んで堆積していた。玄室・羨道部

の壁面のいずれも剥落や風化が激しく、整形の粗雑さとあいまって、非常に荒れた壁面である。また、

左隣のA－24号横穴墓と近接した距離にあったためと、A－24号横穴墓の主軸方向が左方向にやや振

れていたために、お互いの玄室どうLが密着してしまい、両者の間には大きな貫通穴があいてしまって

いる。なお、奥壁の下半部には、小動物による爪痕がたくさんみられることから、本横穴墓はある期間

開口していたが、その後丘陵斜面の崩落等によって埋没したものと思われる。

（参玄室

平面形は横長の隅丸長方形であるが、玄室右側壁に大きな貫通穴があいてしまっている。全体として

は、主軸方向そのものが右方向にやや振れている。また、小空間の玄室に対して、羨道部が非常に長め

となっているが、むしろ玄室規模が小さすぎると考えたほうが良いであろう。玄室内の調査をしていて

も、頭はつかえてしまうし、体の向きを反転させるのも容易でないほどの玄室の狭さである。なお、本

横穴墓は、それほど明確ではないが両袖型である。玄室と羨道部とを区画するための床面段差はない。

玄室全長は1．07m、奥壁部幅1．52m、中央部幅1．61m、開口部幅1．10mを測る。中央での天井の高さ

は0．89mである。奥壁の床面標高は60．44mであり、主軸方位はN－730－Wである。床面は、全体とし

ては平板状であり、奥壁床面を最高位として、玄室から羨道部方向へゆるやかに下がり続けている。そ

の傾斜角度は20　を測る。奥壁は剥落・風化で状態は悪い。とくに右側壁の欠失により、右寄りの面は

非常に荒れてしまっている。断面形はアーチ状である。左側壁も壁面が非常に荒れていて、粗雑な感じ

がする。整形したかどうか確認できないほど、壁面の剥落が激しい。立ち上がりは、床面に対して直交

に立ち上がり、天井の低さも関係して、全体に内傾度が強めで湾曲して天井部へと続いている。横への

拡がりは、全体にゆるやかに湾曲して拡がっている。湾曲する壁面に多少の変化があるのは、袖部の前

壁を意識したものと思われる。右側壁は右隣のA－24号横穴墓との間に大きな穴があいてしまい、そ

れも右壁面の空間以上に大きく開いてしまっているので、壁面はまったく欠失している。玄室と羨道部

との境としての湾曲する壁面が、袖部前壁としてかろうじて残っているだけである。この袖部は左に比

べると前壁がしっかりしており、奥壁と対峠する向きに整えられている。しかし、いずれにしても両袖

部はかなり粗雑な造りである。これは袖部の退化として考えるよりも、玄室空間の狭さ、天井の低さか

らくるものであって、工程上十分な作業スペースが確保できなかったことによるものと思われる。天井

部は壁面の剥落・風化でかなり粗さが目立っている。断面形は、奥壁・両側壁の立ち上がりおよび天井

部の状況からして、かなり扇平なドーム型を呈するものと思われる。

③羨道部

壁面の粗雑さが目立つが、その断面形はアーチ状である。羨道部全長は2．10m、玄門部幅0．96m、

中央部幅0．70m、羨門部幅0．67mを測る。中央での天井の高さは1．00mであるが、元はもう少し低か

ったものと思われる。床面は平板状であり、羨門に向かってゆるやかに下がっている。その傾斜角度は

50　を測る。羨門と墓前域とのつながりは、段差のない連続する面で自然につながっている。閉塞施設

は比較的良好に残っていて、3段目までを確認することができる。大きな河原石を一段目に据えるよう

な工夫はみられないが、一つ一つの河原石の形状やそれぞれの大小を活かして、隙間が最小限となるよ

うな積み方である。その断面形は、奥寄りが若干崩れてしまってはいるが、ほぼ長方形を呈していたも

のと思われる。
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④掘削方法・工具

壁面全体に剥落・風化が及んでいて、整形痕の残り具合はあまりよくない。大きく分けて、2種類の

整形痕に分けることができる。第1は、打ち込み用の刺突痕で、玄室にわずかに残っている。いずれも

真上から下方向への打ち込みである。第2に、調整用の平行ノミ痕である。残り具合は悪く、うっすら

と残っている程度である。天井部の奥壁との境あたりや玄門ライン付近、羨道部の両側壁下半部で確認

できる。1本の幅が8cmで削り出しの長さが5～20cmほどと短く、削り出しの方向は、真上から下方

向へと削り出している。また奥壁の中央付近から右寄りの壁面には、細かい引っかき庇がたくさんあり、

小動物の爪によってできたものと思われる。
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⑤墓前域

A－22号からA－24号横穴墓の3基で共有しあっている。本墓前域はかなり急斜面に造られている

ために、平場としてのスペースが十分に形成されていない。また、地山の斜行する互層によって細かな

段差ができ、階段状となってしまっている。その中にあって、本横穴墓としての墓前域の特徴は、両サ

イドの横穴墓よりも一段高いレベルを維持している。左右両隣の横穴墓は、墓前域をかなり深く掘り込

んでいるのに対して、本横穴墓の墓前域は一段高く、踊り場状の平場を確保している。とくに、右隣の

A－24号横穴墓は、自分の墓前城の拡がりを明確にするかのように、この踊り場状の平場直下まで掘

り込んでいて、両者の段差は左隣との接続がスロープ状であるのに対して、階段状仕立てとなっている。

⑥遺物

全く検出していない。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓から遺物を何も検出していないことから、その築造時期を特定することは難しい。j単位群

の3基の横穴墓の中にあって、その中心に占地していることから、単位群の中では最初に築造されたも

のと想定したい。本横穴墓と左右両横穴墓の墓前域の切りあい関係や、右隣のA－24号横穴墓が本横

穴墓との接触を避ける配慮を示していることからも判断できる。ただし、単位群で最初に築かれたにし

ては、玄室が小型横穴墓なみに小さいことが気にかかる。築造時期については、両隣の横穴墓のそれを

参考にすると、7世紀半ばに築造したものと思われる。迫葬に関しては不明である。

24）A－24号横穴墓（第36図，写真図版26）

①保存状態

事前踏査では確認されず、調査途中、作業員の通路確保のための表土除去の際に、全く偶然に発見さ

れたものである。墓前域にはかなり多量の土砂が堆積していて、本横穴墓の封鎖石の欠失していた箇所

から、土砂が玄室の奥深くにまで入り込んでしまっていた。人骨の出土状況と、出土した須恵器2点が

ほぼ原位置を留めていて、遺存状態も良好であったことから、迫葬後の早い時期に斜面の崩壊を受けて

埋没してしまったものと思われる。ただし、封鎖石の上半部が欠失していて、残っている封鎖石も一部

崩れている状況が確認できること、河原石が羨道部に1個あったこと、そして左隣のA－23号横穴墓

との間に、人が出入りするのには十分すぎるくらいの穴があいてしまっていること、そして追葬行為が

あった割にはやや遺物が少ないことから、あるいは盗掘等の撹乱行為を受けていたのかも知れず、まっ

たくの未盗掘横穴墓であったとはいいきれない。

②玄室

平面形でみる限り、奥壁幅が最も広く、玄門ラインに向かうにしたがって徐々に狭まっていき、しか

も玄室と羨道部との境がないので、全体としてはフラスコ型である。しかし、玄室に限ると、玄室と床

面との区画のための段差があり、天井部でも玄門ラインを設定することができるので、平面形は逆台形

を呈するものと思われる。本横穴墓は天井が非常に低くて、玄室の規模に比べて羨道部の長さががその

およそ2．5倍もの長さを保っている。この2つの状況は、左隣のA－23号横穴墓とも相通ずるもので

ある。羨道部の途中から右側壁が外方向へと大きく拡がっていて、ややいびつな形となっている。これ

は、おそらく掘削の途中で左隣のA－23号横穴墓と接触してしまい、穴があいてしまったことから、

被害を最小限に食い止めるために採った工程上の配慮によるものと思われる。玄室全長は1．39m、奥

壁部幅1．86m、中央部幅1．67m、開口部幅1．51mを測る。中央での天井の高さは1．27mである。奥壁

の床面標高は60．30mで、主軸方位はN－800－Wである。床面はほぼ平板状で、奥壁直下を最高位とし

て玄室から羨道部方向へやや急な角度で下がり続けている。その傾斜角度は90を測る。床面には、奥
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壁から80cmほどの所に、主軸ラインと直交する方向で段差が設けてある。これは本横穴群に通有する

もので、玄室と羨道部とを区画するための段差である。また、玄室床面には張り床と思われる粘板岩が

横たわっていた。天井部からの剥落を利用したものと思われる。この粘板岩の上部面から、あるいは粘

板岩を除去して精査してみた結果、その下の層といずれの層からも人骨片が検出されたことから、この

粘板岩が棺座としての機能を果たしていたことが確認され、と同時に、本横穴墓では何回かの追葬が行

われていたことも確認できた。奥壁は横への拡がりはほとんど直線的であり、左右の両側壁との間にも

明確な角度が保たれている。立ち上がりは、床上直上付近で若干奥へと深くえぐられてはいるが、やや

内傾しながら、天井部裾までほぼ直線状にのび上がりつづけ、そこから先は大きくゆるやかに湾曲させ

て天井へとつなげている。なお、左寄りについては湾曲して天井へとつながるのではなく、ひさし状の

張り出しがあり、それがそのまま天井へとつながっている。左側壁は、左隣のA－23号横穴墓との間

に大きな穴があいてしまっている。玄室中央付近から玄門ラインを超える範囲と、天井部あたりから床

面直上20cmほどの高さの範囲にまで及ぶもので、縦75cm、横90cmの大きさである。本横穴墓の掘削

途中であいてしまったことは、掘削状況からわかる。横への拡がりは、明確な袖部がなく壁面も屈曲さ

せることなく連続して羨道部へと移行している。右側壁は床面直上を残してほとんどが剥落してしまっ

ているが、袖部は造りだされていない。立ち上がりは左側壁と同じである。天井部は、全体が崩落・剥

落していて旧状面を留めていない。奥壁の左寄りのひさし状の張り出しからすると、天井はかなり低か

ったものと思われ、奥壁や両側壁の立ち上がりからして、断面形態はドーム型を呈するものと思われる。

③羨道部

玄室側から羨門方向をみると、右方向に大きく傾いているが、これは天井部および側壁の崩壊・剥落

によるものであって、原状況の断面は左右対称のアーチ状であったものと思われる。玄室の規模に比べ

て羨道部は長く、羨道部全長は2．44m、玄門部幅1．44m、中央部幅0．99m、羨門部幅0．79mを測る。

床面は全体に平板であり、羨門に向かってかなり急に下がっていて、その傾斜角度は玄室と同じで90

を測る。斜行する互層による細かな段差は本横穴墓ではみられない。羨門と墓前域とのつながりは、段

差のほとんどない自然な連続面となっている。中央での天井の高さは1．37mであるが、元はもう少し

低かったものと思われる。羨道部のほぼ中央あたりには、須恵器平瓶（1ト1）およびフラスコ塾長頸瓶

（11－3）にはさまれるようにして、河原石が床面に密着した状態で検出された。河原石は、おそらく封

鎖石の一部と思われるが、両側の土器がほぼ完形であったことからやや不自然ではある。閉塞施設は3

～4段目まで良好に残っている。羨道部の両側壁との間、あるいは石と石との間にできるだけ隙間がで

きないように詰めてあるが、根石以外の2・3段目については石の大きさにとらわれることなく詰め込

んでいる。また、断面三角形状の積まれ方であったために、羨門側と羨道部側との両方に一部は崩れて

いる。このような遺存状況からすると、追葬の際、封鎖石の根石には手をつけずに、それ以外の石の積

み替えが行われたものと思われる。

④掘削方法・工具

全体に壁面が崩落・剥落していて、整形痕の遺存状況はあまり良くない。それでも、大きく2種類の

整形痕に分けることができる。第1は、打ち込み用の刺突痕で玄室・羨道部のどちらでも確認すること

ができる。壁面に対して、真正面からかあるいは真上から下方向へと打ち込むもので、かなり深めに穿

孔している。第2に、調整用の平行ノミ痕であるが、風化が激しくてどれもうっすらとしか残っていな

い。奥壁や玄室両側壁で確認でき、1本の幅8～11cm、削り出しの長さが50cmほどである。真上から

下方向への削り出しが大半で、床面直上では作業姿勢上からか、やや右斜め上から左斜め下方向へと途

中で角度を変えている。
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第36図　A－24号横穴墓実測図
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⑤墓前城

A－22号～A－24号横穴墓の3基で共有しあっている。本墓前城はかなり傾斜のきつい斜面に拓か

れたために、十分な平場を確保することができなかった。したがって墓前城自体が、スロープ状になっ

ていて、しかも地山の斜行する互層によって軟らかい砂質土層が全て取れてしまい、いくつもの段差が

っいて階段状になっている。また、本横穴墓は共有する墓前域を持ち合わせているにもかかわらず、そ

れは1基単独の墓前城の様相を呈している。すなわち、本横穴墓は築造にあたってA－23号横穴墓よ

りも40cmほど開口レベルを下げている。当然その前に展開する墓前城も床面全体のレベルを下げてし

まっていることから、左隣の墓前城との間に大きな段差ができてしまい、それが1つの共有する墓前域

を2つに区画している。しかも、A－23号横穴墓の開口ラインのすぐ近くにまで、本横穴墓の墓前域

を「ハの字」状に拡げて、独自の墓前域空間をしっかりと確保している。そのために、A－23号横穴

墓の墓前域は幅1m程度の踊り場状の非常に狭いものとなってしまっている。なお、本横穴墓の墓前城

を造ったときの刺突痕が、開口部ラインの急崖面付近や床面でたくさん確認することができる。本来墓

前城でのこのような刺突痕は、雨ざらし状態であるために、風化等によって消失してしまうのであるが、

これだけたくさん良好な状態で残っているのは、本横穴墓が追葬後のかなり早い時期に埋没してしまっ

たことを意味しているものと思われる。

⑥遺物

本横穴墓から検出した遺物は、人骨片が少量と土器である。土器は須恵器3点だけである。羨道部か

らは1ト1の須恵器平瓶と11－3の須恵器フラスコ型長頸瓶の完形瓶類を検出した。いずれも床面に密着

した状態で、大きな河原石をはさんで検出した。さまざまな土器の中でも、瓶類が特に選ばれて棺に副

える形で副葬されることが多いことから、棺の配置をある程度想定することが可能であると思われる0

1ト1は口径52mm、胴部最大径134mm、器高161．5mmを測る。全体に半球形であり、底部は丸い。肩部

はなだらかにつくる。口緑部端の内面には、浅い一条の沈線がめぐる。底部の調整は、同心円状の回転

へラ削り調整で、体部の1／3にまで及んでいる。また、いずれも口緑部の周縁だけが欠損している。こ

れはA－22号横穴墓の平瓶と同じで、何らかの理由で、人為的な破損行為を受けたのであろう。体部

の肩はそれほど張るものではなく、口頚部も直立気味であることから、遠考研編年の第Ⅳ期後半の終わ

り頃のものと思われる。11－3は、推定口径110．5mm、最大胴径173mm、口頸高97mm、器高238・5mmを

測る。体部の形状は偏球形であり、口頚部は直線的にのび上がり、口緑部で大きく外反する。外反した

口縁部の上下端に、強い横ナデ調整をおこない、端部は上下に三角形状の断面を呈する。口緑部直下に

は明瞭な凸帯を配する。体部の調整は、ナデきれずにロクロ目が顕著に残る。湖西編年Ac3で第Ⅲ第

3中期前に相当する。1ト2は墓前城から検出された須恵器高杯の脚部片である。底径113mmを測る0

短い脚部から、裾方向に大きく拡がり、脚端部は横ナデ調整で整える。杯部底部の調整は、回転へラ削

り調整である。検出位置が墓前城の北端であることから、あるいは右上に位置するA－25号横穴墓の

墓前城から転げ落ちたものかもしれない。

（∋築造年代・追葬

本横穴墓から検出した土器は、いずれも遠考研編年で第Ⅳ期後半のものである。左隣のA－23号横

穴墓との接触を避ける工程上の配慮を示していること、A－23号横穴墓の墓前域の裾部を削って独自

の墓前城空間を造り出していること、横穴墓の平面プランが退化していることから、本横穴墓の築造時

期はA－23号横穴墓が築造されてまもなく、7世紀後半に入るものと思われる。追葬に関しては、人

骨鑑定から判断することは困難であるが、人骨片が棺座に使用したと思われる粘板岩の下からも検出さ

れていることから、何回かの追葬が行われたものと思われる。
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25）A－25号横穴墓（第37図，写真図版27・28）

①保存状態

本書第2章第3節の「調査の経過」でも述べたように、すでにその存在が知られていたが、厚い覆土

に覆われていて行方がわからなかった。そこで、重機による表土除去を行った結果、再びその存在をあ

らわすことができた。墓前域からは大量の河原石と土器が散乱した状態で、遺存する封鎖石も半分しか

残っていなかったことから、盗掘等による撹乱行為を受けていることが判明した。

（塾玄室

平面形はやや横長の隅丸方形を意識し、無袖型である。ただし、玄室と羨道部とを区画する段差があ

り、天井部の断面形からも玄門ラインを設定することができる。玄室全長は2．49m、奥壁部幅1・92m、

中央部幅2．16m、開口部幅1．29mを測る。中央での天井の高さは1．63mであるが、天井部は層状剥離

しているので、元はもう少し低かった。奥壁の床面標高は65．57mである。主軸方位はN－400－Wであ

り東南方向へと開口するものである。本横穴群の中でも開口方向がやや異質であるのは、本横穴群のは

ずれにあっても、全体への帰属意識が強いことをあたかも表現しているかのようである。全体としては、

床面直上を最高位として玄室から羨道部へとゆるやかに傾斜し、その傾斜角度は20を測る。また、玄

門ライン付近には主軸ラインと直交する方向での明瞭な段差があり、棺座としての機能を果たすととも

に、玄室と羨道部との区画をあらわしている。玄室床面には厚さ2～3cmほどの暗赤褐色の粘板岩が床

面の一部にあり、その下の有機質を含んだ褐灰色の粘土層からは人骨紛が検出された。このことは、迫

葬が行われた可能性が高いことを示している。玄室中央の右側壁寄りからは、扇平な河原石を2つ床面

直上で検出したが、これが棺座石として使われたのものなのか、外された封鎖石なのかは不明である。

床面には排水施設としての溝が一部にめぐっている。玄室中央の右側壁直下から発して、玄門ライン付

近の段差へと続くもので、長さは1m、幅は上端が10cmで下端が4cm、深さは5cmであるが、その先

は掘られていない。奥壁の立ち上がりは、全体に大きく湾曲して天井部裾へと連続している。横への拡

がりほほほ直線的で平板である。左側壁は壁面の剥落が激しくて旧状を留めていない。横への拡がりは、

玄室中央付近ではやや胴張りがみられ、玄門ライン付近は袖部を設けることなくそのまま大きくゆるや

かに羨道部へと連続している。立ち上がりは奥壁と同様である。右側壁の状況もほぼ同じで、床面直上

では床面にたまっていた水による浸食作用を受けて、横へとえぐられているが基本的には左側壁と同じ

である。天井部は全体に大きく剥落していて旧状面を留めていないが、ドーム型である。

③羨道部

天井はほぼ欠失し、大きく開口している。羨道部全長は2．20m、玄門部幅1．14m、中央部幅0・67m、

羨門部幅0．70mを測る。床面は羨門に向かってゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は30を測る。

羨門と墓前城とのつながりは、段差がなく自然に連続している。両側壁の立ち上がりから断面形は、ア

ーチ状であったものと思われる。閉塞施設は3段目まで残っていて、封鎖石14個を数える。羨道部幅

いっぱいに隙間なく詰め込んではいるが、その積み込み方には規則性はみられない。墓前域には、掻き

出したようにして19個の河原石が散乱していた。

④掘削方法・工具

かなり早くから大きく開口していたためか、壁面の風化が激しくて、整形痕の遺存状態は良くない。

大きく分けて2種類の整形痕を確認することができる。第1は、打ち込み用の刺突痕である。玄室両側

壁の床面直上に床面と平行して残っている。いずれも打ち込み角度は真上から下方向にかけてである。

第2は、調整用の平行ノミ痕である。玄室左側壁の奥壁寄りにうっすらと何本かを確認することができ

る。削り出しの方向は、真上からの場合もあれば右斜め上からの場合もあって、並行してきれいに整列

するのではなく、所々で交叉しあっている。右側壁はほぼ全面にわたって平行ノミ痕が確認できる。削
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第37図　A－25号横穴墓実測図

り出し方向はやはりばらばらである。天井部裾から床面直上までを2～3回に分けて削り出している。

羨道部でも何本か確認できる。全体に刺突痕の数が少ないのは、調整用の平行ノミが壁面深く削り出し

ているからではあるが、平行ノミ痕自体も壁面の風化によってほとんど不明瞭なものとなっている。

⑤墓前城

単独で墓前城を築造している。長さ2．5m、奥行き2．5～1．5mの不整な方形であるこ東南方向に拓く

もので、斜面の傾斜に沿って東南方向にゆるやかに下がりつづけ、その先は急崖斜面となっている。左

右の両側とも急傾斜なスロープとなっていて、本墓前城はしっかり区画されている。墓前城には河原石
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19個が10cmほど浮いた状態で検出された。盗掘等の掻きだしと思われる。

⑥遺物

本横穴墓内から出土した遺物は、人骨片と馬具を中心とする鉄製品、および土器である。土器は全て

須恵器で12点である。また、馬具が出土したということは、被葬者の生前の政治的・社会的地位の格

差が存在することを意味するものである。1ト4は墓前城から検出された須恵器高杯脚部片である。底

径109mmを測る。短い脚部は、裾方向に大きく拡がり、脚端部は横ナデ調整で、上下に引きのばす。

1ト6・11－7・11－8は墓前域から検出したほぼ完形の同じタイプの須恵器合子状杯蓋である。1ト6の口

径は104mm、器高は39mmを測り、11－7の口径は102mm、器高は35mmを測り、11－8の口径は97．5mm、

器高は34mmを測る。全体に半球形で、天井中央部がやや平ら気味である。天井部から口緑部はゆるや

かに内湾して下方に下がり、口緑部端を丸くおさめる。1ト8は、口緑部端が強めに内湾している。1ト

7は、天井部と口緑部の境に浅い沈線による稜がめぐり、1ト8は、浅い二条の沈線がめぐる。天井部の

調整は、ヘラ切り後、未調整か回転ナデ調整がおこなわれている。天井部中央には、1ト7は未調整の

まま平行夕タキ目痕が残り、11－6は粘土貼り付け痕が残る。1ト7は、口緑部のゆがみが目立つ。1ト

9・11－10・1ト11・1ト12の4つは墓前城から検出した須恵器合子状杯身である。1ト9は最大径112．5

m、器高38mmを測り、1ト10は最大径110mm、器高30mmを測り、1ト11は最大径108m、器高35mmを

測り、1ト12は推定最大径112mmを測る。いずれも器高が低くて、やや扁平である。平ら気味の底部か

ら、ゆるやかに内湾して外上方へとのび上がり、先端部でやや外反する。口緑部端はいずれも丸くおさ

める。内傾する立ち上がりは、退化していて非常に短く、口緑部端よりもわずかに出る程度である。

1ト9・11－11・1ト12は先端部でやや強めに外反する。底部の調整は、いずれもヘラ切り後未調整で、

中央には平行タタキ臼状痕が残る。1ト9の体部外面は調整不十分で、ロクロ目が強く残り、段状にな

っている。1ト11の体部外面には沈線状の工具痕が三条めぐる。1ト12は底部が欠損しているので、そ

の調整は分からない。11－13は墓前城から検出した完形の須恵器かえり付杯蓋である。最大径107mm、

器高31mm、つまみ径20mmを測る。天井部は丸みをもち、その中央部に頂部のくぼむ扇平なボタン状つ

まみを有する。全体にゆるやかに内湾して外下方に下がり、口緑部端は丸くおさめる。退化した内傾す

るかえりは、短くて口緑部端と同じレベルに留まる。天井部の調整は、中央部の外周を同心円状の1回

転へラ削り調整である。内面中央には軽い横ナデ痕が残る。11－14は羨道部の床面直上から検出した完

形の須恵器杯蓋である。1ト15の杯身とセット関係をなす。杯身は口緑部を上にして、そのとなりに杯

蓋はつまみを上にした状態で検出した。口径152mm、器高41mm、つまみ径29mmを測る。大型で、天井

部は全体に丸みを帯び、その中央部には扇平で大きな宝珠状つまみが付く。天井部からゆるやかに内湾

して外下方に下がり、口緑部端で折り曲げないで内外の横ナデ調整で下方に引き出す。天井部の調整は、

同心円状に回転へラ削りした後、非常に丁寧な回転ナデ調整をする。1ト15は羨道部から検出した完形

の須恵器高台杯身で、11q14の杯蓋とセット関係にある。口径148mm、器高49mm、底径90mmを測る。

丸い底部から折れ曲がることなくゆるやかに湾曲して、外上方へ直線状にのび上がり、口緑部端は丸く

おさめる。底部には断面を方形とする背の低い高台を底部外側ぎりぎりに貼り付ける。底部は高台より

もわずかに突出する。このように高台杯身で底部が丸底で、しかも突出する場合は、高台杯身の中でも

より古いタイプとされる。底部の調整は、高台貼り付けのための丁寧なナデ調整により不明である。

⑦築造年代・追葬

羨道部からの土器は遠考研編年で第Ⅴ期、墓前城からの土器は遠考研編年で第Ⅳ期前半と後半のもの

である。したがって、本横穴墓は7世紀前半台に築造され、その後8世紀に入ってからも追葬が行われ

ていた。このことについては、人骨鑑定から裏付けることは困難である。しかし、人骨片が棺座に使用

したと思われる粘板岩の下からも検出されていることから、追葬が行われたことが確認できた。
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第38図出土土器実測図（11）法量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　く数値＞は推定値

図版 N o． 遺 構 ・層 位 種 別 器 型 ・分 類 口 径 最 大 径 器 高 つ まみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状 態 写真図版

1 1

1 A － 2 4号 横 穴 墓 須 恵 器 平 瓶 52 13 4 16 1．5 左 灰 白 ほ ぼ 完 形 4 5－6

2 A － 2 4号 墓 前 域 須 恵 器 高 杯 ＜8 9＞ く1 13＞ －
灰 白 脚 部 1／4　 塔 部 欠

－

3 A － 2 4号 横 穴 墓 須 恵 器 フラスコ型 長 頸 瓶 く11 0．5＞ 17 3 2 3 8．5 左 灰 白 ほ ぼ 完 形 4 6 －6

4 A － 2 5号 墓 前 城 須 恵 器 高 杯 ＜8 8．5＞ く10 9＞
－

浅 黄 脚 部 2／3　 坪 部 欠
－

5 A － 2 5号 墓 前 城 須 恵 器 寮 －
灰 小 片

－

6 A － 2 5号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 1不蓋 10 4 3 9 －
灰 白 3／4 3 8 －3

7 A － 25号 墓 前 域 須 恵 器 合 子 状 杯 董 10 2 3 5 －
灰 ほ ぼ完 形 3 8 －4

8 A － 25号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 杯 蓋 97 ．5 3 4 －
灰 完 形 3 8 －5

9 A － 25号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 坪 身 9 5 11 2．5 3 8 3 6 － 灰 ほ ぼ完 形 3 9 －1 2

1 0 A － 25号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 坪 身 8 9 1 1 0 3 0 －
灰 3／4 4 0 －1

1 1 A － 25号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 坪 身 9 1 1 0 8 3 5 －
灰 自 2／3 4 0 －2

1 2 A － 2 5号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 坪 身 く9 4＞ く1 1 2＞ く1 9＞ －
灰 ロ 緑 部 1／6

ー

1 3 A － 2 5号 墓 前 域 須 恵 器 つ ま み 杯 蓋 8 6 1 0 7 3 1 2 0 左 灰 白 完 形 4 1－1 0

14 A － 2 5号 横 穴 墓 須 恵 器 坪 蓋 15 2 4 1 2 9 －
灰 白 完 形 4 2 －7

1 5 A － 2 5号 横 穴 墓 須 恵 器 高 台 坪 身 14 8 4 9 9 0
ー

灰 白 完 形 4 3 －1
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26）A－26号横穴墓（第39図，写真図版29）

①保存状態

本横穴墓は調査時に改めて検出したものである。本横穴墓のすぐ上は、尾根が大きく削平された状態

となっていて、わずか30cmほどの地山が天井の上に乗っているだけの状態であった。また、奥壁の上

半部には重機の削り出しの爪痕が残っていた。内部は天井まで流入土で覆われ、厚く堆積していた。

②玄室
t

平面形は、方形を意識していると思われるが、奥壁幅が開口部幅よりも30cmほど長いため、逆台形

を呈する。床面に玄室と羨道部との区画としての段差がみられるので、ここを玄門ラインとする。玄室

全長は1．40m、奥壁部幅1．39m、中央部幅1．44m、開口部幅1．12mを測る。通常の横穴墓に比べると

玄室規模が小さいことが特徴である。中央での天井の高さは1．22mである。奥壁の床面標高は66．90m

で、主軸方位はN－700－Wである。床面は平板状で、奥壁直下を最高位として玄室から羨道部方向にゆ

るやかに下がり続け、その傾斜角度は40　を測る。床面には玄室と羨道部との境に段差5cmほどの段が、

主軸方向と直交する方向で造りだされている。奥壁は、中央付近の上半に重機の爪痕が残っていて、削

り出されてしまっている。立ち上がりは、多少胴張りをともないながらも、床上直上から内傾してほぼ

垂直状にのび続け、床上60cm付近から上は追えない。ただ、左側壁寄りの床上70cmぐらいのところに、

手前へと湾曲する面が残っているので、このあたりが天井部裾であり、ここから大きく湾曲して天井へ

と続いていたものと思われる。横への拡がりは平板状で、左右の側壁とのつながりは、下半部では稜線

こそないもののはっきりと角度をつけているが、上半部は大きくゆるやかに湾曲して連続している。両

側壁とも床上1．0～0．5mほどしか残っていない。横への拡がりは、羨道部にいたるまで平板状である。

天井部はほとんど欠失していて旧状を留めていない。奥壁や側壁の立ち上がりからすると、床上70cm

ほどのところから天井部裾の湾曲した面が確認できることから、かなり扁平なドーム型を想定する。

③羨道部

天井は完全に欠失している。羨道部全長は1．38m、玄門部幅1．04m、中央部幅0．74m、羨門部幅

0．44mを測る。床面は羨門に向かってゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は30　を測る。両側壁とも

旧状を留めていない。断面形は、側壁の立ち上がりが途中までしか追えないので、不明である。羨門と

墓前城とのつながりは、高低差60cmほどの急なスロープ状となっている。閉塞施設は3～4段目まで

良好に残っている。羨門側の床面に30cmほどのスペースがあり、そこから奥にぎっしりと詰め込まれ

ていて、羨道部のほぼ全床面を覆っている。断面三角形であって、玄室側の一部の封鎖石が崩れている。

封鎖石の積みかたは、羨門幅いっぱいまで隙間なく詰め込まれていて、1・2段目は比較的大きめの河

原石を積んでいる。また、河原石の扁平部分を上下にするなどして、安定性を考慮した積み方である。

④掘削方法・工具

A－25号～A－29号横穴墓の5基はいずれも砂質土層に築造されているため、横穴墓の掘削に際し

ては、比較的簡単に穿孔することができ、仕上げの整形も思うように進行したと思われる。そのため、

A－27号・A－28号横穴墓のように、長い間封鎖されつづけていた横穴墓の整形痕は非常に良好な状

態で遺存していた。しかしその反面、砂質土層は風化作用に大変弱いいために、A－25号横穴墓や本

横穴墓のように、築造以後の開口時期が長いと、雨風による壁面の風化が早く進行することになってし

まうのである。本横穴墓の壁面の遺存状態は悪く、整形痕はまったく確認することができなかった。

⑤墓前域

A－26号とA－27号横穴墓の2基で共有し1単位群を形成している。長さ4．5～5．0m、奥行き2mほ

どの長方形で、東南方向に拓くものである。丘陵斜面の斜行に沿って開削されているので、南東方向に

向かってゆるやかに傾斜し、その前面は自然の急崖である。向かって左側は丘陵斜面からのびる自然の

111



。l　／キーギアz

o Lコ6750m　　　　2m

第39回　A－26号横穴墓実測図

張り出しによって、k単位群の墓前域としっかり区画されているが、右側は多少の張り出しがあるもの

の、自然に連続した斜面が続いている。ただし、右隣のm単位群の墓前域は、本墓前域よりも2mほど

丘陵側へと奥まったところに開削されているので、それが両墓前域の区画をあらわしている。

⑥遺物

本横穴墓から検出した遺物は、土器と鉄製品である。封鎖石の閏から検出された土器12－1は須恵器

合子状杯身片である。おそらく盗掘行為の際、こぼれ落ちたものと思われる。推定最大径117mm、器高

32mmを測る。平ら気味の底部から、屈曲し、外上方に向かって直線状にのび上がる。口縁部端でやや

外反し、丸くおさめる。内傾する立ち上がりは、短めである。底部の調整は、ヘラ切り後に回転ナデ調

整である。受け部と立ち上がりの境には、ヘラ状工具による深い溝がめぐる。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓から検出した遺物は土器1点で、遠考研編年で第Ⅳ期前半のものである。横穴墓自体が退化

した構造であることから、その築造時期は7郎己半ば過ぎと思われる。迫葬に関しては不明である。
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27）A－27号横穴墓（第40図，写真図版30）

①保存状態

調査開始前は覆土が厚く堆積していて完全に埋没していたが、すでにその存在は事前に確認していた

ので重機による表土除去を行い、再び姿をあらわすこととなった。内部への流入土の量はそれほど多い

ものではなく、奥壁直下にまでは達していなかった。封鎖石は上半部が欠失し、何も遺物が検出されな

かったことから、盗掘等による撹乱行為を受けたものと思われる。しかし、内部壁面の遺存状況は良好

で、羨道部の天井の一部が崩落しただけであって、整形痕はかなり明瞭に確認することができた。

②玄室

平面形は横長の隅丸長方形で奥行きがなく非常に狭い。それに対して羨道部が異様に長く、A－20

号横穴墓と似通っている。その比率は1：2．7を測る。また、袖部がしっかり造られていて、両袖型に

属する。玄室全長は1．06m、奥壁部幅2．09m、中央部幅2．11m、開口部幅1．43mを測る。中央での天

井の高さは1．35mを測る。奥壁の床面標高は66．80mで、主軸方位はN－520－Wである。床面は平板状

で、奥壁直下を最高位として玄室から羨道方向へやや急な傾斜となっていて、その傾斜角度は100　を

測る。奥壁から87cm手前には段差6cmの明確な段が、主軸方向と直交する方向で造りだされている。

これは造りつけの棺座であるとともに、玄室と羨道部とを区画する段をも意味している。奥壁の断面形

は左右対称の尖頭アーチ型であるが、三角形の両辺は膨らんでいて、尖頭部もかなり丸みを持ったもの

となっている。遠江の各横穴群の中にみられる尖頭アーチ型の中でも、かなり退化した部類に入れても

よいであろう。奥壁の立ち上がりは、玄室手前に大きく覆いかぶさるような状況であるため、狭い玄室

がより一層狭くなっている。側壁は玄室空間が極端に狭く奥壁の壁面の内傾度も強いため、壁面自体の

面積は非常に少ない。立ち上がりは、床面直上から天井部までゆるやかに湾曲する面が連続している。

横への拡がりは、左側壁は玄門ラインの袖部稜線が床面直上から膝高の高さくらいまでしか残っていな

くて、そこから上は大きくゆるやかに湾曲して羨道部へと続いている。右側壁は、玄門ラインの袖部稜

線が左側壁とは違って天井部裾までのび上がっている。そこから上も追うことができるが、それは天頂

部へと向かわないで、羨道方向へと大きくそれてしまっている。袖部前壁はかなり広い面積を確保して

いて、奥壁と対峠する壁面となっている。ただし、その前壁も天井近くになると消失してしまい、全体

的に大きく湾曲して羨道部へと流れている。天井部は奥壁が手前へとせり出し、玄門ライン方向へかな

り急な角度で下がっている。尖頭アーチ型固有の天井稜線は奥壁との境から、玄門ラインに至るまで明

瞭ではないが、うっすらと20cmほどの長さで確認することができる。

③羨道部

全体に異様なほど長く、玄門側で最も広く、羨門側で最も狭いものとなっている。あまりにも長いの

で、副室構造を想定して全体を2分割するような痕跡がないかどうか調べてみたが、両側壁および天井

部ともに連続した壁面が展開しているだけであった。羨道部全長は2．86m、玄門部幅1．31m、中央部

幅1．14m、羨門部幅0．68m、中央での天井の高さは1．08mを測る。床面は玄室同様に、羨門に向かっ

てかなり急な勾配で下がり続けていて、その傾斜角度は110　を測る。羨門と墓前城とのつながりは、

同じ1単位群であるA－26号横穴墓が大きな段差をもつのに対して、本横穴墓は段差のない連続した

ゆるやかな斜面となっている。断面形は天頂部が非常にゆったりとした弓張り状になるアーチ型を呈す

る。閉塞施設は3段目までが残っていた。羨門側の前列の根石が8cmほど浮いているのは、調査時に深

く削りすぎてしまったためと思われる。一つ一つの石の大きさや形状を利用して、羨門幅いっぱいに隙

間なく詰め込み、一段目は大型を、2段目以降は小型の河原石を積み上げている。羨門側の前端の頭だ

しはきれいに揃っているのに対して、玄門ライン側は一部崩＼れて床面に転がっている。断面三角形状で

ある。本横穴墓が追葬を行ったかどうかによっても大きく考え方が変わってくるのではあるが、封鎖石
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の積み上げはここまでであって、これより上の部分は天井に至るまで土を盛って封鎖することで、その

不足分を補っていたのかもしれない。

④掘削方法・工具

羨道部の天井の一部を除いて、全体に壁面の遣存状態は良好である。大きく分けて3種類の整形痕に

分類することができる。第1は、打ち込み用の刺突痕である。玄室の床面直上に床面と並行して確認で

きる。打ち出し角度は基本的には真上から下方向であるが、作業姿勢にあわせて打ち出す角度を変えて

いる。第2は、調整用の平行ノミ痕である。刃部幅は10cmが大半でそれよりも狭い3cmほどのものが

あるが、これは10cm幅の平行ノミを細かく運動させることでできた痕跡であって、2種類の平行ノミ
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刃の工具を使い分けていたのではない。羨道部はかなり細かく観察することができる。先ず、右側壁に

は平行ノミ痕が並列してきれいな弧を描いて残っている。天頂部からスタートして床面直上3～10cm

ほど上で止めている。3回に分けての場合もあれば、2回に分けての削り出しの場合もある。1本の幅

は広いところで13cm、狭いところでは4～5cmであるが、大半は10cmである。全部で18本を数える

ことができる。左側壁は剥落のために、平行ノミ痕はまったく残っていない。ただし、封鎖石を除去し

た後の羨門寄りの膝高で、うっすらと何本かを確認することができる。なお、痕跡の幅が想定した刃部

幅を上回るものもいくつかあるので、平行ノミは何種類かの工具が使用されていたのかもしれない○

⑤墓前域

A－26号と本横穴墓との2基で共有し1単位群を構成している。それぞれの横穴墓と墓前域とのつ

ながりが異なっている。A－26号横穴墓の場合は、羨門との間に60cmほどの段差がみられ、それは急

なスロープによって結ばれている。それに対して本横穴墓の場合は、ほとんど段差もなく連続した面で

つながっている。

⑥遺物

何も検出していない。

（り築造年代・追葬

本横穴墓から遺物が検出していないことから、その築造時期を特定することは難しい。羨道部が長い

わりに玄室空間が非常に狭いこと、尖頭アーチ型がかなり退化していることなどから、本横穴群の中に

あってもかなり新しい時期の築造を想定したい。迫葬に関しては不明である。

28）A－28号横穴墓（第41図，写真図版31・32）

①保存状態

本横穴墓は、平成5年に行なわれた掛川市教育委員会の基数確認のための斜面削り出しでも確認され

ていなかった横穴墓である。左右の横穴墓よりも斜面深くに羨門が掘り込まれていたので、その存在が

わからなかったものと思われる。その後の斜面崩壊によるものか墓前城もろとも覆土が厚く堆積してい

たが、重機による表土除去の際、大型の河原石6個がきれいに横並びの状態で検出された。しかし、そ

の周りを丁寧に精査してみても、横穴墓の検出をすることができなかった。土砂の重みでぺしゃんと押

し潰されてしまったのかと思ったほどであった。結局、われわれが検出した6個の河原石は、追葬の際
J

に外されて、遺棄された封鎖石の一部であって、それから右1mほどの奥まったところで、本横穴墓を

検出することができた。封鎖石の上半部分が取り除かれているとはいえ、内部の状況は大変良好なもの

であった。玄室内への流入土はうすく堆積する程度であり、羨門から内部をのぞくと、土師器盤の朱色

が色鮮やかに確認できたほどである。現存する封鎖石の状態から追葬の可能性が考えられ、盗掘等の撹

乱行為は受けなかったものと判断する。

（診玄室

平面形は横長の長方形を意識しているが、奥壁の右寄りが奥まで深く掘り込まれているために、右辺

が長くなっていて、全体としてはいびつな形となっている。また、玄室の規模に比べて羨道部が長めな

のを特徴とする。床面には奥壁の手前1．1mほどの所に比高差にして4cmの段差があり、造りつけの棺

座としての機能をもつとともに、玄室と羨道部との区画をも表している。玄室全長は1・77m、奥壁部

幅1．57m、中央部幅1．56m、開口部幅1．35mを測る。中央での天井の高さは1．45mである。奥壁の床

面標高は66．96m、主軸方位はN－750－Wである。奥壁直下を最高位として玄室から羨道部へとゆるや

かに下がり続け、その傾斜角度は70を測る。奥壁手前から0．9～1．75mの範囲にわたって河原石が大

小取り混ぜて10個地山に密着した状態で置かれていた。その配置には何の規則性もなく、ある大型の
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河原石の下には土師器盤が挟まっていた。扁平な面を上面にしたものもいくつかあるが、レベルがつり

合わないし、動かされた形跡もあることから、これらの河原石は棺座もしくは棺支え石の機能を果たし

ていたものと思われる。迫葬の際に外されたのであろうか。奥壁の断面形は尖頭アーチ型である。三角

形の長辺にあたる2辺はかなり膨らんでいるし、尖頭部分もあまり尖っていない。床面および左右の両

側壁との間には稜線が走っていて、お互いの壁面の角度もしっかりついている。立ち上がりは、床面直

上から最初はやや外反するが、その後内傾して垂直状にのび上がり続けて、天井部へと達する。左側壁

は全体に剥落が激しい。立ち上がりは、床面直上からゆるやかに湾曲してのび上がり、そこから先は湾

曲を強めて天井部裾へと連続した面が続いている。横への拡がりは羨道部へとゆるやかに湾曲する面が

続いている。ただし、玄門ラインあたりの床面直上30cmほどの高さまで不自然な張り出しがみられる。

張り出しといっても5cmほど主軸ライン方向に出っ張っているだけであるが、床面の段差と一致するこ

とから、袖部の造り出しと考えたい。右側壁の立ち上がりは左側壁と同じである。横への拡がりは多少

胴張りがみられるが、羨道部へとゆるやかな湾曲する面が続いている。玄門ラインに相当する箇所は大

きな剥落で原状を留めていない。天井部は、尖頭アーチ特有の天頂部の稜線はまったく確認することが

できない。尖頭部があまり尖っていないことから築造当初からなかったものと思われる。天井部は奥壁

直上が最も高く、手前に行くに従ってゆるやかに下がり続ける。

③羨道部

非常に長く、玄門部で最も広く、羨門部で最も狭い造りとなっている。全長は2．84m、玄門部幅

1．22m、中央部幅0．87m、羨門部幅0．59mを測る。中央での天井の高さは1．07mである。床面は玄室

寄りが多少凸凹状態ではあるが、全体的には羨門へ向かってゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は

30　を測る。断面形はアーチ型を呈する。床面には玄室寄りのほぼ中央付近に長径50cm、短径35cmほ

どの長円形状の粘板岩が1枚敷かれていた。その粘板岩のすぐ手前で、長頸瓶と砲とを倒れた状態で検

出したことから、こられの土器を載せる台の代わりを果たしていたものと思われる。また、奥壁から2

m付近にはじまって、羨門に向かって排水施設としての溝が縦1列に走っている。しかし、墓前域へと

続くものではなく、封鎖石直下で途切れている。閉塞施設は、3～4段目まで確認することができる。

羨門幅いっぱいに隙間なく詰め込んでいて、1・2段目にはかなり大型の石が配されている。ただし、

全体的に積み方がやや粗雑であることから、迫葬の際の積み替えを想定することができる。墓前域に据

え置かれていた6個の河原石を最上段に詰め込めば、羨門は完全に封鎖できる。この6個の河原石は追

葬の際に外されて、そのまま遺棄されたのであろう。だとすると、迫葬時に外した封鎖石の一部だけが

再び積まれたのであって、河原石6個分に相当する空間には、おそらくその代わりとして土が詰め込ま

れたものと思われる。

④掘削方法・工具

本横穴墓は砂質土層に掘り込まれているために壁面の整形がしやすかったことと、封鎖している期間

が非常に長かったことから、整形痕の残り具合は非常に良好である。大きく分けて、2種類の整形痕を

確認することができる。第1に、打ち込み用の刺突痕が奥壁だけに残っている。数的に少ないが、それ

だけ刺突痕をかき消すようにして、調整が壁面深くにまで及んでいた。真上から下方向に打ち込まれた

ものであり、ちょうどのこの部位に調整が及ばなかったために残った。第2に、調整用の平行ノミ痕で

ある。刃部幅は大部分が10cmほどである。しかし、幅3～10cmのものもあってバラエティである。こ

れについては、10cm以下は細かな運動によって、1本1本の幅が不規則になったものと思われ、痕跡の

幅によって工具が変わったわけではない。奥壁の中央付近は、天頂部を起点に放射状に削りだされてい

るが、左右側壁寄りは真上から下方向にかけての削り出しである。1本1本の幅はバラバラできれいに並

列しているのではなく、場所によってはお互いに切りあっている。玄室両側壁は天井部裾から床面直上
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にかけてたくさんの平行ノミ痕が確認できる。削り出し角度は、奥壁寄りは左斜め上から右斜め下方向

であり、玄門ライン付近では真上から下方向に削り出している。羨道部左側壁は、玄門ラインから羨門

手前まで隙間なく、24本の平行ノミ痕が弧を描くようにしてきれいに残っている。1本の幅は10cmで、

天井部裾から床面直上まで、2回もしくは3回に分けて削り出している。削り出しが壁面深く行なわれ

たことと、風化作用が及ばなかったことから、痕跡はかなり明瞭に確認することができる。右側壁は玄

室右側壁にあった平行ノミ痕の続きが、50cmほどの壁面の剥落を間にはさんで、ふたたび玄門ライン

寄りに5本が確認できる。1本の幅が10cmで、天上裾部から床面直上にかけての50cmほどの長さで、

真上から下方向へ削り出している。そこから羨門方向にかけては壁面の剥落が激しくて、整形痕は確認
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できない。なお、羨道部の天井には、左右の両側壁への削り出しが切りあっている状況が確認できる。

それをみると、大部分が右側壁の削り出しを左側壁の削り出しが消しているので、まず右側壁の整形を

した後に、左側壁への整形に取り掛かったことがわかるが、中には逆に左を消して右が残っているとい

う切り合い関係もみられる。

⑤墓前域

本横穴墓とA－29号横穴墓の2基で共有しあい、m単位群を構成している。長さが4．5m、奥行きが

3mほどの長方形で、東南方向に拓く。丘陵斜面の傾斜に沿って築造されているために、東南方向へゆ

るやかに下がり続けていて、その先は自然の急崖斜面である。本墓前城と左隣の1単位群の墓前域との

間には区画がないが、本墓前城は丘陵側に全体で3mほど奥へと入り込んでいることから、これが両墓

前域の区画とみなすことができる。墓前城からは河原石6個がきれいに整列して据え置かれていた。こ

れは迫葬の際に外されてそのまま遺棄されたものと思われる。

⑥遺物

玄室から人骨片、羨道部からは須恵器、土師器が検出されている。未盗掘であった可能性が強く、遺

物は原位置を保っているものと思われる。土師器盤3枚のうち1枚は大きな河原石の下に挟まって割れ

ていた。追葬の際、棺支え石として使用した河原石がそのまま盤の上に乗ってしまったものと思われる。

12－2は完形の須恵器鹿で、長円形状の粘板岩の上に置かれていたものを転倒した状態で検出した。

口径108m、胴部最大径105．5mm、器高106mmを測る。平ら気味の底部には短めの高台が貼り付けられ

ているが、底部はそれよりやや突出するので、接地面は底部にある。胴部はやや肩の張る形状であるが、

稜はない。注口部は突出している。口緑部は胴部とほぼ同じサイズを測る。口緑部端は、水平に面取り

されている。沈線や文様は施されていなくて、底部のヘラ削り調整は狭い。これらのことカてら、遠考研

編年で第Ⅳ期後半のものと思われる。12－3は完形の須恵器長頸瓶である。12－2に隣り合って、横倒し

の状態で検出された。口径110mm、胴部最大径142mm、底径73mm、口頸高106mm、器高227mmを測る。

丸みを帯びた体部から、口頚部は直立しつつのび上がり、口緑部で大きく外反する。外反した口緑部の

上下端に、強い横ナデ調整を加えて上下に引き延ばす。肩部はゆるやかに張って最大径をつくる。底部

は平底で、体部との境に低い方形状の高台をやや突っ張るようにして、貼り付ける。体部の調整は、同

心円状の5回転へラ削り調整が施され、体部の2／3にまで及ぶ。湖西編年Ae2で第Ⅳ第1小期に相当

する。12－4・12－5・12－6は羨道部から検出した土師器盤であり、いずれもほぼ完形である。12－4は口

径154mm、器高28．5mmを測る。12－5は口径198mm、器高32mmを測る。12－6は口径216mm、器高26．5

mを測る。3つとも形状はほぼ同じである。大きな平底からゆるやかに内湾し、体部半ばで外反気味に

外上方へ立ち上がる。口緑部端は斜めに面取りする。器面の磨耗が激しく、調整観察は困難である。い

ずれも、底部にロクロ目が顕著に残り、内外面とも丹彩が施される。12－4・12－5は体部に不規則な斜

行放射状暗文が認められる。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓から検出した土器は、遠考研編年第Ⅳ期後半～第Ⅴ期のものである。左隣のA－27号横穴

墓と同じで、羨道部の長さのわりに玄室空間が狭いこと、袖部が無いこと、尖頭アーチ型がかなり退化

していることなどから、本横穴墓の築造時期は7世紀末期のものと思われる。これは本横穴墓の中でも

最も遅い時期に築造されたことを示している。追葬に関しては、人骨鑑定の結果からは導き出すことは

できない。ただし、玄室内に点在する棺座支えに使用したと思われる河原石が動いていること、遺物で

ある土器が原位置を動いた形跡が無いこと、墓前城に封鎖石の一部が片付けたようにきれいに据置かれ

ていることから、迫葬の可能性もしくは盗掘以外の何ら中の意味での人の出入りがあったことをあらわ

しているものと思われる。
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第42図出土土器実測図（12）法量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　く数億＞は推定値

図版 N o． 遺 構 ・層 位 種 別 器 型 ・分 類 口 径 最 大 径 器 高 つまみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状 態 写真図 版

12

1 A － 2 6号 横 穴 墓 須 恵 器 合 子 状 杯 身 く9 0＞ く1 17＞ 3 2 －
灰 白 1／3 4 0－3

2 A － 2 8号 横 穴 墓 須 恵 器 瓦畠 1 0 8 1 05 ．5 10 6 6 3 右 赤 灰 完 形 4 8－2

3 A － 2 8号 横 穴 墓 須 恵 器 長 頸 瓶 1 1 0 14 2 2 2 7 7 3 右 灰 完 形 4 7－5

4 A － 2 8号 横 穴 墓 土 師 器 盤 1 5 4 2 8 ．5 －
灰 黄 完 形 5 0－1

5 A － 2 8号 横 穴 墓 土 師 器 盤 1 9 8 3 2 － にぷい黄褐 完 形 5 0－2

6 A － 2 8号 横 穴 墓 土 師 器 盤 2 1 6 2 6 ．5 ー
にぷい褐 ほ ぼ 完 形 5 0－3

7 A － 2 9号 墓 前 城 須 恵 器 合 子 状 塔 身 ＜8 4＞ く10 4＞ く3 6＞ 右 灰 黄 1／5 －

8 A － 2 9号 墓 前 城 須 恵 器 平 瓶 7 4．5 1 35 14 9．5 右 灰 白 ほ ぼ 完 形 4 6－1

9 A － 2 9号 墓 前 域 須 恵 器 高 杯 ＜1 5 6＞ 14 7 1 1 1 右 灰 白 1／3
－

10 A － 2 9号 墓 前 城 土 師 器 坪 身 く1 1 7＞ 4 8 －
浅 黄 橙 2／3 4 9－1 6

‖ A － 2 9号 墓 前 城 土 師 器 高 杯 ＜1 3 6＞ ＜4 2＞ －
橙 坪 部 1／3　 脚 部 欠 4 9－1 5

12 A － 2 9号 墓 前 城 土 師 器 士ヨ互 1 5 8 1 60 1 34．5 6 4 － にぷい黄億 ほ ぼ 完 形 5 0－1 1

13 B － 1 号 墓 前 域 須 恵 器 長 頸 瓶 10 9 ＜10 8＞ －
灰 白 口 頸 部 の み

－

14 B － 1 号 墓 前 城 須 恵 器 フラスコ型 長 頚 瓶 く15 3．5＞ －
灰 白 休 部 1／2　 口 頸 部 欠

－

15 B － 1 号 墓 前 城 須 恵 器 高 杯 く36＞ 10 6
－

灰 白 脚 部 1／6　 杯 部 欠
－
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29）A－29号横穴墓（第43図，写真図版32・33）

①保存状態

平成5年における掛川市教育委員会の基数確認の際検出されていたが、その後の斜面崩壊によるもの

なのか上半部分がすっかり削平され、天井部や側壁の大半が欠失していた。調査時点では厚い排土で覆

われていて、そのことがわかったのは調査が開始されてから後のことであった。ちなみに、本横穴墓は

調査区域の一番北側に位置し、今回の調査ではこれ以上北側の斜面を調査することができなかった。し

かし、あと5基は確実に存在する。このことについては、第2章第3節の「調査の経過」で詳解した。

②玄室

平面形は横長の長方形である。左側壁にだけ袖部のある片袖型である。玄室全長は1．02m、奥壁部

幅1．96m、中央部幅2．03m、開口部幅1．93mを測る。天井部はまったく欠失している。奥壁の床面標

高は68．09mで、本横穴群の中では最高位である。主軸方位はN－660－Wである。床面はほぼ平板状で

あり、奥壁直下を最高位として玄室から羨道部へゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は40　を測る。

奥壁は高さ50cmほどが遺存しているだけで、それより上半部は削平されている。左側壁は高さ60cmほ

どしか残っていない。横への拡がりは、奥壁からのびる直線的な壁面が、玄門ラインで鋭角に角度を折

り曲げて袖部前壁を造り、再び角度を変えて羨道部へと続いている。前壁の長さは40cmあり、しかも

奥壁としっかり対峠した面を保っている。右側壁は高さ30cmほどしか残っていない。横への拡がりは、

奥壁からの直線的な壁面が玄門ラインを意識せずにゆるやかに内湾して羨道部へと続いている。

③羨道部

左側壁がえぐられ、右側壁は外側に膨らんでいて左右対称ではない。羨道部全長は1．90m、玄門部

幅1．54m、中央部幅は推定で0．86m、羨門部幅0．95mである。床面はほぼ平らで、羨門に向かってゆ

るやかに下がり続け、その傾斜角度は60　を測る。羨門と墓前城とのつながりは比高差にして1．1mほ

どの段で、急なスロープ状の斜面となっている。左側壁は、羨門方向へ直線的に拓いているが、壁面の

崩壊で封鎖石との間に20cmほどの隙間ができている。右側壁は玄室から連続した壁面が封鎖石のある

あたりまでふくらんだままである。閉塞施設は、封鎖石を13個まで数えることができる。一部で2段

目まで残っているが、その積み方には規則性がみられず、全体にゆるんでいて遺存状態は良くない。

④掘削方法・工具

軟らかい砂質土に掘り込まれていたので、良い状態で残っていたと思われるが、現状況では奥壁全体

に調整用の平行ノミ痕が上下にうっすらと削り出されているのが確認できるだけで、遺存状態は悪い。

⑤墓前域

A－28号横穴墓との2基で共有しm単位群を構成するが、まだ北側に伸びている可能性がある。墓

前域には8個、その手前の急崖斜面には4個の河原石が散乱していた。盗掘等の撹乱行為によるものな

のかわからないが、いずれにしてもその出土位置からして本横穴墓の封鎖石であったと思われる。

⑥遺物

本横穴墓内からの遺物は無く、全て墓前域からで須恵器3点・土師器3点である。12－7は須恵器合

子状杯身片で12－8の平瓶と隣り合って前壁斜面から検出した。推定最大径104mm、残存器高36mmを測

る。底部が欠損しているが、ゆるやかに内湾し口緑部端は丸くおさめる。内傾する立ち上がりは非常に

短く、口緑部端よりもわずかに出る程度である。底部の調整はへラ切り後、その外周を同心円状の1回

転へラ削り調整である。12－8は完形の須恵器平瓶である。口径74．5mm、胴部最大径135mm、器高

149．5mmを測る。全体に楕円形であり、底部は弓張り状である。肩部はやや張り気味である。体部の粘

土円板充填位置には、ボタン状のつまみが貼り付く。底部の調整は、ラセン状の回転へラ削り調整で、

体部の1／3にまで及ぶ。肩の張り方から、遠考研編年で第Ⅴ期のものと思われる。12－9は前壁斜面か
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ら押しつぶされて破片で検出した須恵器高杯である。口径156mm、底径111mm、器高147mmを測る。半

球形の杯部は、ゆるやかに内湾して立ち上がり、端部でわずかに外反して丸くおさめる。内面口縁部端

には浅い一条の沈線がめぐる。短い脚は裾に向かって大きく拡がり、脚端部で折り曲げて強い横ナデ調

整で上下に引きのばす。杯部底部の調整は、回転へラ削り調整である。湖西編年Acで第Ⅳ期第1中期

に相当する。12－10・12－11は土師器杯身である。12－10は深みがあり境に近い形状である。推定口径

117mm、器高48mmを測る。全体に半球形で、丸い底部からゆるやかに内湾して外上方に立ち上がり、

口緑部端で丸くおさめる。12－11は口径136mm、残存器高42mmを測る。やや扁平気味である。2つと

も、器面の磨耗が激しく、調整観察はできない。12－12は墓前城の北端から検出した土師器壷である。

破片の状態で検出したが、ほぼ完形に復原することができた。口径158I皿、最大径160mm、器高134．5

mm、底径64mmを測る。底部は平底で、体部は肩が張らずゆるやかに内湾する。口頚部は「く」の字状

に外傾させ、端部は肥厚することなく丸くおさめる。体部内外面ともにパケ目が施される。

⑦築造年代・迫葬

本横穴墓からは築造時期を特定する土器は検出していない。墓前城から検出した土器は、遠考研編年

第Ⅳ期後半と第Ⅴ期で連続している。玄室空間は右隣のA－28号横穴墓と同様にかなり狭い。これら

のことから本横穴墓の築造時期はA－28号横穴墓とほぼ同じ時期、7世紀末期に築造したものと思わ

れる。追葬に関しては不明である。
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30）B－1号横穴墓（第44図，写真図版33・34）

①保存状態

本横穴墓は、本横穴群の他の横穴墓29基が丘陵斜面のほぼ東向き斜面に築造されているのに対して、

小支谷一つ隔てた向かい合った斜面に1基単独で築造されている。本書第2章第3節「調査の経過」で

も詳述した通り、周辺域の表土除去の結果、本横穴墓は1基単独で存在していることが判明した。調査

前からすでに開口していて、地元住民の話では、かなり以前から開口しており、戦時中には防空壕とし

て利用され、戦後は農作物の一時保管場所として使われていたとのことである。調査する段階では、開

口してはいたものの、墓前城には覆土の上に生活用品や危険物等が投棄されていたり、伐木が積め置か

れたりで、その除去には大きな労力を要した。内部は羨道部に若干の流入土がみられ、壁面の剥落や落

書き等の痛みはあったものの、玄室は土砂がわずかに積もっている程度であり、良好な遺存状態であっ

た。本横穴墓は1基単独で存在すること、本横穴群では最大規模であること、封鎖部に独自な加工が施

されていることなど、遠江の横穴墓の中にあっても非常に大きな特色をもっている。

②玄室

平面形は縦長の隅丸長方形を呈す。主軸ラインに対してやや左方向へと振ってはいるが、全体として

ははは左右対称である。本横穴群に通有の玄室と羨道部とを区画する床面段差はないが、両袖部をしっ

かり造り出している。玄室全長は3．84m、奥壁部幅2．33m、中央部幅2．49m、開口部幅2．21mを測る。

中央での天井の高さは2．16mである。奥壁の床面標高は54．77mである。これは、大谷横穴群の中でも

最も低い位置に築造された横穴墓である。主軸方位はN－480－Eであり、他の横穴墓とほぼ向かい合っ

ている。床面には整形痕が一部に残っていて、非常に丁寧に平板状に仕上げている。奥壁直下を最高位

として玄室から羨道部へとゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は40を測る。戦中戦後を通じて本横

穴墓は使用され続けたためか、玄室から遺物は何も検出されなかった。奥壁の断面形は尖頭アーチ型で

ある。天頂部がやや左に寄っているため、左右対称とはなっていない。尖頭部分はそれほど鋭い尖頭と

はなっていない。壁面の下半部の左寄りには、床面に接するようにして縦横1．4mほどの方形の剥落が

一面にみられる。ちょうどそこに大きな板状のものをはめ込んだかのように剥落している。奥壁と左右

の両側壁との間には、天井部から稜線が両方向ともしっかりと床面方向に走っているが、それは胸高位

の高さまでであり、そこから下の両壁面の境はゆるやかに湾曲している。立ち上がりは、全体にかなり

内傾して手前へと覆いかぶさるような感じがする。左側壁は、奥壁寄りと中央付近に剥落がみられるが

良好な状態である。立ち上がりは、床面直上から膝高の高さまでは垂直で、そこから上は天井に向かっ

て一気に直線状にのび上がり、天井部裾で湾曲している。横方向への拡がりほほほ直線状で平板である。

玄門ライン付近で大きく湾曲して袖部前壁を造っている。右側壁も全体に良好な遺存状態である。立ち

上がりは、床面直上から膝高の高さまで垂直にのび上がり、そこから上は天井部に向かってゆるやかに

湾曲し続けている。横方向への拡がりは、全体に直線的で平板である。玄門ライン付近では大きく湾曲

して袖部前壁を造っている。玄門ラインは、奥壁同様に尖頭アーチ型を呈している。すなわち、袖部前

壁と左右の両側壁との間には、胸高の高さから天頂部にいたるまで稜線が走っていて、天頂部はゆるや

かではあるがしっかりした尖頭形が造りだされている。天頂部から胸高の高さまでは奥壁同様に強く内

傾はしているが、奥壁と対峠する角度で壁面が保たれている。ところが、下半部は奥壁同様に両者は湾

曲したカーブでつながっている。羨道部とのつながりは、天井および両側壁ともしっかりと角度をつけ

ている。天井部は、左側壁の壁面が一部剥落しているが、尖頭アーチ特有の天井稜線は奥壁から玄門ラ

インまで1本走っている。ただし、稜線自体は直線ではなく、弓張り状になっている。
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③羨道部

玄室全長よりは若干短めではあるが、玄室の規模にみあった十分な空間を確保している。玄門付近の

幅が最も広く、羨門が最も狭くなっていて、主軸ラインに対してやや右方向へくびれている。羨道部全

長は2．70m、玄門部幅1．29m、中央部幅0．96m、羨門部幅0．68m、中央での天井の高さは1．11mを

測る。床面は、羨門方向へゆるやかに下がり続け、その傾斜角度は70　を測る。羨門と羨道部とのつな

がりは、段差のない自然に連続した床面が続いている。断面形はアーチ状である。床面には溝状の排水

施設が玄門ライン付近からはじまって、羨道部床面のほぼ中央付近を通って羨門にいたっている。幅は

上端で15cm、下端で8cm、深さは4cmである。閉塞施設は床面に密着した河原石1個を検出するにと

どまった。墓前域に散乱していた18個の河原石は本横穴墓の封鎖石の一部と思われる。また、羨道部

にはもう一つの閉塞施設と思われる溝状の掘り込みが確認できたが、これについては本書第4章第4節

で詳解した。

④掘削方法・工具

本横穴墓は、かなり締まった硬い粘土層に築造されているために壁面の剥落がかなり目立つが、その

反面整形痕の残り具合は良好である。大きく3つに分類することができる。第1に、打ち込み用の刺突

痕である。奥壁と両側壁の床面との境にだけわずかに残っている。横穴墓を穿孔する際には、必ず打ち

込むのであるから本来はもっとたくさん残っているはずであるが、調整段階で大半が丁寧に削り取られ

てしまい、結局、整形が困難な壁面の境にだけ残ったのである。第2に、調整用の平行ノミ痕でかなり

丁寧にしかも壁面深くにまで調整が行なわれている。左側壁は壁面全体がうすく剥落していて、ほとん

ど整形痕は残っていない。反対側の右側壁は、天井部から胸高の高さの範囲に平行ノミ痕がきれいに弧

を措くように残っている。天井の稜線付近は、かなり細かな運動によって1本の幅も狭く削り出してい

る。削り出し方向は真上から下方向にかけて、削り出しの長さは30cmほどである。その下には1本の

幅が10cmほどの平行ノミ痕が等間隔に並んでいて、削り出し方向は、最初は左斜め上から右斜め下方

向へ、途中で角度を変えて真上から下方向へ削り出している。削り出しの長さは1mほどであり、壁面

が硬いためか一気に削りだすのではなく、2～3回に分けて削り出している。羨道部でも平行ノミ痕を

確認できる。いずれも主軸に直交する方向への削り出Lであり、3回に分けて削り出している。第3に、

調整用のノミ痕であるが、平刃ではなく片刃のような切っ先のかなり鋭い工具で削り出したものである。

奥壁の天井部付近でこのノミ痕を確認することができる。削り出しの長さは長いもので20cmほどであ

るが、削り出し方向は真上から下方向が大半で、右寄りは尖頭アーチのふくらみに合わせるかのように

左斜め上から右斜め下方向である。同じく反対側の玄門ラインの上半部の袖部前壁もこの工具によって

奥壁と同じような整形を施していて、削り出し方向は右斜め上から左斜め下方向である。

（9墓前域

本横穴墓は先述した通り、1基単独で存在するものである。その墓前城は長さ4．2m、奥行き4・5m

を測るやや縦長の長方形を呈するもので、1基だけの墓前城としてはかなり広大な面積を占めるもので

ある。本横穴墓の主軸方向と同じで東南方向に拓き、丘陵の斜面に合わせてなだらかに手前へと下がり

続け、その手前はやや急な自然の斜面となっている。床面は地山の斜走する互層によって細かな段差や、

断層のずれが露出してはいるが、丁寧に整形されていて平板状である。また、左右の両翼は斜面をほぼ

垂直に掘りこんで側壁とし、奥端もやはり垂直状に掘り込んで奥壁とし、墓前城前端部は斜面と区画す

るような段差を造っている。ちなみに、このような特徴をもった墓前域を大北横穴群の報告書では「方

形区画墓前城」と呼んでいる。この形状は単位群の構成を考慮しない単独の墓前城であって、本横穴墓

は結果として単独になったのではなく、築造当初から墓前城を専有するものとして本横穴墓を築造して

いる点は重要であろう。伊豆の大北横穴群は別としても、遠江地方の横穴墓はたいてい数基単位で墓前
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城を共有しあうのであるが、1基単独の場合もほんのわずかだが存在し、それは次の2つのタイプに分

けることができる。第1に、山麓山横穴墓・宇洞ケ谷横穴墓のようにその後も群を形成することなく、

1基単独で築造される場合で、掛川市城ではもちろんのこと遠江地域にあっても最初期に築造された横

穴墓である。第2に、本村横穴墳A群第1～5号填、岡津横穴墳A群第1号噴、土橋横穴群1・3号横

穴のように、独自の墓前城を開削し、1基単独でそれぞれ横穴墓を掘り込んではいるが、同一丘陵状に

墓前域を共有しあう横穴墓がまもなく築造され始める点で、第1の場合とは趣を異にする。このことに

っいて、『掛川市史』では、「横穴が一基ずつ単独で営まれる場合と、二～五基を単位にあらかじめ墓前

城と呼ぶ平場が掘削準備される場合とを比べると、前者が古く後者が新しいという事実である。」とし、

前者の築造時期を6世紀中頃から7世紀初頭に、後者を6世紀末ごろからはじまるものと想定している。

本横穴墓の場合は、大谷横穴群の中にあって別の丘陵上に築造していることからすると、第1のタイプ

に属しているといえる。しかし、同じ谷田に画して30基以上の墓前域を共有しあう横穴墓がその後、

築造されていることからすると、第2に属するかあるいは第1から第2への移行期にかけて築造された

と考えたほうが良いであろう。1基単独で別の丘陵に築かれていること、その規模において本横穴群の

最高値を示す大型であること、他の全ての横穴墓と対峠するかのような開口方向であること、特殊な二

重閉塞施設（第4章第4節を参照）を兼ね備えていることのいずれをとっても、本横穴墓の被葬者は大

谷横穴群の他の横穴墓の被葬者たちとは政治的にも社会的にも、大きな身分上の違いを想定することが

できる。床面からは地山よりも20cmほど浮いた状態で、18個の河原石が掻きだされたように散乱して

いるのを検出した。浮いている高さからすると最近の掻きだしではなく、本横穴墓が墓としての役割を

終えてまもなくのことで、おそらく盗掘等によるものと思われる。

⑥遺物

本横穴墓は後軋防空壕としてあるいは農作物の保管場所として利用されていたために、出土遺物は

次にあげる墓前城からのわずかな土器片と鉄製品しか検出されなかった。いずれも床面直上から5cmほ

ど浮いた状態で検出した。12－13は墓前城から検出した須恵器長頸瓶の口頚部片である。口径109mm、

残存器高108mmを測る。体部から、口頚部が外反しながら立ち上がるもので、直線状ののび上がりでは

ない。外反した口縁部の上下端に、強い横ナデ調整を加えて、端部は上下に断面三角形状を呈する。口

縁部直下に凸帯は確認できないことからしても、湖西編年Ab3で第Ⅲ第3中期前に相当するものと思

ゎれる。12－14の須恵器フラスコ型長頸瓶は体部片であり、時期は不明である。12－15は墓前城から検

出された須恵器高杯の脚部片である。脚部から裾方向に大きく拡がり、脚端部で折り曲げて、横ナデ調

整で上下に引きのばす。これについても時期は不明である。

⑦築造年代・追葬

本横穴墓の築造時期を特定することは非常に難しい〇本横穴墓内から検出した遺物は一つもなく、墓

前城から検出した遺物の数もわずかである○それらの時期は、遠考研編年で第Ⅳ期後半頃のものであっ

て、比較的新しい時期である。それに対して、本横穴墓は本横穴群の中では一番大きな規模を有するこ

と、尖頭アーチが奥壁・前壁の両方に丁寧につくられていることや、両袖がしっかり造り出されていて、

かなり入念に築造されていること、掛川市城にあっては古式の横穴墓にみられる特有の羨道部の二重閉

塞施設を兼ね備えていること、そして1基単独で別の丘陵に造られ、しかもその墓前城の造りは他の横

穴墓のあとからの築造を認めないことが確認できた○こられのことを総合的に勘案するならば、本横穴

墓は本横穴群にあっては最も古い段階で築造したものと思われる。A－15号横穴墓が本横穴群に先駆

けて7世紀初頭には築造していることから、本横穴墓はA－15号横穴墓よりもわずかに早い、7世紀

に入って間もなく築造したものと思われる。迫葬に関しては不明であるが、二重閉塞施設の存在や墓前

域から検出した比較的新しい時期の土器はあるいは迫葬にともなうものかもしれない。
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3．A地区　表土採集資料について

ここにあげる土器は、すべて北側尾根沿いの斜面城下部や谷田からの表土採集によるものである。雨

上がりの翌日、崩れ落ちた土砂から個体の一部を除かせていたものである○したがって本来は、北側尾

根上に展開していると思われる数基の横穴墓にともなうものであって、今回調査した30基の横穴墓に

属するものではないことを、あらかじめお断りしておく。

これらの表土採集による土器は、遠考研編年で第Ⅳ期前半・後半および第Ⅴ期の3つに分けることが

できる。その中でも、第Ⅴ期のものが大半を占めている。本横穴群はB－1号横穴墓を除いて、ほぼ真

申に位置するf単位群が最初に築造されはじめ、その後左右に展開するものであって、一番南端のa単

位群と一番北端のm単位群は、本横穴群の単位群にあっては、かなり新しい時期に築造されているもの

と思われる。ここから出土した土器のいずれもが新しい時期のものであることは、本横穴群の単位群の

展開状況と符号するものである。

13－1は完形の須恵器合子状杯蓋である。口径102mm、器高36mmを測る。全体に半球形で、天井中央

部はやや平ら気味である。天井部から口緑部にかけては、ゆるやかに内湾しハの字状に開き気味．となる。

天井部の調整は、ヘラ切り後回転ナデ調整である。内面中央にはロクロ目が残る。13－2・13－3・13－4・

13－5は完形の須恵器杯蓋で4つとも同じタイプに属する。セット関係としては、13－2か13－3のいずれ

かと13－6の無高台杯身と、13－4は13－8の無高台杯身と、13－5は13－9の無高台杯身とそれぞれセット

関係になる可能性がある。13－2は口径121mm、器高23mm、つまみ径28mmを測り、13－3は口径123mm、

器高30mm、つまみ径30mmを測り、13－4は口径124mm、器高30mm、つまみ径30mmを測り、13－5は口

径126mm、器高27mm、つまみ径26mmを測る。全体に扇平で、弓張り状の天井部から、ゆるやかに内湾

して外下方へとのびる。13－5は口緑部端を折り曲げないで下方に引き出し、内外の横ナデ調整で断面

三角形状とする。13－2・13－4は口緑部端を折り曲げないで、横ナデ調整で端部を下方に引き出す。13－

3は口緑部端を折り曲げないで、横ナデ調整で端部を下方に引き出し、さらに外開きとする。口縁部端

の外面には、明瞭な工具による条痕がめぐる。つまみの形状は、いずれも扇平な宝珠状つまみである。

天井部の調整は、つまみのある中央部の外周を同心円状の1回転へラ削り調整である。13－2は2回転

とする。13－6・13－7・13－8・13－9の4つはいずれも須恵器無高台杯身である。セット関係については

先述した通りである。13－6は口径116mm、器高38I皿を測る。13－7は底部が欠損していて、口径118mm、

残存器高32mmを測る。13－8は口径120mm、器高40mmを測る。13－9は口径122mm、器高41mmを測る。

13－7は箱形を呈し、その他は半球形である。広い平底からゆるやかに内湾しながら外上方へやや開き

気味にのび上がり、口緑部端は丸くおさめる。底部の調整は、ヘラ切り後ナデ調整である。13－8は調

整不十分で、外面にロクロ目が顕著に残る。13－10はほぼ完形の須恵器杯蓋である。口径162mm、器高

36mm、つまみ径29mmを測る。大型で器高の割に口径が大きく、全体に扁平である。弓張り状の天井部

から、ゆるやかに内湾して外下方へと下がる。口緑部端を折り曲げないで下方に引き出し、内外の横ナ

デ調整で断面三角形状とする。つまみは扇平な宝珠状つまみである。天井部の調整は、つまみのつく中

央部の外周を同心円状の2回転へラ削り調整である。内面中央には、ロクロ目が残る。なお、この杯蓋

は破片で検出されたものを接合して完形としたが、その中の一小片はA－15号横穴墓の玄室内から検

出されている。両者の距離は70mもあり、どちらに帰属させるかは難しいが、須恵器編年作業の中で

は表採扱いとし、横穴墓の築造年代の参考資料とはしなかった。13－11は須恵器高台杯身で、口径140

m、器高42mm、底径98mmを測る。平ら気味の底部からゆるやかに屈曲して外上方へ直線状にのび上が

り、丸くおさめる。底部には、断面逆台形の高台が底部外側ぎりぎりの位置に突っ張るように貼り付く。

接地面は高台部にある。このように底部がおさまって接地面を高台部とする場合は、高台杯身の中でも

より新しいタイプとされる。底部の調整は、高台貼り付けのための丁寧なナデ調整により不明である。
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第45図　出土土器実測図（13）北側尾根周辺表土採集

第45図出土土器実測図（13）法量表 （単位：mm）　く数値＞は推定値

図版 No． 遺 構 ・層 位 種 別 器 型 ・分 類 口 径 最 大径 器 高 つまみ径 底 径 回 転 色 調 残 存 状 態 写真図版

13

1 表 土採 集 須 恵 器 合 子 状坪 蓋 102 3 6 －
灰 ほ ぼ完 形 38 －6

2

3

4

5

表 土採 集 須 恵器 杯 蓋 12 1 2 3 28 左 灰 白 完 形 42 －8

表 土採 集 須 恵器 坪 蓋 12 3 3 0 30 左 灰 白 完 形 42 －9

表 土採 集 須 恵器 坪 蓋 124 3 0 30 左 灰 白 ほ ぼ完 形 4 2 －10

表 土採 集 須恵 器 坪 蓋 126 2 7 26 左 灰 ほ ぼ完 形 4 2 －1 1

6 表 土採 集 須 恵器 無 高 台塔 身 116 3 8 －
灰 白 完形 4 2－3

7 表 土採 集 須 恵器 無 高 台杯 身 118 く3 2＞ －
灰 白 2／3 －

8

9

表 土採 集 須 恵器 無 高 台坪 身 120 4 0 －
灰 自 完 形 4 2－4

表 土採 集 須 恵器 無 高 台杯 身 122 4 1 －
灰 黄 ほぼ完 形 4 2－5

1 0 表 土採 集 須恵 器 杯 蓋 16 2 3 6 2 9 左 灰 ほ ぼ完 形 42 －12

1 1 表 土採 集 須恵 器 高 台 塔 身 140 4 2 9 8
－

灰刑ト7．ほ ぼ完 形 4 3－2

1 2

1 3

表 土採 集 須恵 器 高 坪 16 1．5 1 32．5 1 0 1 左 黄 灰 ほ ぼ完 形 4 4－2

表 土採 集 須恵 器 高 坪 14 4．5 1 3 1．5 10 1 右 灰オリーフ。完 形 4 4－3

1 4 表 土採 集 須恵 器 高 杯 ＜82 ．5＞ く10 9＞ 灰 白 脚部 1／5　 坪 部 欠
－

15 表 土採 集 須 恵器 平 瓶 66．5 13 0 14 3 右 灰 白 完 形 4 6－2

1 6

1 7

18

表 土採 集 須 恵器 長頸 瓶 99 15 1 2 17 ．5 8 1 右 灰 白 完 形 4 7－6

方 形 周溝 墓 弥生 土 器 妻 灰 黄 小 片
－

方 形 周溝 墓 弥生 土 器 褒 浅 黄 小 片
－
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調整不十分のため、内外面ともロクロ目が顕著に残る013－12と13－13はほぼ完形の須恵器高杯である。

13－12は口径161．5mm、底径101mm、器高132．5mmを測り、13－13は口径144・5mm、底径101mm、器高

131．5mmを測る。杯部は半楕円形で、ゆるやかに内湾して立ち上がり、13－12の端部はやや外反する。

どちらも杯部底部と口緑部の境には、浅い沈線一条がめぐる。短い脚は裾に向かって大きく拡がり、脚

端部で折り曲げて、強い横ナデ調整で上下に引きのばす013－13の脚部中央には、退化した浅い沈線が

二条めぐる。杯部底部の調整は、同心円状の2回転へラ削り調整である。13－12は湖西編年Acで第Ⅳ

期第1中期、13－13は湖西編年Adで第Ⅳ期第2小期に相当する。13－14は須恵器高杯の脚部片である。

推定底径109mmを測る。短い脚部は、裾方向に大きく拡がり、脚端部で強めに屈曲して水平に引き出し、

折り曲げて横ナデ調整で上下に引き延ばし、断面三角形状とする。13－15は完形の須恵器平瓶である。

口径66．5mm、胴部最大径130mm、器高143mmを測る○体部は楕円形であり、底部は弓張り状である。

肩部はやや張り気味である。口頚部は体部に比べて大きく、その中央には浅い沈線が二条めぐる。底部

の調整は、ラセン状の回転へラ削り調整で、体部の1／3にまで及ぶ。肩部の張り方と直立気味で大きな

口頸吾牝から、遠考研編年の第Ⅴ期初期のものと思われる。13－16はほぼ完形の須恵器長頸瓶である。

器形の垂直方向に対してややいびつである。口径99mm、胴部最大径151mm、底径81mm、口頸高10cm

前後、器高217．5mmを測る。丸みを帯びた体部から、口頚部はほぼ直立しつつのび上がり、口縁部で大

きく外反する。外反した口緑部の上下端に、強い横ナデ調整を加えて上下に引き延ばす。肩部は多少張

り気味ではあるが、稜はない。底部は平底で、体部との境の体部寄りに低い方形状の高台をやや突っ張

るようにして貼り付ける。体部の調整は、同心円状の2回転へラ削り調整が施される。その他は内外と

も回転ナデ調整である。湖西編年Aelで第Ⅲ期第3中期後に相当する。
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4．遺物一鉄製品

大谷横穴群から検出した遺物は土器、鉄製品、装身具類、人骨等におよぶ。30基の横穴墓の内、未

開口であったと思われるのはほんの数基であり、大半は後世の盗掘等の憂き目にあい、何も検出できな

かった横穴墓や撹乱行為を受けた横穴墓がかなりあって、検出できた場合であっても、その遺存状況は

芳しいものではなかった。したがって、今回検出した鉄製品の多寡によって、横穴墓の被葬者の優劣を

論じることはできない。

鉄製品は大半が散乱していて、破片状態での検出である。本横穴群が開削された地域の土壌的な特徴

から、錬化が著しく、錆膨れあるいは風化の進行が顕著である。馬具はA－6号横穴墓の轡の鏡板と

衝・A－25号横穴墓の鐙1対を検出した。直刀はA－6号・A－14号・A－16号・Aq17号・B－1

号横穴墓から検出した。刀子はA－6号・A－13号・A－16号・A－17号・A－18号・A－25号・

A－26号・B－1号横穴墓から検出した。鉄はA－6号・A－13号・A－14号・A－16号・A－17

号・A－18号・A－25号横穴墓から検出した。後期群集境にあっては、馬具類は必ず武器類との伴出

関係にあり、これを出土した横穴墓は単位群の中にあっても、その規模においても、豊富な副葬品にお

いて群を抜くものであり、単位群形成の契機となる横穴墓である可能性が強いとされている。このこと

と、A－6号・A－25号横穴墓の置かれている状況は一致する。とりわけ、A－6号横穴墓は大量の

土器とさまざまな種類の鉄製品、その中でも装飾付大刀柄間では金銅板の張り付け、陰刻の渦巻紋を特

徴とするものであることからして、当横穴墓は、大谷横穴群の数ある横穴墓の中でも中核的存在と考え

ることができる。それでは各横穴墓ごとに考察する。

A－2号横穴墓出土鉄製品

刀子2点（5－1・5－2）を検出した。5－1は2片に分離しており、接合しないが検出状況から同一個体

と推測した。全長は不明である。関は明瞭ではなく、斜関である。刃部長は8．5cm前後に復元できる。

茎部は茎尻に向かって先細りし、残存長1．8cm、幅1．2cm、厚さ0．3cmを測る。断面は、台形である。

A－5号横穴墓出土鉄製品

5－20は墓前域の床面直上20cm上で検出した鉄製の杭であり、横穴墓に伴う遺物ではない可能性が高

い。全長27．8cmを測る。頭部は円形であり、直径2．7cmを測る。杭身の断面はほぼ方形であり、一辺

0．65～0．8cmを測る。杭身は中央部分で僅かに屈曲しており、先端は尖っている。杭身長26．5cmを測

る。

A－6号横穴墓出土鉄製品

すべてが撹乱行為を受けた玄室内からの検出であるから、出土位置は明記しない。その中で注目すべ

き1－2は装飾付大刀柄間である。残存長7．7cm、幅2．9cmを測る。下部から1．8cmの箇所に直径0．2cm

の目釘孔が穿たれ、鉄製目釘が遺存している。茎部は断面方形であり、幅1．6cm、厚さ0．6cmを測る。

柄間には金銅板が張られており、表面には陰刻で渦巻紋が措かれている。この渦巻紋は、木製の柄間に

も確認することができる。渦巻紋は中央に大型の渦巻きを連ね、その左右の空間に小型の渦巻紋を打ち

出している。この紋様の特徴から、双龍紋環頭大刀あるいは頭椎大刀の柄間と推測でき、新納泉氏分類

（新納1987）の双龍紋環頭大刀Ⅴ～Ⅵ式、あるいは頭椎大刀Ⅲ～Ⅳ式にあたるものと判断した。直刀

およびその付属品として、2－12は鉄刀の茎片である。断面は長方形である。残存長3．0cm、幅1．5cm、

厚さ0．3cmを測る。2－13は鉄製の切羽片と推測する。倒卵形である。残存長4．7cm、幅1．0cm、厚さ

0．3cmを測る。全長5．1cm、3．4cm、内部長3．4cm、1．8cmに復元した。1－1は鞘口金具および鍔である。

鞘口金具は長さ2．0cm、残存幅3．4cm、厚さ0．2cmを測る。内部に鞘の木片が錬着している。鍔は一部

しか遺存していないことから、全形は不明であるが倒卵形の無窓鍔である可能性が高い。2－14は倒卵

形の無窓鍔片である。残存長5．1cm、幅1．6cm、厚さ0．3cmを測る。
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馬具の轡3－1は錆化が甚だしく、Ⅹ線写真でも明確ではないが、鉄製環状鏡板付轡の環状鏡板および

衝、鏡板と衝を繋ぐ遊環と判断した。轡は、坂本好夫氏分類（坂本1984）の板状立間素環鏡板付轡、

岡安光彦氏分類（岡安1984）の大型立間造環状鏡板付轡であると判断した。衝と鏡板は遊環を介して

結ばれている。引手は残存していない。立間は環状部のやや左側に偏る。立間上部は破損していること

から高さは不明であるが、外幅は3．1cm、内幅1．8cmを測る。環状部は、復元図に示したとおり、やや

不整形な楕円形である。復元で外幅5．2cm、内幅3．8cmを測る。断面は円形であり、直径0．7cmを測る。

遊環は外径2．0cmを測り、断面は円形である。衝は片方のみ残存しており、6．3cmを測る。衝先環は推

定で1．5cmである。3－2に復元図を示した（引手は復元していない）。県内で出土している環状鏡板付

轡と比較すると、衝部分が11．7cmと短く、最も短くなることから、やや問題点が残る。

鉄鉄では尖根式鉄鉱が2点出土している。4－1は整箭式鉄鉄の鉄身のみ出土している。錬化が激しく、

両丸道か片丸造か判然としない。4－2は尖根系鉄鉱の頚部片である。刀子5－3は切先片である。残存長

2．7cm、幅1．3cm、厚さ0．4cmを測る。不明鉄製品で5－16は棒状の鉄製品である。先端が薄くなり、

屈曲する。残存長6．6cm、幅0．7cm、厚さ0．5cmを測る。

A－13号横穴墓出土鉄製品

4－3は玄室から検出した片丸造整箭式鉄鉄である。頚部の断面は長方形である。5－4は羨道部から検

出した刀子の刃部片である。やや中央部分が窪んでいる。残存長6．8cm、最大幅1．2cm、厚さ0．6cmを

測る。

A－14号横穴墓出土鉄製品

鉄刀が2点出土している。2－1は墓前城から検出した刀身～茎片である。鍛造された直刀であり、や

や反りが確認できる。関はほぼ均等の両関である。茎は茎尻に向かって先細りする。断面は台形である。

残存長28．0cm、刀身残存長21．9cm、幅2．8cm、厚さ0．6cm、茎残存長6．2cm、幅2．2cm、厚さ0．55

cmを測る。2－2も刀身～茎片で玄室から検出した。鍛造された直刀であり、反りは確認できない。刀身

残存長22．5cm、幅2．3cm、厚さ0．6cmを測る。関は片関である。茎は関から茎尻までほぼ直線的であ

り、残存長4．2cm、幅2．1cm、幅0．3cmを測る。茎には関から2．8cmの部分に目釘孔が穿たれている。

目釘穴は0．3cmであり、鉄製の目釘が残存している。

吊手孔付保用金具（刀吊金具，足金物）では2点の鉄製の吊手孔付保用金具（新納1987）（2－15・2－

16）である。吊手と侃用金具は明瞭に括れが確認できる。吊手はほぼ円形であると推測できる。侃用金

具は長楕円形に復元でき、外径は長軸3．3cm、短軸2．0cmに、内径は長軸2．7cm、短軸1．2cmに復元し

た。この内径からは細身の鉄刀の侃用金具と推測できる。2－17は鞘金具の破片と推測する。残存長3．6

cm、厚さ0．1cmを測る。長軸1．7cm、短軸1．4cmに復元した。

4－4は尖根系鉄鉄の頚部・茎部片で羨道部からの検出である。棟箆被をもつ。大谷横穴群では、尖根

系鉄鉱は麻箆被整箭式鉄鉄のみであり、その破片である可能性が高い。

A－16号横穴墓出土鉄製品

鉄刀は6点はともに鍛造された直刀片であるが、錬化が激しく全体の形状は不明である。2－11・2－3

は反りは確認できない。2－3の残存長20．0cm、幅2．9cmを測り、2－11の残存長55．5cm、幅3．3cmを測

る。2－4は鉄刀の切先から刀身部片であり、残存長13．2cm、最大幅2．7cmを測る。厚さは錬化が激し

く不明である。2－5は茎尻片である。茎は茎尻に向かって先細りする。残存長4．6cm、最大幅1．65cm、

茎尻幅1．1cm、厚さ0．35cmを測る。茎尻に木質が遺存している。2－6・2－7は刀身部片である。2－18

は鍔片である。小片であるため詳細は不明であるが、倒卵形の無窓鍔である。残存長4．5cm、幅1．45

cm、厚さ0．2cmを測る。2－8は茎部片であり、茎尻に向かって先細りする。残存長6．6cm、幅1．6cm、

厚さ0．4cmを測る。2－9は鍛造された短刀片である。やや反りが確認できる。残存長10．4cm、最大幅
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2．2cm、厚さ0．9cmを測る。

鉄鉱は2点出土している。尖根系鉄鉱の破片である。4－5は頚部片であり、4－6は茎部片である。刀

子は3点出土している。5－5は茎部片である。断面は台形である。茎尻は折れ曲がっている。残存長

4．6cm、幅1．3cm、厚さ0．5cmを測る。5－6は刀子切先～刃部片である。残存長7．0cm、幅1．4cm、厚

さ0．4cmを測る。5－7は刃部～茎部片である。残存長10．5cmを測る。片関である。刃部残存長4．3cm、

幅1．5cm、厚さ0．45cmを測る。茎部は完存しており、断面は台形である。表面には木質が遺存してい

る。茎長6．2cm、幅1．25cm、厚さ0．5cmを測る。

A－17号横穴基出土鉄製品

いずれも床面撹乱状態の中からの検出である。鍛造された直刀の破片2－10が1点である。錬化が激

しく、幅・厚さは不明である。残存長16．2cmを測る。刀子は無関の刀子5－8である。両側ともに刃部

である。残存長6．8cm、幅1．2cm、厚さ0．35cmを測る。鉄鉱は尖根系鉄鉱が2片出土している。4－7

は刃～頚部にかけての破片である。片丸造整箭式鉄鉄である。4－8は、頚部～茎部片で棟箆被である。

2－19の両頭金具は全長3．0cmを測る。やや扁平な球形の両頭を造り出した鉄棒に、鉄製薄板を巻きつ

ける。この鉄板は明瞭ではないが8弁に造られており、花弁を表現しているものと推測できる。花弁の

幅は2点ともに0．9cm、厚さは0．1cmを測る。鉄棒の断面は円形であり、直径0．5cmを測る。花弁と花

弁の間隔は1．8cmを測る。5－17は頭を逆L字形に折り曲げている用途不明の遺物である。両端が欠損

しているため本来の形状は不明である。残存長4．4cm、幅0．9cm、厚さ0．2cmを測る。

A－18号横穴墓出土鉄製品

鉄鉱は尖根系鉄鉱が5点出土している。4－9は鉄鉱3点が錬着したものである。このうち2点は、両

丸造林箆被整箭式であり、1点はその頚部・茎部の破片である。図面右側の鉄鉱は、棟箆被を確認でき、

断面は方形である。左側の鉄鉱は鉄身片である。中央の鉄鉱はやや幅広の両丸造整箭式鉄鉄の鉄身であ

る。4－10・4－11・4－12・4－13の4点は、細根系鉄鉱の茎部片である。大谷横穴群から出土した尖根系

鉄鉱は棟箆被整箭式のみであり、その茎部片の可能性が高い。5－9は刀子茎部片と推測した。残存長

3．7cm、幅0．75cm、厚さ0．35cmを測る。

A－20号横穴墓出土鉄製品

5－21は玄室の覆土上層から検出したT字形鉄器で横穴墓使用時の遺物ではなく、後世に持ち込まれ

た遺物の可能性が高く、現代のピンボールであると推測する。全長34．6cmである。頭部は断面円形で

あり、幅10．9cm、断面直径0．7cmである。身部は2回折れ曲がっており、長さ33．8cmを測る。断面は

円形であり、直径0．5cmを測る。

A－22号横穴墓出土鉄製品

両頭金具2点（2－20・2－21）だけである。略球形の両頭を造り出した鉄棒に薄い鉄板を巻きつけ、花

弁を形成しているが、この花弁（鉄板）の遺存状況は良好ではない。鉄棒部分の断面形はほぼ円形であ

る。2－20の全長は2．9cm、断面直径0．6cmを測り、花弁は幅1．3cmに復元できる。2－21は残存長2．0

cm、断面直径0．6cm、花弁は幅1．0cmを測る。

A－25号横穴墓出土鉄製品

先ず馬具であるが、これは羨道部右側壁直下から、隅に片付けられたようにして床面直上に置かれて

あった。身を守るための武器類は被葬者の側から、馬具類は羨道部からの検出が多い。鐙3－3～5が1

対出土し、2点ともに同形態である。鐙金具の形状から木芯鉄板張壷鐙であると推測する。全長は復元

で41．0cmを測る。餃具部分は、断面隅丸方形の棒を長さ10．7cm、幅5．0cm、厚さ0．6cmを測るU字形

に曲げて輪金とし、U字形の先端を復元で2．7cm、幅2．1cmの長方形にし、そのほぼ中心に穿孔して軸

を通して留めている。この軸の中心に刺金を絡め、その両側に兵庫鎖を絡めている。刺金は全長10．8
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cmである。兵庫鎖は大型の兵庫鎖が2連繋がれている。良好に遺存する兵庫鎖は長さ13・5cmである○

鐙は木芯鉄板張壷鐙の鉄板部分と、中心が棒状で左右を板状に打ち伸ばした鉄板をU字形に折り曲げ、

2孔を穿ったものである。2孔には鉄製の釘が遺存している。2点の鐙のうち残存状況のよい3－4は残

存長10．5cm、幅2．8cm、厚さ0．2cmを測る。

鉄鉄では広根系鉄鉱4点（4－14・4－15・4－16・4－17）、尖根系鉄鉄18点が出土している。広根系鉄鉱

は、すべて両丸造腸挟五角形鉄である。4点ともにほぼ同様の大きさである。腸決の先端が欠損してい

るため刃部長は不明であるが、5．5～5．8cmの範囲と推測できる。最大幅3．5cm、厚さ0・2～0・3を測る○

箆被は四角形に収まるもので断面は長方形である。4－14・4－15には糸巻きが良好に遺存している。尖

根系鉄鉱（4－18～35）は、すべて関をもたない棟箆被整箭式であるが、錬化が激しいことから判然とせ

ず、、両丸造と推測できるものと、片丸造と想定できるものがある。4－20が最も良好に遺存している。

刃部と頚部の境界は明瞭ではなく、頚部は10cm前後とかなり長い。頸吾陀茎部の境界には棟箆被が形

成されている。茎部は方形であり、4－34の事例を基礎とすると長いものでは5cm以上あるものと推測

できる。したがって、全長は15cm前後であったと推測できる。4－23・4－24・4－25・4－26・4－27は頚部

片、4－28・4－29・4－30は茎部片である。茎部片に木質や糸巻きの痕跡が残存している。

5－10は刀子の刃部～茎部片であり、残存長7．5cmである。関は両関である。刃部残存長6・0cm、最

大幅1．35cm、厚さ0．4cmを測る。茎部残存長1．4cm、幅1．15cm、厚さ0・3cmを測り、長方形である。

茎部には木質が残存している。5－11は刃部～茎部片であり、残存長11．5cmを測る。両関である○刃部

残存長7．9cm、最大幅1．4cm、厚さ0．3cmを測る。茎部は茎尻に向かって先細りする。断面は長方形で

ある。関には、鉄製の柄緑装具が装着されている。長さ0．85cm、幅1．6cm、厚さ0・2cmを測る○この

装具の内径から柄の幅は1．4cm、厚さ1．1cmと推測する。5－12は刃部片であり、残存長4・4cm、最大

幅1．2cm、厚さ0．3cmを測る。5－18は用途不明鉄製品で上部の断面形は長方形、下部の断面形は方形

に近い。平面形は上部より14cmの部分で、右側に段（片関）の存在がⅩ線写真より推測できる。残存

長2．6cm、幅0．75cm、厚さ0．3cmを測る。広根系鉄鉱の頚部・茎部の可能性がある。

なお、本横穴墓から馬具が出土しだということは、同じ横穴群にあっても被葬者の生前の政治的・社

会的地位の格差が存在することを意味するものである。地方支配のあり方は、より下位の人々にいたる

一律的な直接的支配を目指してはいるのだが、横穴墓においてはいまだ階層差を顕現させたままの状態

にとどまっていたとされているのである。

A－26号横穴墓出土鉄製品

刀子の茎5－13を玄室床面直上から検出している。茎尻に向かってやや先細りする。断面は長方形で

ある。残存長4．7cm、最大幅0．95cm、厚さ0．35cmを測る。表面には一部木質が残存しているo

B－1号横穴墓出土鉄製品

墓前域から5－14・5－15の刀子の刀身片だけの検出である。5－14は残存長6・4cm、最大幅0・95cm、

厚さ0．3cmを測る。5－15は刀子茎破片であり、残存長2．6cmを測る。断面は長方形であり、最大幅0・8

cm、厚さ0．3cmを測る。表面には木質が錬着している。

表土採集出土鉄製品

2＿22は鉄製の鍔片である。倒卵形の無窓鍔である。残存長6．4cm、幅1．8cm、厚さ0・35cmを測る。

全長6．6cm、幅4．6cm、内部長2．8cm、1．6cmに復元した02－23は鉄製の切羽であると推測した。錬化

が激しく、本来の断面形は不明である。倒卵形の切羽と推測した。残存長6・1cm、最大幅1・3cmを測る。

本来は全長6．4cm、幅4．1cm、内部長4．1cm、幅2・0cm前後に推定復元した。4－37は尖根系鉄鉱の茎

部片である。下部には矢柄が良好に残存している。
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第46図　出土鉄製品実測図（1）
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第49図　出土鉄製品実測図（4）法量表

図

版
Na 遺 構 形　　 式 法　　 量 備 考 写 真 図 版

4

1°
A － 6 号

頼 箆 被 聖 箭 式 残 存 長 2．3 cm ， 刃部 幅0，’6c m ． 厚 さ0．3c m ． 頸 部 幅 0．6c m ， 厚 さ0．3c m

57 3 ．鉄 線

2 頚 部 片 残 存 長 3．5 cm ， 幅 0．4 cm ，厚 さ0．2c m

3 A － 13号 頼 箆 被 堂 箭 式 残 存 長 10．1c m ，刃部 幅 0．7c m ， 厚 さ0．3c m ， 頸 部 幅 0．5c m ， 厚 さ0．3 5c m

4 A － 14号 至頁部 ・茎 部 片
残 存 長 6．3 cm ， 頸 部 長 4．8c m ， 幅 0．5c m ， 厚 さ0．5 cm ， 頼 箆 被 幅 0．8c m ， 茎 部 長 矢柄 残 存
1．2c m ， 幅 0．4 5c m ， 厚 さ0．4 5cm

5
A － 16号

頚 部 片 残 存 長 5．5 cm ， 幅 0．4 cm ．厚 さ0．25 cm

6 茎 部 片 残 存 長 4．3 cm ， 幅 0．4 cm ，厚 さ0．3c m

7

A － 17号

堂 箭 式 残 存 長 3．6 cm ， 刃部 幅0，7c m ，厚 さ0．2 5cm ，頸 部 幅 0．6 cm ， 厚 さ0．4 c m

8 頚 部 ・茎 部 片
残 存 長 7．9 cm ， 頸 部 長 5．0cm ． 幅 0．5c m ， 厚 さ0．3 cm ， 茎 部 長 2．5c m ， 幅 0．5 5c m ，厚 さ

0．6c m

9

A － 18号

耕 箆 被 堂 箭 式

左 側 一 残 存 長 2，5c m ． 刃 部 幅 0．6c m ， 刃 部 厚 0．3cm ，頚 部 幅 0．5 cm ， 厚 さ0．3c m

中 央 一 残 存 長 2，2c m ， 刃 部 幅 0．8 5c m ， 厚 さ0．3c m ， 頸 部 幅 0．5c m ，厚 さ0．3c m
右 側 一 残 存 長 9．3c m ，頸 部 長 8．0c m ， 幅 0．4 5c m ， 厚 さ0． 4c m ， 頼 箆 被 幅 0．9c m ，茎 部

長 1 ．1c m ， 幅0 ．45 cm ， 厚 さ0．5cm

10 茎 部 片 残 存 長 3．7 cm ， 幅 0．4 5c m ， 厚 さ0．3 5c m 矢柄 残 存

1 1 頚 部 片
左 側 一 頸 部 残 存 長 2．3c m ， 幅 0．5c m ， 厚 さ0．3 cm

右 側 一 頸 部 残 存 長 1．1c m ． 幅 0．4c m ． 厚 さ0．3cm

12 頚 部 片 頚 部 残 存 長 2．9C叫　 幅0．5c m ， 厚 さ0．3c m

13 頚 部 片 頸 部 残 存 長 3．3c m ， 幅0．4 c m ，厚 さ0．3 5cm

14

A － 2 5号

腸 挟 五 角 形 式
残 存 長 6．0 cm ， 刃部 長 5．6 c m ， 幅 3．5c m ， 厚 さ0．2 5c m ， 頸 部 長 1．9 cm ．頸 部 幅 糸巻 き痕
0．75 cm ，厚 さ0．35 cm

15 腸 挟 五 角 形 式
残 存 長 9．8 cm ． 刃部 長 5．‘2 c m ， 幅 3．3c m ． 厚 さ0．3 cm ， 頸 部 長 3．1 5cm ，頸 部 幅

糸巻 き痕
0．65 cm ，厚 さ0．3c m ， 茎 部 長 2．4 cm ， 幅 0．5 5c m ． 厚 さ0．2 5 cm

16 腸 挟 五 角 形 式
残 存 長 7．lcm ． 刃部 長 5．2c m ， 幅 3．3c m ， 厚 さ0．2 5c m ， 頸 部 長 2，9cm ，頸 部 幅

0．75 cm ，厚 さ0．3c m

17 腸 挟 五 角 形 式
残 存 長 8．6 cm ， 刃部 長 5．3c m ． 幅 3．5c m ． 厚 さ0．3 cm ，頸 部 長 3．0c m ． 幅 0．9 cm ， 厚 さ

木 質
0．4c m ， 茎 部 長 1．4 cm ．幅 0．45 cm ． 厚 さ0．35 cm

18 耕 箆 被 堂 箭 式 残 存 長 7．1cm ． 刃部 幅 0．5c m ． 厚 さ0．1 5c m ， 頸 部 幅 0．4 5c m ， 厚 さ0．2 5c m

19 頼 箆 被 磐 箭 式
残 存 長 ll．4c m ， 刃 部 頸 部 長 10．4 cm ， 刃部 幅 0．7c m ， 厚 さ0．2 cm ， 頸 部 幅 0．6c m ，厚 さ

0．4c m ， 茎 部 長 0．7 cm ，幅 0．35 cm ， 厚 さ0．3cm

20 耕 箆 被 堂 箭 式
残 存 長 15．0c m ， 刃 部 頸 部 長 11．6 cm ， 刃部 幅 0．65 cm ． 厚 さ0．2c m ， 至頁部 幅 0．6 cm ． 厚

さ0．3c m ， 茎 部 長 3．3cm ，茎 部 幅 0．4c m ． 厚 さ0．2 5c m

2 1 堂 箭 式 残 存 長 9 t3 cm ， 刃部 幅 0．7c m ． 厚 さ0．1 5c m ， 頸 部 幅 0．5 cm ，厚 さ0．3c m

22 堂 箭 式 残 存 長 4・，2 c m ， 刃部 幅 0・9 c m ， 厚 さ0・2 c m 「 頸 部 幅 O r7 c m ， 厚 さ0・35 c m

23 頚 部 片 残 存 長 5．3 cm ，幅 0．4 cm ，厚 さ0．35 cm

24 至頁部 片 残 存 長 5．2 cm ， 幅 0．4 cm ，厚 さ0．3c m

25 頸 部 片 残 存 長 4．8 cm ， 幅 0．5cm ，厚 さ0．3c m

26 頸 部 片 残 存 長 3．8 cm ， 幅 0．4 cm ，厚 さ0．3c m

27 頸 部 片 残 存 長 3．2 cm ，幅 0．4 5c m ， 厚 さ0．3 cm

28 茎 部 片 残 存 長 2．3 cm ， 空頁部 長 2．0c m ． 幅 0．4 5c m ，厚 さ0．3c m 頼 箆 被

2 9 茎 部 片 残 存 長 3．2 cm ， 幅 0．4 cm ．厚 さ0．35 cm ，矢 柄 1．0c m 矢 柄

30 茎 部 片 残 存 長 2．3 cm ． 幅 0．4 cm ，厚 さ0．3c m ， 矢 柄 0．9 cm 矢 柄

31 茎 部 片 残 存 長 4．1cm ．幅 0．4 cm ，厚 さ0．3c m ， 矢 柄 0．8 cm 矢 柄

32 茎 部 片 残 存 長 6．3 cm ，幅 0．4 c m ，厚 さ0．4c m 矢 柄

33 茎 部 片 残 存 長 5．2 cm ，幅 0．6c m ，厚 さ0．35 cm 糸 巻 き痕

34 勅 箆 被 磐 箭 式
残 存 長 12，2c m ， 頸 部 長 6．7 cm ，幅 0．4 c m ， 厚 さ0．3c m ， 茎 部 長 5 ．8c m ． 幅 0．5c m ， 厚 さ

0．3c m

35 茎 部 片 残 存 長 5．7 cm ，幅 0．45 cm ， 厚 さ0．35c m

36 B － 1 号 頸 部 片 頸 部 残 存 長 8．0c m ， 幅 0．5c m ， 厚 さ0．4 5c m

37 表 土 採 集 茎 部 片 残 存 長 4．6 cm ，幅 0 ．45 cm ， 厚 さ0．35c m ， 矢 柄 径 0．85 cm
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5．遺物一装身具

装飾品については耳環4点、勾玉11点、丸玉25点を検出した。A－13号横穴墓の装身具類の検出

状況は、人骨の埋葬位置とも一致するものであることを確認した。土器や鉄製品の検出状況に比べて、

装身具類の量が少ない。調査の不手際を第一に反省すると共に、呪術的機能を色濃くもつとされる装身

具類そのものが、古墳時代終末期にきて、その終焉を迎えつつあったかもしれない副葬品としてのあり

方をあらためて考えるべきであると思われる。

なお、第2章第2節の「調査の方法」でも触れた通り、床面精査の段階で横穴墓内に小型発電機によ

る内部照明を設定したが、手元の暗さは解消されなかったので、床面覆土のふるいによる選別作業を採

らざるを得なかった。その結果、予想された通り玄室内からは洗浄検出による玉類等の検出が多くなっ

てしまった。該当する遺物については、装身具法畳表の備考に「（洗浄検出）」と明記した。

⊂〕1

（⊃2
（⊃3

第52図　出土装身具実測図（2）・出土銭貨拓影図
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第51・52図出土装身具実測図（1）・（2）法量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位はmm）

図版 No． 遺 構 場 所 名 称 外 径 長 さ 厚 さ 穿 孔 径 重 さ 色 調 備　　 考 写 真 図版

1

1
A － 2 玄 室 丸 玉

7．8 5 × 8．4 5
－

7．05 2 ．95 0 ．5 1 灰 褐 色 表 面 剥離 、 （洗 浄検 出 ）

5 8

2 9 ．．0×9．0
－

8．2 3 ．3 0 ．73 灰 褐 色 表 面 剥離 、 （洗 浄検 出 ）

3 A － 6 玄 室 刀 フ一八
：石

8．4×8．4
－

6．1 2 ．0 0 ．59 濃 紺 色 （洗 浄 検 出）

4

A － 13

玄 室

丸 玉

8．8 5 ×8．4 5
－

5．5 2 ．85 0 ．5 1 灰 褐 色 丁 寧 に研 磨 され て い る

5 羨 道 8．9 5 × 9．0
－

7．15 2 ．9 0 ．44 灰 褐 色 表 面剥 離

6 羨 道 9 ．75 × 9．8
－

7．45 2 ．85 0 ．73 灰 褐 色 表 面剥 離

7 羨 道 9 ．3×9．6 5
－

7．85 2 ．8 0 ．52 灰 褐 色 表 面剥 離

8 羨 道 9．7×9．7
－

7．15 2 ．75 0 ．60 灰 褐 色 表 面 剥離 、一 部 欠 損

9 羨 道 9．5 5 ×9．5 5
－

7．1 2 ．9 0 ．70 灰 褐 色 表 面 剥離

10 玄 室 8．0×8．4 5
－

7．8 2 ．45 0 ．59 灰 褐 色 表 面剥 離 、 （洗 浄検 出 ）

1 1 玄 室 7．85 × 8．8
－

7．35 2 ．75 0 ．73 黒 緑 色
丁 寧 に研 磨 され て い

る、 （洗 浄 検 出）

12 玄 室 11 ．0× 11 ．5
－

9．5 ・ 2．7 1 ．7 3 灰 褐 色 表 面 剥離 、 （洗 浄 検 出 ）

13 羨 道 9．1× 9．0
－

7．1 2 ．9 0 ．7 1 黒 褐 色 丁 寧 に研 磨 され て い る

14 A － 16 玄 室 丸 玉 9．1×9．15
－

9．05 2 ．8 0 ．79 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出 ）

15

A － 17 玄 室 丸 玉

7．9 －
7．9 2 ，3 0 ．3 7 灰 褐 色

表 面 剥 離 、 一部 欠損 、

（洗 浄 検 出）

16 7 ．45 × 7．85
－

7．75 3 ．3 0 ．4 1 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出 ）

17 7 ．8× 7．8
－

7．8 2 ．8 0 ．4 3 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出 ）

1 8 8 ．15 ×8．3 －
7．3 2 ．7 0 ．6 2 黒 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出 ）

1 9 7 ．7 ×7．3
－

7．5 2 ．9 0 ．3 3 灰 褐 色
表 面 剥 離 、 一部 欠損 、

（洗 浄 検 出）

20 7 ．8× 7．9
－

8．1 3 ．1 0 ．4 3 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出）

2 1 8 ．2× 7．9
－

8．3 3 ．0 0 ．5 4 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出）

22 8 ．05 ×8．1
－

8．6 2 ．95 0 ．6 7 灰 褐 色 （洗 浄検 出）

23 8 ．2× 8．0
－

8．55 3 ．0 0 ．5 3 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出）

24 7 ．9× 8．0
－

7．9 3 ．9 0 ．4 4 灰 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出）

25 8 ．1× 8．1
－

7．7 2 ．75 0 ．6 2 黒 褐 色 表 面 剥 離 、 （洗 浄 検 出）

26 A － 2 羨 道 勾玉
－

25 ．55 8 ．4 5
－

4．8 0 黒 褐 色 丁 寧 な研 磨 、司 面挟 り

27

A － 13

玄 室

勾玉

－
2 6 ．6 7 ．9

－
4．4 8 赤 褐 色 両 面 に挟 り あ り

28 羨 道
－

2 5 ．1 8 ．15 －
4．2 6 黒 緑 色 丁 寧 な研 磨 、両 面 挟 り

29 羨 道
－

3 2 ．5 9 ．5
－

7．9 5 黒 褐 色 丁 寧 な研 磨 、両 面 挟 り

30 羨 道
－

3 2 ．35

●・

8．9
－

6．7 9 赤 褐 色
表 面 剥 離 、両 面 挟 り あ

り

3 1 玄 室
－

2 3 ．7 7 ．4 5
－

3．3 0 黒 褐 色 丁 寧 な研 磨 、両 面 挟 り

32 A － 17 玄 室 勾玉
－ －

6．3
－

2．8 0 黄 褐 色
表 面 剥 離 、一 部 欠 損 、

（洗 浄検 出 ）

33 表 土 採 集

勾玉

－
2 4 ．0 8 ，9

－
3．8 5 白色 透 明

片側 穿 孔 、貫 追 面 に挟

りあ り

2

1

表 土 採 集
－

2 4 ．5 6 ．5
－

2．72 白色 透 明
片側 穿 孔 、貫 通 面 に挟

りあ り

2 －
2 7 ．0 10 ．9

－
7．36 乳 緑 灰 色 片側 穿 孔

3 －
2 8 ．1 9 ．6 5 －

6．5 9 黒緑 色 丁 寧 な研 磨 、両 面 挟 り

図版 No． 遺 構 場 所 名 称 外 径 （横 ） 長 さ 厚 さ 断 面 径 重 さ 材 質 備 ‘考 写 真 図版

2

4 A － 6 玄 室

耳 環

2 0 ．0
－ －

4．0 ×4．2 2 ．9 1 銅 芯金貼環
遺存 状 況 は良 好 、金 箔

は全 て残 存

5 85 A － 16 玄 室 2 2 ．5
－ －

5．0×7．2 9 ．98 銅 芯金貼環
金箔 は半 分 ほ ど剥 落 、

（洗 浄 検 出 ）

6 A － 2 0 玄 室 2 0 ．2
－ －

4．4 ×6．5 6 ．3 1 銅 芯金貼環 金 箔 はほ とん ど剥 落

7 A － 2 1 墓前 域 34 ．0 － ●
7．5×7．4 2 2 ．3 6 銅芯金貼環 金 箔 はす べ て剥 落
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6．A地区　炭焼き窯（SXOl）（写真図版35）

炭焼き窯は、f単位群墓前域の表土除去作業中に発見したもので、墓前城の東南端に主軸をほぼ東西

に向けて築かれている。下半部は地山を掘り込んでいて、平面形は茄子形を呈する。焚き口部を東側に

設け、煙出し部は西側である。床面は焚き口部から煙出し部に向かってゆるやかな30　の傾斜をなして

いる。規模は全長2．46m、幅は1．17m、深さは本体部で0．23mである。焚き口部は窯本体へとゆるや

かに接続しており、その区分は明確ではない。窯本体は東西に長い楕円形を呈し、堆積土の中に赤褐色

土が多量に混じっていたことから、天井部があったものと思われる。本体後部が急に狭まったところに

長さ0．82m、幅0．21mの細長い煙出し部がある。煙出し部の排煙構造については不明である。床面は

ほぼ平坦で、両側壁はほぼ垂直に上がるものである。遺物は微細な炭化物だけである。炭焼き窯の造ら

れた時期は不明であるが、横穴群との結びつきは無いものと思われる。

7．B地区　方形周溝墓（第53図，写真図版35）

第2章の「調査の経過」でも触れたように、大谷横穴群（A地区）から東へ約100mほどの工事用地

内の丘陵頂部（B地区）からは、平成9年度の掛川市教育委員会の確認調査で、土器棺の一部が検出さ

れた。そこで、大谷横穴群の調査にめどがついた頃合をみはからってB地区の調査を行ったところ、丘

陵頂部から方形周溝墓1基を検出したので、ここに概要を記す。

大谷横穴群は、西南方向にのびる小支稜の東南斜面に展開するものであるが、方形周溝墓は、この小

支稜が主支稜から分かれる分岐点付近の一小丘陵上に築かれた。表土（黒褐色土）の下に暗褐色土層が

あり、遺構はこの暗褐色土を掘りこんで築かれている。この暗褐色土の下部は、基盤をなす青灰色の粘

土層である。

この丘陵状の平坦面に長軸をN－100－Wとほぼ南北に向けて築造されている。周溝は完全にめぐるも

のではなく、北・東・南を独立した溝で囲むもので、西側の溝については、丘陵の西側裾部でほぼ南北

にのびる溝状遺構（SDl）によって欠失している。もっともこの溝状遺構を一周溝として代用したの

かもしれない。周溝の規模はそれぞれ北（SD2）が2．34mX0．46m、東（SD3）が4．16mX0．72

m、南（SD4）が2．50mX0．73mを測る。周溝からは何も検出していない。なお、SDlは丘陵裾

部で直角に曲がり西へと大きく向きを変えるもので、断面U字状の非常に浅いものである。中央の平面

区画は長方形を呈し、規模は内法で長軸3．96m、短軸3．25mを測る。墓墳（SFl）は周溝の中央部

に造られており、平面形は円形である。規模は直径44～49cmを測り、深さは丘陵頂部がやや削平され

ているために15cm程度と浅めである。墓墳掘方内より土器片を検出した。土器はおそらく賓であり、

底部片を上位部より検出したことから、口緑部を下にしていたものと思われる。土器は推定口径25cm、

残存高は10cmを測る。胎土・焼成ともに悪く、また風化が著しい。実測不可能のため、拓本だけを掲

示する（本書128頁の13－17・18）。

掛川市内の方形周溝墓は弥生時代中期中葉もしくは後葉にかけては、おもに逆川流域で展開するもの

で、原野谷川流域では数基単位で確認されているだけである。同一地点での同じ時期の集落跡は発見さ

れていないことから、墓城と居住域とはかなり離れていたものとされている。また、上西郷の原遺跡の

方形周溝墓は大型であり、しかも群れをなすことなく単独で存在する。本方形周溝墓も小規模ではある

が、やはり単独である。弥生時代後期になると、集落の活発な展開とともに方形周溝墓も集落の一角に

複数で営まれるようになり、その規模の大小や副葬品の内容に差が生じ、そこから身分・階層性がうか

がわれる。B地区の方形周溝墓はやせ尾根上にあり、周辺が集落を営なむような状況に無いこと、1基

単独で営まれていること、そして出土した土器から弥生時代の中期後葉から後期にかけて築造されたも

のと思われる。
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第4章　まとめ

第1節　掛川市城の横穴群の動向

掛川市域に広範に展開する横穴群の動向を、河川の流域を主とするA～Mの13グループ（第54図参

照）に分け、横穴式石室境の分布や大谷横穴群との関連性に留意するとともに、最近の発掘調査の成果

を踏まえて、簡単にまとめてみたい。

なお、遺跡名の番号および各横穴群の基数は『静岡県文化財地図・地名表Ⅱ』（昭和64年3月発行）

に準じている。文章中で参考とした文献類についてはできるだけ註にしたが、発掘調査報告書等につい

ては、本報告書末の参考文献を参照していただきたい。

1．地区ごとの分布状況

A一原野谷川上流域左岸（横穴式石室境はあるが、横穴群が圧倒的に優勢な地区）

横穴式石室境の45．長福寺古墳群〔3基〕上皇壁は6世紀後半の築造比定がなされ、そのすぐ下流側に、

48．長福寺脇下〔12基〕、52．北ノロ〔10基〕・亘生去塵〔3支群14基〕・塾⊥宣返〔2支群22基〕・亘虹埴土

査〔4支群135基〕の各横穴群が分布し、横穴群は比較的密度の高い分布傾向を示す。宮坂横穴群は、

昭和57年に調査され17基を確認し、6世紀後半から7世紀前半代の築造とされる。よって、長福寺1号

境と宮坂横穴群の築造時期の先後関係は、長福寺1号境がやや先行するか、ほぼ同時期とみなされる

（註1）。楠ケ谷横穴群は、総数135基を数える大規模な群構成を伴う横穴群である。丘陵尾根上には木棺

直葬境が確認され、同丘陵の下腹部に横穴群が占地する関係が確認できる。その横穴群の一角が昭和63

年に調査され、最近刊行された『掛川市史』上巻で、当横穴群の群構造の解明が詳細になされているが、

残念ながら大半は調査されることなく消滅してしまっている。古銭横穴群は、現在60基ほどが確認され

ていて、その数は100基を超えるとの推測もなされている。結局、群集境の分布状況は、横穴式石室構

造の長福寺1号境がかろうじて横穴群の周縁に単独で位置するだけであって、それ以外はすべて横穴群

で占められていることになる。しかもその占地状況は、楠ケ谷横穴群にみられるように、支群を配した

群構成の大規模横穴群の展開であることが確認できる。本地区が狭い墓城内において、小規模に散在す

る程度の木棺直葬境から、まったく構造の異なる横穴式石室境へと移行したことは、単なる内部変移だ

けで片付けることはできない。そこに何らかの政治的な強制力の介在があったことは、間違いないであ

ろう。しかしその強制力は、横穴式石室境の築造をわずか1～2基だけで終わらせてしまい、6世紀後

半代には、直ちに大規模な横穴群だけの展開をみせ、それは、7世紀半ばから一部は8世紀にまで及ん

でいる。このことは、小地域における横穴群の母体となる集団の社会的状況が極めて政治的な影響を受

けやすい不安定な状態から、安定型へと進展していったものであることに注目しなければならない。

ちなみに、右岸の和田丘原の大型古墳群の墓城空間がその後の群集境の進出を忌避していることは、

前代の首長に対する後代に生きる墓城内集団の同族結合が強かったことを物語っている。

B一原野谷川中流域左岸（木棺直葬境から小規模な横穴群へと推移する地区）

横穴群の分布状況は、上流域の密集度に比べるとゆるくなっている。79．堂前横穴群〔3支群31基〕

を中心として、78．甚佐ケ谷横穴群〔3基〕の分布をみるだけであり、その内容は明らかでなかったカ干、

平成2年に153．土橋横穴群〔8基〕が調査され、周知の横穴墓1基のほかに、新たに7基が検出され

た。出土した須恵器は、遠考研編年で第Ⅲ期前葉から末葉に比定しうる古いもので、横穴群は6世紀中

葉に築造されはじめ、6世紀後半に盛行期を迎えたとされる。この築造時期は、遠江では最も古いとさ
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れる山麓山横穴墓や字洞ケ谷横穴墓に続く時期にあたる。各横穴墓の天井形態は、主体であるアーチ型

にドーム型が混在している。天井形態が混在する状況は、大谷横穴群にも通じその関連性に注目したい。

対岸では、和田岡丘陵の上流側に94．久保山横穴〔2基〕を認めることができるだけである0この地区

においては、木棺直葬境と横穴群が似たような状況で展開することから、木棺直葬境を築きあげた造墓

集団が、新たな墓制として横穴群を積極的に採用していった姿を想定することができる。

C一原野谷川下流域（木棺直葬境から小・中規模程度の横穴群へと推移する地区）

岡津原丘陵の南端には、194．岡津横穴群A群〔8基〕・旦昼〔16基〕が存在したが、東名高速道路の

建設によって消滅してしまった。その調査概報によると、A群は7世紀前半で一部は8世紀前半まで続

くとされ、B群は7世紀前半から中葉かその後半とされる。また、天井の形態は支群によって異なって

いる。すなわち、A群はドーム型、B群は尖頭アーチ型である○一つの横穴群の中にあって小支群ごと

に異なる形態が混在している状況は、本村横穴群や茶屋辻横穴群にも通じでいて、大谷横穴群にも大き

く関連してくる。また、B群6号墓は棺座に扁平な割石が敷かれていて、堤の内側には割石が横位に立

て並べられてあった状況は、大谷横穴群A－2号横穴墓と相似している。この地区は、同一丘陵内に木

棺直葬境と横穴群とが共存しているが、前者が6世紀前半代までに造墓を終えていることから、新たな

墓制への転換が、B地区同様にスムーズに行われたものと思われる○岡津横穴群の北隣には195・ワゴ横

宜墨〔5基〕、同丘陵北部には坦＿現貸横穴畢〔3支群10基〕があり、狭い丘陵内での密集度は高いと

いえる。一方、右岸の各和丘陵の縁辺には141．山下横穴群〔3基〕があるだけであるo

D一家代川流域（横穴式石室項はあるが、横穴群が優勢な地区）

左岸丘陵南端部には、姐遡所横定置〔3基〕が存在する。当横穴群は、昭和57年に横穴墓1基が調

査され、その築造時期は6世紀後菓もしくは6世紀末葉であり、7世紀前葉までの間に二度の追葬が想

定されている。一方、この流域沿いの左右の丘陵上には、木棺直葬境があまり群れをなすことなく散在

しているが、具体的状況はまったく分かっていなかった。最近、別所横穴群の上流約0・6血の対岸の丘

陵上で480．天段古墳群〔2基〕の発掘調査が行われ、2基とも横穴式石室境であることが確認された。

7世紀中葉～後半の築造と考えられる。両者の間には造営時期にやや開きがあって、別所横穴群の方が

やや先に築造されたものと思われるが、このように横穴群と横穴式石室境とが近接距離の関係にある場

合は、原野谷川上流域の長福寺古墳群1号境と宮坂横穴群の関係と同じで、当該時期の墓制の違いを考

える上で注目すべき存在であるが、総じてこの地区はA地区ほど横穴群があまり活発に展開することは

なかった。右岸には宇洞の82．十五ケ谷横穴群〔2支群16基〕・75．味噌ケ谷横穴群〔1基〕が存在する。

E一重木川上流域（横穴式石室墳だけが分布）

上流域には木棺直葬境が点在するほかに、横穴式石室墳である旦ご海塚古墳畢〔8基〕の分布をみる

が、構造や時期等の詳細については不明である。下流域に飛鳥横穴群が大規模に展開してはいるが、こ

の地区には横穴群の分布はない。このように、上流域に横穴式石室境が散在し、下流域に横穴群が展開

している状況は、H地区の倉真側上流域や菊川流域の状況と相通じている。

F一重木川中流域右岸（中規模程度の横穴群だけが分布）

E地区と同様で、横穴群の分布は皆無であると思われていたが、右岸で偶然に峯横穴群が発見された。

平成3年に調査が行われ、12基が検出された。総基数30基ほどの中規模の横穴群であることが確かめら

れたが、築造時期等については不明である。なお、D地区と併せて考えることができるが、峯横穴群の

詳細が不明であるため、今は独立させて考える。

G一重木川中流域左岸および倉真川下流域右岸（木棺直葬項から大規模な横穴群へと展開する地区）

垂木川中流域左岸には遠江でも屈指の規模を誇る飛鳥横穴群が285．岩谷横穴群〔6支群54基〕を中心

として、その周 りに282．鰯原（金谷 横穴群〔3支群12基〕・狙長谷横穴墾〔1基〕・284．飛鳥横穴群
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〔3支群7基〕が位置している。最近の調査で全姿の概要が把握され、10群65基の横穴が存在し、あら

ためて密度の高さが再認識された。出土須恵器は、6世紀後半から7世紀半ばに比定されている。家代

用上流域の別所横穴群とほぼ同時期であり、この時期が当地区の横穴群盛行期にあたっている。

一方、やせ尾根一つへだてた東南隣の倉真川下流域の右岸丘陵には、木棺直葬境や、6世紀前半代の

礫郭境である塑1．次郎丸遺跡SRDTl遺構が分布している。バイパス関連調査では、木棺直葬境の

296．西谷田古墳群〔5基〕上皇塗が調査され、古墳時代中期（5世紀）築造を想定している。占地に優

れていることから、この地域の支配者を想定していることは興味深い。当地域には、301．三十八坪横穴

昼〔3支群40基〕・289．西谷田横穴群・〔5支群46基〕・287．梅ヶ谷横穴群〔6基〕が分布しているが、

調査されておらずその実態はわかっていなかった。三十人坪横穴群は、、昭和62年にA群の調査が行われ、

4基の横穴墓が確認された。4基とも天井形態はドーム型であり、当横穴群の北隣に展開する他の横穴

群のいずれもが尖頭アーチ型であったことから、当横穴群はドーム型横穴群の市内域の北限とされてい

る。沖積平野からやや奥まったところという地理的条件に恵まれず、基数もやや少ない三十八坪横穴群

A群が、6世紀後半～末葉という中速地域の横穴群の初現期に築造を想定されている点は、重要である。

平成7年には、丘陵の東南端部の原横穴群で11基の調査が行われ、まったく存在が予想されていなかっ
●

た横穴群で、破壊されたものを含めると20基ほどで峯横穴群同様に、中規模程度の横穴群であることが

判明した。これらの横穴群は横穴墓の天井形態は別としても、築造時期等からやせ尾根一つ隔てた北西

隣の飛鳥横穴群と一貫性を持った横穴群としてまとめることができるので、河川の流域が異なるものの

同一内にグループ化した。

この地区の丘陵上にある木棺直葬境の築造は、同一丘陵上の横穴群に先行する6世紀前半代におくこ

とができ、掛川市城の他の地区と同様に、横穴式石室境の成立を介在させずに、木棺直葬境から横穴墓

への転換が行われたものと思われる。この転換は、村落内部の家族集団による何らかの社会状況の変化

に対応した墓制の転換の結果でもある。しかしそこには、遺体一体分の埋葬のために築かれる木棺直葬

項から、特定の家族集団のための埋葬施設としての横穴群へと被葬者集団のより下位化現象がみられる

ことは留意しなければならない。　●

H一倉真川上流域（横穴式石室墳だけが分布）

この地区は、群集境の展開する掛川市城にあっては最も奥まった地域であり、古墳時代後期の築造と

思われる横穴式石室境が比較的濃厚に分布する。2劉．美人ケ谷古墳群〔6基〕上皇堕・240．保戸貝戸古

堕昼〔2基〕且量堕・247．石ケ谷古墳群〔4基〕・小高古墳〔単独墳〕・塾6・平塚古墳〔単独墳〕の5つ

である。平塚古墳は、箱式石棺を蔵していたことが知られているが、末報告であり内容は不明であった。

近年刊行された『掛川市史』に簡単ではあるが、その概要が紹介されている（註2）。また、平成10年に

は現況確認調査がなされ、簡単な概報が公刊されている（註3）。そこでは円墳ではなく、方墳の可能性

を示唆している。この地区には、横穴式石室境が数こそ少ないが集中して分布する反面、横穴群は一つ

もない。迫葬を前提とする点では両者は同じであっても、そこには相容れない墓制観念が厳として存在

したのであろうか。あるいは、群集境はどこに造墓してもよいということではなく、より上位の集団か

ら墓城を賜与されたことから群形成がはじまったとする見解（註4）に立っならば、H地区で横穴式石室

境を経営し続けた下位の集団も含めて、これらの上・下集団は横穴群を展開していった上・下集団とは

まったく系譜の異なる集団であったことを想定することができる。こうした状況は、先のE地区の垂木

川上流域と同じである。また、本地区のやや下流沿いには、前方後円墳と考えられる全長110mの呈辺二＿

下山古墳が存在するが、本書第1章第2節で述べた通り、その詳細はわかっていない。支流初馬川左岸

には281．大竹横穴群〔10基〕がある。この流域沿いには、木棺直葬境や横穴式石室境が全く存在しない

ことから、墓域から大きく離れて存在する大竹横穴群は注目すべきであろう。
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I一倉真川下流域左岸（中期古墳・初期群集境と小規模な横穴群が分布する）

当地区は、同時に逆用中流域右岸をも含むものであり、そこには道川の沖積平野に向かって南北に展

開する天王山丘陵がある。この丘陵は占地に非常に優れていて、倉真川・初馬川の合流地点でもあり、

道川の沖積平野の中心部分に位置するものである。『延喜式』記載の「横尾駅」はこの近辺に比定され

ている。この丘陵の南半には、古墳時代後期の小型前方後円墳と考えられる天王山5号境を主項とする

萱埠禾王山古墳墜〔5基〕が位置し、その他6世紀中葉から後半代にかけて築造された木棺直葬境で、

一つの古墳群を構成している。このように、群内に中小規模の前方後円墳が群の盟主境として混在し、

しかも、それらが古墳群の形成初期に築かれているのは、中小首長が彼らの上に立つより上位の首長か

ら族長としての任務と地位を承認されることが、群集墳形成の端緒になったことを示しているとされる

（註5）。丘陵の北半には、小型前方後円墳である310．原新田古墳〔単独墳〕やいくつかの木棺直葬境が

連なっている。年代的には、横穴群よりも一時期古いとされる。天王山古墳群は、小型の前方後円墳を

もっていることに加え、北側に続く円墳群と共に、大規模に展開する飛鳥横穴群と隣合わせに位置する

円墳群として注目されている。こうした状況は、横穴式石室墳だけで構成されている倉真川上流域と併

せて、この河川の流域を支配していた豪族層は、従来持っていた勢力を多少減じたとしてもなおかなり

の勢力を維持していた、あるいは横穴墓の導入に対応しなかったと考えられている（註6）。しかしこう

した見解については、次の2つの疑問点があげられる。第1に、この地区にあっても丘陵の東西の端部

には、314．下清水（＝天王山）横穴群〔1基〕と309．薮田（＝原新田）横穴群〔5基〕が点在している。

いずれも規模は小さいのではあるが、古墳群と同一丘陵上に点在する2つの横穴群の存在は無視するこ

とはできない。これらの横穴群は、対岸の飛鳥横穴群から続く三十八坪・西谷田・原横穴群などと近似

的な様相をもつものと考えられる。第2に、天王山古墳群は別としても、倉真川上流域の古墳群は、横

穴式石室境であって前代からの系譜をひく古式の墓制ではない。各古墳の築造時期が、横穴群盛行期の

直前で終わっていることと、その直後には、新しい墓制としての横穴式石室境や横穴群を採用している

ことからして、やはりこの流域にも政治的変動は訪れたのである。この流域を支配していた豪族層の勢

力の進退は別にしても、新しい墓制を採用せざるを得ない状況下におかれ、それを受け入れざるを得な

かったものと思われる。やはり、同一集団による新たな墓制への転換と理解することができるが、両者

を系統的に結びつける考古学的資料は現在までのところ検出されていない。

J一逆川中流域右岸（小・中規模の横穴群だけが散在的に分布）

バイパス関連調査で、木棺直葬境の＿322．大平山古墳群〔4基〕上皇堕は、古墳時代後期（6世紀中

頃）の築造とされ、また古墳の占地に優れていることから、この地区での地位の高い者が被葬者として

推測されている。また、横穴群は逆川流域沿いに東西に点在していて、大谷横穴群もこの中の一つに数

えられる。丘陵ごとに東から354．鍬谷（大原子）〔11基〕・356．中屋敷〔1基〕・353．大谷（千羽）横穴

昼〔2支群30基〕が点在し、さらに同一丘陵上に350．御堂ケ谷〔2支群8基〕・340・深谷〔1基〕・迫

全通〔2支群13基〕・341．山郷〔2基〕・346．神明〔6基〕・337・山郷山横穴群〔3基〕がある程度のま

とまりを持って存在する。さらに西端には、327．西田（宮脇）〔2支群9基〕・329．大ケ谷横穴群〔2支

群5基〕が沖積平野に画して分布している。この内調査された横穴群は、わずか3ヶ所である。大谷横

穴群と同一地区であることから、やや詳しくみてみたい。まず山郷横穴群は、1基だけが調査された。

西向きの開口で、玄室床面の平面形は不整楕円形で、ゆるやかな袖部（両袖型）を有する。天井形態は

不明である。遺物が出土しなかったことから、その築造時期を比定することは困難であるが、隣接する

横穴墓から、6世紀後半と推定している。前庭部が急斜面に断面Ⅴ字状に造りだされていることは、大

谷横穴群と様相を異にする。谷通横穴群は周辺所在の横穴群と同様に、3段にわたり営まれている。こ

のうち調査されたのは、1基だけである。前庭部は断面Ⅴ字状である。玄室床面の平面形は隅丸方形の
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両袖型で、断面アーチ型である。棺台は造り付けで、河原石を敷き詰めている。出土遺物からその築造

は6世紀末で、7世紀終わりまでの追葬を想定している。御堂ケ谷横穴群A群1号は、玄室床面が隅丸

長方形で、ゆるやかな両袖部を有する。断面形は奥壁残存部分からドーム型を想定している。注目すべ

きは、玄室内に木棺礫郭土墳墓（長軸190cm、短軸130cm、深さ30cmを測る）が、墓境南壁と玄門内側の

間には長軸95cm、短軸50cmを測る土壌が造られている。追葬時の土壌として築造されたものと想定して

いる。出土遺物から、6世紀中葉から迫葬を重ね鎌倉時代中葉、13世紀中頃まで使われたものとする。

本横穴群A－14号墓も、後世玄室内に土壌が掘られていることから、横穴墓再利用として共通する。A
l

群2号は玄室は袖部がなく、側壁からゆるやかに羨道部に向かって細くなる杓子状で、断面形ドーム状。

棺台上には、人頭大の河原石2個ずつを置いて木棺を安置する。築造時期については、出土遺物から7

世紀後半を想定している。

この地区は、木棺直葬境が散在するが、いずれも横穴群に先行して築造されている。しかし、あくま

でも横穴墓が主体をなす墓域であり、横穴群と横穴式石室境の併存も認められない。小規模で散在的な

横穴群しか成立し得なかったこの流域の生産力は、著しく小さなものであったと思われる。このような

横穴群の分布のあり方は、大規模に密集する大型群集境に対して、散在する「等質的群集墳」ともいわ

れている（註7）。

なお、対岸の左岸丘陵上には13の古墳群数十基が散在するが、いずれも木棺直葬境であり、古墳時代

後期の早い頃のものと思われる。横穴群が1つも分布していないことが気になるが、この丘陵を一つ南

に隔てた丘陵上には、菊川の一支流である西方川流域に築造された大規模な横穴群が分布している。中

速地域の一角を占める掛川市域の横穴群と菊川流域に代表される東遠地城の横穴群との間には、その分

布状況からして、両地域の連続性を考える見解（註8）もあるが、その分布状況からすれば、両地域の周

縁としての空自地帯としても考えることができる。

K－逆川中流域左岸（小・中規模の横穴群だけが散在的に分布）

木棺直葬境がわずかに点在するだけであって、この地区の開発の遅れを物語っている。それに対して

小規模ではあるが横穴群が、流域沿いに東西に間隔をおいて分布する状況からして、6世紀後半から7

世紀初頭にかけて、外部勢力による地域開発が行われたものと思われる。なお、横穴式石室境は確認さ

れていない。東から、432．七ツ枝（杉谷B群）〔3基〕・425．大境〔5基〕・428．会下ノ腰〔7基〕・堂1

長久匿〔9基〕・429．塩辛山〔11基〕・431．茶屋辻横穴群〔17基〕が小・中規模ではあるが、ある程度の

まとまりをもって存在している。さらに、424．京徳（杉谷A群）〔19基〕・423．鶴本〔7基〕・422・矢崎

堕去昼〔8基〕が中ほどに点在している。さらに西側に移動すると、道川下流域左岸の大規模横穴群地

帯との空間を埋めるかのように、東から421．谷田〔5基〕・418．久保〔2基〕・坦3．寺ケ谷横穴詰〔12

基〕がいずれも小規模ではあるが、点在している。現在のJR掛川駅の南に位置するこの地区は、駅か

らも近いことやいずれもが小・中規模であったために遺跡としての関心が薄く、横穴群の大半は調査さ

れることもなくすでに消滅してしまっているか、先行き短い状況下にある。現在までに調査されてその

概要がつかめるのは、2つの横穴群だけである。茶屋辻横穴群は、平成10年に調査され18基が検出され

ている。中でも、17基の横穴墓と背中合わせの1基単独のB－1号基は玄室が2つある複室構造を呈し

ている。これは掛川市城では初めての検出例である。出土遺物が6世紀半ばであることから、掛川市城

にあってはかなり古い築造時期に属するもので、玄室構造の特異さと相まって非常に注目される。また、

他の17基の横穴墓は、1基単独の場合と墓前城を共有しあう場合との2つにグループ化でき、天井形態

も前者がドーム型、後者が尖頭アーチ型と明確に2分され、その築造時期も前者が6世紀で、後者は7

世紀を想定している。その中で、17号墓の開口部には枠のような掘り込みがあり、板での封鎖の可能性

を想定していることは、本横穴群のB－1号横穴墓に通じるものである。寺ケ谷横穴群は、すでに大半
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が消滅してしまっていて、1基だけがかろうじて平成10年に調査されている。築造時期は、7世紀末か

ら奈良時代前半を想定している。この横穴墓も茶屋辻横穴群17号墓同様に、開口部付近に溝が掘り込ま

れていることから、やはり木の板での封鎖を想定している（このことについては、本書第4章第4節に

て詳解している）。

この地区は、道川中流域右岸と同様で、横穴墓が主体をなす墓制であり、横穴群と横穴式石室境の併

存は認められない。横穴群の分布状況やその規模からしても、この流域の生産力はやはり小さなもので

あったと思われる。

L－逆川下流域の左岸（東側の宇洞山近辺）（最初期の横穴墓と横穴式木芯粘土室境とが併存）

この地区は従来、西隣の大谷代横穴群に代表される大規模横穴群の東端を占め、したがって横穴群が

優勢な地区と認識されてきたのであるが、最近の調査によって新たな事実が判明したので、独立させて

考えてみる。当地区は宇洞山と呼ばれ、現在市庁舎が建つ低丘陵である。407．山麓山横穴墓〔単独〕や

408．字洞ケ谷横穴墓〔単独〕と、最近の市庁舎建設に伴って調査された410．堀ノ内古墳群〔7基〕・盤

ノ内横穴群〔3基〕、あるいは山脇横穴群も分布する。この宇洞山丘陵は最近出版された『天保掛川

宇洞山眺望図考』（註9）でも詳しく紹介されている通り、掛川市城にあっては道川および原野谷川の形

成した沖積平野をほぼ一望の元に見渡せる丘陵であって、この丘陵から相次いで首長墓クラスの古墳や

横穴墓が検出されたことから、「王家の谷」と呼ばれている。これらの古墳や横穴墓を築造された順に

まとめてみる。

まず、山麓山横穴墓である。宇洞山の北端部に位置し、しかも1基単独である。玄室平面は長方形の

両袖型、断面アーチ型であり、金銅製馬具が検出されている。築造時期は6世紀前半が想定されること

から、掛川市城にあってはもっとも古くに築造された横穴墓であり、和田岡丘陵の古墳時代中期の大型

古墳群に引き続いて築かれていることから、両者の関係、特にその連続性が注目されている。封鎖施設

として、河原石による封鎖ではなく、大型の板状岩を板戸状に使用している。昭和39年に調査された宇

洞ケ谷横穴墓は、県内最大規模であり、しかも1基単独で築造されている。玄室平面形は隅丸罠方形で、

天井形態はドーム型である。玄室内には造り付けの巨大な石棺があり、変形神獣鏡をはじめ単竜環頭式

銀荘飾大刀などの大刀三振・金銅製馬具などの武器類を主体とする多量の副葬品を有する。こうした副

葬品の構成・配置は、前方後円墳における竪穴式石室内の配置を継承したもので、本横穴墓は中期古墳

的な様相を色濃く残しているとされる。封鎖施設としては、山麓山横穴墓同様に、羨道部に溝状の掘り

込みがあったことから、やはり板状の石による閉塞を想定している。こうした仕様は、大谷横穴群B－

1号墓にも通じていて興味深い。築造時期は、副葬品から6世紀中頃を想定している。この字洞ケ谷横

穴墓もその副葬品の内容からして、和田岡丘陵の大型古墳群の後を直接引き継ぐにたる首長墓としての

要素をもっている。なお、山麓山横穴墓や字洞ケ谷横穴墓の占地形態が、掛川市域の横穴群の多くが丘

陵支谷の奥まった場所に築造されているのに対し、低丘陵の、しかも平野部近くに位置していることか

ら、初期横穴墓の占地のあり方を特徴づけているとされる（註10）。しかし、宇洞山の地形を詳細に観察す

ると、2つの横穴墓とも丘陵の沖積平野に面した端に築造されているのではなく、宇洞山丘陵内の狭い

谷地に向かって開口しているのであることは、留意しなければならない。やはりここにおいても、横穴

墓の選地に、より上位集団からの強い規制があったことを確認することができるであろう。

続いて、平成3年の調査で、宇洞山丘陵の南半からは古墳時代初め頃の方形周溝墓2基、古墳時代後

期の古墳5基、横穴墓3基などが発見された。中でも、宇洞ケ谷横穴墓の南隣の堀ノ内古墳群13号境は、

横穴式木芯粘土室という特殊な埋葬施設を有する円墳であり、静岡県内では西部地方にその分布が限定

され、掛川市域にあっては初めての検出例である。特殊施設を有すると共に、そこからは銅鏡をはじめ

とする大量の優たる出土品が検出されている。墳頂付近からの大量の祭祀遺物とあわせて、その築造時
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期を6世紀後半から末葉に想定している。『掛川市史』上巻では、字洞ケ谷横穴墓からの副葬品に大量

の武器類が多かったことから、本古墳の被葬者を字洞ケ谷横穴墓の被葬者たる武人に対して文人であっ

た可能性を提示しており、また、県内の他の横穴式木芯粘土室をもつ古墳と比べた場合、群集すること

なく単独1基で営まれていること、規模が最大であること、副葬品が優れていることの3点から、宇洞

ヶ谷横穴墓と同じ有力な首長墓として本古墳を位置付けられている（註11）。また、横穴墓も3基発掘調

査されている。各横穴墓の規模や天井形態などの詳細は現在のところ不明であるが、金銅製馬具などが

検出されている。

以上まとめてみると、本丘陵上には掛川市城でも最も古いとされる初期横穴墓の山麓山横穴墓や字洞

ヶ谷横穴墓のほかに、横穴式木芯粘土室を有する円墳といくつかの横穴墓とで構成される堀ノ内古墳群

とが分布していた。国造クラスに匹敵するほどの勢力を誇った和田岡原の首長層が築いた大型古墳の築

造停止が、5世紀中頃とされている。その後、和田岡古墳群の系譜は、丘陵南側に点在する権現山古墳

や宇佐八幡神社古墳などに引き継がれていくが、その系譜は次第に不明確なものになってしまい、しば
●

らくの空自期間を入れて、宇洞山丘陵の一回り規模を縮小した首長墓の系譜に引き継がれていくとの指

摘がある。その空自期間に、和田岡丘陵と字洞山丘陵のほぼ中間に位置する岡津原の前方後円墳や大型

円墳を介在させることは可能であろう。これらの首長系譜については、国造の勢力圏との関連性、すな

わち素賀国造の系譜と大きく連動するものと思われる。

本丘陵上の古墳の築造順序は首長層の世代ごとに対応するものであり、単独横穴墓・横穴式木芯粘土

室噴、そして横穴群の順となる。高塚境である横穴式石室が4世紀代からの伝統的墓制であるのに対し、

横穴墓は後出的な墓制とされている。しかし、遠江地方では、横穴式石室の採用と横穴墓の導入とはほ

ぼ同じ時期として図式化されている。狭い宇洞山丘陵に存在する相違する墓制の併存関係は、この図式

化に矛盾することなく、あてはまることになる。しかし、本丘陵が首長墓クラスの横穴墓2基と特殊な

横穴式木芯粘土室1基という異なる墓制で構成されているということは、そこに単一の墓制だけでは済

まされない政治的動向を別に読み取る必要がある。このことについては、所帯を率いる家父長およびそ

の所帯が2つあって、両者が別々の村落に居住しているにもかかわらず、同一の墓城に強制的に古墳を

築造しなければならない何らかの力が加わっていたと考えることができる（註12）。一方では、次のよう

に考えることもできる。横穴墓制を採用した首長層が自分の配下として系列化している有力農民層に同

じ墓制を強制したことは、周辺に密集する大規模な横穴群の分布からも容易に推察することができる。

ところが、次代を引き継いだ首長にとって、横穴墓は首長墓としてはもはや魅力のない墓制に一般化し

てしまっていた。そこで彼（もしくは次代の首長）が採用したのが、掛川市城にあってははじめての横

穴式木芯粘土室境であったのではあるまいか。その後の状況は、新たに横穴墓が数基築造されたとはい

え、群集境の終焉からして追葬の時代に推移している。

M一逆川下流域の左岸（西側）（横穴式石室境はあるが、圧倒的に大規模な横穴群が優位）

この地区は、古墳時代後期になっても木棺直葬境や横穴式石室境はあまり築かれない。木棺直葬境で

は、本村横穴群と同一丘陵上の208．本村古墳〔3基〕が東名高速道路の建設にともなって調査され、6

世紀初頭のころに築かれたとされる。また、横穴式石室境はこの地区の西端に235．上山古墳群〔7基〕

旦量堕が1基あるだけである。いずれにしても、これより下流に展開する横穴式石室境が主体となる袋

井市域の古墳群のあり方とは大きく異なっている。遠江にあっても有数の圧倒的に密集しあうこの地区

の横穴群の分布状況は、同地区内に点在する八切池・大代池・東照ケ谷池・丸池といったため池（ため

池が潅漑用につくられたのは江戸期）周辺の丘陵地帯に中・大規模の横穴群が分布するもので、すでに

消滅してしまった横穴墓まで含めるとその総基数は150基を上回るとされている。八切池周辺には辺生

十五の坪〔2基〕・221．新田〔12基〕・220．南坪（押出）〔15基〕・215・谷切横穴群〔1基〕が、大代池周
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辺に219．大谷代〔4支群59基〕・216．斎兵衛ケ谷〔2支群32基〕・217．十ニケ谷〔16基〕・218．金兵谷田

壇去塁〔3支群32基〕が、東照ケ谷池周辺に、包出・直出・212．本村〔4支群17基〕・211．屋敷越横穴

昼〔14基〕が、丸池周辺には236．城山（丈山・上山）〔1基〕選公選が分布する。これだけの横穴群が

存在するにもかかわらず、調査された横穴墓の数はわずかである。

まず、宇洞山丘陵と大谷代横穴群との中間に位置する高御所丘陵の北側で、平成8年に向山横穴群が

調査された。築造時期は6世紀前半代と想定され、初期横穴墓とされる山麓山横穴墓や字洞ケ谷横穴墓

と併行するか、あるいはそれを上回って築造されたことになる。慎重を要する。各横穴墓の群構成、規

模・天井形態等の詳細は分からない。報告書の刊行が待たれる。向山横穴群から100m程南に位置する

前山横穴群は、平成9年の発掘調査で4基を検出している。簡単な概報しか公刊されていないが、羨道

部に「ふたをするための木をはめる溝」を有する横穴墓が検出されていることは、興味深い。本村横穴

群は、東名高速道路建設にともなって昭和41年に調査された。A群8基、B群7基の横穴群で構成され

ていた。築造時期は、A群は6世紀中頃から築造が開始され、山麓山・字洞ケ谷横穴墓に続くものと位

置付けられている。また、天井形態はドーム型と尖頭アーチ型とが混在しており、A群がドーム型、B

群が尖頭アーチ型である。小支群ごとに違う天井形態が採用されていることは、岡津横穴群や茶屋辻横

穴群に通ずるものである。単独横穴墓と墓前域を共有する横穴墓とに分けられるが、後者は群集を始め

る初期のスタイルであり、また、その違いはこれら横穴墓の被葬者の階層差を想定している。なお、注

目すべきは、B群1号境である。全長80cm弱のいわゆるミニ横穴墓であって、火葬骨を納めた可能性を

想定している。大谷横穴群のミニ横穴墓との関連が注目されるであろう（このことについては、本書第

4章第3節にて詳解している）。同一丘陵上には、時期的に横穴に先行する木棺直葬境が分布しており、

同族内での墓制変換を表すものと考えられている。

掛川市域を代表する大谷代横穴群は、その周辺の斎兵衛ケ谷・十ニケ谷・金兵谷田横穴群とは同一横

穴群の大きな支群として考えてもよいほど近接しあっている。残念ながらその大半がすでに開墾されて

しまっており、その全容はもはやわからない。それでも、全体の詳細分布と略側を含めた10基だけでは

あるが、昭和63年に調査されている。本横穴群は4支群に分かれる（A群25基、B群19基、C群基数不

明、D群15基）。特徴の一つに、玄室平面形が正方形や長方形であり、天井形態がアーチ型、尖頭アー

チ型、ドーム型と多様なことである。築造時期については、調奪したD群23号横穴墓の出土須恵器が6

世紀後半であることから、全体としては、6世紀後半でも古い時期に築造が始められたことが判明して

いる。7世紀前半の築造も多く、追葬を含めると群集墳終焉の8世紀にまで及ぶとされる。また、昭和

62年に南坪横穴群が調査され、19基が確認された。中でも10号墓からは、火葬骨を納めた葉形土器が出

土しており、8世紀前半の所産とされ、墓制転換の一端を明示するものといえよう。その他詳細につい

ては不明である。平成7年には、新田横穴群の一部が調査され、4基が確認された。4基とも天井形態

は尖頭アーチ型である。築造時期は、7世紀半ばから後半代と想定される。注目すべきは、横穴群と近

接した地点で、ほぼ同時期の竪穴住居跡が検出されたことである。この時期の集落の調査が遅れている

ことから、貴重な事例を加えることができた。城山横穴群は1基だけではあるが、新幹線建設に先立っ

て昭和39年に調査されている。玄室平面形は逆台形の両袖型で、玄室内には造り付けの石棺を有する。

6世紀後半の早い段階を築造時期として想定している。なお、同一丘陵内に横穴式石室境をもった上山

古墳群があることから、両者の併存関係が想定される。

総じて、この地区の横穴墓の築造時期は、7世紀前半を盛行期として位置付けることができる。M地

区のさらに下流域で展開される地蔵ケ谷横穴群を始めとする横穴群についても同様なことがいえるので

あって、両者は密接に関連しあっている。
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2．「ミヤケ」と横穴群

掛川市城すなわち道川・原野谷川流域の古墳群の状況をみると、古墳時代中期頃、和田岡原や高御所

の大型古墳群の展開が、継続することなく衰退してしまう。そして、古墳時代後期の前半には、木棺直

葬境からなる初期群集境が比較的多くみられる。こうした群集墳成立の背景には、6世紀に大型古墳を

造った大豪族の支配を支える古い共同体が分解して、家父長的な有力農民層が広範に現われ、家族（同

族）ごとの墓を造るようになったことによって始められたとする見解（註13）が広く受け入れられてい

る。しかし、こうした木棺直葬境の分布の在り方は、散在するものであって群集傾向を示していない。

この状況に対して、同じ古墳時代後期の後半に、構造のまったく異なる横穴式石室境や横穴群、あるい

は横穴式木芯粘土室境といった多様な形態の後期群集項が登場し、とりわけ掛川市域での横穴式石室項

の数をはるかに圧倒する横穴群の分布およびその密集性は、遠江全域にあっては特有の状況にあること

を確認できる。こうした横穴群の分布域の拡大およびその盛行は、平野吾郎氏の説く「ミヤケ」の成

立・開発と大きくかかわっていることはよく知られている（註14）。

逆川流域の沖積平野部の新たな開発と、それまで古墳の築かれることのなかったこの流域に首長墓ク

ラスの山麓山横穴墓や宇洞ケ谷横穴墓といった新しい墓制としての横穴墓が導入された背景として、平

野氏は、大和王権による「ミヤケ」経営をあげている。大和王権の直轄領としてのミヤケの設置にあた

っては、その管掌者として、畿内方面からの渡来系氏族・集団の移住があり、その移住と前後して和田

岡原の首長層の打倒があったとされる。同地への大和王権の進出には、三河・遠江以東の東海道を支配

していた物部氏の果たした役割も見過ごすことはできない。遠江に設置されたミヤケは安閑朝前後に、

物部氏の勢力圏内に設置されたものであり、その運営については在地の物部氏一族の力が大きく寄与し

ているとされているのである（註15）。また、ミヤケ設置にともなって進出してきた新たな集団によっ

て、このとき系列化されたと思われる在地中豪族層や有力家父長層に、「ミヤケ」への参加を強制する

ことと、従来からの先住者である彼らが新たな墓制としての横穴墓を採用することとは、密接に関連し

あっている。「ミヤケ」による平野部の開発は、この在地中豪族層や有力家父長層の存在を無視しては

なし得ることはできず、と同時に、掛川市城の何ヶ所にも展開する100基前後の大規模横穴群の築造も、

彼らの力を借りる事なくして成就することはできないのである。ちなみに、平野氏は従来の墓制とは異

なる横穴墓制を採用した集団は、在地の集団ではなく、すべてミヤケ設置に伴う外来系の集団によるも

のであるとされている。

ミヤケの設置の時期に関しては、新たな見解が提唱されている。通常、ミヤケの設置は『日本書紀』

等の記事から6世紀後半代とされているが、それに対して、7世紀前半代に時期を遅らせる見解がある

（註16）。つまり、『日本書紀』の安閑朝にあらわれるミヤケ設置の記事は、推古天皇15年の記事等を

中心とした書紀編者の造作であり、6世紀後半代のミヤケ設置は可能性が薄いとされる。そして、ミヤ

ケの果たした役割が、横穴墓制成立期にあるのではなく、その反対に、開発の成功と生産力の増大を果

たした横穴墓被葬者集団の存在を前提として、その上にたってミヤケが成立し、より一層の生産力の進

展が図られたのであるとする考えである。傾聴すべき見解ではあるが、この見解に従うと、ミヤケ設置

以前にすでに掛川市城では横穴墓がいくつか存在していることになる。それでは、横穴墓被葬者集団が

なぜ、従来からの伝統的な墓制を放棄するにいたったのか、その理由を説明することが困難である○

ミヤケ設置の契機に関しては、ミヤケの設置と国造任命とが一体化したものであるとの見解がある

（註17）。大和王権が「乱」等をきっかけに介入することでミヤケが設置されていくのであって、この

「乱」鎮圧を通して、庄伏された在地勢力の大和王権に対する従属度が深まり、その時点で国造に任命

されたとの考えである。

和田岡原の大型古墳群と首長の系譜関係が密接な岡津原の古墳群は、5世紀末から6世紀前半には衰
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過し、しばらくの空白期間をおいて、6世紀前半の山麓山横穴墓やほぼ同時期に築造されたとされる向

山横穴群・土橋横穴群、あるいは茶屋辻横穴群内の一部の横穴墓が登場し始める。大和王権が自己の勢

力をこの地に敷街する手段としてミヤケの設置を行い、それに伴って移住してきた外来集団によって横

穴墓制が採用されたのであれば、その設置時期はおのずと前記の空自期間前後におくことができよう。

この空自期間に、掛川市城でどのような政治的変動があったかはわかる術もない。しかしそれは、首長

層にとって、伝統的な大型古墳の築造を断念せざるを得ないほどの重要な変化なのである。一方、新た

な墓制の担い手として、平野氏は、政治的変動後、新しく地域集団の中心となった外来移住者を想定し

ているが、大和王権の前に屈服し、強い統制下におかれた和田岡原の首長層の姿を考えることもできる。

彼らはそれ以前の地方を支配する首長としての地位を大和王権に認められるとともに、あらためて国造

の地位に就くことができた。また、大和王権は彼らの在地支配を利用することで、地方支配を強化して

いったものと思われる。ミヤケの設置に関しては、新たに国造に任命され、その地位の保全を図る必要

上、あるいは大和王権への従属度を強めるためにも、彼らが自ら進んでミヤケを大和王権へ奉献したも

のと思われる（註18）。そのためには、従来の原野谷川流域を中心とする開発領域以上の支配領域が必

要であり、そこに逆川流域までを含んだ広域を制圧していこうとする和田岡原の首長層の新しい姿を想

定することも可能である。恒統ある古墳をやめさせられ、強い規制のもと横穴墓（山麓山横穴墓や宇洞

ケ谷横穴墓）を採用せざるを得なかった彼らではあるが、前段階に引き続いて生き残ることに成功し、

あるいは国造として大和王権に強く圧せられながらも、在地中豪族層や有力家父長層を大和王権の権力

を背景に、あらためて支配することに成功し、従来から支配関係にある在地の彼らにも横穴墓制の採用

を強く迫ったものと思われる。国造の地位を公認されたことは、地方を支配する首長にとって、それ以

前よりも地域支配を強化することができたことを意味する。木棺直葬境の分布状況と比べて、極めて強

い規制の下で展開している横穴群の密集性がその一端を表出しているものと思われる。

3．掛川市域の横穴群の分布状況

横穴群の分布状況は、点状にわずかに分布する横穴式石室境の分布とは一線を画することができ、

部地域で重なってはいるものの、そこに築造時期が多少ずれていることも確認できた。同一丘陵内での

木棺直葬境と横穴群が一緒に分布する場合も同じで、いずれにしても、前者から後者へと墓制の内部転

換が急速になされている。最近、相次いで調査された向山横穴群・土橋横穴群あるいは茶屋辻横穴群内

の一部の横穴墓が、6世紀前葉あるいは中頃という木棺直葬境の盛行期にすでに築造を開始していると

いうことは、墓制の内部転換の先駆けとして注目される。さて、新たな形態の墓制として横穴式石室境

を採るか、横穴墓を採るかという点については、それがそのまま新しく任命された国造の地方支配の勢

力伸張と各地区の在地小豪族層や有力家父長層の国造に対する各自の対応の結果としての分布の相異と

して表れているように思われる。ところが、そこに直面する彼らの姿勢については、当該期における集

落調査が遅れていること、また、彼らを含めた当時の社会構成の分析が十分になされていないことから、

この間題の解明に大きな支障となっている。

次に、横穴群の分布状況についてである。大きく2通りに分けることができる。

先ずは、主要河川である原野谷川や道川が開析した沖積平野の周縁丘陵部に分布する場合である。具

体的には、楠ケ谷横穴群を中心とする横穴群地帯、飛鳥横穴群を中心とする横穴群地帯、大谷代横穴群

を中心とする横穴群地帯のように、分布の核となるような中心横穴群が存在し、大規模な群集傾向を示

す場合である。そこには、新たに任命された国造の強力な支配の下、「ミヤケ」経営に積極的に参加す

る在地中豪族層や有力家父長層の姿を想定することができる。また、有力家父長層以下、広く農民層全

体の共通の課題として、横穴墓築造が位置づけられて、階層分化の進行による社会不安をそれによって
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逆に安定化させようという動きと捉える見解（註19）もある。

それとは対照的に、大谷横穴群の所属する逆用中流域のように小規模な横穴群が、比較的分散化傾向

にある場合である。この場合、分散化傾向にあるとはいえ、横穴群が谷筋に沿ってほぼ等間隔に分布し

ていることは注目される。こうした状況は、遠江の横穴式石室境による群集境の場合にも通ずることで

あり、両者の分布状態は非常に似通っている。その背景としては、ある一定の極めて狭い空間を墓域と

して設定せざるを得ない状況、例えば横穴群を経営する在地中豪族層や有力家父長層が弱体である場合

などで、何らかの規制がより上位集団によって加えられていたことはもちろんのこと、地域の中での墓

城の設定にも、何らかの意識が強く働いていたことが考えられる。また、彼らのミヤケ経営への参加姿

勢に基づいた地域開発の進展度や横穴群被葬者集団の所属する集落規模に比例して、それが横穴群の大

小・疎密となってあらわれているものと思われる。墓前城の共有状況、天井部のスタイル、棺座や袖部

のタイプなど横穴墓一つ一つの多様性からすると、横穴墓の築造自体は築造集団の意思が強く反映され

たものであることは間違いないが、この築造集団を支配するより上位の集団が、彼らに一定の墓城を与

えることではじめて横穴墓の築造が可能となるのである。この状況を踏まえないと、横穴群の分散化傾

向を解明することは困難となってくる。ちなみに、このように核となるような大規模な横穴群が存在し

ない場合は、各横穴群の開始時期にそれほど差が無く、ほぼ同時期にそれぞれが展開していったものと

思われる。

横穴式石室境と横穴群とが混在している場合については、掛川市域で該当する地区は3箇所である。

第1に、原野谷川上流域左岸の長福寺1号境と宮坂横穴群が両者の距離にして約0．61皿、第2に、道川

下流域左岸の城山古墳群6号項と城山横穴群は極めて至近距離に、そして第3に、家代川流域の天段古

墳群1・2号境と別所横穴群が約1．0血である。また、横穴式石室境が上流仰こ、横穴群が下流側に位

置していることは3つとも共通する。遠江の場合、横穴式石室墳のほうが横穴群に先行して築造される

ことが多いが、天段古墳群1・2号境と別所横穴群の場合は、横穴群が先行して築造されたので、その

限りではない。このように両者が混在している流域は、横穴群分布の末端地域であり、両者の分布の接

点ともいえる地域における現象とみられている。前2者の場合は、横穴式石室境を凌駕して、横穴群が

活発に展開していく。しかし、第3の場合は横穴群の展開は散発的である。同一地区内における墓制の

相違が同一集団の造営にかかるものであるならば、それは極めて政治的な内部変移で処理することが可

能である。しかし、そこに対峠する別々の造墓集団を想定するのであれば、数世代にわたって木棺直葬

境を築造しつづけてきたそれぞれの集団が、新しい墓制を導入するにあたって、何をもって2つの墓制

を選択しているのか、といったその背景にある政治的、社会的なことについてはまったく不明である。

なお、倉真川上・中流域については、横穴群の導入に対応しなかった地域であり、そこには原野谷川

流域を制していた首長層との対立関係があったのではないかと指摘する見解がある。それとは反対に、

この地区自体が横穴群分布の圏外であり、点在する横穴式石室項の密集度は弱いものであり、しかもい

ずれも小型であることから、この地域の首長層がもった政治的発言力の低下や生産力の低下を指摘する

見解もある。この後者の見解の背景には、次のような考えがある。横穴式石室境と横穴群とがはぼ同時

期の6世紀半ばに登場する。そして木棺直葬境を圧倒したにもかかわらず、7世紀代になると横穴群が

爆発的に分布域を拡大し、横穴式石室境を陵駕するにいたったのは、そこに被葬者間の生産力の相違が

あったからであるとの考えに基づいている（註20）。農業生産の個別経営化が進む中で成立した横穴式石

室境と横穴群とではあるが、横穴群を成立させた集団の社会構成は横穴式石室境のそれに比べ、より発

展的段階にあったとされるのである。しかし、現在の考古学的資料からは、両者を築造した被葬者層の

生産力の相違まで読み取ることは困難である。いずれにしても、政治的動向をも十分に考慮した上で、

新たな発掘調査例を待って、その状況をしっかりと構築する必要がある。
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追記

掛川市域の横穴群をグループ化するにあたって、掛川市南東部の菊川町との境に位置する上小笠川流

域の横穴群をあげなければならない。ここには、461．和田横穴群〔12基〕や474．楠田横穴群〔2支群

11基〕をはじめとしていくつかの小規模な横穴群が散在している。しかし、この地区の横穴墓に関し

ては考古学的調査がまったくなされていず、いたずらに推測を積み重ねる恐れがあることから、今回は

考察の対象から除外した。
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（3）『掛川市「考古の日」出土文化財展』1998年　掛川市教育委員会
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（12）『静岡県史　通史編1－原始・古代－』237頁1994年　静岡県

（13）近藤義郎『佐良山古墳群の研究』1952年　津山市

（14）平野吾郎「原野谷川流域の古墳群について」『古代探叢一滝口宏先生古稀記念考古学論集』

1980年

（15）註（12）に同じ　446頁

（16）『池ケ谷横穴群発掘調査報告書』1984年　小笠町教育委員会　同報告書では、原島礼二「『日

本書紀』のミヤケ設置記事」『古代文化』vol．26－1を引用している。

（17）館野和己「ミヤケと国造」『古代を考える　継体・欽明朝と仏教伝来』1999年　吉川弘文館

（18）この時期に設置されたのはミヤケだけでなく、名代・子代の設定も考えられる。内山眞龍の『遠
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祖とされる宇摩志麻遅命の母の名代ではないかと想定している。一考を要するであろう。なお、

『掛川誌稿』は最近全本刻された。斎田茂先・山本忠英共編『掛川誌稿一仝翻刻－』（翻刻：中村

育男1997年　静岡新聞社）が便利である。

（19）利根川章彦「東国の群集墳」『古代を考える　東国と大和王権』平成6年　吉川弘文棺）

（20）吉岡伸夫「群集境と横穴群の構造」『遠江の横穴群（静岡県内横穴群分布調査報告書I）本文

編』1983年　静岡県教育委員会
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第2節　出土土器の分類と年代観

今回検出した30基の横穴墓の大半は崩壊していたり、早い時期に開口し、後世の人間による盗掘等

の撹乱行為を受け、遺物の出土状況はそれほど良いとはいえなかった。それでも土器の場合、217点を

実測でき、そのうち須恵器蓋杯は101点を数えることができた。そこで、横穴墓の年代を知る手がかり

となる須恵器蓋杯の編年作業を行う。この須恵器蓋杯はもっとも普遍的に出土し、また、器形変化が激

しく、各横穴墓の築造年代や迫葬状況を推定する際の基本的な論拠となっている。その編年研究も盛ん

で、遠考研編年（註1）やそれをベースとした川江編年（註2）が提示されている。また、近年では古窯跡

群を中心とした編年も発表されている（註3）。本報告書でも、これらの研究成果を積極的に援用する。

編年に基づいて分類されたそれぞれの須恵器蓋杯の形状や調整方法については、162～163頁の須恵

器蓋杯編年表（蓋の部）・（身の部）で示した。ここでは編年の概要だけを述べることとする。

杯蓋は、蓋の形態から①合子状杯蓋、②かえり付杯蓋、③杯蓋（かえり無し）の3つに、杯身は、④

合子状杯身、⑤無高台杯身、⑥高台杯身の3つにそれぞれ区分けした。杯蓋・杯身のそれぞれ3者は、

多少の重なりをもって生産されていることは、従来から強く指摘されている。しかし、①→②→③、④

→⑤→⑥の順で、年代的に形態変化を示していることも明らかとなっている。ただし、これらの杯蓋・

杯身のセット関係は、①と④、②と⑤、③と⑥と単純に組み合わせることができないことは、本横穴群

から検出されたいくつかのセット関係からも明らかである。

①は、合子状杯蓋である。遠考研編年の第Ⅱ期で最大口径を呈し、その後縮小化して、遠考研編年の

第Ⅳ期前半で一番小さくなる流れを有する。また、体部と口緑部との境にある稜が次第に鋭さを失って

不明確になり、沈線による稜をへて、沈線が出現し、さらにその沈線も消失してしまう一連の流れがあ

る。口緑部端の段も、鋭さを失い、丸くおさめる。天井部の調整は、ラセン状回転へラ削り調整および

回転へラ削り調整からヘラ切り未調整へとしだいに簡略化していく。本横穴群の合子状杯蓋は、全部で

31点である。遠考研編年の第Ⅲ期後葉と思われるものはわずか1点だけで、あとは第Ⅳ期前半・後半

が中心をなしている。全体に口径が小さく、沈線や稜は退化の傾向を示す。口径の縮小とともに口縁部

の形状が垂直に下がるものは、次第に「ハの字」状に開き気味となり、⑤の無高台杯身と何ら変わらな

い形状のものすらある。天井部の調整も、同心円状の回転へラ削りの範囲が次第に狭くなっていき、ま

ったく未調整のものも何点かある。ただし、口径が小さくても、ラセン状回転へラ削り調整のおこなわ

れる合子状杯蓋が何点かあるのは興味深い。

②は、天井部の中央につまみがつく、かえり付杯蓋である。つまみには3種類あって、その形態変化

は、乳頭状つまみ→ボタン状つまみ→宝珠状つまみへと次第に移行するものとされている。また、乳頭

状つまみの杯蓋の最大径は縮小化傾向を示し、それに対して、ボタン状つまみや宝珠状つまみの最大径

は、拡大化傾向かつ最大径に比べて器高の低い扇平なタイプへと変化する傾向があげられている。本横

穴群のかえり付杯蓋は、全部で20点である。乳頭状つまみを持つかえり付杯蓋は、すべて最大径100

m前後で、比較的新しい時期のものである。また、最大径が大きくなるとともに、かえりの内傾度が増

し、長さも短くなって、接地部が口緑部側にあるものも何点かある。一方、天井部の調整がラセン状回

転へラ削り調整であって、古式の様相を兼ね備えているものもある。川江氏によると、乳頭状つまみを

持つかえり付杯蓋（a類と呼ぶ）は、第Ⅳ期前半の資料との共存関係が強く、宝珠状つまみ（b類と呼

ぶ）やボタン状つまみ（C類と呼ぶ）のかえり付杯蓋と共存することは、かなり少ないことを指摘され

ている（註4）。本横穴群でこのa類に該当する杯蓋を検出した横穴墓は、A－5号・A－6号・A－16

号の3基で、3基ともb類やC類と共伴している。これら3基は、いずれも追葬行為が確認できるので、

共伴することは何ら矛盾しないであろう。なお、かえり付杯蓋に対応するはずの杯身の数が全体的に非
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常に少ないことから、あるいはこのうちの何点かは、長頸瓶や相身の蓋と思われる。しかし、ここでは

かえり付杯蓋として扱った。

③は、つまみがつくが、かえりのない杯蓋である。これは遠考研編年の第Ⅲ期のメルクマールとされ

ている。身受け部を内側としている銃の蓋を折り曲げて身受け部とする杯蓋の模倣であり、②のかえり

付杯蓋とは、模倣対象を異とするものとされている。したがって、単純に②から③へという形式変化で

はなく、別形式のしかも両者併存するものであるとされているが、②から③への形式変化であるとの見

解もある。全体の口径は、次第に拡大する傾向にある。本横穴群の該当する杯蓋は、全部で7点である。

そのうちの5点は、北側尾根周辺からの表土採集である。口径の拡大とともに、つまみはますます扁平

となって、つまみを容易につまみ上げることが困難な杯蓋もある。天井部調整がラセン状回転へラ削り

調整のものが1点ある。

④は、合子状杯身である。①の合子状杯蓋に対応する。口径は遠考研編年の第Ⅱ期を最大とし、その

後順次縮小する傾向を示す。立ち上がりは、新しくなるとともに長さが短くなり、内傾する度合いも次

第に強くなる。底部の調整は、合子状杯蓋同様、ラセン状回転へラ削り調整および回転へラ削り調整か

らへラ切り未調整へとしだいに推移していく。本横穴群の合子状杯身は、全部で29点である。合子状

杯蓋に対応する数字となってはいるが、大半が墓前域からの検出であるために、明らかにセット関係で

あると思われるものはわずかである。最大径の縮小化傾向とともに、立ち上がりの退化がみられる。内

傾度が増し、口縁部端からほんのわずかしか出ない立ち上がりを呈する合子状杯身が多いのが特徴であ

る。なお、底部の調整は、同心円状の回転へラ削りの範囲が次第に狭くなり、まったく未調整のものも

何点かある。それに対して、最大径が小さくても底部の調整がラセン状回転へラ削り調整のものもいく

つか検出されている。また、A－22号横穴墓の玄室内からは、6点の合子状杯身を検出したが、蓋杯

はこれだけであり、対応する杯蓋は1点も検出できなかった。

⑤は、無高台杯身である。この形状は、①の合子状杯蓋の形状と非常に似通っている。遠考研編年の

第Ⅳ期前半は、①の合子状杯蓋と⑤の無高台杯身とが共伴関係にあるとされている。本横穴群では、①

と⑤の両方が検出できた横穴墓は、A－6・A－14・A－18号横穴墓の3基であり、③の杯蓋と⑤の

無高台杯身とのセット関係にあると思われるものが、3セット検出されている。全体の口径は、拡大す

る傾向にある。本横穴群の無高台杯身は、全部で9点である。口径値の小さなものが少ないので、①の

合子状杯蓋のうちの何点かは、無高台杯身である可能性が高いものと思われる。

（砂は、高台杯身である。高台が出現する時期は、ほぼ7世紀後半とされる。この時期は、横穴墓の小

型化がみられるが、通常の大きさの横穴墓の築造は次第に行われなくなり、そのかわりに、迫葬形態を

とるようになり始める時期でもある。したがって、本型式を副葬する場合は、大半が迫葬形態をとる横

穴墓からの出土とされている。杯蓋のかえりが消失する時期と杯身に高台が貼り付けられる時期とは、

後者がわずかに先行するものとされる。また、高台より突き出た丸底に接地面があるタイプと、高台部

が接地するタイプとの先後関係は、前者が先行するとされるが、判然としていない。本横穴群からは、

全部で3点検出した。この他に、実測図化できないものが何点かあるのでこれらを含めると、③の杯蓋

に対応する数字となるであろう。ちなみに、掛川市岡津横穴墳B群第4号横穴墳からは、この高台杯身

に伴う②のかえり付杯蓋がセット関係で何点か検出され、7世紀末葉の数少ない資料の一つであるとさ

れているが疑問としたい（註5）。

以上が、形態変化に基づく大きな区分けと本横穴群からの出土状況である。つづいてそれぞれ区分け

したものを、おもに器径を基準として、①の合子状杯蓋はA～Dの4つに、②のかえ．り付杯蓋はE～H

の4つに、④の合子状杯身はA～Dの4つに、⑤の無高台杯身はE～Hの4つに分類した。そして、①

の合子状杯蓋は器形や調整方法の違いで、②のかえり付杯蓋はつまみの形状の違いで、④の合子状杯身
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は調整の違いで、小分類した。なお、③のつまみ杯蓋と⑥の高台杯身については、器径を基準とする分

類をへることなく、前者は口緑端部の形状で、後者については高台と底部との関係で分類した。

なお、器径については従来から指摘されている通り、①の合子状杯蓋については口径ではなく、最大

径をとった。これは、かえりの内傾度にとらわれないようにするためである。同様に、②のかえし付杯

蓋も口縁部立ち上がりの内傾度にとらわれないようにするために最大径をとった。以上の編年作業の結

果を、遠考研編年・川江編年・湖西編年に対応させると、次のようになる。

①合子状杯蓋

A

B

C

D

（塾かえり付杯蓋

E

F a

F b

遠考研編年で第Ⅳ期前半、川江編年で第Ⅲ期末葉、湖西編年C3で第Ⅱ第4小期

遠考研編年で第Ⅳ期前半、川江編年で第Ⅲ期末葉、湖西編年Dlで第Ⅱ第5中期

遠考研編年で第Ⅳ期前半、川江編年で第Ⅲ期末葉、湖西編年D2で第Ⅱ第6小期

遠考研編年で第Ⅳ期後半、川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年D3で第却第1中期前後

遠考研編年で第Ⅳ期前半、

遠考研編年で第Ⅳ期後半、

遠考研編年で第Ⅳ期後半、

G－ボタン　遠考研編年で第Ⅳ期後半、

G一宝　珠　遠考研編年で第Ⅳ期後半、

H

③つまみ杯蓋

Ia

Ib

Ic

Id

④合子状杯身

A

B

C

（9無高台杯身

E

F

G

（り高台杯身

Ia

Ib

遠考研編年で第Ⅴ期後半、

遠考研編年で第Ⅴ期、

遠考研編年で第Ⅴ期、

遠考研編年で第Ⅴ期、

遠考研編年で第Ⅴ期、

遠考研編年で第Ⅳ期前半、

遠考研編年で第Ⅳ期前半、

遠考研編年で第Ⅳ期後半、

遠考研編年で第Ⅳ期後半、

遠考研編年で第Ⅳ期後半、

遠考研編年で第Ⅳ期後半、

遠考研編年で第Ⅴ期、

遠考研編年で第Ⅴ期、

川江編年で第Ⅲ期末葉、湖西編年A3で第Ⅱ第6中期

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年B2bで第Ⅲ第2中期前

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年C2bで第Ⅲ第2小期前

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年B4Cで第Ⅲ第2小期後

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年C4dで第Ⅲ第2中期後

川江編年で第Ⅳ期中葉、湖西編年B5dで第Ⅲ第3中期前

川江編年で第Ⅴ期前葉、湖西編年Abで第Ⅳ第1小期

川江編年で第Ⅴ期前葉、湖西編年Acで第Ⅳ第2小期

川江編年で第Ⅴ期前葉、湖西編年Adで第Ⅳ第2中期

川江編年で第Ⅴ期前葉、湖西編年Bbで第Ⅳ第2中期

川江編年で第Ⅲ期末葉、湖西編年Dlで第Ⅱ第5中期

川江編年で第Ⅲ期末葉、湖西編年D2で第Ⅱ第6中期

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年D3で第Ⅲ第1小期前・後

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年B3で第Ⅲ第2小期中

川江編年で第Ⅳ期前葉、湖西編年B4で第Ⅲ第2中期後

川江編年で第Ⅳ期中葉、湖西編年B5で第Ⅲ第3小期前

川江編年で第Ⅴ期後葉、湖西編年Aeで第Ⅳ第1中期

川江編年で第Ⅴ期後葉、湖西編年Afで第Ⅳ第2中期

口径分類による杯蓋のA～Iについては、同じく口径分類による杯身のA～Iの分類に、それぞれが

ほぼ対応するものであり、各編年も大体対応していることがわかる。④の合子状杯身Dと⑤の無高台杯

身Hに関しては、対応する遺物が一点も検出されなかった。④の合子状杯身Dが検出されなかったこと

に関しては、A－5号横穴墓の墓前城拡張域から検出された口径92mmの小形の合子状杯蓋（2－6）と口

径92mm・最大径109mmのかえり付杯蓋（2－18）とが、サイズがやや合わない杯蓋どうしのセット関係
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大谷横穴群：出土須恵器蓋坪編年表（蓋の部）

分 類

（1 ）巨 2 ）
遺 物 番 号 口 径 器 高 全 体 頂 部 口 縁 部 端 部 か え り 稜 ・沈 線 つ ま み 天 頂 部 調 整 外 周 調 整

（D

A
ロ
子

状

塔

書
■＝＝L

A 4 －1　 4－2 ±120 47～4 1
半球形 かなだ
らかを曲線状

丸 みがあるか

平 ら気味

ほぼ垂直に下
が る 丸 い

な し

沈線

な し

回転ナデ調整
同心円状の2回転

へ ラ削 りか回転 ナ
デ調整

B

a 9 －2　 9細3

±110

46～39 半球形 平 ら気味 ほぼ垂直に下
がる

丸 い 沈線 による棲 回転ナデ調整か未調整
同心円状の1回転

へ ラ削 り調整

b
5 －9　 6－15

9 －4 46～40 半球形 平 ら気味
ハの字状に開
き気味 丸 い 沈線 か無 し

回転 へら削 りで平 ら気
味 に調整 するか未調整

同心円状のト2回
転へラ削 り調整

C 4－3　 4－4 44～40 箱形 広 く平 ら気味 やや開 き気味 やや鋭 い 沈線 か無 し
丁寧 なラセン状回転ナ
デ調整

同心円状の1回転

へラ削 り調整

C

a

5 －1 6

6 －1 6

6 －1 7

11 －7

11 －8

±100

37～34 半球形 弓張 り状か平
ら気味

内湾 気味に下
がる

丸い

稜 か沈線 か
無 し

回転へ ラ削 りで平 ら気
味 とす るか粘土貼付後
回転ナデ調整す るか未
調整 で平行 タタキ目痕
を残す

回転へラ削 り調整
か回転ナデ調整

b 2 －1 35 半球形 平 ら気味 内湾気味 に下
がる

沈線 （内面に
も沈線）

ラセ ン状回転へラ削 り調整

C
2－2

1 1－6 3 9～33 半球 形 丸い
ほぼ垂直 に下

がる
な し

粘土貼付後回転ナデ調
整 か未調整

未調整

d 1 3－1 36 半球形 平 ら気味 ハの字状 に開
き気味 な し 未調整

e 2－3 27 非常 に扁平 広 く平 ら気味
ほぼ垂直に下
が る な し 未調整

D

a

2 －6　 5－17

8 －1　 8 －2

8 －4　 8－5
±90

40 ～33

やや扁平

平 ら気味
ほぼ垂直気味

か内湾気味に
下がる

丸い

稜 か沈線 か
無 し（内面 に
沈線 もある）

回転へラ削 りで平 ら気
味に調整 する

同心円状の 1 ・2
回転へ ラ削 り調整

b 2－4　 2－5

2 －7
38～34 弓張 り状 な し

未調整 （タタキ目痕 が
残 るものがある）

②

か

え

り

付

坪

婁
」コ＝L

E

a

2－12 2－13

2－14　2－15

4－9　 6－5 ±100
（最大径 ）

27～36 丸いかやや扁平

弓張 り状

内湾気味かや

や外反気味に
下がる

丸 い

短 く、接地面
が口緑部 にな

るものが多 い

な し

乳頭状つまみ

回転へ ラ削 りで平 ら気
味に調整す る

同心円状の 1 ・2
回転へラ削 り調整
かラセ ン状回転へ
ラ削 り調整

b

2－11　 8 －8

8－9　 8－10

8 －1 1
2 8～36 やや扁平

直線状 かやや
内湾気味 に下
がる

非常に短 く、
接地面が口緑
部に なるもの
が多い

小 さい宝珠

F

a
4－10

1 1－13
±110

（最大径）

2 9～31

扁平

内湾気味 かや

や外反 してさ
がる 非常に短 く、

接地面が口線
部になる もの
が多い

ボタン

同心円状の 1 ・2
回転へラ削 り調整

b
2－16

2－17

2－18

26 ～32
内湾気味 かや
や外反 してさ
がる

小 さい宝珠状

G 6 －6　 6－7 ±130
（最大径） 26 ～3 3 扁平

やや外反 して
下 がる

非常に短 く、
接 地面が口縁
部になるもの
が多い

ボ タンか宝珠
同心 円状 の 1 ・2

回転 へラ削 り調整

H 6 －8 ±140
（最大径） 29 かなり扁平

わず かに外反

して下が る

ご く短 く、接
地面 は口緑 部
にある

宝珠
同心 円状 の 1 回転

へラ削 り調整

③

つ

ま

み

杯

婁
」コ＝L

l

a
13 －5

13 －1 0
126 ～162 27～36

扁平 弓張 り状

口縁部端 を折 り曲げないで下方に引 き出

し、横ナデ調整で断面三角形状 とする

な し 宝珠
回転 へラ削 りで平 ら気
味に調整 する

同心 円状 の 1 ・2

回転 へラ削 り調整

b

1 1－1 4

13 －2

13 －4

12 1～ 156 23～41
口縁部端 を折 り曲げないで、横ナデ調整 ・

で下方に引 き出す

同心 円状 の 1 ・2
回転へ ラ削 り調整

C 13－3 123 30

口縁部端 を折 り曲げないで、横 ナデ調整

で下方に引き出 し、 さらにやや外開きに
引き出す

同心円状の 2 回転

へ ラ削 り調整

d 8 －15 145 32
口縁部端 を明瞭 に折 り曲げて、その高さ
が短 めのもの

ラセ ン状回転へ ラ
削 り調整
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大谷横穴群：出土須恵器蓋坪編年表（身の部）

分 類
遺 物 番 号 口 径 器 高 全 体 底 部 口 縁 部 立 ち上が り ・

台ム同 lコ
底 部 調 整 外 周 調 整

（1 ） （2 ）

④

A
ロ
子

状

坪

身

A

a 4－6 5－1 8

±120
（最大径）

44 ～38 半球形 丸 い
内湾するかや
や外反気味に
上が る

やや長めでわ
ずかに外反す

る

ラセン状回転へラ削 り調整

b
2 －8　4 －7

6－2 39～36 半球形 平 ら気味
内湾するかや
や外反気味に
上が る

や．や長めで直
線状にのぴる

回転 へラ削 りで平 ら気
味 とするか、未調 整

同心 円状 の ト～
3 回転 へラ削 り
調整

C 1 2－1 32
なだらかな曲

線 平 ら気味
直線状にのぴ
上がる ・

短 く、やや外
反する

回転 へラ削 りで平 ら気
味 とする 回転ナデ調整

B

a 4 －8 8 －6

±110
（最大径）

38 ～37 半球形 丸 い
外反するこ と
な く内湾 して
のび上がる

やや長めでわ
ずかに外反す

る

ラセン状 回転 へラ削 り調整

b 2 －9　 9 －5 43 ～36 半球形 平 ら気味
内湾するかや
や外反気味に
のび上がる

やや長 めで直
線状 にのぴる

回転へ ラ削 りで平 ら気
味 とする

同心 円状の 1 回
転へ ラ削 り調整

C

8－7

1 1－9

1 1－1 0

1 1－1 1

38～30
なだ らかな曲

線 平 ら気味 強めに外反 し
てのび上 がる

短 く、やや外
反 する

粘土貼付後 回転 ナデ調
整す るか、未調整 で平
行 タタキ目痕 が残 る

未調整

C

a

2 －10 5 －19

6 －4　 6 －19

9 －・17 9－18

±100
（最大径 ）

39～27 扁平

平 ら気味

内湾 するか、
外反 気味 にの
°

短 く端部 でや
や外反 する
か、外反 して

回転へ ラ削 りで平 ら気
味 とす るか、粘土貼付
後ナデ調整 するか 未

同心円状の 1 ～

3 回転へ ラ削 り
調整9 －19 9－20

9－2 1

び上 がる 断面三 角形状
とする

ヽ調整

b 9 －2 2 27 やや扁平 やや外反気味 短 く端部 で外
反 する

粘土貼付後回転ナデ調
整

回転ナデ調 整

D 該 当 無 し ±90
（最 大径 ） － － － － － － －

⑤

無

高

ム
口
坪

身

E
4－1 1 5－11 －

13 －6
±110 42～43 箱形 広 く平 ら気味

外上方 にハ の
字状 にの び上
がる

な し

回転ナデ調整 （粘土貼

付 もある）

未調整
F 1 3－8 13 －9 ±120 40～41 半球形 丸い

ゆるやかに内
湾 し外上方 に
のび上 がる

粘土貼付後回転ナデ調
整

G 8－13　8－14 ±130 32～38 やや扁平 広 く平 ら気味
ゆるや かに内
湾 してのび上
がる

粘土貼付後回転ナデ調
整か、未調整で平行 タ
タキ 目痕が残る

H 該 当 無 し ±140 － －

璽

高

ム
口
坪

身

l

a 1 1－15 148 4 9

全体 に箱形 に近 い形状を呈 す。丸 い底部 か らゆるやかに
内湾 し直線状 に外上方 にのびる。方形 の高 台は低 く、底
部 が突 出する。

回転へラ削 りで平 ら気
味に調整する 未調整

b
2－2 0

1 3－11
140 42

箱形 の形状 を呈 す。広い平 ら気味 の底部 からやや屈 曲を

へてゆるやかに外上方 にのぴる。高台 は逆 台形 で突 っ張
るように貼付 け、底部 は出ない。
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で出土しているように、本横穴群で検出された合子状杯蓋の口径の小さなものは、杯身に転用された可

能性が高い。①の合子状杯蓋のCbの天井部調整は、ラセン状の回転へラ削り調整である。このことに

ついて、湖西編年ではラセン状（渦巻き状）回転へラ削り調整と同心円状回転へラ削り調整とを峻別し、

重要な分類指標としている（註6）。これと同じ立場をとるのが、袋井市坂尻遺跡の報告書である（註7）。

両者の間では、求める器径の大小に多少のずれがあるものの、器径のある一定の大きさのものまでが、

ラセン状回転へラ削り調整であり、それ以外の小型化するものは、同心円状回転へラ削り調整となるこ

とを提唱している。①の合子状杯蓋Cbの2－1の口径はわずか96mmであるが、全体につくりが丁寧で、

器面の内外面ともに沈線がそれぞれ一条めぐり古い様相を帯びているので、いくつか前の段階を想定す

ることが可能である。この他に、②のかえり付杯蓋Eaの2－13・同Ebの8－9、③のつまみ杯蓋Iの8－

15、④合子状杯身Aaの4－6・5－18およびBaの4－8・8－6も同様である。

註

（1）山村・向坂・平野「3．出土土器の編年」『大沢・川尻古窯跡調査報告書』41～47頁1966年

湖西町教育委員会

山村　宏「遠江の須恵器生産」『古代学研究』第50号15～29頁1968年

（2）川江秀孝「静岡県下の須恵器について」『静岡県考古学会シンポジューム2　須恵器一古代陶質土

器－の編年』　9～22頁1979年　静岡県考古学会

（3）後藤建一「3．湖西古窯跡群の須恵器と窯構造」『静岡県の窯業遺跡（静岡県内窯業遺跡分布調査

報告書）本文編』（静岡県文化財調査報告書　第42集）218～381頁1989年　静岡県教育委員会

（4）註（2）に同じ　20頁

（5）『遠江の横穴群（静岡県内横穴群分布調査報告書I）本文編』　47頁1983年　静岡県教育委員

会　同書ではセット関係として扱っているが、岡津横穴墳B群の概報をみると、当横穴墓から検出

した須恵器はすべて破砕行為を受けていて、時期を異にするものも一括して検出していることから、

セット関係と断定するにはやや無理があるものと思われる。

（6）註（3）に同じ　227頁

（7）『坂尻遺跡　本文編一平成2年度袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査報告書』（静岡県

埋蔵文化財調査研究所調査報告　第29集）　258頁1991年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究

所

164



第3節　「ミニ横穴墓」について

本横穴群からは、小型横穴墓ないしはミニ横穴墓と称すべき横穴墓を5基検出した。遠江の横穴群に

あっては稀有なこれらの5基の横穴墓について、その構造等を解明するものである。

なお、文章中で参考とした文献類についてはできるだけ註にしたが、発掘調査報告書等については本

報告書末の参考文献を参照していただきたい。

該当する横穴墓は、A－1号・A－3号・A－4号・A－8号・A－10号横穴墓である。そもそも、

ミニ横穴墓とは、正確には「岩壁到り込み横口式中方孔」と称されるべきものであるとされている（註

1）。要するに、非常に小型化した横穴墓を意味するのであるが、小型横穴墓との間に厳密な基準は、

今のところ設けられてはいない。横穴式石室境と同様に、横穴墓も終焉に近づくにつれて玄室規模の小

型化現象を全国的な傾向として把握することができる。迫葬を前提とするはずの横穴墓が、この時期に

なると「単次葬」化するのである（註2）。しかし、たとえ単次葬であったとしても、通常の遺体埋葬に

必要な最低限の空間を確保しなければならない。ところが、ミニ横穴墓は名称の通り、その空間でさえ

確保できないほどの小空間であることからすると、両者の間には、厳然とした区別を設ける必要がある

であろう。本横穴群の5基のうちA－10号横穴墓は、全長2．19m、奥壁幅0．45mを測るものである。

したがって、本横穴墓はミニ横穴墓というよりも小型横穴墓に属するものであると思われる。

従来、こうした小型横穴墓やミニ横穴墓の存在はあまり注目されなかった。というよりも、伊豆の大

北横穴群等を除いて、静岡県内で検出される例がほとんどなかったのである。仮に検出されたとしても、

幼少児対象の特異な横穴墓である、といった程度の解釈に留まるものであった（註3）。あるいは、小規

模であるために、隣接する横穴墓の附帯施設として考察される場合すらある（註4）。

ところが、最近少しずつではあるが、遠江においても小型横穴墓やミニ横穴墓の検出事例が報告され

るようになってきた。この背景には、最近の横穴墓の発掘調査が開発行為にともなうもので、調査範囲

の設定が、面的に拡大されるようになったことと関係するものである。調査前には横穴墓の存在が予想

されなかった部分や、不自然な間隔で並んでいる横穴墓の空閑地にも調査範囲を設定するこ．とで、従来

のような個別横穴墓およびその周辺城の調査だけにとどまることなく、本横穴群のような単位群を一括

した支群単位の調査を行うことで、たくさんの小型横穴墓やミニ横穴墓の検出につながってくるのであ

る。こうして検出された小型横穴墓やミニ横穴墓は、その被葬者を単に幼少児を対象とする埋葬だけで

は片付けられないほど規模の小さな横穴墓であり、玄室空間が本来的な機能を満たしているとはいいが

．たいことから、あらためて多くの評価がなされるようになってきている。もっとも、その評価は必ずし

も一定するものではなく、むしろ対立する要素を含んでもいる。ここではそれらの評価の共通する項目

だけを取上げてまとめてみる。

第1に、これらの横穴墓にみられる埋葬施設のあり方は、追葬可能な家族墓としての本来的な機能を

失い、基本的に単一の死者の埋葬を行う施設へと変質したということ。いわゆる「単次葬の復活」（註

5）とされ、迫葬が不可能な横穴式石室境が登場してくる終末期群集境の質的な変化と軌を一にするもの

であること。遠江においては、早くも7世紀中頃から8世紀初頭にかけて群集境の単次葬化がはじまる

とされ、横穴墓の場合、それは築造の省力化傾向と相まって、ミニ横穴墓として急速に小型化するもの

と思われる。

第2に、伊豆長岡町大北横穴群から検出されたミニ横穴墓を例として、ミニ横穴墓の選地が、追葬不

可能な比較的規模の小さな横穴墓の脇などに築造されているとの考えである（註6）。これは、第1の横

穴墓の単次葬化とも大きく関係するものである。すなわち、ミニ横穴墓は、横穴墓の単次葬化が進展す

る以前の迫葬可能な大型の横穴墓とともに単位群を構成するのではなく、あくまでも横穴墓の単次葬化
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の中で築造された小型の横穴墓とともに、単位群を形成していることに留意しなければならない。

第3に、副葬品がそれまでの横穴墓と比べて質・量ともに極端に貧弱となる。ましてや小空間しか確

保することのできないミニ横穴墓にあっては、閉塞施設はもとより遺物の置くスペースは無きに等しい。

この背景には、終末期古墳においては、来世においても現世と同じような生活があることを考えてのさ

まざまな食器供献が影をひそめ、他界観が大きく変質し、社会的な薄葬傾向の影響もそこにあるとされ

ている（註7）。副葬品が少ないということは、横穴墓の築造時期の判断を困難なものとするのではある

が、横穴群あるいはその中の単位群にあっても後出する可能性が高いことは、第2の視点からも裏付け

ることができる。

以上、小型横穴墓やミニ横穴墓出現の背景やその時期について、簡単にまとめてみたのであるが、そ

れでは、死者もしくは遺体をどのような状態で埋葬したのか。このことについては、改葬墓の在り方や

火葬墓の導入とも関係するものであって、意見の大きく分かれるところである。小型横穴墓内での遺体

の安置形態を考える場合（幼少児の埋葬は除く）、木棺を玄室内に収納し、できれば転回できる空間が

必要となる。木棺長を短くすることには、当然限界があることから、伸展埋葬でない他の埋葬姿勢を想

定する必要がある。中世においては「座臥屈葬」という形態（註8）がみられるが、このような姿形の遺

体埋葬の具体的な検出例は、静岡県内ではもちろん皆無である。ミニ横穴墓の場合、埋葬空間はさらに

狭くなることから、そのおかれた状況はより深刻なものとなる。そこで改葬墓が考えられる。実際、小

型横穴墓やミニ横穴墓から人骨が検出されていることから、迫葬の際、玄室内の人骨の整理行為にあた

って、その近くに新たに小型横穴墓やミニ横穴墓を築造して、人骨の空間的移動を行ったとするもので

ある（註9）。主項となるべき大型の横穴墓が死者の骨化の場であるとすると、改葬墓は主項から遅れて

築造されることは明らかである。また、改葬墓は追葬行為の延長上におかれるものであって、単一の個

人単位での造墓としての横穴墓ではなく、あくまでも単位群から離れるものではないと思われる。

これに対して、小型化された横穴墓を火葬墓の出現とあわせてとらえようという考えがある。伊豆長

岡町の大北横穴群は、本横穴群と同じようにミニ横穴墓が5基も検出されたことで、有名である。中に

は、10×10cm前後の超ミニ横穴墓や本横穴群A－1号横穴墓と同じく閉塞施設を備えたミニ横穴墓も

ある。このようにたくさんのミニ横穴墓の検出とともに、当横穴群からは火葬骨の埋納された石梶が

23個も検出された。そして、ミニ横穴墓の築造時期については、その壁面に対する穿孔方法が石梶へ

の小孔の穿孔に相通じていることから、石梶の発達した8世紀後半に想定している。また、横穴墓の玄

室の床面に小孔を穿孔した例があり、石橋への直接納骨を簡略化した方法として捉えられている。つま

り、大北横穴群では、8世紀後半に発達した石梶への火葬骨の納骨を簡略化したものとして、ミニ横穴

墓が築造されたとし、両者の橋渡し的な存在としての玄室床面の小孔の穿孔施設を位置づけられている。

そして、石橋に火葬骨の全体を納骨する方法から、さらにその一部のみ納入となり、やがて粉にして小

孔やミニ横穴墓に納める葬法に変化し、他を散骨の方法によって処理する分骨を想定している。このよ

うに大北横穴群は、土葬埋葬としての横穴墓から火葬が導入された段階の横穴墓へと大きく変質してい

くその過程を、順を追って分析できた横穴群として非常に貴重な遺跡である。

さて、大北横穴群のミニ横穴墓5基のうち2基は、近接して独自の単位群を構成していることや、石

樵を3つも検出した大型の横穴墓に付随しているミニ横穴墓もあることから、先に述べた、ミニ横穴墓

の選地が、迫葬不可能な比較的規模の小さな横穴墓の脇などに築造されているとの考えは訂正すべきで

あろう。実はこのことは、大谷横穴群についてもいえることである。すなわち、3基で単位群を構成す

る中にあって、ミニ横穴墓であるA－1号横穴墓とA－3号横穴墓は、追葬を行っているA－2号横穴

墓の左右に位置する。同じくA－4号横穴墓は3基で構成する単位群に属するが、その他の2基はいず

れも大型の横穴墓であり、追葬行為もそれぞれ確認できた。A－8・A－10号横穴墓は5基で構成す
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る単位群に属するが、他の3基は追葬行為の確認はできないが、小型の横穴墓ではない。迫葬が不可能

なためにミニ横穴墓が築造されたとする考えは、大谷横穴群ではあてはまらない。

次に、遠江の横穴群から検出された小型横穴墓もしくはミニ横穴墓で、火葬墓としての可能性が提示

できる横穴墓について、各報告書を通覧することで検証してみたい。該当する横穴墓は、次の通りであ

る。

袋井市字刈横穴群N群85号横穴（註10）は、一つの墓前域を共有する4基の横穴墓から構成される横

穴墓のうちの一つで、一番北側の端に位置している。墓前域の正面に対して、側面に開口している。奥

壁と天井部が欠失してはいるが、全長1mにも満たないミニ横穴墓であり、閉塞施設も兼ね備えていた

らしい。85号横穴の他に、別の1基は迫葬が行われてはいるが、残りの2基の横穴が追葬不可能な小

型横穴墓であることから、当報告書では、85号横穴を大北横穴群と比較して「迫葬可能な横穴を避け

るように築造されたことは共通事項として確認しうるだろう」と指摘し、「N群では当初は比較的大型

の82号横穴が築造されるが、急速に横穴の小型化が始まり、ミニ横穴の出現がなされ、後期群集境と

同じく横穴群内でも同じような終末期現象を確認しえた小単位群として注目される」と意義付けられて

いる。

掛川市南坪横穴群第10号墓は、形態的にも他と異なるものであり、火葬骨を納めた葉形土器が出土

している。8世紀前半の所産とされ墓制転換の一端を明示するものとされているが、残念ながら報告書

がなく詳しいことは分からない（『土橋横穴群・長沢遺跡』の2．歴史的環境を参照）。

遠江の横穴群にあっては、わずか2基だけが火葬墓の可能性を推定しているに過ぎない。しかし、こ

の他に、袋井市では宇刈横穴群のいくつかの小型横穴墓、掛川市では峯村横穴墳B群1号横穴噴、国連

嘩穴墳A群6号横穴墳・同B群第16号填、三十八坪横穴群A群第3号墓、菊川町大淵ケ谷横穴群OA

二旦量・同OA－14号・同OB－4号・同OC－4号横穴墓、菊川町宇藤横穴群A13号横穴、坐笠墜

池ケ谷横穴3号墓、浜岡町中尾殿之谷横穴群1号横穴などは火葬墓であったかどうかは別としても、横

穴墓の規模の小さい、特異な形態として意義付けられており、本横穴群の5基も、これらと同列上に位

置するものである。なお、『遠江の横穴群』では、「東遠江の最終末に位置する本村横穴群B群1号横穴

に想像される火葬の受容は、伊豆の横穴と軌を一にした横穴墓制の終焉を告げていると言えよう」（註

11）と想定しているのは、注目すべきであろう。

さて、大谷横穴群の小型横穴墓やミニ横穴墓の5基に共通していえることは、独自に墓前城を形成し

ていないということである。その大半が、墓前城の床面直上から何十cmか上の斜面城に穿孔されている。

っまり、これらの横穴墓のいずれもが、すでに存在している墓前域の壁面を単に利用するものであって、

それは同時に、単位群の中の一つとして位置付けられるということである。しかも、単位群を構成する

その他の横穴墓は、決して追葬が不可能な小型横穴墓ではなく、明らかに追葬行為を行っている横穴墓

を含んでいる。そして、これらの単位群の多くは、本横穴群にあってかなり新しく築かれたものであり、

新しく築かれた単位群の中にあって、小型横穴墓やミニ横穴墓はさらに後出で築造されていることも確

認できた。単位群の中には、すでに新しい横穴墓の築造が停止し、迫葬期間にすでに入っているにもか

かわらず、ここであらためて小型横穴墓やミニ横穴墓が築造されているのである。しかも、その埋葬施

設は、基本的に単一の死者の埋葬に限定されるものであって、築造当初から迫葬を全く考慮していない

ものであり、ミニ横穴墓の場合は、特にその意識が明瞭となっている。このことを、どのように解釈す

べきであろうか。このような埋葬施設を、個人の埋葬を目的としたものとしてみることができるかどう

かである。たとえ個人墓であったとしても、それは単位群から抜け出すことができず、従来通り集団か

ら離れるものではなかったことは、注意を要する。新たな横穴墓を築造することに大きな規制力が働き、

結果として、横穴墓どうLが接触しあうほどの密集を余儀なくされた本横穴群にあって、個人単位で横
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穴墓の築造が認められることは、現段階では首肯Lがたい。

次に、火葬墓との関係であるが、大谷横穴群を含めてこれらの横穴墓からは、人骨や蔵骨器としての

壷等が検出されなかったことから、火葬骨を埋葬したものかどうかの判断は全くできない。遠江の群集

墳からも、火葬骨を検出した例は今のところ一つもないのである（詳細不明な掛川市南坪横穴群第10

号墓については今のところ除外する）。ただし、墓前域から検出した長胴嚢あるいは広口壷を、火葬な

いし改葬した人骨を埋納した蔵骨器として利用された可能性を示唆する見解がある（註12）。もし、こ

れらの土器が小型横穴墓やミニ横穴墓に帰属するものであり、しかも、中から火葬骨が検出されれば、

大北横穴群同様に土葬から火葬への葬制の変質を解明することができるのであるが、あくまでも墓前域

からの検出例であることから、それは可能性の段階に留まっている。ちなみに、本横穴群のミニ横穴墓

であるA－1号・A－3号横穴墓の属する単位群の墓前城からも、表土採集ではあるが完形で未使用と

思われる須恵器短頸壷（図版8－6）が、逆位の状態で検出された。壷の中は土が充満しているだけで、

人骨片あるいは人骨紛は全く検出されなかった。もっとも、蔵骨器をともなわない横穴墓の事例（註

13）もあることから、蔵骨器が検出されない横穴墓は火葬墓ではないとの論は成り立たない。

火葬墓に対する律令国家の姿勢は大変厳しいものであり、被葬者階層はもとより、墓城に関しても

様々な制約が加えられていた。にもかかわらず、遺跡としての火葬墓は日本の各地で確認することがで

き、伊豆の大北横穴群同様にこの遠江地域においても、横穴墓の終末期に火葬行為が導入されたことは、

具体的事例に乏しいがほぼ間違いないであろう。しかしこの時期、原野谷川・逆川流域沿いの大規模な

横穴群が追葬段階に入っても、大谷横穴群は新たな横穴墓を築造しつづけた。しかも、遠江地域の横穴

群にはあまりみられない小型横穴墓やミニ横穴墓が5基も築かれたのであるから、これらが火葬墓であ

った可能性を捨て去るわけにはいかない。この時期の火葬墓は、在地中豪族層や有力家父長層達が古墳

時代の終焉から新しい律令期への移行過程において、葬制においてどのように対応していったかを知る

必要不可欠な遺構である。本横穴群の5基は、このことを究明する貴重な資料となるものと思われる。

しかし、今の時点では幼少児を埋葬した小型横穴墓と、追葬行為の延長としての改葬墓としてのミニ横

穴墓の姿との両方を考えるに留めたい。
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介しつつも、その見解を疑問視している。（高木正文「古墳時代の再葬」『森貞次郎博士古稀記念古

文化論集』1982年）

（10）当横穴墓に関しては次の報告書に掲載されている。『八幡山横穴群一袋井の群集境と横穴群を考

える（2）－』（袋井市考古資料集　第3集）1997年　袋井市教育委員会

（11）註（9）に同じ　64頁

（12）袋井市宇刈横穴群N群85号横穴の墓前域からは土師器長胴嚢、浜岡町門屋横穴群蓮の前支群4

号横穴の墓前城からは須恵器が検出されている　　　　　　　　′

（13）狭川真一「北部九州における火葬墓の出現」『古代文化』51－12号1999年
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第4節　横穴墓にみられる二重閉塞施設について

本書の第3章第3節「遺構と遺物」でも述べた通り、B－1号横穴墓の羨道部には、特殊な溝状遺構

が掘り込まれている。このような溝状遺構が、遠江の横穴群でもいくつかの横穴墓で検出されているこ

とは周知の事実であるが、具体的な機能についてはあまり触れられていない。ここでは、関連する事例

をあげることで、この溝状遺構について簡単に考えてみたい。

なお、文章中で参考とした文献類についてはできるだけ註にしたが、発掘調査報告書等については本

報告書末の参考文献を参照していただきたい。

まず、本横穴群B－1号横穴墓の溝状遺構についてである。全長2．70mとかなり長めの羨道部中央

のやや羨門寄りのところには、床面・左右の両側壁・天井の四囲全てに、主軸方向と直交して溝状の掘

り込みがめぐっている。掘り込みの幅は9～12cm、深さは3～5cm程度である。ただし、床面の溝状

の掘り込みは、壁面の風化と人の出入りのためにやや不明瞭となっていて、その真申を玄室からのびる

排水溝が縦断している。この形状からすると、ここには板状の切り石もしくは板等での閉塞があったも

のと考えられる。ただし、羨道部の断面形がアーチ状であるのに対して、この溝状の掘り込みは天井部

の左右の肩と床面の両端をしっかりと掘り込んで、隅削りを施したものである。玄室内からみると、全

体の形は横長の長方形となっているから、ここへ蓋をする場合、そのはめ込み方法は外からでは困難で

ある。おそらく観音開きのように真申で内側へと開くものであったのかもしれない。調査当初、この溝

状の掘り込みは、防空壕や農作物保管の際の風除けとして、後世に掘り込まれた施設と想定していたが、

防空壕を利用した人の話では、利用当初からこの溝状遺構はすでにあったとの聞き込みを得た。

横穴式石室境や横穴墓は迫葬行為を伴うものであるから、埋葬後にも墓室へ人が入ることができるよ

うに、あらかじめ計画した構造・設備を備える必要がある。そこで、羨道部の入り口には扉を設けたり、

河原石や粘板岩を積んで閉塞し、必要があれば入り口を開けて玄室へ入ったのである。閉塞の施設とし

ては、本来的には『古事記』の黄泉の国訪問講にみられるように、扉もしくは戸（「殿の臍戸」）がふさ

わしい。具体的には、玄室と羨道との境の玄門の左右に袖石を立て、八の字形に開く羨道をもつ北部九

州の初期横穴式石室の閉鎖施設などが「殿の臍戸」に近いものではなかろうか。その一方で、板石を立

てた袖石をもたない近畿タイプもあることから、両者の違いはそれぞれの地域における石材の性質に大

きく規制されるものと思われる。こうした構築材料としての石材なかでも板石は、近辺から採取される

手に入りやすい河原石とは違って、地域的にかなり限定されるものである。

このことは、横穴式石室の影響を受けて出現した横穴墓にも通じることである。遠江の横穴墓の閉塞

施設は、大半が河原石を天井に達するまで何段にも積み上げて、内部を閉塞するものである。中には、

石積みの不足分を、土を充填することで閉塞する例も若干みられる。本横穴墓にも、同じように河原石

による閉塞施設が備わっていた。ただし、原位置を留めていると思われる封鎖石は1個だけであり、墓

前城からは18個の河原石をかき出した状態で検出した。つまり、本横穴墓は、河原石による通有の閉

塞施設と羨道部内の通路を遮断する蓋としての閉塞施設の二重閉塞施設を備えていたことになる。それ

では、何を目的として閉塞施設を二重にしたのか、またそれは同時に機能していたのであろうか。これ

らの問題を本横穴墓だけで考察することは、非常に難しい。そこで次に、静岡県内の類似した閉塞施設

について報告書等を手がかりとして調べてみると、およそ次の5つのパターンに分類することができる。

第1に、二重閉塞施設を備え、しかも両方が同時に機能していたと思われる場合である。掛川市山麓

山横穴墓は『静岡県史』（註1）によると、羨道部に大型の盤状岩を二枚、板戸のように積み上げて玄室

を塞ぎ、羨道側から数個の大礫で押さえていたとされる。羨道部内に溝状遺構があったかどうか等詳細

については不明であるが、この文意からすると閉塞施設は二重もしくはそれに近い構造であり、しかも
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／

1大谷横穴群B－1号横穴婁

2　本村横穴墳A群第1号横穴墳

3　岩清清水ケ谷横穴群第1号横穴

4　乗平尾横穴群橋本ケ谷支群3号横穴

5　大師山横穴群8号横穴

6　道ケ谷横穴群B群4号横穴

7　宇洞ケ谷横穴睾

8　大北横穴群32号横穴

9　大淵ケ谷横穴婁群OB－5号横穴茎

0　　　　　　　　　　　　　3m

第55図　二重閉塞施設関係横穴墓の平面図
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同時に使用されていたことが確認できる。当横穴境は単独墓であり、早くも6世紀前半には築造されて

いたものと想定されている。追葬状況に関しては、不明である。遠江で最初期に築造された当横穴墓に

二重閉塞施設が採用され、しかも同時に機能していることは、大変重要である。

第2に、二重閉塞施設ではあるが、同時に使用したかどうか不明な場合である。本横穴群B－1号横

穴墓はこれに含まれる。畢伊l市本村横穴墳A群第1号横穴境は、両側壁に縦状の溝があり、幅0・15

m・深さ0．1mを測り、不明瞭ながら羨道部底面にも及ぶものである。その溝にフタ（板石・板等）を

はめ込んで閉塞したものとの想定をし、この溝とは無関係に、閉塞石群が天井部まで積み上げられてい

た。同A群第2号横穴境にもやはり閉塞石の一部が遺存していたが、羨道部には両側壁に幅0・15～

0．20m・深さ0．1～0．15mの溝が垂直に刻まれていて、この溝は底面にまでおよび、玄室からの排水溝

と十文字に交叉している。概報ではこれらの溝状遺構について、「この構造から考えると、その溝に蓋

（板石・板等）をはめこんで閉塞したと思われるが、調査結果からみると板石は発見されていない」と

し、第1号横穴境の閉塞石群が、この溝とは無関係に積み上げられていることから、この溝の性格につ

いては不明としている。ちなみに、第1号・第2号横穴境は、それぞれ独自の墓前城を有するもので、

第1号横穴境の築造時期は、遠考研編年の第Ⅲ型式前葉で、6世紀前半～中葉を築造時期に、続いて間

もなく第2号横穴境が築造登れている。追葬状況についてはどちらも触咋ていない。去基旦宕滑邁丞土

谷横穴群第1号横穴は、比較的短めの羨道部に開口部側と玄門側の両方に浅めの溝が掘られていて、玄

室と墓前域の区画の役割をしているとされる。また、玄門部側ではこの浅めの溝にあわせて、両側壁に

13cmほどの溝が掘り込まれていることから、板のようなもので仕切られた可能性を示唆している。こ

れとは別に、河原石による閉塞施設があって、溝状遺構をおおっているため、二重の同時閉塞にはなっ

ていない。当横穴墓は台形の広がりをもつ墓前域を有する単独横穴墓であり、その築造時期は7世紀中

頃とされる。迫葬はなかったとされている。また、報告書では溝状遺構の同様な事例として、萄却町衷

平尾横穴群橋本ケ谷支群3号横穴を紹介し、このような溝状遺構が、7世紀の中ごろに位置付けられる

比較的新しい横穴墓にみえる流行の一形態であると分析している。なお、橋本ケ谷支群3号横穴は、

『遠江の横穴群』（註2）に簡単な概要と図面が掲載されている。それによると、溝状遺構とは別に、河

原石による閉塞施設も備わっていて、二重の閉塞施設であることがわかる。単独の墓前城であったもの

と思われる。出土須恵器の編年が遠考研編年の第Ⅳ期中葉～後半とされることから、その築造時期は7

世紀後半代である。迫葬については不明である。伊豆長岡町大師山横穴群8号横穴では、玄門部分の側

壁に幅25cm、深さ5～10cmほどの切り込みがあり、玄室の入り口に蓋を付けたことを想定している。

河原石による閉塞施設は別に存在している。築造時期については、出土須恵器が遠考研編年の第Ⅳ期前

半であることから、7世紀中頃を想定している。追葬は確認できる。当横穴墓は、4基で構成される単

位群に属するが、当横穴群の中では一、二番に築造されたものとされている。ちなみに報告書では、こ

の切り込みのノミ痕が玄室内のノミ痕とは異なることから、横穴墓の構築時のものでなく、後世この横

穴墓を利用したときのものかもしれないとしている。袋井市道ケ谷横穴群B群4号横穴（『八幡山横穴

群』に掲載）では、玄門部付近に横穴墓主軸に対して直交する小溝が発見されているが、両側壁には溝

はなかったものと思われる。これが、閉塞板などを立て掛ける閉塞施設に関する遺構かどうかは明らか

でないとしている。掲載図面からすると、封鎖石が過半の高さまで遺存していることが確認できるが、

小藩に関しては図面からは読み取れない。本横穴墓は、単独の墓前城をもっている。築造時期について

は7世紀初頭としている。

以上、第2として6つの事例をあげたが、溝状遺構が封鎖石によって覆われてしまい、現段階では同

時に閉塞機能を果たすことができないが、同時に閉塞していた可能性は残されている。

第3に、二重閉塞施設で開口部ラインの斜面壁にはめ込み式溝があり、これとは別に封鎖石がある場
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合である。これは第1・2の羨道部内の溝状遺構とは違って、横穴墓の開口部ラインの斜面壁の一部を

削りだして、ここに板石もしくは板等をはめ込んで、横穴墓そのものを外部から遮断する形式の閉塞施

設である。ただしこの場合であっても、河原石による閉塞施設は別に備えている。掛川市宇洞ケ谷横穴

茎では、羨道部入り口両側には突出部（幅20数cm、高さ50～60cm）があり、このことについて、本村

横穴墳A群の例を参考に、同報告書において「閉塞最下段に泥岩の板を置いているところをみると、こ

の突出部は、当初ここに板状の泥岩を、はめ込むために設計されたのが、後の追葬か何かの事情ではず

されたあと、旧に復さず今度は円礫だけを積みあげたというように解されるのである。」としている。

そしてもう一つ、羨道部左壁奥（袖から20～30cm手前）には、掘り込みがある。この掘り込みが、羨

道部内の溝状遺構に該当するものかどうか、報告書の記載事項や写真図版からは判断することができな

い。もしそうだとすれば、当横穴墓は、三重の閉塞施設を備えていることになる。当横穴墓は、遠江地

域においても最初期に築造された単独墓で、それは山麓山横穴墓に続くもので、6世紀中頃でもやや古

い築造年代を想定している。また、羨道部の突出構造が築造年代を想定する一つの根拠とされているこ

とは、注目したい。追葬状況に関しては、可能性が高いことを指摘している。なお、『遠江の横穴群』

では、当横穴墓の二重（三重）閉塞施設を紹介しているにもかかわらず、迫葬を否定している（註3）。

掛川市茶屋辻埴失墜はその概報によると、初期の横穴墓には、石積みとは異なって、板による閉塞施設

があることを提示している。そして、当横穴群17号境には河原石による閉塞施設があり、それとは別

に、入り口の壁に枠のような四角い掘り込みをもうけている。そして、最初の埋葬のときには掘り込み

に板をあて塞ぎ、迫葬のときに、板をやめて封鎖石で塞いだとし、塞ぎ方の変化を知る事例としてあげ

ている。当横穴墓は、1基単独で墓前域を有するもので、6世紀半ばから後半にかけてを築造時期とし

て想定している。報告書が未刊であるので、詳細は分からない。迫葬状況に関しても、不明である。重

用町下本所横穴古墳群2号境では、開口部ラインの斜面壁の上方と左右に幅10～20cmの切り込みがあ

り、また開口部ラインと接する斜面壁にも溝状の深い切り込みがある。そして、ここに板状の蓋石をは

め込んだものと思われ、一部に板片がそのままはさまっていた。ただし、このはめ込み式溝は利用され

ることなく、これとは別に、板状の粘板岩が平積みされて横穴墓を閉塞していたということである。概

報では、遺物の出土状態からして、迫葬の可能性を否定しており、板状の粘板岩が壊れたために粘板岩

による平積みに切り替えることで、はめ込み式溝遺構の閉塞施設としての利用の放棄を想定している。

当横穴墓の墓前域は、単独である。築造時期は、7世紀前半のものと思われる。

以上、第3の3つの事例についても二重閉塞施設であるが、当初は、はめ込み式溝を使用したが、何

らかの理由でそれを放棄して、別の閉塞施設に切り替えたことが確認できる。またそれが同時に使用さ

れた形跡がないことも分かる。宇洞ケ谷横穴墓は三重閉塞施設の可能性があり、注目したい。

第4に、第3と同じく、開口部ラインの斜面壁にはめ込み式溝があるが、封鎖石がない場合である。

伊豆長岡町大北横穴群32号横穴では、開口部の天井と左右側壁の前端部に、幅7～8cmから10cm前後

で、深さ5cm前後を測る「刻み込み部」が認められた。閉塞施設を想定しているが、具体的な解明には

いたっていない。当横穴墓は戦後人間が居住していたらしく、はめ込み式溝以外の閉塞施設については、

残念ながら解明することは困難である。当横穴墓は、墓前城を共有しない単独横穴墓とされ、その築造

時期は、7世紀中葉とされている。迫葬状況は、不明である。畢卜川市前山横穴翠の4基のうちの1基に

は、やはり開口部ラインの斜面壁と床面に蓋をするためのはめ込み式溝遺構を確認することができる。

同じく掛川市寺ケ谷横穴群の1基には、斜面壁および床面に蓋をするためのはめ込み式溝遺構があり、

写真からではあるが、蓋石も同時に検出されているものと思われる。後2者のいずれも報告書が未刊で

あって、その他の閉塞施設の有無や迫葬状況、あるいはその築造時期等については分からない。

以上、第4として3つをあげてみたが、大きな撹乱行為を受けていたり、あるいは報告書が未刊であ
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ることから、その詳細が分からないのであるが、これらのいずれもが本来は、封鎖石による閉塞施設も

兼ね備えていた可能性は高く、第3グループに編入するべきかもしれない。

第5に、閉塞施設としての溝状遺構やはめ込み式溝かどうか不明な場合である。羨道部に溝状遺構は

あるものの、それが閉塞施設であるかどうか不明なものとして、菊川町大淵ケ谷横穴墓群OA－4号横

左墓、同OA－6号横穴墓、同OA－7号横穴墓、同OB－5号横穴墓、菊川町篠ケ谷横穴墓群SB一一＿

5号横穴墓の5基があげられる。このうち、河原石による通有の閉塞施設を備えているものは、OB－

5号横穴墓だけである。その他の4基に関しては、河原石による閉塞施設があったかどうか確認できな

い。また、溝状遺構の位置については、OA－4号横穴墓が両側壁とその上部、OA－6号横穴墓が床

面だけ、OA－7号が両側壁、OB－5号横穴墓が床面だけ、SB－5号横穴墓が右側壁だけである。

また、OA－6号横穴墓の羨道床面上より、1枚のほぼ方形を呈する白色粘板岩が検出された。その他

に河原石による閉塞施設が見受けられないことから、この粘板岩が閉塞施設としての蓋であった可能性

は高い。一方、開口部ラインの斜面壁にはめ込み式の掘り込みがみられるが、後世のものである可能性

が高いものがある。菊川町篠ケ谷SA－10号横穴墓では、羨門に掘り込みがみられるが、戦時中に防

空壕として使用した際のセメント枠である可能性が高いとされている。

以上、第5として6つの例をあげてみたが、報告書ではいずれも後世の造作による可能性が高いとし

ていて、その詳細は分からない。

現在、報告書あるいは概報等で確認できる事例はこれだけである。紹介程度のものまで含めてもわず

かに19例だけである。しかしこのことからいくつかの共通点が浮かび上がってくる。

遠江の横穴墓には、河原石による閉塞施設のほかに、羨道部内に溝状の掘り込みをつくって、板石も

しくは板等で通路を塞ぐ場合と、開口ラインの斜面壁にはめ込みができるように溝を掘り込んでそこに

蓋をする場合の二通りの方法があることが確認できた。いずれも、先述した扉もしくは戸状であって、

「殿の臍戸」にふさわしいものである。ただ両者の違いは、玄室への入り口を塞ぐ場合と横穴墓そのも

のの入り口を塞ぐ場合とで違いをみせているが、この違いを単なる閉塞施設の多様性だけで片付けてし

まうことはできないであろう。というのは、河原石の石積みによる閉塞施設の場合も同じであって、羨

道部のどの位置に石積みするのかとも関係してくるように思われる。すなわち、遠江の横穴墓の大半が

羨道部のほぼ中央付近に石積みの閉塞施設を築いているのに対して、下本所横穴群の大半の横穴墓のよ

うに、玄室に近い場所に石積みしている例がある。こうした違いが何に由来するものであるのかは、残

念ながら分からない。字洞ケ谷横穴墓のように、3つの全てを備えた三重閉塞施設を持っていたと思わ

れる横穴墓がこのことを解明する手がかりとなるのかもしれない。

共通点の最後として、二重閉塞施設を有する横穴墓の場合、そのいずれもが築造時期を古くする横穴

墓である。これらの横穴墓は、共有する墓前城をもち、単位群に属する比較的後出の横穴墓ではなく、

それぞれが単独の墓前城を有する横穴墓であって、各地域で最も早く築造されたと思われることは重要

である。

これらの共通事項を踏まえた上で、二重閉塞施設の役割および推移について段階を迫って考えてみる。

第1段階として、遠江にあっては最初期に築かれたとされる山麓山横穴墓では、二重閉塞施設が両方

とも同時に機能していることを確認できた。

第2段階として、二重閉塞施設を備えてはいるが、大半は同時機能を果たさなくなってしまう。それ

ぞれの報告書等で考察している通り、最初に埋葬する場合は、板石や板等を使用して通路を塞いだり蓋

をしたりする方法をとり、その後の追葬やそれ以外の出入りの際に、河原石を積み上げる閉塞方法に次

第に切り替えていったものと思われる。中には、通路を塞ぐのに使用した板石をそのまま積み上げてい

るいくつかの横穴墓も確認できた。したがって、この段階の横穴墓では、遺構としては機能性を帯びた
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二重閉塞施設を検出することができるのである。

しかし、次の第3段階に入ると、二重閉塞施設の本来の機能は弱まってしまい、羨道部内の四国に掘

りめぐらされた溝状遺構は、溝が浅めになったり、あるいは単に床面だけに名残として留まるだけとな

ってしまう横穴墓があらわれるようになった。そして最終的には、それすらもなくなって河原石積みに

よる単一の閉塞施設へと推移していくのである。

っまり、二重閉塞施設の両方が同時に機能していた時期、二重閉塞施設は遺存してはいるものの、実

際は閉塞方法の切り替えが行われ、両機能が同時展開していない時期、二重閉塞機能が形骸化する時期、

そして、単一の閉塞施設だけになる時期の4つに時期区分することができるであろう。

この4つの時期の推移が何に由来するものであるかはわからないが、そこに、横穴墓形態の退化が関

与していることは間違いないであろう。玄室規模の縮小、袖部の退化、壁面の工具調整の粗雑化など横

穴墓のさまざまな部分で退化現象がみられるのであるが、羨道部長が次第に縮小していくことも、その

一つとしてあげることができる。羨道部の長さが短くなればなるほど、2つの閉塞施設の距離は狭まっ

ていき、最終的に羨道部が短くなった段階で、閉塞施設は単一化せざるを得なかったのではなかろうか。

では、二重閉塞施設のうち河原石による石積み方法だけがなぜ残ったのであろうか。このことについて

は先述した通り、それぞれの地域で得られる石材の性質に規制されるところが大きかったのではなかろ

うか。河川流域沿いに展開するそれぞれの横穴群にあっては、河原石は比較的手に入れやすい材料であ

り、それとは反対に、板石は手に入れにくかったものと思われる。

以上、県内の二重閉塞施設を有する横穴墓のそれぞれの状況を確認する中で、共通点を見出し、そこ

に推移を見通してみた。本横穴群のB－1号横穴墓は、二重閉塞施設であり、溝状遺構も壁面の四囲に

しっかりと掘り込まれていることから閉塞施設として機能したものと思われる。須恵器が十分に検出さ

れないので、その築造時期の特定に苦慮したのであるが、次のことから、おおよその築造時期を推定し

てみたい。逆川流域の最初期の築造とされる横穴墓に二重閉塞施設があること、本横穴群にあって墓前

城が本横穴墓以外の横穴墓の築造を許さない「方形区画墓前域」で一基単独であること、横穴墓の規模

が本横穴群の30基の中でも群を抜いて大きいこと、天井形態が奥壁・前壁のいずれも尖頭アーチ型を

呈していること。これらのことからして、本横穴墓の築造時期は、掛川市城の横穴墓にあって最初期に

近い頃に設定でき、それは同時に本横穴群にあって最初に営まれたと思われるA－15号横穴墓の7世

紀初頭をわずかに遡るものと思われる。

註

（1）『静岡県史　資料編2－考古ニー』　304頁1990年　静岡県

（2）『遠江の横穴群（静岡県内横穴群分布調査報告書I）本文編』139頁1983年　静岡県教育委員

会

（3）註（2）に同じ　54頁
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第5節　横穴墓の天井形態について

大谷横穴群で今回調査された横穴墓30基の内、小型横穴墓とミニ横穴墓を除いた25基の横穴墓の天

井形態を調べると、非常に多様性を帯びている。本節では、一横穴群内でのこうした横穴墓の天井形態

の多様性について、若干の検討をするものである。各横穴墓の天井形態については、本書第3章第1節

の「遺構の概観」や本書23頁の「大谷横穴群横穴墓計測値一覧表」を参照されたい。

なお、文章中で参考とした文献類についてはできるだけ註にしたが、発掘調査報告書等については本

報告書末の参考文献を参照していただきたい。

さて、本横穴群はドーム型が優位にあり、尖頭アーチ型がそれに続く。このことは、単一の天井形態

だけで横穴群を形成するものではないことを確認することができる。また、天井形態が違っていたとし

ても、横穴墓の規模や副葬品からは特に際立った相違をみつけることはできない。むしろ天井形態の一

つだけを除いた均質性が特徴的でさえある。

静岡県内の横穴群にはそれぞれ個性があって、それを大局的に捉えてみると、横穴墓の多様性となる。

横穴墓の天井形態についても多様性がみられ、そこに地域性があることが従来から指摘されている。

こうした天井形態の違いについては、さまざまな見解が提示されているが、大きく分けるとそれは年

代差と地域差とに大別することが可能であろう。年代差の場合は、横穴墓の基本形態が退化していく推

移の中で、形態に多様性が生じたとする考えである。具体的には、袖部が退化して玄室と羨道部の区別

がなくなることや、玄室規模の小型化によって、最終的に筒型構造の横穴墓へと推移していくものであ

るとされる。あるいは、明瞭な袖部と明確な尖頭アーチ型を有するものから、袖部が形骸化し、鈍い尖

頭アーチ型に、そして最終的に袖部を形成しないフラスコ型でドーム型に近い形態へと推移していくも

のとも考えられている。もっとも、それぞれの横穴群の中においては、最初の段階ですでに多様性を内

包していたとする考えもある（註1）。

次に地域差の場合、流域ごとと地区ごととで、地域差を明確にすることができる。この場合の地区ご

ととは、第4章第1節「掛川市域の横穴群の動向」で分けた13グループの分類がこの地区に相当する。

まずは、流域ごとの地域差の様相を確認してみる。

太田川・原野谷川流域沿いの横穴群の場合、玄室の平面形は縦長の長方形の「妻入り」を呈し、玄室

の横断面は二等辺三角形に近い尖頭アーチ型が主流である。逆川流域の横穴群に関係すると思われるド

ーム型の横穴墓も若干確認できているが、それらはいずれも小型横穴墓である。

原野谷川中流域・逆川流域沿いの横穴群の場合、縦長の長方形で尖頭アーチ型もしくはアーチ型を基

本とするのは、大田川・原野谷川流域の横穴群と変わらない。しかし、時期が下ると、縦長の長方形で

アーチ型のものが比較的多くなるとともに、横長の長方形でアーチ型の形態とその系譜をひく横穴墓が

群中で小数存在するとされる。ただし、この場合は小規模な横穴群に限られるそうである（註2）。また、

一部で、菊川流域系の横穴墓が点在している状況は注目される。

逆川流域沿いの横穴群の場合、南部の横穴群において、菊川流域で優位を占めるドーム型がみられ、

掛川市三十八坪横穴群A群が現在のところ、このドーム型横穴墓の北限とされている。これより北側に

展開する横穴群は、全て尖頭アーチ型を有する横穴墓である。したがって、大田川流域においては、菊

川流域系の横穴墓は今のところ全く確認されていない。なお、菊川流域にみられる袋状形態の横穴墓の

影響で出現したと思われる胴張りの正方形に近い玄室形態で、天井が低い扇平な印象を受けるドーム型

の横穴墓がわずかに存在するが、この系譜は、道川水系からの影響で成立したとも考えられている（註

3）。

菊川流域沿いの横穴群の場合、玄室断面がドーム型を呈するものが主流である。具体的には、玄室平
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面形が横に広く、羨道は広い面に取りついているいわゆる「平入り」の形態を示す横穴墓が圧倒的に多

い（註4）。それに続くのが、フラスコ状玄室形態の横穴墓である。なお、ドーム型の場合、極端に扁平

なタイプと、やや天井の高いタイプと一に分かれるとされる。下流域の大東町や小笠町などに分布する横

穴群も似たようなものが多数存在する。

県中部に目を転じて、伊庄谷横穴群の各横穴墓の形態についてみると、玄室の平面プランは長方形で、

妻入りの形をとるものがほとんどである。横断面形は尖頭アーチ型が主流となる。しかも他の横穴群に

比較すると、きわめて統一的であるとされている。

北伊豆の狩野川流域沿いの横穴群の場合、玄室と墓前城とからなって、羨道部が認められない横穴墓

が非常に多い。こうした羨道部を設けないか、あるいはきわめて微弱な痕跡を残すにすぎない横穴墓は、

当地城ではかなり一般的であるとされる。

以上、静岡県内の横穴群の天井形態には、河川流域沿いごとに限定された地域性があることが確認で

きた。このような地域性は、それぞれの地域における特徴の一表現であり、その横穴群の築造集団の社●

会的位置を教えてくれるのである。それでは、このような地域性は何に由来するものであろうか。今こ

のことを解明することは、非常に困難ではあるが、地域性の中には明らかに他地域からの影響を受けて

成立した特色が含まれていることから、そこに横穴墓を墓制とする複数の外来系集団の存在を考えるこ

とができるし、あるいは、横穴墓築造集団の互いの人的交流を考えることもできる。また、類型化した

横穴墓が地域を越えて広く分布していることから、そこに律令国家成立期の遠江国における、群城設定

との関連を想定する考えもある（註5）。

一方、地区ごとの地域性について考えてみる。このことを考えるにあたっては、大谷横穴群の天井形

態の多様性を手がかりとしたい。そこで、本横穴群と同じように、いくつかの天井形態をもった横穴墓

で構成されている横穴群、中でも尖頭アーチ型とドーム型とが混在している横穴群について、掛川市域

とその近辺に限定して探してみる。

岡津横穴墳A群・B群にはアーチ型が優勢な中にあって、やや扇平なドーム型の横穴墓がA群の8基

中2基に、B群でも16基中に6基が採用されている○なお、ドーム型横穴墓と2基で単位群を構成す

るとみなされている尖頭アーチ型は、B群に1基含まれているが、天井崩壊によりあくまでも推定形態

である。本村横穴墳A群・B群にはアーチ型が優位であるが、天井が極端に低い扇平なドーム型の横穴

墓があり、B群の7基中1基が、この形態を採用し、その他に、天井中心部の高い山型のものが2基含ま

れている。尖頭アーチ型の横穴墓は無い。土橋横穴群8基の場合は、アーチ型が主流を占める中にあっ

て、ドーム型が1基、尖頭アーチ型2基を含んでいる○尖頭アーチ型の尖頭形はやや退化しているもの

と思われる。尖頭アーチ型の横穴墓は、1基が単独であり、もう1基はアーチ型横穴墓との2基で単位

群を構成している。大谷横穴群から直線距離にしてわずか3kmほどの所に位置する茶屋辻横穴群は、18

基のうち、尖頭アーチ型が7基、ドーム型が12基である○しかも注目すべきことに、両者の違いは横

穴墓とそれぞれの墓前城の共有形態とで厳密に区分できるのである。斜面の中段に占地し、墓前城を共

有しあう横穴墓は、尖頭アーチ型に限られている○一方、斜面の上段に占地し、1基ずつ単独の墓前域

（墓道）を有する横穴墓は、ドーム型に限られているのである。両者の先後関係は、尖頭アーチ型が7

世紀の築造であるのに対して、ドーム型は6世紀半ば～後半に築かれたものであるとされている。大谷

横穴群に近接する横穴群であるだけに、両者の近似性や相反する点を中心に慎重に考えなければならな

いが、現時点では概報のみであってその詳細は分からない○また、森町観音堂横穴古墳群では、各種の

形態が同時に採用されているとされている。23基の内、天井形態の明確な14基の内訳は、尖頭アーチ

型が11基、ドーム型が2基、アーチ型が1基である○しかし、尖頭アーチ型の中には尖頭形の退化し

たいわゆる花弁型も含まれている。なお、ドーム型2基はいずれも天井部が完全に崩壊しているので、
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形態の見直しが必要と思われる。アーチ型1基は、玄室の両側壁が尖頭型という極めてまれな天井形態

である。なお、尖頭アーチ型であっても、アーチ型の姿形がしっかり保持されているものと、尖頭部分

が丸みを呈し、むしろ花弁型（『観音堂横穴古墳群』では、両側壁が緩やかな曲線を措いて「ふくら

み」をもつスタイルを花弁型と呼ぶ）（註6）といったほうが適切なほど、その姿形は明らかに退化して

いるものとがある。一般に玄室規模の縮小化とともに、天井高も低くなる傾向がある。そこから、天井

の低い横長の尖頭アーチ型が出現するのであって、あるいは尖頭アーチ型にならないでドーム型に変化

していくという、尖頭アーチ型の退化現象を遠江の横穴群で確認することができるであろう。

全面調査の行われた横穴群が少ないので、尖頭アーチ型とドーム型とが混在している横穴群は僅少で

ある。この中で、茶屋辻横穴群のように、尖頭アーチ型とドーム型とが混在している横穴群はあっても、

大谷横穴群のように両形態が一つの単位群の中で混在している例は、一つも無い。大谷横穴群には、尖

頭アーチ型が8基あり、7単位群で確認することができる。そのうち両形態が混在する単位群は、b・

g・j・1・mの計5単位群であり、残りの2単位群は、1基単独で尖頭アーチ型を有する横穴墓であ

る。また、b単位群は3基の内尖頭アーチ型が2基で、残る1基はミニ横穴墓である。m単位群は2基

の内1基は、天井形態が不明である。よって、この2単位群を除外したとしても、g・j・1の3つの

単位群で、尖頭アーチ型とドーム型を有する横穴墓が混在しあっているのである。しかも、この3つの

単位群で共通していることは、尖頭アーチ型の横穴墓は単位群の中でも後出で築造されていること、単

位群の中で最初に築かれた横穴墓の天井形態は、あくまでもドーム型であるということである。『掛川

市史』では、横穴墓の天井形態の多様性について、「大きな流れとしては、ドーム型・アーチ型から尖

頭アーチ型へと推移し、墓前域が用意される段階にはさまざまな形に変移するようになったのであ

る。」とされている（註7）。早い時期に展開されたとする茶屋辻横穴群は、墓前城内での天井形態の多

様化は認められていない。したがって「さまざまな形に変移する」と一括することはできないのである

が、大谷横穴群にあっては、この見解に沿うものであることを確認できた。それでは、このような多様

化現象は何に起因するのであろうか。同一丘陵の限定された範囲に、より上位集団によって墓城が設定

され、横穴群が形成されていたとしても、その築造される支群ごとでまたは単位群ごとで、その背後に

ある築造集団が異なっているとの見解がある。あるいは、外部からの別の形態の移入が考えられる。こ

れは、築造集団間の姻戚関係のような対外的な交流や移動によ？てもたらされたものであり、同一横穴

群内での形態差の違いは、出自の違いの表出ではないかとの見解である（註8）。さらに、そこに横穴群

の造営主体による造墓の伝統の差が反映しているのではないか、との見解も提示されている（註9）。こ

のように、現段階では地区ごとの地域性が何に基づくものであるかを断定することはできない。

単一の天井形態の横穴墓だけでは構成されない横穴群が存在する一方で、その道に、極めて統一一的な

プランの下に構成されている横穴群もみられることは注意しなければならない。静岡市伊庄谷横穴群や

伊豆長岡町大北横穴群の場合がそれである。そこに、横穴墓を築造するにあたっての規制があったから

なのか、それとも単に、横穴群の造営期間が短期間であったからなのか、今のところ判明していない。

いずれにしても、玄室平面形が縦長の長方形でアーチ型あるいは尖頭アーチ型の天井を有する横穴墓

（いわゆる「妻入り」）が優勢である掛川市域の横穴群に対し、菊川流域では、玄室平面形が横長の隅

丸長方形でドーム型の天井を有する横穴墓（いわゆる「平入り」）が主流を占めている状況が確認でき

た。そしてこの状況を踏まえると、菊川流域の横穴墓に多くみられる組合せ式箱式石棺が本横穴群から

は一つも検出されなかった等の問題点を含むものではあるが、天井形態に関しては、大谷横穴群は独自

の地域色の薄い、あるいは両地域の特色の二つを兼ね備えた横穴群として位置づけることができる。そ

れは同時に、一つの地区内にあっても周縁に位置する横穴群における一特性を表示するものとして考慮

しなければならないであろう。
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附編1．静岡県立掛川西高等学校郷土研究部採集の大谷横穴群出土須恵器

1　資料の来歴

本節で報告する一群の資料は、静岡県立掛川西高等学校郷土研究部による踏査の際に採集されたもの

である。昭和37年12月から昭和38年にかけて当部の部員数名が大谷横穴群の現地踏査を行ない、横

穴墓12基の存在を確認した。現地踏査の過程で須恵器6点が採集されたが、発見時の状態はもとより、

一部を除いて出土した横穴墓さえも明らかにされていない。以下、これら6点の大谷横穴群出土須恵器

のそれぞれについて特徴を指摘し、静岡県における既往の須恵器編年上の位置を特定する。

2　観察所見

提瓶（図版1）

器高27．8cm、体部最大径22．9cm、口径11．6cm、口頸部長6．0cmを測り、完形品である。胎土は1

～2mmの砂礫を比較的多く含み、やや粗い。色調は内外面とも灰白色を基本とし、外面は部分的に淡橙

色を皇す。器表に別個体の製品に由来すると考えられる粘土が熔着しており、焼成は概して不良である。

また、口頚部内外面および体部上半に自然粕が顕著に付着する。側面図（図版1－右側）では体部の右

側小口部が左側小口部よりも平坦であり、当園右側小口部の粘土円板を底としてその上に粘土紐を巻き

上げ、最後に当図左側小口部に直径8cmの粘土円蓋を充填し接合部を回転ナデ調整するという体部整形

の過程が看取される。側面図右側小口部外面およびその周辺には回転箆削り、残りの体部外面の大部分

には6条1組のタタキ原体による平行タタキ目が施され、体部側面中央には縦位の回転箆措き洗練1条

が走る。体部内面と口頚部内外面には回転ナデが施されている。ロクロの回転方向に関しては、側面図

右側小口部を体部成形時の底として、体部は右回りとなるが、口頚部では判別が困難である。1対の耳

（吊り手）は、棒状粘土の両端を体部上方に貼り付け、接合部をナデ調整して形成されている。

提瓶は瓶の類であり、瓶類で型式変化がもっとも端的に現れる部位は口頚部である。当該資料の場合、

ロ縁端部は上下に強く横ナデされ、その断面は三角形を皇す。また、口頚部は著しく外反する。このよ

うな特徴は後藤建一氏による湖西古窯跡群出土須恵器編年（後藤1989。以下、「湖西編年」と略称）の

「長頸瓶Ac」のlj頚部形態に合致し、外反の程度は長頸瓶Acでも古い型式に属することを窺わせる。

従って、時期的には湖西編年Ⅱ期第5中期～Ⅲ期第1中期に比定されよう。これは、川江秀孝氏による

静岡県下出土須恵器編年（川江1979。以下、「川江編年」と略称）のⅢ期末葉～Ⅳ期前葉に相当する。

ところで、体部が球形で、かつ耳が本来の用途に耐え得る堅牢な環状を呈することは、初現期の提瓶に

類する形態的特徴であり、体部が口頚部よりも古い要素を残していると言えよう。

横瓶（図版2）

器高24．8cm、体部長軸28．8cm、口径10．3cm、口頸部長3．7cmを測る。口縁部を約1／9周分欠く以

外は完存する。胎土は2～3mmの砂礫を若干含み、密である。内外面ともに灰白色または暗灰色を基調

とするが、左側小口部などが赤褐色を里し、焼成は部分的に不良である。体部成形時には右側小口部の

粘土円板が底となり、この状態でのロクロの回転方向は左回りである。左側小口部には体部成形の最終

段階で直径約5cmの粘土円蓋が充填され、接合部外面をナデ調整した後、円蓋周縁部に回転箆措き沈線

を3条施している。体部外面の大部分は回転ナデと8条1組のタタキ原体による平行タタキ目が施され、

体部内面は縦位の指ナデにより調整されている。口頚部は内外面とも回転ナデで調整され、体部との接

合部の調整は外面が横位の指ナデ、内面が不整方向の指ナデである。また、ロクロの回転方向は右回り

である。口頚部の接合後、体部側面中央に縦位の回転箆描き沈線1条の文様が施されている。

横瓶もまた、口頚部の形態を型式変遷の主要な指標とする瓶類に属す。口縁端部断面は三角形である
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が、図版1の提瓶と異なり、口緑部直下に1段の突帯を配す。湖西編年では「長頸瓶Ab」の口頚部に

該当する。時期的には「長頸瓶Ac」とほぼ並行し、湖西編年Ⅱ期第5中期～Ⅲ期第1中期に比定され、

川江編年ではⅢ期末葉～Ⅳ期前葉に相当する。

長頚瓶（図版3・4・5）

図版3はいわゆる「フラスコ型長頸瓶」である。器高21．1cm、体部最大径15．4cm、口径9．0cm、口

頸部長7．0cmを測る完形品である。胎土は1～2mmの砂礫を多・く含み、粗い。色調は内外面灰白色を呈

す。体部外面上半部の大半に自然粕が付着し、焼け膨れも甚だしく、器表・器壁全体が多孔質状態であ

り、焼成は不良である。実測図左側小口部の端部より体部外面の約1／6が回転箆削り、外面の残り約

5／6および体部内面全体が回転ナデで調整されている。体部成形時には実測図左側小口部の粘土円板が

底となり、体部成形最終段階で実測図右側小口部の直径6．7cmの空間に粘土円蓋を充填している。また、

体部成形時のロクロの回転方向は左回りである。口頚部は内外面とも回転ナデにより調整され、体部と

の接合部は指ナデにより整形されている。口頚部成形時のロクロの回転方向も左回りである。

図版4は器高25．3cm、体部最大径17．1cm、口径11．4cm、口頸部長11．5cmを測る。体部に7箇所の

欠失部分があるものの、完形品として図化することは可能である。胎土は精良で、1mm以下の砂粒を

含む。色調は内外面とも灰白色を呈し、頚部外面の約1／4、口縁部外面の約3／4、同内面の約1／2、体

部上半外面の約1／2に自然粕の付着が認められるが、焼成は良好である。体部外面の下から約1／3が回

転箆削り、その他の部位は内外面ともに回転ナデにより調整されている。ロクロの回転方向は左回りで

ある。比較的小形ではあるが、安定性の十分な高台が底部に貼り付けられている。また、底部外面には

箆措き記号「冊」が線刻されている。

図版5は器高24．9cm、体部最大径16．4cm、口径10．4cm、口頸部長13．0cmを測る。口縁部の大部分

を欠失するが、その他の部位は完存する。胎土は0．5～3mmの砂礫を少量含み、密である。色調は内外

面ともに青灰色を呈し、口頚部や体部の一部に自然粕が付着するが、焼成は概ね良好である。体部下半

外面は回転箆削り、その他の部位は内外面ともに回転ナデにより調整されている。ロクロの回転方向は

右回りである。高台は図版4のそれよりも高さがあり、やや突っ張るように底部に貼り付けられている。

口頚部上半外面には回転箆措き沈線3条が配され、これらの間に回転櫛描き波状文が2本施文されてい

る。櫛描き原体は6条1組で、波状文には施文の中断が1箇所認められる。体部の中央屈曲部（肩部）

の上下にも回転箆措き沈線が1条ずつ配されている。

図版3は口緑部端の上下を強く横ナデし、その断面は三角形を皇す。口頚部は偏球形の体部から外反

しつつ立ち上がる。このような特徴は湖西編年の「長頸瓶Ac」に該当する。また、湖西編年では長頸

瓶Acの口頸部長が7′、8cmで「1」、8～9cmで「2」、9～10cmで「3」と分類されており、図版3

は「Acl」となる。よって、これは湖西編年Ⅱ期第5中期～Ⅲ期第1中期に比定され、川江編年では

Ⅲ期末菓～Ⅳ期前葉に相当する。図版4は球形状の体部からロ頚部が外反しつつ立ち上がり、ロ縁端部

に強い横ナデを施し、その断面は一辺がややくびれた三角形を皇す。このような特徴は湖西編年の「長

頸瓶Ae」に該当するが、長頸瓶Aeは口頸部長10～11cmで「Ael」、口頸部長12、13cmで「Ae2」

と細分されており、口頸部長を見る限り、図版4はAelとAe2との中間的形態と言える。さらに、図

版4の肩部は若干の稜を成すものの、Ae2のような鋭い稜線とはならないので、やはりAelからAe

2への過渡的型式に位置付けることができよう。よって、図版4は湖西編年Ⅲ期第3中期後半～Ⅳ期第

1中期に比定され、川江編年ではⅣ期後葉～Ⅴ期前葉に相当する。図版5は高台が貼り付けられ、口緑

端部を丸く収めていることから、湖西編年の「長頸瓶C」に該当する。長頸瓶Cは高台の高さで「C

a」と「Cb」に細分されるが、図版5の高台は比較的低いのでCbとなる。口縁部がラッパ状に外反す

るのが長頸瓶Cの特徴であるが、図版5の口緑部は同時期の蓋付長頸瓶のように直線的に立ち上がる。
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第56図　静岡県立掛川西高等学校郷土研究部採集の大谷横穴群出土須恵器実測図
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第56回　静岡県立掛川西高郷土研究部採集の大谷横穴群出土須恵器実測図　法量表（単位：mm）く数値＞は推定値

図版 NG 遺構 ・層 位 種 別 器 型 ・分類 口径 最大径 器 高 つまみ径 底径 回転 色 調 残存 状態 写真図版

1 A －15号横穴墓 須恵器 提瓶 116 229 278 灰 白 完形 5 9－2

2 表土採集 須恵器 横瓶 103 288 248 灰 白 ほぼ完形 5 9－1

3 A －15号横穴墓 須恵器 フラスコ型長頸瓶 90 154 211 灰 白 完形 5 9－3

4 表土採集 須恵器 長頸瓶 114 171 253 灰 白 ほぼ完形 5 9－5

5 表土採集 須恵器 長頸瓶 104 164 249 青灰 ほぼ完形 5 9－6

6 表土採集 須恵器 施 120 102 135 灰 白 ほぼ完形 5 9－4

しかし、蓋付長頸瓶の口頸部長は10cm前後であるため、口頸部長13．0cmの図版5はやはり長頚瓶Cb

に特定される。ゆえに、これは湖西編年Ⅲ期第3中期前半に比定され、川江編年のⅣ期中葉に相当する。

薗（図版6）

器高13．5cm、体部最大径10．2cm、口径12．0cm、口径部長6．1cmを測る。口緑部の約1／10を除いて

欠損は見られない。胎土は0．5～2mmの砂粒を含み、密である。色調は内外面とも灰白色を呈し、全体

に自然粕の付着が認められるが、焼成は概ね良好である。体部外面の下から約1／3は回転箆削りである

が、その他の部位は内外面とも回転ナデにより調整されている。注口は体部中央に貼り付けられ、接合

部を指ナデ調整した後、棒状具により穿孔されたと考えられる。口緑部直下に1本の突帯を削り出し、

また、体部の肩部には回転箆描き沈線を2条配す。なお、ロクロの回転方向は左回りである。

．当該資料は突出した注口を有するため、湖西編年の「薗B」に同定される。また、底部に高台が付か

ない形態は薗Bの細分型式のうち「施Ba」或いは「砲Bb」となるが、当資料の場合、比較的短小な口

頚部であるため、「薗Bb」に帰属させることができよう。時期的には湖西編年Ⅲ期第1中期～第3中期

前半に比定され、川江編年のⅣ期前葉～中葉に相当する。

3　本資料群の大谷横穴群展開過程における年代的位置付け

上記6点の須恵器のうち、添付された覚え書きにより出土横穴墓が判明しているのは図版1・3で、

2点とも「第6号墳」出土とされている。これは本報告書におけるA－15号横穴墓に当り、A－15号

横穴墓出土の蓋杯は川江編年のⅢ期末葉～Ⅳ期前葉に比定されるため、本節で論及した図版1・3の所

属年代はこれに矛盾するものでない。6点全体の所属時期は湖西編年ではⅡ期第5中期～Ⅳ期第1中期、

川江編年ではⅢ期末葉～Ⅴ期前葉に及ぶが、うち4点は湖西編年Ⅲ期末～Ⅲ期初頭＝川江編年Ⅲ期末菓

～Ⅳ期前葉に比定され、暦年代では7世紀前葉～中葉におくことができると考えられる。この年代は、

大谷横穴群の造営開始直後または当横穴群の盛行期の一つに合致するものである。

＜参考文献＞

・内藤準一・鈴木通夫・萩田淳三1964「千羽横穴古墳群」『ふるさと』第18号　掛川西高等学校郷土

研究部

・川江秀孝1979「静岡県下出土の須恵器について」『静岡県考古学会シンポジューム2　須恵器一古

代陶質土器－の編年』　静岡県考古学会

・後藤建一1989「湖西古窯跡群の須恵器と窯構造」『静岡県の窯業遺跡（静岡県内窯業遺跡分布調査

報告書）』本文編　静岡県教育委員会
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附編2．大谷横穴群から出土した骨の鑑定

【目次】

はじめに………p．1

1．試料………p．1

2．方法………p．1

3．結果………p．1

【表一転

表1　骨同定試料および結果

大谷横穴群から出土した骨の鑑定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

大谷横穴群は道川の支谷斜面に構築されている古墳時代（7世紀）の横穴墓群である。今回の発掘調

査では数基の横穴墓が確認されている。各横穴墓からは人骨や獣骨、副葬品などが検出されており、当

時の人間の埋葬に関する検討を行う上で、貴重な成果が得られている。

今回の自然化学分析調査は、各横穴墓から検出された人骨・獣骨の種類と部位を明らかにし、各横穴

墓における埋葬状況や埋葬されている人間の性別・年齢に関する資料を得ることが目的である。なお、

出土骨の観察と部位の種類・同定は、早稲田大学金子浩昌先生に依頼した。

1．試料

同定試料は発掘調査時に採取されたものである。しかし、各横穴墓から検出された骨の中には保存状

態が悪く、すでに細片化している試料もある。各資料の状態等は結果とともに表1に示す。なお、出土

骨の遺存状態を3つのランクに区分してある。Aランクとしたものは遺存状態が良いもの、Bランクは

比較的遺存状態が良いもの、Cランクは細片化が著しいものを示している。

2．方法

試料は、ルーペなどを用いて骨格の特徴を観察して種類と部位を同定する。

3．結果

結果を表1に示す。今回同定した試料中には、細片化が著しいため、種類・部位などの同定が不能な

ものもあった。これらは同定不能として表した。以下に各地点別に結果について述べる。

〔A－2〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨である。同定された部位は歯、頭骨、尺骨などである。この

うち歯には、明らかに別個体に由来するものが含まれており、本横穴墓も複数の遺体が埋葬されている

ことになる。

〔A－13〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨である。ただし、遺存状態の悪いものも多く、同定不能の試

料も多く認められた。検出された部位は、歯のほか、大腿骨などである。このうち歯には明らかに別個

体に由来するものが混ざっていることが確認された。このことから本横穴墓もまた複数の遺体が埋葬さ

れていると判断される。また、大腿骨の形状からは埋葬されている遺体の一つは成人男性であることが

わかる。
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〔A－14〕

玄室内から流れ出して堆積したとみられる堆積物中から出土した骨は、ウサギの大腿骨であった。こ

の大腿骨にはイヌなどの動物によるとみられる噛まれた痕跡が認められた。

玄室内から検出された骨は、モグラ1個体のほかは全てヒトの骨であった。検出された部位は歯のほ

か、四肢骨、頭骨、腰椎などであり、同一部位が複数個あるものもあった。特に歯の部位や、頭骨の大

きさ、大腿骨の形状などから、出土骨には少なくとも数体分の人骨が混ざっていることになり、複数の

遺体が埋葬されていることになる。特に新生児～胎児のものとみられる頭骨の検出は興味深い結果であ

る。また、大腿骨などは成人男性のものと判断される。

〔A－16〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨である。部位は歯のほか、四肢骨などがあるが全体的に遺存

状態が悪く、部位を特定することができないものが多かった。これらのうち、状態の良かった大腿骨は、

その形状から成人男性および成人女性に由来するものとみられる。このように本横穴墓もまた数体の遺
●

体が埋葬されていると判断される。

〔A－17〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨であり、全て歯であった。これらの歯には明らかに別個体に

由来するものが含まれており、本横穴墓にも複数の遺体が埋葬されていることになる。

〔A－18〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨である。同定された部位は全て歯であり、それ以外については

遺存状態が悪いため、部位を特定することができなかった。

〔A－22〕

玄室内から検出された骨は、ほとんどが遺存状態の悪いものがほとんどであり、同定不能の試料が多

く認められた。検出された部位は、大腿骨など四肢骨片などが確認されており、その形状から、成人で

あることがわかる。

〔A－24〕

検出された骨は、ヒトの骨断片であった。

〔A－25〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨である。遣存状態が悪く同定された部位は臼歯片のみである。

〔A－28〕

玄室内から検出された骨は全てヒトの骨である。同定された部位は歯のみである。複数遺体の埋葬に

ついては判断することはできなかった。

〔SPOl〕

ヒトの細片であった。部位は特定できなかった。

上記したように今回調査を実施した横穴墓の多くでは複数の遺体が埋葬されていることが確認された○

このような状態は、一度に複数の遺体を埋葬したことに起因するのか、再葬によるものかは、現段階で

は判断ができない。これらのことに関しては、今回の結果と、各横穴墓の考古学的調査成果と併せて、

検討するようにしたい。また、新生児二乳児の埋葬についても興味深い結果であり、本遺跡の遺体埋葬

について考える上で資料となることが期待される。

（註：遺構番号については報告書の体裁にあわせて変更した。）
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本書の作成にあたっては、多くの方々のご指導・ご協力をいただいた。まず現地調査および整理作業

にたずさわっていただいた多くの方々にお礼申しあげたい。とりわけ、株式会社フジヤマの柴田　稔氏

には調査期間中、終始懇切丁寧なるご助言をいただいた。また、池上　悟氏（立正大学文学部助教授）、

掛川市教育委員会の前田庄一氏、戸塚和美氏、井村広巳氏および袋井市教育委員会の松井一明氏、白樺

崇氏には、ご多忙中にもかかわらず現地にお越しいただき、ご助言をいただいた。最後に、伐採木なら

びに排土置き場として、快く借地させていただいたJA掛川市農業協同組合、岡本堅一氏、岡本光夫氏、

石川道夫氏に感謝申しあげる。

参考文献一覧

1．横穴墓関係

静岡県

・『東名高速道路（静岡県内工事）関係埋蔵文化財発掘調査報告書』1968年　日本道路公団・静岡県

教育委員会

・『遠江の横穴群（静岡県内横穴群分布調査報告書I）本文編』1983年　静岡県教育委員会

・『駿河・伊豆の横穴群（静岡県内横穴群分布調査報告書Ⅱ）本文編』（静岡県文化財調査報告書第35

集）1986年　静岡県教育委員会

・『静岡県の重要遺跡（静岡県内重要遺跡詳細分布調査報告書）』（静岡県文化財調査報告書第52集）

1998年　静岡県教育委員会

掛川市

・『掛川市城山横穴墳調査報告書』1964年　掛川市教育委員会

・『掛川市宇洞ケ谷横穴墳発掘調査報告』（静岡県文化財調査報告書第10集）1971年　静岡県教育委

員会

・「山麓山横穴」『掛川市の横穴墓一日本考古学協会研究発表要旨－』1977年

・『国道一号掛川バイパス建設用地内埋蔵文化財調査報告書』1977年　掛川市教育委員会

・『三十八坪横穴群A群発掘調査報告書』1988年　掛川市教育委員会

・「楠ケ谷横穴群一多数の未開口横穴墓の発見－」『静岡の原像をさぐる』1989年　財団法人静岡県

埋蔵文化財調査研究所

・『土橋横穴群・長沢遺跡発掘調査報告書』1991年　掛川市教育委員会

・「堀ノ内古墳群（堀ノ内横穴群）一素賀国造一族の墓所？発見－」『静岡の原像をさぐる』1992年

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『新田横穴群D群一平成8年度畑地造成に伴う緊急発掘調査報告書』1997年　掛川市教育委員会

・「前山横穴群」『掛川市「考古の日」記念　出土文化財展』1998年　掛川市教育委員会

・「茶屋辻横穴群現地説明会」1998年　掛川市教育委員会

・「茶屋辻横穴群一壁にやじりが刺さっていた横穴－」『静岡の原像をさぐる』1998年　財団法人静

岡県埋蔵文化財調査研究所

・「寺ケ谷横穴群」『掛川市「考古の日」記念　出土文化財展』1999年　掛川市教育委員会

袋井市

・『袋井市地蔵ケ谷古墳群及び横穴群発掘調査略報一東海道新幹線工事に伴う埋蔵文化財調査報告Ⅱ

192



（静岡工事局袋井工事区間）』（静岡県文化財調査報告書第4集）1963年　静岡県教育委員会

・『山本山古墳群一静岡県袋井市豊沢宇山本所在－』1978年　袋井市教育委員会

・『金山古墳群・金山横穴群I・Ⅱ一袋井の群集境と横穴群を考える（1）－』（袋井市考古資料集第2

集）1996年　袋井市教育委員会

・『八幡山横穴群一袋井の群集境と横穴群を考える（2）－』（袋井市考古資料集第3集）1997年　袋井

市教育委員会

森町

・『観音堂横穴古墳群発掘調査報告書　研究報告第2集』1979年　日本楽器製造株式会社

・『静岡県森町　飯田の遺跡一葛城ゴルフ倶楽部地内遺跡群調査報告書－』1996年　静岡県森町教育

委員会

菊川町

・『大淵ケ谷・篠ケ谷・西宮浦一静岡県菊川流域の横穴群調査報告』1983年　菊川町教育委員会
■

・『山田横穴D群2号遺跡発掘調査報告書』（菊川町埋蔵文化財報告書第15集）1988年　静岡県菊川

町教育委員会

・『杉森横穴群D群発掘調査報告書　写真図版編』（菊川町埋蔵文化財報告書第19集）1989年　静岡

県菊川町教育委員会

・『山田横穴群E群1号発掘調査報告書』（菊川町埋蔵文化財報告書第20集・平成元年度埋蔵文化財発

掘調査報告書）1990年　静岡県菊川町教育委員会

・『平尾野添横穴群一平成2・3年度菊川内田住宅団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』

（静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第37集）1992年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『宇藤遺跡群一共立菊川総合病院建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』1996年　静岡県菊川町教育

委員会

・『藤谷横穴群C群発掘調査報告書』（菊川町埋蔵文化財報告書第54集）1999年　静岡県菊川町教育

委員会

小笠町

・『池ケ谷横穴群発掘調査報告書』1984年　小笠町教育委員会

大東町

・『岩滑清水ケ谷横穴群・岩滑松ケ谷横穴発掘調査幸陪書』1988年　大東町教育委員会

・『下土方青谷横穴群発掘調査報告書』1993年　静岡県小笠郡大東町教育委員会

浜岡町

・『浜岡町門屋横穴群石田・蓮前支群発掘調査報告書』1985年　静岡県小笠郡浜岡町教育委員会

・『浜岡町門屋横穴群石田2号横穴・新井平横穴群発掘調査報告書』1988年　静岡県小笠郡浜岡町教

育委員会

・『中尾殿之谷横穴群』（浜岡町埋蔵文化財調査報告書第4集）1996年　静岡県小笠郡浜岡町教育委

員会

・『南谷横穴群』（浜岡町埋蔵文化財調査報告書第5集）1998年　静岡県小笠郡浜岡町教育委員会

榛原町

・『大ケ谷横穴群詳細分布調査報告書』1990年　静岡県榛原郡榛原町教育委員会

相良町

・『蛭ケ谷1号横穴一町道蛭ケ谷本線改良舗装工事に伴う発掘調査報告書』1988年　榛原郡相良町教

育委員会

193



・『小堤山横穴群』（相良町埋蔵文化財調査報告書第3集）1999年　相良町教育委員会

静岡市

・『伊庄谷横穴群（県立静岡南高等学校建設用地内埋蔵文化財調査報告書）上（遺構編）』（静岡県文化

財調査報告書第29集）1984年　静岡県教育委員会）

函南町

・『史跡柏谷横穴群保存修理事業報告書』1991年　函南町教育委員会

伊豆長岡町

・『大師山横穴群』（静岡県文化財調査報告書第14集）1976年　静岡県教育委員会

・『大北横穴群　本文編・図版編』1981年　伊豆長岡町教育委員会

2．関連遺跡

・『掛川市天王山遺跡発掘調査報告書』1968年　掛川市教育委員会

・『掛川市遺跡分布調査報告I』1984年　掛川市教育委員会

・『掛川市遺跡分布調査報告Ⅱ』1984年　掛川市教育委員会

・「踊原遺跡」『掛川考古展六』1987年　掛川市教育委員会

・『大門大塚古墳』1987年　袋井市教育委員会

・『原川遺跡I一昭和62年度袋井バイパス（掛川地区）埋蔵文化財発掘調査報告書－』（静岡県埋蔵文化

財調査研究所調査報告第17集）1988年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・「深谷遺跡」『静岡の原像をさぐる』1988年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『原川遺跡Ⅱ一昭和63年度袋井バイパス（掛川地区）埋蔵文化財発掘調査報告書－』（静岡県埋蔵文化

財調査研究所調査報告第22集）1989年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『天段古墳・東沢遺跡発掘調査報告書』1989年　掛川市教育委員会

・『原川遺跡Ⅲ一平成元年度袋井バイパス（掛川地区）埋蔵文化財発掘調査報告書－』（静岡県埋蔵文化財

調査研究所調査報告第24集）1990年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『原川遺跡Ⅳ　図版編一平成2年度袋井バイパス（掛川地区）埋蔵文化財発掘調査報告書－』（静岡県埋

蔵文化財調査研究所調査報告第26集）1991年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『坂尻遺跡　本文編・図版編一平成2年度袋井バイパス（袋井地区）埋蔵文化財発掘調査報告書』（静

岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第29集）1991年　財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・「奈良時代～平安時代の掘立柱建物群跡一六ノ坪遺跡－」『静岡の原像をさぐる』1991年　財団法

人静岡県埋蔵文化財調査研究所

・『山口遺跡－ヤマハ発動機株式会社GHP技術棟建設に伴う緊急発掘調査報告書』1993年　掛川市

教育委員会

・『大谷古墳群－JA掛川市緑茶加工施設用地造成事業に先立つ緊急発掘調査報告書』1994年　掛川

市教育委員会

・『安養寺Ⅱ・Ⅲ遺跡一水垂地区土地改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』1996年　掛川市

教育委員会

・『小笠山総合運動公園内遺跡群一平成6・7・8年度小笠山総合運動公園建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書』（静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第95集）1997年　財団法人静岡県埋蔵文化

財調査研究所

・『六ノ坪Ⅳ遺跡・源ケ谷古墳群発掘調査報告書』1998年　掛川市教育委員会
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3．その他

静岡県

・『掛川市遺跡地名表』1981年　掛川市教育委員会

・『掛川市遺跡地図』1982年　掛川市教育委員会

・『静岡県の窯業遺跡（静岡県内窯業遺跡分布調査報告書）本文編』（静岡県文化財調査報告書第42

集）1989年　静岡県教育委員会

・『静岡県史　資料編1－考古一一』1990年　静岡県

・『静岡県史　資料編2－考古ニー』1990年　静岡県

・『静岡県史　通史編1－原始・古代－』1994年　静岡県

・『掛川市史　上巻』1997年　掛川市

・斎田茂先・山本忠英共編『掛川誌稿一仝翻刻－』（翻刻：中村育男）1997年　静岡新聞社

・浅井保秀『天保掛川　字洞山眺望図考』1999年　静岡新聞社

県考古学会

・『静岡県考古学会シンポジューム2　須恵器一古代陶質土器－の編年』1979年　静岡県考古学会

・川江秀孝「静岡県下の須恵器について」『静岡県考古学会シンポジューム2　須恵器一古代陶質土器

－の編年』1979年　静岡県考古学会

・『静岡県考古学会シンポジューム3　群集境と横穴』1981年　静岡県考古学会

大谷横穴群発掘作業・整理作業参加者名簿（敬称略、五十音順）

現地発掘作業参加者

石山　義直　　内田　猪平　小柳津宏子　大谷　忠平　酒井　亮　柴田　和久

榛葉　令司　　高橋　育代　　中山　弘子　　服部　恒雄　　藤田　明美　　増田　佳子

丸尾　　進　　山崎　弘明

現地整理作業参加者

佐藤　松枝　　棚田みほ子

報告書整理作業参加者

秋山　千春　　佐野　絹子　　鈴木　圭子　　多田　容子　　原　　洋子　　深田　智子

遺物写真撮影

土　器　　　　　　　内田真紀子（写房　楠華堂）

鉄製品・装身具類　　杉山すず代

人骨鑑定

パリノ・サーヴェイ株式会社（鑑定士：金子　浩昌）
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写真図版

遺物編の図版36～55は内田真紀子氏（写房　楠華堂）、

図版56～59は杉山すず代（当研究所技術作業員）が撮影。



1．大谷横穴群A地区調査前遠景



1．A－1号横穴墓墓前域（左端）

2．A－1号横穴基正面

3．A－1号横穴墓玄室床面



2．A－2号横穴墓調査前

4．A－2号横穴墓玄室床面



1．A－2号横穴墓完掘状況

2．A－2号横穴墓土器出土状況

や

ヽ

、　　　　　　　　、も、」L．・．．．

3．A－3号横穴墓正面

4．A－3号横穴墓墓前域（上から） 5．A－4号横穴墓調査前

6．A－4号横穴墓正面近景 7．A－4号横穴墓正面遠景



図版5

1．A－5号横穴墓調査前

2．A－5号横穴墓奥壁部

麒ヌ繊細

3．A－5号横穴墓正面

4．A－5号横穴墓封鎖石 5．A－5号横穴墓袖部

6．A－5号横穴暮墓前域（左端） 7．A－5号横穴墓墓前域拡幅部



1．A－6号横穴墓調査前

2．A－6号横穴墓奥壁部 3．A－6号横穴墓正面

4．A－6号横穴墓天井部

6．A－6号横穴墓土器出土状況



1．A－7号横穴墓調査前

3．A－7号横穴墓墓前域

4．A－7号横穴墓袖部



2．A－8号横穴墓土器出土状況 3．A－8号横穴墓正面



1．A－9号横穴墓墓前域

2．A－9号横穴墓玄室床面

4．A－9号横穴墓袖部

5．A－10号横穴墓調査前

3．A－9号横穴墓正面

6．A－10号横穴墓正面



1．A－11号横穴墓正面

2．A－11号横穴墓調査前 3．A－11号横穴墓封鎖石

4．A－11号横穴墓土器出土状況 5．A－11号横穴墓天井部工具痕



1．A－12号横穴墓正面

2．A－12号横穴墓調査前

4．A－12号横穴墓玄室床面



1．A－13号横穴墓正面

2．A－13号横穴墓玄室床面 3．A－13号横穴墓人骨出土状況

4．A－13号横穴墓玄室床面 5．A－13号横穴墓勾玉・丸玉出土状況



1．A－14号横穴墓調査前



1．A－15号横穴墓正面

2．A－15号横穴墓調査前 3．A－15号横穴墓奥壁部

4．A－15号横穴墓玄室床面 5．A－15号横穴墓天井部



1．A－15号横穴基袖部

3．A－15号横穴墓左側壁線刻画



1．A－16号横穴墓調査前

3．A－16号横穴墓奥壁部

5．A－16号横穴墓礫床・人骨出土状況



図版17

露窯ll‾去攣：lIII；
鯛駅

1．A－17号横穴墓調査前

3．A－17号横穴墓奥壁部

2．A－17号横穴墓正面

5．A－17号横穴墓袖部



2．A－18号横穴墓墓前域土器出土状況



3．A－18号横穴墓玄室床面

5．A－18号横穴墓袖部 6．A－18号横穴墓正面



2．A－19号横穴墓正面

3．A－19号横穴墓奥壁部

5．A－19号横穴墓袖部

4．A－19号横穴墓天井部

6．A－19号横穴墓正面

7．A－19号横穴墓奥壁部工具痕 8．A－19号横穴墓玄室右側壁工具痕





1．A－20号横穴墓調査前 2．A－20号横穴墓正面

3．A－20号横穴墓袖部

5．A－20号横穴墓羨道部左側壁工具痕



1．A－21号横穴墓正面（左から3つ目）

2．A－21号横穴墓調査前

4．A－21号横穴墓天井部



図版24

誓■；‥ナ裾謙二キ・・．．1†・
1．墓前域（右からA－24・A－23・A－22号横穴墓）

2．A－22号横穴墓調査前 3．A－22号横穴基正面

4．A－22号横穴墓奥壁部 5．A－22号横穴墓玄室床面

6．A－22号横穴墓袖部 7．A－22号横穴墓土器出土状況



1．A－22号横穴墓人骨出土状況

酢．；漁．＿．、キI・十．‾：言
3．A－22号横穴墓玄室右側壁工具痕 4．A－22号横穴墓天井袖部工具痕

5．A－23号横穴墓調査前

7．A－23号横穴墓封鎖石

i

l

i

5

g

と

6．A－23号横穴墓正面

8．A－23号横穴墓玄室床面



1．A－24号横穴基調査前

2．A－24号横穴墓奥壁部 3．A－24号横穴墓正面

4．A－24号横穴墓玄室床面 5．A－24号横穴墓貫通穴

6．A－24号横穴墓土器出土状況 7．A－24号横穴墓玄室左側壁工具痕



2．A－25号横穴墓正面

3．A－25号横穴墓調査前

4．A－25号横穴墓封鎖石



1．A－25号横穴墓奥壁部 2．A－25号横穴墓袖部

3．A－25号横穴墓玄室床面 4．A－25号横穴墓羨道部排水溝

5．A－25号横穴墓土器出土状況 6．A－25号横穴墓鉄製品出土状況

7．A－25号横穴墓正面 8．A－25号横穴墓玄室左側壁工具痕



図版29

2．A－26号横穴墓調査前

3．A－26号横穴墓正面

5．A－26号横穴墓奥壁 6．A－26号横穴墓袖部

7．A－26号横穴墓玄室床面



1．A－27号横穴墓調査前 2．A－27号横穴墓正面

3．A－27号横穴暮封鎖石 4．A－27号横穴墓奥壁部

7．A－27号横穴墓正面



1．A－28号横穴墓正面

2．A－28号横穴墓袖部



1．A－28号横穴墓調査前

3．A－28号横穴墓奥壁部

5．A－28号横穴墓正面

7．A－29号横穴墓調査前 8．A－29号横穴墓正面



2．A－29号横穴墓（南から）

4．A－29号横穴墓土器出土状況②



1．B－1号横穴墓墓前域

3．B－1号横穴墓奥壁部

2．B－1号横穴墓正面

‾lご　‾　　一∵∵＿二

4．B－1号横穴墓天井部

5．B－1号横穴墓袖部 6．B－1号横穴墓玄室床面

7．B－1号横穴墓羨道部溝状遺構 8．日－1号横穴墓玄室右側壁工具痕



図版35
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1．A地区炭焼窯全景

3．B地区方形周溝墓土器出土状況



図版36



図版37
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図版39



図版40
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図版41
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図版42
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図版43



図版44
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図版48
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図版49

土師器集合



図版50
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図版51

弥生土器（方形周溝墓）

A－5号横穴墓　出土土器



図版52

A－6号横穴暮　出土土器

A－16号横穴墓　出土土器



図版53

A－17号横穴茎　出土土器

A－18号横穴墓　出土土器



図版54

A－20号横穴墓　出土土器

A－22号横穴墓　出土土器



図版55
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二ぎ上土三選
A－25号横穴基　出土土器

A－28号横穴墓　出土土器



図版56
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図版57
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図版58
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図版59

静岡県立掛川西高等学校郷土研究部採集の大谷横穴群出土須恵器
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